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秋の夜 山で一泊しました。

外は本枯 らしが吹き

葉を落とした木の枝が ギイギイ鳴つていました。

ランタンのろうそくのあかりで本を読むことも

街では味わえない 山での楽 しみです。

遠くの山には もう初雪が降 リ

星明か りの中でも 自くなっているのがわかります。

揺れる枝の上に 翼をたたんだミミズクが 静かにとまっていました。

テン トの布までとおすような輝きが 応、たつ。
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「
や ま ざ と 」  :こ そ え て

OB会会長 15期  奥名 正啓

OBの皆様いかがおすごしてしょうか。

いよいよ2000年 も終わりを告げ、21世紀の幕

開けとなりました。ふだんの生活においては、

西暦より和暦に慣れ親しんでいるため、そう画

期的なこととも思えないという方も結構多いの

ではないでしょうか。同じものでも見る人によ

つては随分と違つた見え方をするものです。

ヤツデという植物は皆さんご存じでしょう。

生育地沿岸とありますが、そう、北向きの便所

の横などによく植えられている手のひらのよう

な葉つばをしたやつです。秋も終わり頃になる

と、九いポールのような白い花をつけます。ど

ちらかというと目立たないなのですが、香りが

強く、活動の鈍った虫でもおびき寄せられるの

でしょうか。また、その香りで、臭い消しにと

して便所のそばに植えたのでしょうか。

ヤツデというから8つ に葉が裂けているもの

と思っていませんか。近くに必ずありますから

よく見て下さい.実際には8つ に裂けているも

のはありません。もともと先の尖った構円形の

ような葉の両脇が裂けて 3つ に分かれ、その両

端の外側が裂けて 5つ に分かれ…というふうに

裂けて、 7つ 9つ となつていきます。したがつ

て 8つ にはなりません。これはつい最近図鑑で

知つたことで、実際に見てみると、なるほどそ

の通りでした。最も多いのが 7つと9つのよう

で、平均すれば 8と なるので、ヤツデと名付け

たというのは、本当やらこじつけやら分かりま

せん。最初に名付けた人がばっと見て、 8つ と

思ったのかもしれません。

本当によく見ないと、思っていた通りかどう

かわかりませんね。まして、あやら、やにしか捕

らえていない事については、よくよ<確かめて

みる必要があります。私の周りにはもちろん、

皆さんの周りにも、そんなことがた <さ んある

に違いありません。

さて、我がOB会は、皆さんにはどのように

見えているでしょうか。もちろん一人一人皆違

つた見方をしているでしょうし、取り組みや思

い入れも違うでしょう。思想団体や、宗教では

ないのですから、それはそれで当たり前だと思

っています.

でも、もう一度、OB会というものを見つめ

直してみて下さい
`思

ってもいなかった新 しい

側面を見いだすかもしれません。あるいは、か

つて密かに埋めておいた楽しい宝物が見つけら

れるかもしれません。

【10月 28日  新橋「こうや」にて

OB役員と、現役 3回生 (43期 )

懇親会 現役 3回 生は全員】

20深田 19栂 20久 富 23鳥越 43加藤 16北 川 13辰野

15舟田 43西脇

43阿納 43井澤

43深山 43奥野  43矢 田部  43杉村

43小倉 43清 水 15奥名  43谷上
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☆☆ スキー合宿 in野沢 ☆☆
v  (第 4FOBスキ~合宿)

◎日時 平成13年 2月 お日 (土 )～ 2ヽ日 (日 )

◎お宿 野沢温泉 リゾートハウスふるさと

長野県下高井郡野沢温泉村6556

80269-85-2241
0申 し込み 2月 15日 までに、メール、電話、郵便、いずれかで事務局まで。

☆☆ シャクナゲの宴 ☆☆
21-紀 イ・′ベ レ′ ト

♪高三郎の尾根の麓の 倉谷の流れ オロロがとれる

一度おいでよ わが ベルクハイムヘ

オッハイヤーオッハイヤーオッハイヤー

鳴るは ライライヨー ライライヨー♪

KUWVの 汗が一番しみこんでいる山、高二郎。その臓、倉谷に建つベルクハイム。

「高三郎」「倉谷」「ベルクハイム」 ・̈どのキーワードで検索 (?)してみても、金大

ワンゲルが、筆頭にでてくるはずです。そして、リンクされてくる思い出の数々。

ワンゲル部員である限り、それらは、その時代時代の変遷の中にありながらも、みなさ

んの青春時代に重なってきました。

今、金沢の街も、お城も、変わりつつあります。 IT革命は便利な一方、走らされてい

る気がします。ますます変わり、走るであろう21世紀に、変わらないままの自然が、時間

が、金沢の奥に残されています.

カモシカやサルが、シャクナゲやユキツパキ、カタクリやキクザキイチ リンソウが、

昔からのお馴染みさんを迎えてくれます。

そう、世界遺産なんて目じゃない !

我々には、ベルクハイムがあるのだ |!

業一番美しい季節にお誘い。

業基食響『;雲篤モ:1きFi尋二貢繁TI:虐濫葉軍:よ事|｀

ます。
1

楽倉谷特製 山菜メニューでお迎え。

米いわずもがな、高二郎のベス トシーズン。シャクナゲをかきわけた後は

残雪の下にのでいているかもしれない標柱をお確かめ下さい。

◎日時 平成13年 5月 12日 (土 )～ 13日 (日 )

11日 (金)は資材運び兼前夜祭

出入りは自由。参加希望者の中で配車をします。

◎集合・解散 犀川ダム  (希望者は小立野工学部キャンパス)

◎参加費 3000円   差し入れ歓迎

◎申し込み 4月 上旬 再度公告します。参加の場合、参加日程、交通手段などを

提示の締切までにお知らせ下さい.

◎やること ベルクハイムに泊まる。山菜宴会 (バ ーティー)。

イワナの骨酒がでるかは、釣り師次第。

あと、何でも自由…釣り、昼寝、登山、散策、…etc.

少し、お手伝い…ベンキ塗り?(参加者の人数、資質により検討)
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秦半半特集 犀奥&ベルクハィム秦米半

【20oo年 秋小屋作業

9月 5日 (火)～ 7日 (木 )

ここは某大ワンゲル部室。合宿コースを検討

中。彼、彼女達は中高年ステ ッキ軍団の列なす

山はもう意中にない。クマに会っても人には会

わない…そんな日本の秘境に浸かつてみたい。

あるではないか !国立公園白山から、プナの

樹海を越えて延びている北方稜線。深田百名山

に惜 しくも漏れた笈ケ岳を越えれば、その先に

は古都金沢が。夢二逃避行の温泉を浴び、きと

きと魚と、菊酒で打ち上げだ !

「どこ、問い合わせときましょう ?」

「○○と、△△と…。そや、そこの地元は金沢

大やろ。」

「そういえば、ちよつと読んだ資料の中に、高

二郎山の麓に金大ワンゲルの非公開の山小屋

があると一」

「山小屋 ?ス ゲエ !」

そう、どこの誰が、金大ワンゲルに、槍穂や

剣の情報を問い合わせてくることがありましょ

う?

外部から見て、金大ワンゲルの「フィール ド

」は、自山とそこにつながる山々です。四季を

通 じて親 しんでいる筈と思われている山域なの

です。今も金沢の筋の通つた山屋なら、「高三

郎は、金大ワングルの山だ」と、答えてくれま

す。それほどに歴代部員の汗が、染み込んでき

た山域なのです。

その麓にあるベルクハイムは、「我々にも山

小屋があつたらなあ」の、創部以来の夢として

建設されました。

「山小屋が欲 しいなあ。テン トより広いし、

担いていかんでいいし…。気兼ねなく騒いだ り

]¬業
日 中

向 川

西 加 谷 日

脇清藤 村野

水   福

深   松村

作   山

「
¬

、のんびり好きなことしたり。傍に静かな山が

あって、スカイラインコースなんて一周がやれ

て、イワナ釣 りが楽 しめて、沢詰めもやれて、

そんな場所にもてたら、もっといいな…」

人は手にして しまうと、その良さが見えにく

くなります。維持がたいへん、縛られる… (男

と女の関係もそんなもの !)。

長いようで短い現役時代に、犀奥やベルクハ

イムの良さを知 らずに、KUW∨ を卒業 して し

まうのはあまりにもったいない。

さらには、事務局長が分析するに、もともと

犀奥と、北ア他メジャー山岳は、対立する指向

ではなく、メジャー山岳が「ハ レ」に対 しての

「ケ]つ まり「日常」として犀奥は位置 してい

ました。そうそうハ レの山へ、時間も金も持つ

わけでなし…日常に親 じめる山域、手軽に トレ

ーニングもやれ、自然に浸れる一。何も地元に

縛るためではなく、よリワンゲルの目的を達成

するために開発されていったのです。実際、山

行数が減っているのは、犀奥山域の欠落が主因

のようです。

また、そうやつて犀奥のよさ、部における位

置づけが伝わらなくなったのは、部誌ベルクハ

イムの休刊に負うところ大です。手にするのは

山岳メジャー雑誌ばかり、そこに載る山が山と

インブットされていきます。

ついには「新道 ?1日 道 ?」 「砺倉 ?コ シアゲ

谷 ?」 になってしまいました。

嘆いてばかりはいられません !

手にしているものの価値を知ってほしい !

そんな意図での特集です。

角 矢

田 田

部

渡

井

澤

河

原

竹

内
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Q_ ベルクハイムの命名は ?

A.建 設当時の学長により命名されました。こ

れは部誌の名前も兼用です。

和訳すれば「やまざと」。それでOB会 報名

も「やまざと」になっています。

Q_ どこに管理責任がある ?

A 金沢大学学生部の所有物件です。経費調達

・交渉・建設はワンゲル部が行いました。が、

事故の際にも認識できるように、学生部内ワン

ゲル部が、対外的な立場です。

土地は営林署からの借用です。この賃貸料年

3000円 は、 3年分一括で、学生部が払つていま

す。

実質管理はワングル部であり、かつての小屋

使用規定では、 リーダー会への届け出による許

可制となっていました。

なお35周年時に発足 したOB会 は、顧問 。会

長・事務局長が、正式に学生部に挨拶に行つて

います。また、OB会 報も以後必ず届けられて

います。これらは事故時にサポー トできるOB
会をめざしての学生部への対応です。

Q。 なぜ、倉谷が選ばれたのですか ?

A。「山小屋が欲 しい !」 は創部以来の夢で した

。まともな部室がなかった時代でもあり、ワン

ゲル活動を行う野外拠点が欲 しい…は、全部員

の夢であったようです。その最難関は資材 (資

金)で した。

それが、犀川ダムの建設が決まり、倉谷の移

転家屋を譲 り受けられる一という、突然の解決

をみることにな りました。昭和38年 、創部 6年

目のことです。

その移築先は ?医王山は、有料化と俗化でバ

ツ。国立公園に決まった白山は、あらゆる面で

無理。当の倉谷周辺なら、今後の作業に便利、

周囲の山が未開発の魅力。冬期使用が困難を除

けば新 しいホームグランド開発に最適の地と決

定されました。さらには、現在地 (実はお寺の

跡)の高台が、平坦である、見晴らしがよい、

雪崩の危険がない、河原から玉石・砂利などの

運搬が楽、約百米の長さのホースで水がひける

などの利点により選定されました。

保安林であったために、その解除、かつ正式

借用ができたのは昭和39年 7月 です。

Q_ 新道 ?旧 道 ?

今、現役のみなさん達が整備 しているシャク

ナゲ尾根の道を、「旧道」。倉谷からは、手前

にある方の、ナガ・クラコシ尾根にある道を「

新道」といいます。

「旧道」は倉谷に人が住んでいた時からあっ

た従来の登山道。クラコシ尾根部分は、ワンゲ

ルが切 り開いたもので、「新道」と通称されて

います。

ベルクハイムが完成 した翌年から、さっそく

周辺の山の調査と開発が開始され、まず、高三

郎が手掛けられました。

後の 「新道」は、ナガ尾根部分 (砺倉分岐ま

で)までが、ロボッ ト雨量計設置のため、当時

道がついたばか りで した。それは雨量計設置の

作業員にきいて判明。部の方は金山谷をつめ、

鉱山跡に至 り 989ビ ークに至るAル ー トを偵察

中のことでした。

以後、判明した作業道をクラコシ尾根伝いに

延ばして、高三郎へ至る道 Dルー トを完成させ

「新道」としました。

砺倉分岐からは沢へ下り、二俣川源流へのC

ルー トを開発。これが犀滝への道になります。

さらには、高二郎を越えて、見越―赤摩木古

山一大門山一月ケ原―小屋のスカイラインコー

スも、考えられ、実際、見越との間には「ワン

ゲル平」の地名も残っています。

また、白山一BHPWが 完全縦走されてか ら

の一時期、見越一奈良一奥三方―奥池の周遊 コ

ースが取 り組まれていたこともあります。小屋

作業以外に、頻繁に犀奥の PWがでていた頃で

もあります。

そんな1980年 代前半以降、時代の流れ、部員

滅、他諸々で、小屋作業は衰退の一歩をたどる

ことになりました。

以上のように、「新道」に限らず、犀奥にあ

鉄筋コンクリートパットレス
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る多くのルー トは、金大ワンゲルが切 り開いた

り、あるいは修復 して登山道としたものばかり

なのです。

Q_ 小屋の意義

A_初 代小屋建設  昭和39年  親方 6期

全工費 7万円 (山 小屋建設積立金、OB

会寄付込み )

二代 目小屋建設 昭和49年 親方16期

全工費28万 円 (OB会 カンパ )

二代 目大修復  平成 5年 親方36期

OB会 58万 円カンパ (138名 )

BH誌 からざつと拾つた数字です。その折々

の現役が企画 し、その時々のOBが 資金援助を

してきました。山小屋は、現役とOBの 協力の

象徴でもあるのです。それが、小屋を大事にし

ていきたい理由の一つてもあります。

現在、新 トレは高二郎を離れ、またダム周辺

路の未整備から、小屋に入るのも PW扱い (3

週間前までに学生部への届け出が必要)と な り

ました。年に 1回、小屋作業時のみに入るとい

う部員がほとんどのようです。

「時の流れ」…それは逆らいがたいものです

が、ただ一律に流されている程馬鹿 らしいこと

はありません。入りやすい情報、華やかな情報

に流され、アイデンテティを失うのも愚かなこ

とです。人生は短 く、学生時代はもっと短い。

KUWVの 情報が確かに伝わ り、「もし、なか

ったら ?」 の問い掛けもしながら、中身濃い活

動であつてほしいと願います。

現在高二郎は、犀川源流自然環境保全地域に

指定され、さらに厳重な、犀川源流森林生物遺

伝資源保存林にも指定されました。日本でも第

一級の豊かな 自然があり、未来へ残すべき価値

ある自然の残る地と認められたのです。

そんな第一級の地に、既得権で山小屋を構え

ているのが金大ワンゲルなのです。

讐曇罫イ奎卜に二 _ノ い ¬ご

B H13号 35周年記念誌上p265

私達のクラプの山小屋は、懐か しい高三部の

麓、音の倉谷部落の跡が今も残るところにある

。その倉谷は、倶利伽羅の戦いに敗れた平家の

落人が、月ケ原山を越えて逃れて住み着いたと

言われている。そ して江戸時代の初期には近〈

の成ケ峰あた りに金鉱脈が発見去れ、前田藩の

金山として貢献するとともに繁栄するようにな

った。 (金沢の有名な氷室饉頭は、夏でも雪の

残っているところがあった倉谷で造られたとも

考えられる。)金の他、銀や鉛も産出し、金沢

城の鉛瓦まで作ったといわれ、鉱小屋や農家が

合わせて三百戸もあったそうだ。鉱脈を掘 り尽

くし、一旦は閉山したが、明治に入って新 しい

鉱脈が見つかり、戸数四百、千人もの人が住む

大きさとなった。今の堰堤の上流には鉱山を区

切る門番があり、二輪の馬車が行き交い、轍が

いつもついていたそうだ。山小屋の対岸に見え

る二つの黒い穴は採掘物を製錬 した所で、煙が

絶えなかったそうだ。

しかし、この繁栄も長続きはしなかった。製

錬の煙は周辺の山を枯らし、鉱毒の出る川に魚

は少なくなっていった。樹木のなくなった禿山

は、洪水と雪崩となって人々を脅かした。そん

な時、鉱夫と会社側とに賃金についての争議が

もちあがった。鉱夫達が坑道を開じたことで会

社側は見切 りをつけ、職を失つた人々は次第に

部落を離れていった。また昭和15年 には、金山

谷にあった採掘小屋が雪崩に押 しつぶされ人が

死んだ。そ して葬式の時にまた雪崩が起こり、

残つていた人までも死んだという事故があつた

。それよりこの鉱山は完全に廃鉱となり、人々

もますます少なくなってしまった。

残った人々の主な仕事は炭焼きであつた。雪

の少ない半年間山に入って炭を焼き、冬になる

と炭俵や縄を編んで暮らしていた。その他春に

はウ ドやワラビ、ゼンマイが採れ、屋根裏では

蚕が飼われていた。一方谷間の狭い耕地である

上に、冷たくて鉱毒のある水には米はできず、

アワ、ソバ、アズキ等を栽培 していた。そして

取れた物を五箇山方面や金沢に送 り出して生活

していた。二又を通 り挙原山を越えて熊走に出

掛け、時には違く土清水までも運んだそうだ。

今でこそダムまでの広い道があるが、昔は月ケ

凛山を越えて富山の方へ行く方が便利で、そち

らの方にもつなが りがあった。

倉谷から少 し下流に二又部落があり、さらに

下流 :こ 爾尾、見定という部落もあつた。その二

又には常識の分校があ呼、冬になると童谷だけ

の苺聾今絞もできた。これらの導畢命 rなが ,J
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は深 く、大きな血縁関係があった。冬、深い雪

に開ざされる部落は、食料不足や病気などの困

難を克服 しなければならなかった。病人がでた

ら背負子のようなもので担いで町まで運んでい

つたそうである。だから互いに助け合う生活で

あり、厳 しい自然と戦いなが ら、一方ではその

懐に抱かれて豊かな心を持った生活であった。

しか し、昭和37年 に着工した犀川ダム建設のた

め、二又部落は湖底に沈むことになり、ダムに

よつて孤立化する倉谷の人々も、生まれ故郷を

離れざるをえな くなってしまった。

ところで、今山小屋がある付近には寺があっ

たそうだ。また私達が栗を取 りに行 く時に残つ

ている鳥居や石段は神社の跡で、日吉神社とい

い、毎年 5月 15日 と 9月 15日 には祭 りがあった

。そこにはサルが祭ってあったという。倉谷で

はサルが神であったらしい。 しかし、一時サル

が非常に多〈出て、弁当を盗んだ り、アワなど

を食い荒らした りするので人を雇って捕 らえた

事もあったという。また一昨年騒がれたクマも

皆でよく猟に出掛けたそうで、大勢で追い詰め

鉄砲を持 った人が射つたという。クマは視力が

劣るが耳がよ <音には敏感だから、鈴を鳴らし

たりするのは効果があるそうだ。またクマは噛

み直すことはしないらしく、一度噛んだ らなか

なか離さない。だからクマを追い込む時は必ず

帽子を被つていき、立ち向かってきたら帽子を

投げてそれを噛ませればよかったという。それ

から8月 から9月 にかけて特に悩勝れるオロロ

は、ススキが多いと多く現れ、ススキを切って

おくと少ないそうで、黒い色のものによくくっ

ついて、白い色にはそれほどでもないというこ

とだ。

今残っている部落跡の家は丈夫な柱でできて

いるけれども、深い雪に閉ざされたり、風雨に

さらされたりしてつぶれて しまうだろう。 しか

し、一度は禿山になった林や緑は復活 し、その

中で豊かに生活していた人々の心が残つている

倉谷。そ して深 くおおきな自然の愛を感 じ取れ

る所に私達の山小屋があり、よく行けるのは幸

せである。これからも大いに活用 していくべき

だと思う。

以上は、元倉谷の住民、現在林業事務所に勤

務されている尾崎義雄さんの話をまとめたもの

である。

(編者注 :その尾崎さんの息子さんが、スポー

ツ振興課の主査で、補助金のお世話になつた

尾崎敬志さんで した。 )

(自l立 35周年記念誌 上巻 ,14よ り)

租 、と 釜 讐
=た

ワ ン ク つ レ

金沢ナカオ山岳会代表 林 正一

金沢ナカオ山岳会 (以下ナカオとする)と 金

沢大学ワンダーフォーゲル部 (以下ワンゲルと

する)と は、組織としての付き合いは全くなか

つたが、ナカオが医王山の有料化で医王山を飛

び出し犀川源流 (犀奥)に活動の場を求めた時

、既にワングルが活動の場をそこに置いており

、大型キスリングを背にした異様な隊列が駒帰

から倉谷への道を歩いていた。異様なというの

は、当時の犀川源流は山菜かキノコ採 りくらい

しか山へ登っていない時代だったからである。

ワンゲルとナカオの共通点といえば、ともに

会の活動となる道をもっていた。ワンゲルは高

三郎の道など (注 1)、 ナカオは医王山にナカ

オ新道を持っている。これまで石川県の山には

短い期間であるが、いくつかの新道というもの

が出来た。残念ながら高二郎の道とナカオ新道

以外は消滅しており、当然それらの道を開いた

グループ (会 )は消滅 した。 自分らがよかれと

思って作った道の維持に努めておればグルーブ

は維持されていたのに、と思うと残念な気がす

る。

犀川源流地域全体を踏査 し―冊の本にして発

表したのは (注 2)ナ カオであることから、犀

川源流を世に知 らしめた先駆者はナカオみたい

に思われているが、高三郎山から大門山、奈良

岳にかけての組織だつた活動はワンゲルの方が

はるかに先輩でナカオは後輩にあたる。その先

輩の労を称賛することも含めて『なかお 。犀奥

特集号』にその旨記録させていただいた。また

犀川源流の真の先駆者の労に報いたいと思い、

京都山の会西尾寿一さんがまとめている『渓谷

』にワンゲルの犀川源流にかける情熱を紹介 し

てもらう段取 りになっていた。しかし執筆を担

当することになっていた部員が倉谷で水死する

という悲劇 (注 3)があり、その計画は進まな

かった。これと同じ時期にワンゲル部員の白山

縦走の記録 (注 4)が眠つていることを知 り、

『山と渓谷』に紹介 し、小さいスペースであっ

たが載った。もう少 し早く知っていた ら大きな

スペースで紹介されていたろうにと思うと残念

な気がした。その頃のワンゲルが最も油が乗つ

ていた時期でなかろうか、と思える。外部から

見てのことなので間違っていたならお許 しいた

だきたい。

私とワンゲル部員との接触の第一歩は金沢営

林署の国有林巡検であつた。昭和50年 頃であつ

たろう、当時犀川源流の国有林を受け持ってい
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た金沢担当区の尾倉技官との犀川国有林巡検に

行動をともにしたことからで、以後何人かの部

員と接触があった。当時の部員たちは、高三郎

から見越山にかけての道が荒廃 しているのを見

て整備 しようと意気込んでいた時期でもある。

「登山者にとっては大変ありがたいことだが、

高三郎の道整備に全力をあげるだけで十分でな

かろうか」と諌めたこともあった。手を広げて

道整備に追われて苦 しむことよりも、楽 しみな

がら道作 りをすることも部運営に必要なことだ

と思ったからである (注 5)。 実際ナカオ新道

はそういう思想のもとで整備されている。

今ナカオに、ヮンゲルに在籍 したことがある

会員とワンゲル部員に影響を受けた会員がいる

(注 6)。 ともに真摯な会員で、ナカオの事業

推進に大変役立っている。周辺にはマスコミや

行政などで活躍 しているワンゲル出身者が何人

もおり、ナカオはワンゲルの最も恩恵を受けて

いる団体でななかろうか、ありがたいことだ (

注 7)。

お互い、これまで同様に自然を通 じて様々な

体験を積み、生涯 自然を愛する人間になるよう

にしようではないか。皆さんの健闘を祈る。

注)は全て、今回編者が入れたものです。

注 1)

1958年 (昭和33年 )ワ ンゲル創立。

1960年 (昭和35年 )医王山開発始まる。

大池キャンプ場整備、魚帰―奥医王間整備

…この後、私有地であった医王山は有料化

が決まり、部は開発から撤退。

i962年 (昭和37年 )白 山国立公園決定。

白峰村の依頼により白山湯谷新道開発。コ

ース選定も任された全長 4肺 (室堂一千歳

平―主谷―釈迦岳)は、室堂―市ノ瀬間を

4時間で結ぶもの。これは自山ワンゲル道

とも呼ばれ、さらに、シゲジー鳴谷山一砂

御前一青柳山一白峰と伸びて、青柳新道と

称される。昭和48年 までは、整備バイ トの

声がかかっていた。

1964年 (昭和38年 )部室面積を倍増。倉谷に

山小屋建設予定地を発見。建設準備委員会

発足。

経済白書が 「もはや戦後ではない」と宣言 し

たのは昭和31年。関門 トンネル開通、東京タ

ワー完成と、躍進の明るい気運に溢れ、新道

開発や整備に団結できた時代であったよう。

注 2)

昭和37年秋、医王山中尾尾根に中尾新道を開

いたグループが発展 し、金沢ナカオ山岳会と

なる。その創立十周年記念事業として取 り組

まれた犀川源流の調踏査は、記念誌「なかお

・犀奥特集号」にまとめられ、山と渓谷エバ

ニュー会報奨励賞を受賞。以後、さらに地元

の山の魅力を紹介、登山者底辺の拡大などの

事業を推進 し、県内山岳会の雄となる。また

この特集以降に、犀川源流域は「犀奥」が通

称となった。

注 3)

昭和53年 5月 1日 、19期 OB高 桑弘親さん、

倉谷川上流で地質調査中遭難。ワンゲル部は

全面的に捜索活動に協力。ダム湖畔に慰霊碑

が建てられている。

注 4)

昭和47年 10月 4日 ～14日 の第 3次白山一BH
PW(L高 村)も しくは、昭和51年 10月 3日

～15日 (L栂 )の第 4次 白山一BHPW。
注 5)

B H22号 (35周年記念誌上巻p214)に は特集

「小屋作業を考える」が組まれている。

昭和49年 山小屋改築。その余勢をかったごと

く、登山道はワンゲル平―見越一奈良・大門

へと延びる。これが新聞に載ったところ、県

からは「遭難者がでた時の責任問題」とクレ

ームがつき、以後急速に後退。

特集編集時にはすでに新 トレ時の利用のみに

落ち、作業が疑問視されるようになった。

昭和57年 は、ワンゲル平の名がでてくる最後

の作業。以後、新道・ 旧道に作業限定。

さらには、恒例といいつつ、行なわれなかっ

たり、行っても作業をせずの状態になる。

昭和62年 (部誌がなく、部室内記録から)

数年ぶりの大々的小屋作業。小屋の床腐る。

平成 3年 (部室内記録)こ の年から、新 トレ

は高二郎を離れる。小屋は屋根もはがれ泊ま

れなくなる。

平成 5年  3年 ぶ りに高三郎新 トレが復活す

るものの、引火事故で中止。この年の秋、部

室も角間へ移転。

平成 5～ 7年 山小屋大修復

平成 7年 小屋修復記念。月見の宴

この反省会の時に、金沢市の補助金を受け

る団体としての申請をすることを合議。話を

進めて下さったのが林さんだった。この時、

OBに よる山小屋酒場も発足。
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続く 7年までの 3年間は、高三郎で新 トレが

行なわれるも、以降、医王山新 トレで定着。

その主因は (事務局考察)、 新人募集期間の

限定及び遅延により、新人確定が連休以降と

なること。その後グラウン ドでのテン設 トレ

等の、新人育成スケジュールを考えた場合に

、ダム湖周辺路ですら転落者の出る高二郎は

、新人にはあまりに危険と考えられたことに

よる。

かつ、それまでは部行事とされながら実質の

無 くなってきていた小屋作業は、大修復作業

の継続により、部の全体行事として復活をみ

た。その完成後には、登山道修復が部のパイ

トとな り年間行事に確固の地位を占めるよう

になる。高二郎離れはその意味ではス トップ

したものの、多くの部員にとって「高二郎は

小屋作業の時だけ登る山」へと変質していっ

た。

平成10年 順次伸ばした旧道整備が、頂上に

達する。

平成12年 金沢市の委託により、ナカオ主導

現役バイ トで標緯 9本を設置する。

注 6)も ちろん舟田事務局長のこと。もう一人

は26期難波さんの友人。さらに同期宇野さん

が連れてきた会社の後輩や、 i7期 宇野夫人の

妹さんもいた。

注 7)白 山自然保護センターの上馬さん。県自

然保護課の栂さん。新聞社の松林さん、NH
Kの沖野さん。また、そうぃったマスコミと

同行の現地取材の際に、バイ トに出ているの

がワンゲルの現役達。

高三郎標柱設置作業

15期  舟田 節子

*プロローグ

高尾・吉次山、高三郎の道標設置は平成11年

の春には耳にしていた話だつた。その時には、

高三郎についてはワンゲルが請け負うの話がな

くもなかった。但 し、その発注元の金沢市スポ

ーツ振興課は、翌年のスボ レク祭準備に追われ

ることになり、話は宙に浮いたままとなる。

もとより私は、仕切っているようでいて、現

実には書類をきちんと提出した り、伝達 した り

などの事務の円滑イヒしかやれない。どこに、ど

んな材質の物をと、協議できるような器ではな

い。だから、「そういった折衝はナカオの林代

表にお任せ、あくまでワンゲルは現地作業の下

請け」が、はじめからの心積もりだった。 しか

しながら、いっこうに参加者の増えない山小屋

酒場の点からは、「この時ぞJと OBが 乗 り出

してくるとは考えにくかった。また、現役の登

山道修復作業にしても、悪天だの、私用だのと

腰が引けている。

金大ワンゲル伝統の山 !と 見栄張って受けた

としても、その後をどうする ?

あけて平成12年。雪溶けをおって、吉次・高

尾山の 8本の標柱は、 3回 の施工山行で、完了

する。「ナカオが受けた仕事だから」で、参加

する会員、受けた規格以上にどうしたら長持ち

するかの工夫を楽 しむ集団…その中にありなが

【昨夜、受け取つたままで■んできたという標柱.目 的の高二郎はかなたに。】

元藤  浅野  谷  林  田中
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ら、ワンゲルはとてもこんなこと出来ないと、

ため息をつ <自 分がいた。

そのあた りは、毎度OB会 報を贈呈している

林代表にも感知できたのだろう。「秋には泊 り

がけで高三郎をやる」と、「やった一」の余勢

のままに発表があつた。ホッとする。さらには

、「山上に立てる 3本の標柱の運搬は、ワンゲ

ル学生の個人バイ トで」も追加される。それな

ら、 「ワンゲル伝統の高三郎」のこだわ りも満

たされる。「泊 りがけ」には、わがベルクハイ

ムを使つていただ <こ とになった。

こうして 500人 もOBが いながら…と、

ただただ、情けなく、腹ただ しかつた話は、き

わめて現実路線での決着をみることになつた。

なお、現役バイ トについては、小屋作業チー

フの矢田部君に、作業で集まる機会に探 しても

らった。 3回生の加藤君 (il期加藤忠好氏jr)

西脇君、 1回生の深作君が名乗 りをあげてくれ

た。

*参加者

9月 30日 のみ 今村、谷、野村

9月 30日 ～10月 1日  林、古源、浅野、元藤、

山口、田中、佐々木、舟田 山本

加藤、西脇、深作 (左記 3名 は現役 )

10月 1日  寺川 曽谷

*9月 30日 (土 )

標柱が出来上がつたのは、昨夜の 9時すぎ。

塗料がまだ手につく程の代物だつた。だから、

春先ボー トで倉谷に運びこんで しまう一の手も

使えなければ、平日のみ可の、ダム管理事務所

のポー トも使えなかった。ボー トは、つてを探

して猟友会の方に出していただくことになる。

さらに、道路は工事中で、ゲー トが閉められて

おり、鍵を借 り受けて通過など、すべてに尾鰭

がつくような状態で、ダムに到着。

案の定、水位はぐんと下がつており、ダムの

階段をずずっと、下 りて、さらにヘ ドロの斜面

をつたってでないと搬入できない。これでは危

ないからと、初めから崖斜面になっている舟着

き場へ移動。 9本の標柱とは、高二郎の頂上、

クラコシ尾根分岐、砺倉分岐、旧道取 り付き、

新道取 り付き、金山谷手前、倉谷集落跡、吊橋

を渡 り終えた所、犀川ダムといった、内訳であ

る。全長 15m、 重量 8～ 15kgの これ らに、スコ

ッパ、セメン トなどの作業道具と資材、食料、

酒、小屋泊個人装備を 4往復で搬入。但 し、ボ

ー トで入れたのは第 2の切れ込みを通過 してす

ぐの所、出島の300m手 前の張 り出し部分までだ

った。水平道にあげるまでも一仕事。そこから

倉谷まで、さらに徒歩での搬入。

足場の悪い所での大物のボ ッカは私達女性に

は無理と、私と佐々木さんは、小物だけかかえ

て小屋に先行。窓をあけ、床板をはめ、水を出

す。これが、ホースをうめていた砂をどけても

、チ ョロチ ョロとしか出てこない。ようやく上

がつてきた西脇君に聞くと、今月初めの小屋作

業の際には沢が干上がっていて、水は使えなか

つたそうだ。

ここで昼食。 ビールはそんなわけでまだ冷や

せず、またこれから作業もあるしでお預けとな

る。小雨が次第に大粒にな りだす。「下部の標

柱を設置、 上部の標柱はできるだけ担ぎあげて

おく」の予定で、作業開始。 日帰りの人達もお

り、 3時が本日の作業 リミットだ。

担ぎあげの 3本については、しっか り荷造 り

をしなければならない。さらに、上部に設置の

物は簡単に補修とはいかず、念入りに防腐措置

を施 しておきたい。といぅわけで、ワンゲル関

係の私達は残 り、浅野さん考案の、アスファル

ト塗布の麻布を、加熱 しながら標柱に巻きつけ

る作業を手伝 う。さらにブリキキャップをかぶ

せるため、先端を切 り、これで加工終了。臭い

のきついそれを背負子にくくりつけ、いよいよ

運搬開始。腰から伸 びる15mは早速枝に引つ掛

かる。足元は見なければならない、上にも注意

しなければならない、かがめばバランスが崩れ

【湖岸を降りて搬入。この水位では一】
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【頭上にこんなに突き出る】

45深作 43加藤 浅野 43西脇

るため、後ろ手に背負子の下部を押さえなけれ

ばならない…で、合羽軍団はしんどそう。彼ら

の個人装備をザックに持つて後ろについた私は

、「もっと右」とか「OK」 とか言つてはみた

が、どの程度の枝にどの程度かがむかは、体得

するしかないことで、間に合いはしなかつた。

新道取つ付きに着いた時には、先行の作業隊

は、もう旧道回の設置、戻つてきて渡渉前地点

に「金山谷」の設置を終え、 3本 日の新道取つ

付きのテン場横を掘っているところだつた。

ナカオ式は、下部に横木の付いた標柱を50on

ほど埋め、30m高のステンレスロールで接地面

周囲を巻き、標柱とロールの隙間にモルタルを

詰め込んでおく。標柱は接地面から腐り倒れて

しまう。山中という作業条件下で、どうしたら

下部の腐食を防ぎ長持ちする施工ができるかと

考えだされた方法だ。行政は発注するだけ、請

負はともかくやればよかろう…的な仕事をよく

目にする中で、こんな工夫はやつている側も気

持ちがよかった。吉次山での8本の先行体験に

より、掘つた土の置場、骨材の石の大きさ、各

所に配置していくセメント、水、砂の量などに

も配慮できるようになり、現場の地質のみが、

作業所用時間を左右するレベルになっていた。

担ぎ上げの方は、砺倉分岐用の 1本のみを、

現役の 3人交替で、3時までと、送り出す。作

業隊は上記の防腐作業を設置した 2本に行い、

そこへ残しておく2本の標柱を背負子にくくり

直し、防水シートを巻いた。女性軍は日帰り組

と先にそこを離れ、食当にかかる。

本日は、 (秋といえば、秋の山小屋酒場メニ

ューといっしょ)栗ご飯に、豚汁、焼き秋刀魚

、その他酒の肴。現役も何杯もお替わ りをして

くれたから、飯場のオバサンは嬉 しかったです

。林さんの調整で水ももう少しましに出るよう

にな り、水洗 トイレも使えるようになりました

。食当の間は、湿気でうまく嵌まらなかった床

板を調整 しては嵌め込んでいただき、その前に

はアスファル トの特製防腐剤も根太に塗ってい

ただきました。おりしも雨は激 しくな り、「テ

ン トやったらたまらんかったな」と、皆さんに

は大いに小屋を讀えていただきました。私も大

いに小屋を自慢 し、利用 していただけたことが

嬉しかったです。テン トでもなく、商売小屋で

もなく、手作 りの暖かさのあら、れた小屋。関わ

つた全員がろうそくを囲んで語 り合える空間は

本当に贅沢。それをナカオの仲間ともやれたこ

とが幸せで した。小屋の歴史を語つた時、空が

見え、内部に萩が茂っていた時期もあったこと

を久々に思い出しました。小屋に関わってくだ

さつた皆さん、本当にありがとう !

10月 1日 (日 )

夜中には何度も雨が激しくな り、その度みな

さんテン トでなくてよかったと思ったそう。そ

して朝はさわやかに晴れ。

本 日、新道は 1回 生の深作君がチャレンジ。

付き添いは山本さん。昨夜遅くに小屋入 りして

くれたが、吊橋の所からパカパカ靴底が開いて

しまったそう。これ じゃ全行程は無理と、針金

で結わえて、砺倉分岐までの同伴となった。

旧道は、 3回 生の西脇君が「高二郎頂上」を

加藤君が、「クラコシ尾根分岐」を担いで上が

る。彼らの荷物を私が担いで同伴。あとの作業

隊は、新道からあがり、砺倉分岐の標柱を設置

後、クラコシ尾根を経て、あとの 2本を設置と

、周回と作業を平行させることになる。この春

その周回をやって、クラコシ尾根の藪に懲 りて

いた私は喜んで、彼ら若い燕の守役についた。

彼らは交替に トップをやる。 トップは枝払い

とクモの巣ベタッの洗礼を受けることになる。

合宿の重量に慣れている彼らには、長さの方が

扱い兼ねる代物だつた。 3週間前、もっと気合

いをいれて登山道修復をやればよかったと、か

ぶさる枝に罵っていた。後ろについていた私は

、彼らがずっこけると丸太の直撃をくってしま

うところだったけれど、ズルッとなってももう

片方でビタッと止めてしまう彼らのバランスの

よさにさすが若いと感心してしまった。もう私

なんかは、転ばぬ先の杖的登り方をやっている

。そのうち慣れてきた彼らの方がビッチがあが

り始め、私は丸太の直撃なんて心配なしに、彼

らの休んでいる所へ追い付<よ うになった。
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【ナカオ・

ワンゲル

合同設置隊】

2000年 ,0月 1

やはり彼らも、新道、旧道がおぼつかない。

クラコシ ?砺倉 ?と いう具合に、登山道を開い

てきた伝統も、小屋の歴史も知らない。 「今の

現役は一」と言いたい所だが、今一緒に汗を流

している私は、知る機会がなかつたから知 らな

いんだと率直に理解できた。部誌がなくなって

部内で伝えられるものがなくな り、情報は山渓

や岳人といつた商業誌からのみ入ってくる。檜

や穂高など、メジャーな山ばか りがインブット

されて、犀奥は好み云々以前にインプッ トもさ

れていないのだ。嘆く前に、きちんと伝えてあ

げなければ…。

加藤君の父上は11期で、旧知の方だけに、そ

の息子からの話はゆすりの種にできそうだった

。但 し、お人柄どおりに大ネタはなく、ケーキ

をせ しめるのが関の山か ?家族登山が山の馴れ

初めという西脇君は、この秋休みはベ トナムヘ

18日 間の旅に出ていたそうだ。あいかわらずき

つい登 りだつたけれど、休憩時間におしやベリ

をしながらの山は楽しかつた。面倒だろうけれ

ど、本当はいきなり飲み会より、一緒に汗を流

した後であつた方が好ましい。

ついにクラコシ分岐に着いた。ほどなく林さ

ん達作業隊が着き、穴堀 りもあるからと通過 し

ていった。クラコシ尾根は春のとおりに荒れた

ままだつたらしい。 「新道はわしの持ち場」と

言つていたあのM氏の小屋掛けは、金山谷には

なかった。もう高三郎へは入つてこないのだろ

うか ?

彼 らは、深作君を待つて一緒に来るという。

私も頂上へ先行する。分岐からは、よく苅 り開

けがなされていた。頂上の東側も開けてある。

舟田 山口 43西脇 43加藤 佐々木 林

浅野    元藤   (by田中)

根曲竹の根を堀 り、出てきた岩盤はパルーと金

槌で割 りおこし、穴さえあけばいつもの手順。

「俺も男や |」 の西脇君が担いできた標柱を埋

め込む。深作君は砺倉まで運んだ所で、戻つた

らしい。一昨年立てた、石川君製作の看板は割

れて落ちていた。この地で積雪に耐えるにはこ

れだけの物でなくては。こんな物を運ぶ人や、

設置を請け負う団体はもう出てこないに違いな

い。今ホッとして座つている彼 らも、今後何度

もよかつたと反拐できるに違いない。

栄光の記念写真を撮つた。

クラコシ分岐においてあつた分を埋めて、作

業は終了する。加藤君達は先に新道経由で下り

て行つた。秋の日没は早い。あとは時間と競争

の下りだ。急げばなおのこと、こんなひどい下

りはないと思える高三郎。沢でのザブザプとゴ

クゴクで、やっと息がつける高三郎。そう、ミ

レニアムに2回 登つてしまったよ。バイバイ、

高二郎。

小屋では深作君と、もう加藤君、西脇君が横

になって待つていた。 2週間後には山小屋酒場

でまた来るから、小屋はざつと片づけてで施錠

する。もう薄暗い。ダムサイ トのやばい所を少

しても早く通過してしまわなければ。倉谷集落

跡と、吊橋の標柱は、本日入山隊が設置してお

り、証拠写真をフラッシュで撮る。

無言の特政隊は、足元が見えなくなりかけた

所で、ダムに到着。ああ、こんな明かりの着い

たダムは、第 3次白山一BH隊を迎えにきたあ

の時以来だ。最後の浅野さんが到着し、ご苦労

さんといいかけたところで、「田中さんがいな
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い !」 。列の間にいたのに、距離があき、どこ

かで迷いこんだらしい。結局彼は見つかったの

だが、現役と、女性軍は、そんな騒動のうちに

先に帰らせてもらった。まあ無事だったという

ことで、最後の最後まで、印象深い山行となっ

た。

*エ ピローグ

高二郎に立った標柱、何人のOBが 確かめに

くるで しょう?加藤君は「息子を山に煽 ったオ

ヤジが、当然見にくるべきだ」と言つていまし

た。そう、オヤジより年上や、オヤジより重い

のが、高三郎で作業 してましたからね。それを

彼は見て しまいました。

その意味では、この標柱物語はいまだ終わっ

ておらず、続編を乞うご期待といったところで

す。

43期  西脇 幹雄

高三郎山頂の道標を運んだ男です。

道標は 1 0kgち ょっとなんだそうですが、長さ
が問題で した。高三郎ぐらいの標高の山だとそ
こらじゅぅの本に、背負っている道標がぶつか

ります。その度にかがんだり、少し戻つた りの

繰 り返 してした。腰が痛かった。

山頂付近に来ると、秋の小屋作業で整備 した

成果が目に見えてわか り、歩き易かった。でも

【「記念写真 !」 にポーズを決める西脇君】

それは、高三郎の旧道全体のほんの一部にしか

すぎず、うちらのガンバ リ不足を感 じた。

そうしてゃっと山頂に着いた。いっもどおり

、見晴らしの悪い山頂が僕等を迎えてくれまし

た。

下りは空荷で、初めて新道を下った。なんち

ゃら分岐 (砺倉分岐)までは、結構ひどい道で

した。でも、見晴らしはよかった。分岐から下

はよ <整備されていて、コースタィム 100分 の

ところを30分ほどで走って下った。

この日ダムに帰 り着いたのは、暗くなるほん

の直前。小屋作業より辛かった。

来年以降も小屋作業頑張つて、高二郎の道を

よくしてやって下さい。

43期 加藤 菜就

年に小屋作業のとき一回のみ登る山。粘々した蜘蛛の巣、足に絡んでしつこい蔦植物、天

候のパ ッとしない秋山行。今の現役生の中にはワース ト3に必ず含む人もいる。彼らはど嫌

いじゃないけど、好きにもなれない山。高二郎。

そんな山に、今年は二回目の登山をした。道標を立てることが僕の仕事。

道標は、話によると自山に立ててある物 と同 じだそ うで、がつちりとした造 りだった。

内心「高二郎にこんなのが必要なのかな。」と思ったが、結局、これを運ぶことによって、後々

(/1t屋作業の続く限り)、 ワングルの中で語 り継がれるという充実感があった。

しか し、充実感を味わうのはどうや ら早すぎたようで、道標を持って歩くことはとても辛

かつた。長さ 1.5Mの 道標を背負子に担いで歩く際、lMぐ らいは頭からはみ出すので道に

枝などが張り出しているときなどは、中腰で歩くのだけれど、これが一番 しんどい。

足を曲げればいいと分かつているけれど、曲げるのにも限界がある。これ以上曲げると足

を前に出せないというときは、仕方なく腰を曲げる。すると、道標の荷重が前(頭)にかかり、

体が前のめりになる。実に危険だ。実に危険だと体の方は、頭で考えるより早く、それに対処

する。背筋に力を入れ、頭をあげ、首で前に倒れそうな道標を支える。

こんな作業をそれこそ 20分 していると体がだるくなる。腰に変な鈍痛というか、違和感を
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感 じるし、気分的に無性に腹が立つ。自分たちが作業 した道も道標を持つて歩くと、まだま

だ歩きづらい。だから腹が立つ。「もつときちんと刈 り込んでおけばよかつた。」と思 うとや

っぱり腹が立って、立ちすぎて日からは苦笑いしか出ない。

苦笑いじやなく、もうと悪態を吐きたいのに苦笑いしか出ないのはなぜ ?

30分に一回、休憩を自分がとりたいだけとる。舟田さんからお茶、葡萄、ミカンなどをいた

だき食べる。大抵の山行は行動食も食べずに過ごせるのに、このときの行動食の美味しいこ

とといったらこの上なかつた。特にミカンが最高。あの絶妙なすうぱさが一番おいしく感じ

た。

辛い歩荷と、天国のような休憩を繰 り返 しているうちに上の新道と旧道の分岐についた。

いつも、旧道を歩きながら「この赤布は何のためにあるんだろう?。 」と思つていたところが

分岐だつた。草も刈つてないし、見ただけじや分岐だと思わない。

僕の持っていた道標は分岐用だつたので、頂上までは西脇の持つていた道標を二人で担

いでいけばよく、気分的にはここから少し楽になつた。舟田さんは先に頂上に向かつたので、

西脇 と少 し話をしてから出発 した。分岐から、頂上まで 40分 c僕の提案で、最初の 20分 を僕

が、残 りを西脇持つことにした。

我ながらなかなかの名案。ここまで頑張つてきた友のために頂上歩荷到着は譲ろうとい

うこと。西脇も喜んでいた。

ところが、最初の20分 (正確には 17分)僕が歩荷 して、「さぁ西脇の番。」と交代 したが、頂上

に 5分も経たずについてしまつた。

頂上では中尾山岳会の林さんたちが先に到着 していて、道標を待つていた。僕たちが到着

すると、林さんが寄つてきて「よつしや、記念の写真をとるぞ。」と言 うので道標を持つたま

まの西脇と並んで写ろうとしたら、

「こらこら、手ぶらのやつがいたらわざとらしい写真になるだろが。」

「えつ ?。 」

「どいて、どいて。君は今着いたような感 じで。」

と、今着いたような感じを出している西脇だけを撮って、僕は撮って貰えなかつた。

「ちょっと待つて?分岐からおおく運んだのは、僕なのに?」

「西脇つ !!いい とこ取 りす るなああ !!!」

あとで、こつそ りと愚痴 を言 うと、西脇は

「本当や。ふふふふ。J

と、うれ しそうだつた。

【こんなに刈り明けてあつた高三郎頂上。

割れた看板と、新 しい標柱。そ して三角点。】

43加 藤  43西脇
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舟田さんから手紙を頂き、新田次郎の「
3強力伝」を読んだ。小説の強力はとても辛そうで肉

体の限界に挑戦 しているかのようだった。仕事を終えた後、主人公は成長ではなく逆に肉体
を傷つけてしまうし、仕事を引き受けたことを後悔 していた。

僕は、確かに歩荷中は引き受けたことの後悔を感 じていたけど、や り遂げたあとの満足感
に浸れたと思 う。一番の収穫は高二郎山への愛着を少 し持てたこと。

山道でやはり、道標があるとそれが目標 となって、歩き続けることに覇気がでてくると思
う。頂上までの所要時間が分かるわけだし、自分の体力とも相談ができるから体力に応 じた
ペースをとることで登 りやすく感 じる。  i

登りやすく感 じてくれれば、2回、3回 と登 りに来てくれる人が増え、ますます道が整備さ
れて、ますます登 りやすくなるかも。

高三郎は好きな山じゃない。好きじゃないけど、愛着が無いわけでもない。新道ワングル

道の倉越尾根からの眺望は最高によかった。岩山だけあって、谷筋に続 く岩肌に感激 した。
がむしゃらに登るだけじゃなく、愛着を持つた山を整備することが大切に思えた。

そう考えると、今回高二郎山を整備できたことに感謝 したい。

【現地でプレートを貼らねばならない標注 もあった。

その結果、一番重い標柱が、最短コースの砺倉分岐に割り当て。

つまリー番重いのを担いだのが、深作君。】

田中 林 43西脇  45深作 43加藤 古源

45期 深作 良太

全く登山初心者の僕が、バイ トin高二郎を決

行したのも、先輩の一言からであつた。

初めはちょつびり不安もあつたが、山岳会の

方々や先輩に助けられ、非常に充実した、また

秋という季節ということもあり、実り多い二日

間になった。

またお声がかかれば、絶対参加したい。

やっばり、肩と腰は痛い !!

(私信ですが、ご紹介)

この前の二日間は、色々とお世話になりあり

がとぅございました。山岳会の方々には、いろ

いろと助けていただき、また、特に、Jヽ屋での

夕食―栗ご飯、焼秋刀魚、豚汁―は、秋の到来

を感 じさせてくれました。ワンダーフオーゲル

部で行く山行とはまた違つた山行を体験するこ

とができ、非常に思い出深い二日間とな りまし

た。

初めのうちは余 り楽しさを感 じられなかつた

登山も、部での夏合宿、そ して今回のバイ ト等

を通 して、面白さを感 じられるようになつてき

た今日この頃です。

写真の同封ありがとうございました。そ して

、原稿料も !?原稿の方、同封させて頂きます。

また機会があれば、絶対参加したいと思つて

います。

追伸)行方不明となった田中さんがみつかつ

たと聞いて、ひと安心しました。
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2000年 度

′Jヽ 屋 作 業 報 告

小屋作業CL 43期  矢田部 桂

今年度の小屋作業は、例年よりいくらか早い

時期ではありましたが、 9月 5、 6、 7日 の 2

泊 3日 で行なわれました。

私を含むワンゲル部員の何人かは、数ケ月前

に、ベルクハイムの修格の仕事のお手伝いを、

OBの 方と―緒にさせてもらいましたが、その

時は犀川ダムの水面も高く、資材の運搬をボー

トを使つてやることができました。その際に、

船上から水辺に沿った道の様子を見ていました

が、どうもあちらこちらで崩れている所がある

ようで、とても心配で した。

確かに例年登っている高三郎山への登山道で

すが、お世辞にも歩きやすい道ではないことは

分かつていました。現にダム沿いの道は細 く、

かつ下草が茂っていて、毎年何人かは転落 (と

はいってもかわいいものですが)す る人が必ず

でて くるくらいです。ましてや船上からの数々

の崩れを見て しまっては、この先、小屋作業の

チーフリーダーとしての重い責任に身が引き締

まるような思いて した。

夏合宿を終えて 2週間程経 った頃、サプリー

ダーである谷上をはじめとした数人の部員と共

に、高三郎山への偵察に出掛けました。

まず、予想外のことに、発電所近くのゲー ト

が閉 じており、そこから延々と犀川ダムまで歩

き、まるでガスがかかつたようにオロロにたか

られ、自分の身長より高い草を掻き分け、崩れ

た細 くなった危険な道と格闘しながらベルクハ

イムを目指 しました。ベルクハイムに着いた頃

にはもうすっか り時間も過ぎ、その時のメンバ

―にはビークに行く気力は微塵にも残っていな

い、それくらい疲労困億 していました。

今から思えば、その偵察が一連の作業の中で

最も大変だつたように思います。

天気が心配された 9月 上旬で したが、CLの

日頃の行いの為か大気も安定し、いいお天気に

恵まれました。ゲー トの方も許可をもらうこと

ができて、無事車でダムまで行くことができま

したし、心配 していたオロロもすっかり影をひ

そめていました。

ダム沿いの道も草がきれいに刈 られていて、

ずいぶんと歩き易い道になっていました。ダム

関係の方が刈つたのかななどと思つていました

が、後になって、小屋作業当日は不在だつた部

員の一人である久原がなんと一人であの膨大な

量の草を刈つていたのだと知りました。彼には

大変感謝 しています。

一日目はベルクハイムまで行き、そこから半

分に分かれて、片方はベルクハイムおよびその

周辺の整備、もう片方は登山道の途中までの整

備を行いました。どちらもみな頑張つて作業 し

てくれ、かな りはかどりました。私は登山道の

方で したが、帰つて <る と、ベルクハイムに敷

き詰められた、真新 しいきれいな床が私達を迎

え入れてくれました。

二日目が今回のメインともいうべき作業であ

り、全メンバーで高三郎に向けて早朝出発しま

した。今年は全員にビークに立たせてあげたい

との想いもあり、そのように計画を立てていた

からです。 ビークはさすがに遠く、計算してい

たより時間オーバーしてしまいましたが、やつ

とのことで全員無事 ピークに立つことができま

した。

思つていたとおり、ビークは草、笹が生い茂

り、そこからの眺めはあまりいいものとは言え

ませんで したが、それでも、辛く、長い急坂を

登りきった後のビークは感慨深いものがありま

した。ただ、残念なことに、 2年前に設置 した

標板がもう傷んでぼろぼろになつて しまつてい

ました。

休憩をとった後、下 りながら作業 していきま

した。さすがに全メンバーで来ているだけあつ

43加藤 43清水

43西脇 45中 川   43井 澤 44山本 45竹内

45日 向  44谷村   43谷 上

44西  44福村

45深作   44角 田

44河原 45渡 45松山 43矢田部 43奥野

【今、この頂上にtフ ラッペ伝説はなく、

自動販売機伝説が流布されている。】
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て、作業は流れるように進んでいきました。鎌

や錠、鋸を持つ手が痙攣をおこしそうな程必死

に取り組んでいましたが、時間が過ぎるのも早

いもの。気が付くと辺りはもう夕日が差し込ん

できそうな時間になっており、部員の尻を叩き

ながら急いて下りました。

小屋に着いた時にはみなヘ トヘ トで、なんだ

か静かな雰囲気が漂つていましたが、さすがワ

ンゲル.食当をしているうちに、お腹がすいて

いるせいか、いつもの賑やかというかパワフル

な雰囲気に戻つていて、各パーティー、ご飯を

もりもり食べていました。

最終日は再び小屋の周辺の整備と小屋の掃除

をして、ベルクハイムを後にしました。

実際に作業に入ると、案外CLと いうものは

することが少なく、かえってサブチーフの方が

忙しそうにしていたのが印象的でありました。

今回の一連の作業は様々な人からの助けをい

ただいて、大変満足のいく仕事ができたと思っ

ています。OB会舟田さんはじめ、部員の一人

一人に対して本当に感謝しています。ありがと

うございました。

来年からもいい仕事ができるように頑張つて

下さい。

2000年秋 山小屋酒場

13期 辰野 隆義

20世紀最後の山小屋酒場となった。 (今年や

ることは、何でも「20世紀最後」となってしま

うのだが…) 今回は個人的に仕事が忙しく、

行くこと自体危ぶまれたが、何とか日曜朝帰り

で折り合いをつけた。

今回の作業は、そう多くを考えなかつた。材

料も下見をしてあったので、 1週 間前には揃え

終わった。作業は、「入 り国の柱 (腐 って浮い

ている)」 と、「奥の根太 (白 アリにやられて

いる)J、 それに「外の屋根を支えている木 (

これもポ Elポ ロに腐っている)」 の取 り替えと

補修である。この程度の作業なら、土曜 日―日

でも完了するだろう。

10月 14日 (土 )朝 8時、工学部集合。いつも

のメンバーと顔を合わせる。今回は田村御大は

寿欠席と聞いている。 13期 吉田、吉本、辰野、

i5期 奥名、舟田、 16期 北川、以上 6名 。天気は

上々、この上ないリフレッシュにな りそ うだ。

2週間前に現役数名と、舟田さん、ナカオの

人達が、高三郎の頂上まで重い道標を背負つて

上が り、設置 してきたとのこと。途中、真新 し

い道標を 2基発見。なんとなく顔がほころぶ。

小屋はいつもと変わらず、私連を迎えてくれ

た。最後の急坂を登り終え、日の前に小屋が見

えた瞬間、本当にホッとするのは、私だけでは

ないと思う。

さっそくビールで喉を潤した後、各自作業ヘ

入る。

以前から気になっていた取水日のステンレス

カゴの修理にとりかかる。というのも、私も、
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【ホース内の空気を抜 くのが至難】

辰野  吉田 奥名

奥名君もカゴの砂を取り除こうとして、壊れた

メッシュで指を切ったことがあったからだ。こ

のステンレスカゴは、2年前の大雨で流され行

方不明になっていたのだが、翌年行つて見ると

ちゃんと戻つていた…という不思議なカゴなの

だ。

メッシュを整えたものの、パイプの途中で砂

でも噛んでいるらしく、なかなか水が出てこな

い。簡単に水場の修理を終えるつもりが、結構

時間をくうことになつた。結論としては水圧が

低いということになった。カゴが流された時パ

イプも被害を受け、取水口がかなり下方となっ

てしまったためである。取水口をもっと上へ延

ばすのは、来年の課題としておこう。

昼食後、本来の目的箇所の補修作業に入る。

入リロの柱も、奥の根太も、まくつてみると、

思つていたより損傷がひどく、持参した資材だ

けではややきつい所もあつた。が、春の床張り

の時の余剰材を利用し、何とか補修を完了させ

た。

作業をしながら他に悪い所を探す。いくら「

無理せず」「楽しく」がモットーにせよ、要補

修箇所優先、効率よい資材搬入で予定を立てて

いかねばならない。

あった、あつた、大物が !小屋の屋根を支え

ている三角形 トラスの最も力がかかる横の梁が

1本 (入 り回の上)、 腐つてボスボスになつて

いる。これを放つておくと、早晩小屋は雪の重

みで潰れてしまうだろう。とはいえ、あんな大

きな梁を付け替えることは不可能に近い。別の

方法で屋根を支えることを考えるしかないだろ

う。

また、屋根の トタンに少し鏑が出てきている

。これも次回の春にやらねばいけないだろう。

作業も終わり、あとは恒例の秋ならではのタ

食。半分はこれが楽しみで来ているような所も

ある。近江町と、倉谷現地で調達した栗がら、ん

だんに入つた栗ご飯。大根おろしたつぶりの焼

き秋刀魚…あとは、実にうまかった…で、ご勘

弁を。秋は暮れるのが早い。ローソクの明かり

で視覚情報が不足したのと、カメムシを食べて

しまわないよう、そっちに結構気を遣ったから

である。

そんな無礼の報いを彼らは十分に受けること

になりました。イヤー、今回は全員狂つたよう

にカメムシのロウ地獄に轟じま :・ た。御蔭で、

天丼にびつしり<ち ついていた無数のカメムシ

が、寝る頃にはほとんどいなくなってしまいま

した。久々に学生時代を思い出し、懐かしい限

りでした。北川君は夕方下山したため、このイ

ベントには参加できず、残念でした。

翌朝は6時頃に起床し、朝食の後、たまむし

御殿 (汗水の結晶の トイレのこと)にて快便。

生活環境がよいと、快調ですね。その後早めに

下山、2000年秋の山小屋酒場を終了しました。

まだまだ今後も、山小屋を維持するためには

手を入れ続けなければならないてしよう。が、

とりあえず、当初日標の、水場の確保、 トイレ

の設置、予定外の床の張り替えも完了し、なか

なかの居住空間が復活しました。前回「月見の

宴」から、既に5年を経過しており、この際お

披露日も兼ねて、来春、第 2回 目の宴「シヤク

ナゲの宴」を山小屋にて開催しようということ
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になりました。予告はこの冊子の他のベージに

も載つているはずと思うのでご覧ください。そ

して、多くのOB、 OGが参加して下さること

を願う次第です。

その折りには、屋根のベンキ塗り等、楽しい

軽作業も準備いたしておきます.も ちろん、一

日魚釣りでも、日向ぼっこでもかまいません。

足に自信のある人は高二郎ヘチャレンジされ、

道標を確かめにいかれるのもOKです。

ともかく、ベルクハイムで、昔ヘタイムスリ

ップするのも、21世紀の幕開けには良いのでは

ないでしょうか。

ともあれ、資材を5等分して、つまり、私は

食材いっばい詰めてんだからねとパスして、あ

と5人の男性軍が長物をヨイショと運ぶ。中で

一番の厄介物は、北川さんに割り当て。彼は、

日帰りで荷物が少なかったからであって、年功

序列のせいであった訳では…。

第一の切れ込みの所は、先日の行方不明騒動

のせいで、結構踏み込まれており、余計迷い込

み易そうになっていた。帰りは、案の定先頭が

直進してしまう。ホント、あなた任せで歩いて

はおれない。そして、第二の切れ込み。この頃

はだいたいここで休憩だ。確かに荒れてはいる

けれど、ステッキの行列にうんざりの私には、

好ましい静けさだ。まして回りにワンゲル仲間

がいてくれたなら、♪我がベルクハイムヘ～♪

で、ウキウキ。

出島をまわり込んでしまうと篤志家の御蔭で

草ヤプからは解放される。吊橋が見えてくると

、もう倉谷は近い。そのうえ、吊橋を渡つた所

には、ちゃんと労作が立っているのである。そ

こからわずかで「倉谷集落跡」がまた立つ。ワ

ンゲルOBであれば、高二郎はずつと奥で、何

で ?であるけれど、行政がらみ、作業の都合が

らみでい<と 、そうそう、登山のベース配分に

便利なように配置できる訳でもない。日帰リハ

イキングなら 倉谷までであろうからという発

想もある。山中では???の 道標もあるが、発

注者、製作者、設置者がバラバラなのである。

まだ塗料が手につ<よ うなほやほやを受け取つ

て、現場で初めて文字を見ることになるのも現

実。利害がからまない事でも、とかくこの世は

合理的にはいかないものなのである。

ワ ンイブ ル t力
ハ ウ ス

ン′ド

byせっちゃん

2000年締めの山小屋酒場は、かなり気を抜く

ことができた。というのは、 2週間前に標柱設

置作業で小屋に行つており、ともに食料係であ

つた私は、メニューも一緒、調味料・燃料もそ

のつもりで…の合理イヒ (手抜き)を 図つてあつ

たのだ。さらには、シュラフや個人装備も置い

てきてあって、その分今回は小屋常備用の食器

類を詰めてこれた。小屋との距離感のなさが学

生時代みたいで、そんな気軽さがなんとなく嬉

しかった。

ダムから覗き下ろす湖面。あれ、この間より

多いよ。それは、カメムシも同様で、 2週間前

には数匹しかいなかったカメムシが、びっしり

天丼を埋めていた。「今年の秋は水が少ない」

だの「カメムシが少ない年だ」のと、うかつに

は言えないものだ。

【吊橋を渡り終えた所に立つ標柱】

吉田 吉本     舟田

奥名
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【戸口部隊。この後の戸が締まり、鍵がかか

る状態への調整が、デリケートだったよぅ】

吉本 北 川

2週間ぶ りのベルクハイム。鍵をあければ、

あ～れ～ !カ メムシ館であった。やっぱり自然

は手強い。多少物綺麗にしたとて、彼らの絶好

の越冬場所であることに変わ りはない。帯であ

らたか掃き出し、一巡するとまた湧いてくる。

赤布をまくりあげるとびっしりのカメムシ。ギ

ャーの後これ も一掃。内部に慣れた目で見上げ

たら、天丼にもびっしりであった…諦めた。せ

めてもの抵抗に蚊取 り線香をおき、そばで食当

をする。

どうやら水が出るようにな り、男性軍は、軒

下の修理組と、戸回の修理組に別れて作業。私

はその合間に、出たゴミを掃除。なにせこの手

のことはやったことがないし、そばでうろうろ

すれば嵩張つて邪魔になるだろうし…賄い婦以

外の時間は、何かをおろおろとやっている。

べニヤ板と、外壁の トタンの間には、断熱材

もどきに枯葉が詰め込まれていた。ネズミかリ

スかの類が巣にしていたのだろう。まくる度に

「ウワー」 「ここもダメや」の声。あちこちダ

メになっているらしい。平成 5、 6年の大修理

時には、屋根 と、内外壁を張 り替えたのであり

、骨組には触っていない。この 2代 ロベルクハ

イムを建てた当事者である北川さんも、30年 ぶ

りに「その後」をめくって見ることになった訳

である。

どこまでダメになっているか ?ど こを補修 し

ておけばいいか ?だんだん、やめられない、止

まらない状態になって、かなりが剥出しになっ

てきた。「きれいになった」とは言い難くなっ

てきたものの、骨組の確認は大事である。吉本

さんが金鎚で叩いていくと、なるほど虚ろであ

る。 「ホレ、ここ全然効いとらん。ヤバイナ。

こつちで打つても、結局、浮いて しもとるんや

。」私、全然わからない。ただ、倉谷に何軒か

あった廃屋が、あれよの間に朽ちたことなら知

つている。早めに手をうっていくしかない。

日帰 りの北川さんは、戸口を完成させた後、

帰っていった。あとの方々は、根太の取 り替え

を始めたものの、これもまくって根太を叩いて

いくとあちこちに虚ろな箇所があつた。材料を

吟味し、防腐処置も考え、それらを春のボー ト

で大量搬入することを考えなければならない。

厄介ではあるが、それは内部のことだから、屋

根さえあれば、ほちばちでやっていける。屋根

をもたせることが先決になりそうだ。

実のところ、 2週間前、この小屋を誉めてい

ただいたナカオのプロのメンバーからはいろい

ろ査定いただき、示唆もいただき、卸からの材

料も提供 してあげようのご好意もいただいた。

ただ、「豚に真珠」の情報であったし、ではと

いつて橋渡しも ?の惑いがあった。この小屋は

初代から、プロの手を借 りず、その時のワンゲ

ルの総力で、建設され、維持されてきた。それ

が愛着の根底であるし、いざとなれば寄付をお

願いできる根拠でもある。OBの 技量でましに

なってくる分はいいけれど、そして、小屋が潰

れてしまえば話にならないのだけれど、みんな

でワイワイ、その時の技量やできる協力の範囲

であっていい気がする。プロの使い勝手のいい

昴1毛 より、棒切れに軍手を巻いてその結果そこ

らじゅう塗料だらけになってしまった…の方が

ベルクハイムにはあっていると思えるのだ。

夕食は、補修の段取りも話 し合いつつ、とも

あれきれいな床が張れている現在、もう―度 「

月見の宴」で皆さんをお誘いしてみては ?にな

った。かつて歓送登山力,秋であつたこと、また

、現役サイ ドが半年は新人育成にあたっている

ことから、小屋での行事は秋に行なわれること

が多かつた。

しかし、倉谷はなんといっても、春がきれい

だ。ダム周辺路も春の方が、歩き易い。山菜を

メニューにできるし、日も長い。何よリボー ト
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【こちら横本部隊。右のようにボロボロ状態】

が使えて、人も食材もテン トも倉谷に直行させ

ることが可能だっもちろん、シャクナゲと残雪

の、高二郎が一番いい時期でもある。以上の利

点から、次回は春にお誘いをやってみることに

なった。名付けて「シャクナゲの宴」。次回の

会報と号外で、本腰を入れてお知らせ してみる

ことにしよう。

そんな前向きの話を、なんと、カメムシをロ

ウ地獄に落としながらやっていたのだ。ロウ地

獄に落ちた彼 らは複数の芯になり、シ ドニー五

輪の聖火の如く盛大な炎になる。その行為は、

執行者の表面上の穏やかさ、しとゃかさ等とは

全く無縁に持続された。さしもの天丼びっしり

も消滅 し、人間が生態系の頂点に立つことを実

証 した。それにしても仲間の炎に釣られて、次
々おりてくるカ メムシもカメムシである。 ヒト

より種としては生1き 延びていくのであろうけれ

ど、カメムシのような人生は真っ平だ。

翌朝彼らの方は、ちゃんと朝のおじやに手、、

残 りものの豚汁にも紛れこんでいて、それな り

に報復をとげていた。だが、すっかり鼻が馬鹿

になって しまっていた皆様は、気付かなかった

よう。

本日、辰野さんは設計の続き、奥名さんは自

然解説員の仕事でこのまま医王山に直行という

訳で、早々の小屋仕舞へ移る。

帰路は百万石 レースのマラソンコースに沿つ

ての走行の羽 目になった。小屋行きも物好きで

あるけれど、マラソンも相応に物好きの世界で

あるよう。18期岡部さんが出場 していることを

知っていた私は、抜きつ抜かれつの車窓から探

してみた。そ して、蛍光グ リーンウェアの彼を

ちゃんと見付けて しまった。信号他のせいで、

三度も「岡部さ～ん、頑張つて～」の声を張 り

上げることになった。気付かなかったのかと思

ったら、後日、彼の方は必死で走っていて返事

ができない状態であったとのこと。そ りゃく

だ。

今回も「金沢は狭い !」 でオシマイ。

ワンゲルは、次々新人が入ってくるのが :

長所です。短期間にそんな新人が リーダー
i

とな り、部を背負う人材に成長 していくの
1

も魅力です。              |
それゆえに短所は、年季を積むことがで

|

きない、パ リエーションルー トにまで手が
1

伸びにくいことであるようです。     |
その短所を補つてきたのが、部の記録で

:

あり、部誌でした。先輩の体験がレディネ |

スとなり、情報を集め、同じ指向の仲間を
:

得て、前例プラス (αで審査を通し、バリエ
|

―ションを広げることが可能になったので
:

す。部誌でなければ入つてこない情報であ
|

る犀奥域の活動は、休刊により決定的打撃
|

を受けることになりました。       |
では、部誌は今時流行らないのかといえ

:

ば、某氏は弟のサイクリング部の部報を見
|

たといいます。部外者である自分も、次々
|

延ばしていくその部のテーマ報告が面白か
|

ったとのこと。「6年 に一度 ?そんなの記 |

録といえる?次にどんな活動をしようの、 |

部の方向がでてくるの?J…同感 !   |
外部がとやかくいわな<ても、記録を出

|

していけば、おのずと、自分達が光れる活
|

動や、KUWVな らではの方向が見えてき
|

ます。                |
山渓に採用された26期 畠山潤氏の記録。 |

休刊で掲載されることのなかつた第 7次白
|

山一B H PW30期 野田和裕氏の記録。また
|

初めての夏期踏破てあり合宿でもあった、 |

白山・ B H Partyの 37期 山本英男氏の記録
|

(B H33～ 38号 p103転載)を紹介します。 |

そ りゃそ う
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山と渓谷   84 9月 号

白
山
北
方

・
慶
川
源
流
の
山
々
を
縦
走

１
９
８
４
年
３
月
２７
日
２
４
月
２
日
　
藤
田

章
二
、
赤
堀
鉱
二
、
卯
野
蜻
代
、
高
山
潤
、
酒

井
輝
夫
、
小
川
隆

（金
沢
大
Ｗ
Ｖ
）

３
月
２７
＝

（晴
の
ち
曇
り
）
湯
涌
か
ら
の
林

道
は
雪
が
あ
っ
て
、
こ
こ
よ
り
高
尾
山
ま
で
ス

キ
ー
の
ト
レ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
今
年
は
雪
が
か

な
り
多
く
、
ブ

ッ
シ
ュ
を
こ
ぐ
必
要
は
全
く
な

か
っ
た
。
高
尾
山
を
過
ぎ
て
テ
ン
ト
を
張
る
。

３
月
２８
Ｈ

（曇
の
ち
晴
）
　

南
岸
に
前
線
が

発
生
し
た
た
め
、
視
界
が
悪
い
が
、
順
尾
山
か

ら
は
ガ
ス
の
切
れ
問
か
ら
雪
に
埋
も
れ
た
犀
川

ダ
ム
が
見
え
た
。
こ
の
付
近
の
尾
根
は
人
の
通

っ
た
跡
が
な
く
、
カ
モ
シ
カ
に
混
じ
っ
て
ク
マ

の
足
跡
が
点
在
し
て
い
る
。
赤
■
山
の
頂
か
ら

は
１
１
２
９
ビ
ー
ク

（赤
砺
山
）
が
大
き
い
。

赤
再
山

へ
は
か
な
り
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
、
フ
カ

ン
の
な
い
我
々
に
は
店

っ
た
雪
の
ラ
ッ
セ
ル
が

き
つ
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
の
高
三
郎
山
は
迫
力

が
あ
る
。
面
上
よ
り
少
し
下
っ
た
地
点
に
、
テ

ン
ト
を
張
ろ
。

３
月
”
＝
（晴
）

不
合
宿
か
ら
の
疲
れ
が
で

て
き
て
、
ラ
ッ
セ
ル
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
。

今
日
は
休
養
Ｈ
と
し
て
、
予
定
の
行
社
の
半
分

に
と
ど
め
、
多
ｒ
汁
山
一川
じ
多
子
汁
山
か
ら
の

大
門
山
ｌｉ
、
加
賀
富
上
の
名
に
そ
ぐ
わ
ず
実
に

■

々
と
し
た
山
容
で
あ
ろ
．

雪
が
多
い
赤
摩
木
古
山
手
前
を
行
く

デ
▲
Ｔ

Ｉ
弾
●
一

癬

一

感

ヽ
Ｎ

３
月
３０
日

（晴
）
い
き
な
り
大
門
山

へ
の
長

い
登
り
で
あ
る
。
ラ
ッ
セ
ル
が
ほ
と
ん
ど
な
い

の
が
助
か
る
。
ダ
ケ
カ
ン
パ
が
見
え
て
く
る
と

頂
上
は
間
近
だ
。
大
門
山
か
ら
シ
リ
セ
ー
ド
で

下
る
と
、

１０
軒
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
巨
大

な
雪
庇
が
赤
摩
木
古
山
に
で
き
て
い
る
。
４
月

だ
と
い
う
の
に
、
ま
だ
早
春
の
よ
う
な
感
じ
で

あ
る
。晴
れ
て
は
い
る
が
風
が
強
く
、見
越
山
の

急
な
登
り
下
り
は
ク
ラ
ス
ト
し
て
い
る
所
が
あ

り
、
少
々
緊
張
さ
せ
ら
れ
る
。
大
笠
山
と
そ
の

手
前
の
仙
人
岩
が
立
派
で
あ
る
。

奈
良
岳
は
犀
川
の
源
と
な
っ
て
い
て
、
金
沢

市
で
最
も
高
い
山
で
あ
る
。
こ

こ
ま

で
来
る

と
、今
日
の
出
発
地
点
に
は
る
か
遠
く
、高
尾
山

は
も
う
確
認
で
き
な
い
。
ザ
ッ
ク
を
お
い
て
空

身
で
奥
三
方
山

へ
行
く
ｃ
急
な
雪
壁
を
越
え
て

ピ
ー
ク
に
立
つ
と
、
つ
い
１
週
間
前
に
い
た
大

笠
山
そ
し
て
笈
ガ
岳
の
怪
奇
な
山
容
が
目
を
突

く
。
下
り
は
シ
リ
セ
ー
ド
で
下
る
。
１
４
５
６

イ
の
鏡
池
泊
。

３
月
３‐
日
Ｘ
曇
り
）
明
け
方
、
寒
冷
前
線
の

通
過
で
雪
が
降
る
。
１
３
５
３
（オ
オ
ジ
ャ
ラ
）

の
下
り
が
急
で
悪
く
、
西
側
か
ら
ト
ラ
バ
ー
ス

ぎ
み
に
下
る
。
下
り
回
の
大
き
な
木
の
根
に
ク

マ
の
足
跡
が
点
在
し
て
い
る
。
大
き
な
音
を
た

て
な
が
ら
下
る
。
下
り
き
る
前
に
下
の
雲
海
の

な
か
に
入
る
。
ガ
ス
で
視
界
極
め
て
悪
く
、
現

在
地
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
の
で
、
中
三
方
岳

手
前
に
テ
ン
ト
を
張
る
。

４
月
１
日

（晴
）
雲
海
が
下
が
っ
た
の
で
視

界
良
好
。
中
三
方
岳
は
空
身
で
ビ
ー
ク
に
立

っ

た
後
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
。
１
２
３
０
ピ
ー
ク
か

ら
は
北
側
を
下
る
が
、
亀
裂
が
ク
レ
バ
ス
の
よ

う
に
口
を
あ
け
て
い
る
。
里
二

方
岳
の
ヤ
グ
ラ
は
、
雪
に
埋
も

れ
、
積
雪
量
は
７
１
８
絆
も
あ

る
所
が
あ
る
。
ガ
ス
の
な
か
三

輪
山
に
テ
ン
ト
を
張
る
。

４
月
２
日

（晴
）
下
山
日
で

あ
る
の
に
か
か
ゎ
ら
ず
、
小
ビ

ー
ク
が
い
く
つ
も
連
な
り
、
つ

ら
い
行
程
で
あ
る
。
し
か
し
絶

好
の
天
気
の
お
か
げ
で
、
充
分

に
春
山
を
満
喫
で
き
た
。
９
８
７
（六
郎
谷
峰
）

か
ら
は
速
く
白
山
を
は
じ
め
、
連
な
る
犀
川
源

流
の
不
遇
の
山
々
、
そ
し
て
足
元
に
は
犀
川
ダ

ム
を
望
ん
だ
。

水
葉
山
か
ら
は
、
真
っ
す
ぐ
に
北
へ
延
び
る

尾
根
を
下
っ
て
い
く
。
最
後
の
金
谷
の
渡
り
は

橋
が
な
く
徒
渉
と
な
り
、
林
道
は
崩
れ
て
な
く

な
っ
て
い
た
が
、
な
ん
と
か
無
事
に
全
行
程
を

消
化
で
き
た
こ
と
を
喜
び
合
っ
た
。
ｌ
週
間
の

間
、
人
に
合
わ
な
か
っ
た
ど
こ
ろ
か
ト
レ
ー
ス

さ
え
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
山
行
で
あ

っ
た
。

（０
９２０
金
沢
市
石
引
１
１
１７
‐
‐９

・
川
岸
方

畠
山
潤
）

白山一BH単独縦走もした26期 畠山さんのその後の

活動は、o87か らの原稿に記されています。

【最終 日 歴代の自山一BHPWの 赤布がおどろおどろしい。

1990年 当時の BHにて】

野田 草飼 奥出 磯道
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「白山―BH」 PW
30期 野 III和裕

金大ワングルは、たいへん活動域に恵まれていると思います。山域においては、白山・犀奥をはじ

め北アルプス、そして少 し足をのばせば南アルプス。人ヶ岳といった、日本でも有数の山域を足場に

活動できます。一方、ロー ドについても、私の現役時代において、奥能登、木曽路、佐渡島など味わ

い深い地域で活動が行われました。

ワングルにおける山行はマイナー路線 とメジャー路線の 2色で区分することができるのではない

でしょうか。その区分けは必ず しも明確なものではないのですが、例えば、マイナー路線派は、どち

らかというと北アルプスにおける栂海新道や南アルプスにおける光岳を選ぶ派であり、メジャー路線

派は北アルプスにおける槍穂や南アルプスにおける11斐駒千丈を選ぶ派と言つた感 じのものです。私

の場合、秋期の白山一BIIはマイナー路線の最右翼に位置づけています。その内容は、稜線歩きには

違いないのですが、道が無い領域が含まれていることから、他のコースの追随を許すものではありま

せん。さらに言うなれば、金大ワングルのホームグラウン ドである、白山と犀奥を 一挙に踏破すると

いつた意味も有します。ワンゲル内では、むしろこちらの意義の方が大きいかもしれません。

当時、私はマイナー路線に重点をおいて活動 していたほうで、犀奥・白山にこだわった方です。も

つとも、私などは 20期前後の先輩方の足 ドにも及びませんが、、、その理け1は 、好きだつたというこ

とはもちろんですが、社会人になって行ける山よりも行けない山に行きたかったということです。ト

レ山やオロロの印象があるせいか、当時から部員の間では犀奥はあまり好まれていませんでしたが、

行く時期や場所を選べばとても素晴らしい領域です。もつとも私の場合は、梅雨の時期に犀奥で泥ま

みれになることも嫌いではなかった方で、そこまでは強要 しません。ともかく、犀奥の良さを知らず

して金大ワングルを卒業するのは、たいへんもつたいないことだと思います。秋の犀川ダム沿いを行

くのは景色も素晴らしいです。アケビを採ることも、倉谷川ではアマゴを釣ることもできます。コー

スとして沢を選ぶと、技術的にも高い経験をすることができます。実際にかなりのルー トファインデ

ィングが必要です し、事故の場合に容易に救助を得られない点で、Pwを出すにもかなり技量 (ごま

かし?)が必要です。秋期は藪こぎになりますが、体力とルー トファインディングに優れている必要

があります。ところで、国土地理院発行 2万五千分の 1の地図は非常に精密なもので、僅かな地形の

変化でも読むことができます。ルー トファインディングは、正に地図を読む技術と言えるのではない

でしょうか。

今回、GW期 と秋期における2回の白山一BHを踏破 した唯一の人間ということで、数多の先輩方

を差 し置き、30期の私に文章を書く機会を与えて頂きました。実際の白山一BHは大変魅力のある

コースです。GW期には春山の良さを満喫することができます。犀奥まで来ると藪こぎが多くなるの

でやや幻滅 しますが、達成感はあります。春山コースとしてもそれほど難 しくありません。第 6次

(1988年 GW期)は、以下のメンバーで行きました (敬称略)。

石倉(31)、 小林(31)、 sL田丸(31)、 L野田(3o

畠山さんほどの強行突破はせず、余裕を持つた山行でした。小林 (現、水越)さ んはキスリングで来

ましたcこ のこと自体が記録ものですが、あまりお勧めできません3 GW期 とはいえ、初の女171i踏破

であり、しかもキスリングで踏破 したのは最初で最後で lノ よう0

Fl山 一}3Hは何と:=っ ても秋期に尽きます。その核心は、 |リノガ|～ 人笠までの数こぎにありますっ
-26-



第 7次 (1990イ ll秋期)の場合、見越～高 :i虫 |`も 殆ど1■ が11い状1嵐 でしたので、第 4次 と比較 して 1)

薮こぎが多かったと思います.それ.で も比1咬的難なく踏破できたというθ)が 印象です.メ ンバーは、

以 ドの通 りです (敬 称略)

薔髪道(33)、 奥‖1(33)、 sL ttrけ |(3tll、 L tt飼 (33)

仙人屈の池塘の美 しさ、人笠の手前で台風が通過 しフライに溜まった雨水で炊飯 したこと、また個人

的な話ですが、仙人屈あたりの藪で左 |]を ついて 11を開けることができず手ぬぐいを巻いて片 Hで行

動したこと、などが深い印象として残つています。この踏破記録はワープロで作成しデータを保存し

ていましたので、今pl、 舟 1目 さんの勧めもあつて、ここに原文のまま全てを掲載いたします。 10年

前の記録であり、現況とは異なるでしょう。地図や
′
り真もなく、文章と多少の図だけで全 20メ1に及

ぶ記録ですが、地図を片手に読んでいただければ正確に現在地が把握できるように当時は記述 したつ

もりです。久 しぶ りに読んでみましたが、記録を読んでいると街彿とさせるものがあります。

時代は急速に変わりつつあります。僅か 10年前に記録の作成に用いたハー ドは PC‐ 9801ヽ町

(8086プロセッサ、クロック 10MHz)で、今使つているのは DOS―VマシンcentiumΠ I、 クロッ

ク 600MHz)です。両機種の性能には雲泥の差があります。この 10年間のパソコンとインターネッ

トの普及、携帯電話やテレビゲームの普及など、情報技術の進展が、社会変化を起こしつつあります。

人と人との思考格差も広がり世代間ギャップも深まるばかりです。ワングルOBについても例外では

ありません。このような変革期においても、金大ワンゲルにおいて変わらないものの一つとして、白

山一BHがそれであつて欲 しいと思います。、三角テン トやホエープスなどの装備も残っているのか

どうか知 りませんじ、現に創部当時の部室はありません。変革期であればこそ、変わらない何かを求

める行動が意味を持つのではないでしょうか。

【仙人窟岳付近より笈ケ岳と大笠山

ヤブとヤプの間の、束の間の天国のような笹原】

磯道  草飼  奥出

-27-
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第 7次 白 山 一 BHP
1990(平 成 2)年 10

記
日 ～ 1

Ｗ

層

録 報
0月 16

童
日

9泊 10日

生
口
日

操   (食 料 )

俊 一  (装 備 )

和 裕  (記 録 )

信 太 郎

文 -3

理 -3

エ ー M2

文 -3

ゲ

平

第 一 Ft

第 ニ ロ

"三
ロ

"円
H

第 五 日

第 六 ロ

第 七 ロ

舞 八 日

● 九 日

予薔 ―

六 二・ ・ ・ 実 際 の 行 麟

点 線 ・ ・ ・ 計 画 鰊

(注 1)第 一 日 日は殿 ヶ池 ヒュ ッテ に 泊 ま る予 定 で あ つ た が 、 変 更 して 南 竜 ケ馬 場 と した。

(注 2)大 笠 山 に は一 日分 の食 料 と水 101Zを デ ポ して お い た。

● 10月 7日

6:30 野 町 駅 出 発

台 風 21号 の 影 響 で 昨 日は 土 砂 降 りだ つ た 。 本 日は 曇 天 。

7:00 鶴 来 駅 で バ ス に 乗 り換 え 。

7:35 白 山 下 駅 着

今 に も 、 雨 が 降 りそ うな 天 気 。

7:46 白 山 下 駅 発

8:13 白 峰 車 庫 着

8:55 別 当 出 合 着

別 当 出 合 に 着 く前 に 大 屏 風 が よ く 見 え た 。 着 い て す ぐ に 雨 が 降 り出 した が 、 す ぐ に や ん

だ 。 白 山 自然 保 護 セ ン タ ー の ア ン ケ ー ト調 査 を 受 け た 。

9:10 天 気 図 を と る 。 台 風 接 近 が 近 い 。 観 光 新 道 を 行 き 、 殿 ヶ 池 で 泊 ま る 予 定 で あ っ

た が 、 南 竜 に 変 更 。 -28-
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l P ―――̈ ―――――――――――――――̈ ――――一――――――――――――――― (321ni n)

9:46 (発 )

砂 防 新 道 入 口 に 、 甚 之 助 谷 が 台 風 19号 の た め 、 崩 壊 した と書 い て あ つ た 。

御 前 峰 ピー ク ま で は よ く知 られ た 道 な の で 、 簡 単 に しか 記 録 を と ら な い こ と に した 。

10:01 1370mの 転 向 点

10:18 中 飯 場

水 道 か ら水 が 出 た 。 小 雨 、 層 積

2P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (26口 in)

10:26 (発 )

歩 き 出 し て 雨 足 が 強 く な つ て 来 た 。 視 界 は 良 好 で チ プ リ尾 根 も観 光 新 道 の 尾 根 も よ く 見

え た 。

10:52 1760m
3P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (35min)

10:58 (発 )

11:03 別 当 覗 き

こ の 付 近 か ら 、 紅 葉 が 始 ま つ た 。

11:33 甚 之 助 ヒ ュ ッ テ

夏 と 違 っ て 樹 勢 が 弱 い た め か 、 非 常 に 眺 め が よ い 。 小 屋 の 水 は 出 な か っ た 。 昼 食 、 高 層

4P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (37min)

11:57 (発 )

12:14 黒 ボ コ 方 面 と の 分 岐

南 竜 小 屋 ま で の 沢 に 3ケ 所 橋 が あ る が 、 橋 板 が 外 され て しま っ て い る。

12:34 南 竜 ヶ馬 場 冬 季 小 屋

こ ん な 、 台 風 の 雨 の 中 で も人 客 が い た 。 紅 茶 を 沸 か して だ べ る 。 寒 い の で 、 小 屋 の 中 に

テ ン トを 張 つ た 。

15:00 食 当 開 始

15:50 食 事 開 始

16:00 天 気 図

軽 量 化 の た め 夕 飯 の 米 は 一 人 1合 しか な く 、 こ れ で は 少 な す ぎ る。

16:40頃 他 の 、 東 京 方 面 か ら き た パ ー テ ィー (10名 程 度 )が 帰 つ て き て 食 事 を 始 め

た 。 飯 を 食 い 終 わ る と何 もす る こ とが 無 い 。

17:30～  寝 始 め る

隣 の パ ー テ ィ ー は 20:30ま で い ろ い ろ や つ て い た 。 聞 こ え た と こ ろ に よ る と 、 飯 は

食 え き れ な い ほ ど あ っ て 、 こ ち ら は 腹 が 減 つ て しか た な か っ た 。 しか し、 い く らす る こ と

が 無 い と言 え 、 17:30か ら寝 た の は 初 め て だ っ た 。

● 10月 8日

4:00 起 床

4:30頃 か ら 土 砂 降 り

5:00 朝 食 開 始

6:10 ラ ジ オ で 詳 しい 台 風 情 報 を 聞 き 、 沈 澱 決 定 。

6:30～  何 も す る こ とが 無 い の で 、 ま た 寝 始 め る。 本 当 に よ く寝 る こ と で あ る。

00 昼 食

30頃 雷 雨 と な り、 風 雨 と も に 強 ま っ て 来 る c

00頃 風 は 強 い が 、 雨 は や ん だ 。 個 人 的 に テ ン 場 の 方 に 散 歩 に 行 つ た 。

16:00 天 気 図 、 食 当 開 始

寝 る ま で 、 怪 談 話 な ど を した じ

20:00 就 寝

1  1

1  1

1 5

霧 雨 で は あ る が 星 は よ く 見 え た c
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4

5

5

● 10月 9日

4:00 起 床

30 朝 食 開 始

00 パ ッキ ン グ

25 日の 出 前 で 暗 い の で待 機

l P ‐―――――‐―‐‐―‐‐――――‐‐――‐――‐‐―‐―――――‐――――――― (29min)

5137(南 竜 ヶ 馬 場 発 )

小 屋 か ら真 正 面 に 経 ヶ 岳 が 見 え た 。

鳶 岩 コ ー ス を 行 く。 南 竜 小 屋 の 横 か ら 開 け た 沢 沿 い の 道 で あ る し 石 ゴ ロ の 道 。

5148(2210m)
沢 を 離 れ る 。 こ こ か ら 、 所 々 大 き な 石 (3m以 上 )が 所 々 出 て 来 る 。 よ く滑 る 。

広 い 斜 面 を 登 る 道 で あ り、 昔 の 道 が (石 を 敷 い た )所 々 出 て く る 。

6:00 雲 海 の 向 こ うか ら 日の 出 。 道 の 所 々 に 、 霜 や 、 霜 柱 が 付 い て い た 。

6:06(2300m)
別 山 方 面 が よ く見 え た 。

快 晴 、 東 方 向 に 雲 海 。

2 P (zzmin)

6:16 (発 )

6 : 26(鳶 岩 )

鳶 岩 を 過 ぎ る とハ イ マ ツ 帯 の 中 の 道 で あ る。 道 幅 は 広 い の で濡 れ な く て 済 む 。 コ ケ モ モ

が 道 の 両 わ き に 多 い 。

万 才 谷 の 雪 渓 は 当 然 で あ る が 、 解 け て な く な つ て い る。 万 才 谷 を 過 ぎ る と広 い 荒 野 の 道

と い つ た 感 じで あ る 。 石 ゴ ロ の 道 と な る 。

6 : 43(室 堂 )

わず かに雪が ち らつい た。 小屋 はひ つそ りと していた。

曇 、積

3P ―――――――――――――――――――――――――‐―――――――――――‐――― (32nin)

6:54 (発 )

御 前 峰 ま で 、 石 の 階 段 状 の道 で 歩 き易 い。

7:26(御 前 峰 )

高 二 郎 ま で よ く見 え た。 写真 を撮 っ た。 しか し寒 か つ た 。

行 動 水 、快 晴 、 消 え か か つ た雲 海 。

4 P (torin)
7:54  (発 )

御 前 峰 周 辺 は 岩 が ゴ ロ ゴ ロ して お り、 表 面 が 凍 つ て い て 滑 り易 か つ た 。 ま た 、 下 り 口 ま

で は 横 風 が き つ か つ た 。 御 前 峰 か ら剣 ヶ 峰 方 面 へ は ジ グ を 切 つ た 石 ゴ ロ の 急 な 下 りで あ る 。

下 り き る と 、 火 口原 で あ る。

8:10(火 口原 の 中 間 地 点 )

こ こ に ザ ッ ク を 置 い て 剣 ヶ峰 に ワ ン デ リ ン グ を か け た 。 (予 定 外 行 動 で 結 構 ル ー ズ )

WlP ――――――‐―い――‐―――――――‐‐―‐―‐‐―――――…………――― (7min)――‐―‐―――‐――‐――‐―̈―――――――――‐――‐―̈―‐‐‐‐―‐――――‐

8 : 10  (発 )

剣 ヶ 峰 ま で は 道 無 し。 岩 ゴ ロ の 急 斜 面 を 登 る が 、 浮 き 石 が 多 く危 な い 。

8:17(剣 ヶ 峰 ピ ー ク )

ピー ク に は タ ル ン や 標 畿 が あ る。

WRlP 
一 一 ― 一 ― ― 一 一

―

一 一 一 一 一 一 ― 一 一

―

(9min)一
一 一 一 一 ― ― 一 一 一 ― 一 一 一 一 ― ― 一 一 一 一 一

8 : 31  (発 )

8:40(ザ ッ ク を 置 い た 地 点 )

5P ―――――――――――――――――――――――一――――――一―――――― (43Lin)

こ こ か ら 、 詳 し く 記 録 を 付 け る こ と に し た 。

8 :43  (発 )                 _30-



翠 ヶ 池 に 沿 つ て 地 図 上 に 示 され た 道 ど う りに い く。 実 際 歩 い て み る と踏 み 跡 が 見 られ な

か っ た 。

2600m付 近 か ら 下 りに か か る。 こ の 付 近 は 火 山 灰 の 砂 道 で 歩 き 易 い 。 当 初 は 緩 や か

な 下 りで あ る が 、 2550mか ら急 な 下 り に な る。 立 派 な も の で は な い が 、 所 々 、 石 が 階

段 状 に 並 べ られ て い る 。 しか し、 結 構 苔 む した 道 で あ り、 こ の 道 を利 用 す る 登 山 者 が 余 り

多 く な い こ と が わ か る。 下 り始 め は 道 の 両 わ き に ハ イ マ ツ が あ る。 沢 に 近 づ く に つ れ 潅 木

が 多 く な つ て く る。

9:01(2470m沢 に 出 る )

沢 に 出 た 地 点 に 岩 に 赤 ペ ン キ で 矢 印 が 示 して あ る 。 沢 の 中 は 岩 が
・
ゴ ロ ゴ `口 して い る。 上

部 を 見 上 げ る と結 構 急 な 沢 で あ る 。 (GWの PWで は こ の 沢 の 中 を 下 つ て き た 。 雪 が 腐 っ

て い て 雪 崩 が 起 き な い か 非 常 に心 配 しな が ら下 つ た。 )沢 と言 つ て も この付 近 で は ま だ水

は な い。

沢 を横 切 り今 度 は 沢 の 北側 を トラバ ー ス気 味 に い くc夏 は 草 が 生 えて お り短 パ ンで行 く

とひ どい と こ ろ で あ るが 、今 は枯 れ て い て 歩 き易 い。 道 を は さん で 間 隔 を lm程 度 あ けて

潅 木 が繁 つ て お り、 そ の 中 に 20cm程 度 の踏 み 跡 が続 い て い る とい つ た感 じで あ る。

地 図 に あ る通 り、少 し行 く とジ グザ グ を 下 る。 下 りき つ て 、広 場 の 中 の道 とな る。 23
50m付 近 の道 の 北側 に は 、 夏 な ら大 き な 雪 渓 が あ るが この 時期 に は な い。 この付 近 は岩

が ゴ ロ ゴ ロ して い る。 ま た 、 2350mに は 、標 議 が あ る c

や が て ま た 、 トラバ ー ス道 とな る。 トラバ ー ス は踏 み 跡 20cm程 度 の 土 道 。

9:20(2260m付 近 にお 花 松 原 の標 議 が あ る )

この付 近 ダ ケ カ ンバ が 多 い が 、 昨 日ま で の 台 風 で葉 が 全 部 落 ち て しま つ て い て 紅 葉 は非

常 に汚 か つ た。 赤 い 実 だ け残 つ て い た 。

9:26(2416と 2349の 鞍 部 )

トラ バ ー ス 道 か ら は 結 構 眺 め が 良 か つ た 。 剣 ヶ 峰 も よ く 見 え る。 晴 、 積

6P ――――‐―――――――――――――――――‐‐―‐‐―――――――――――‐―― (44■ in)

9:45 (発 )

2349へ の 登 りの 途 中 (2290付 近 )に 2～ 3mの 岩 が あ り、 岩 の 表 面 に ス テ ッ プ

が き っ て あ る 。 2349ま で は 北 側 の 方 が 眺 め が よ い 。 2349周 辺 の な だ ら か な 所 は ハ

イ マ ツ 帯 と な つ て い る 。

10:00(2349ピ ー ク )

2349ピ ー ク を す ぎ る とす ぐ に 下 り と な り、 滑 り易 い 粘 土 状 の 道 と な る 。 下 り き る と

湿 地 帯 に は い る 。 今 後 、 間 名 古 の 頭 ま で 湿 地 帯 が い た る と こ ろ に 見 受 け られ る 。

10109(池 塘 )

地 国 が 、 "白 山 "か ら'中 官 温 泉 "に 入 る と こ ろ で 道 の 南 側 に 10X20m大 の 池 塘 が

あ っ た 。 全 然 荒 され て い な い 。 池 塘 の 周 辺 は 草 帯 とな つ て い て 、 そ の 周 りに ハ イ マ ツ 、 ダ

ケ カ ン パ 、 ナ ナ カ マ ドな どが み られ る。

こ の 池 塘 を 過 ぎ て か ら も 、 カ ル ス ト地 形 み た い に 穴 ば こや 池 塘 が あ ち こ ち に み られ る。

地 図 上 で 道 の 北 西 に 窪 地 の 印 が して あ る 地 点 が あ る が 、 こ の 付 近 が 北 弥 陀 が 原 と呼 ば れ て

い る。

10:22(北 弥 陀 が 原 の 標 織 )

標 議 は 倒 れ か け て い た 。 広 々 と して い て 、 辺 り草 帯 か ハ イ マ ツ 帯 と な つ て い る 。 地 図 上

で 道 の 北 西 側 に 窪 地 印 が つ い た 笛 所 は ハ イ マ ツ に 覆 わ れ て い る の が 、 こ こ ま で の 下 りの 途

中 か ら 見 え た 。 ず つ と土 道 。

10:29(北 弥 陀が原 を過 ぎた尾根 上 2150m付 近 )

北弥 陀が原 を過 ぎて 2168手 前 の尾根 にはい る と正面 に奥三方が どつ しりと見 え る。

この尾根 は歩 き易 い 50cm幅 の上道 であ る。東斜 面 は草地 で眺 めが非 常 に よい。紅葉 も

きれ い。 高 層 、積 、 ぼつ り と雨 が 降 つ た。 行 動 水

7 1P  
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

 (42■ in)

10140 (発 )

2168へ の 登 り は 笹 、 ア オ モ リ ト ドマ ツ 、 ダ ケ カ ン バ の 潅 木 帯 の 中 を い く。
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10:55(2168:地 獄 覗 き )

2168か ら少 し北 に行 つ た と こ ろ と思 うが 、 "地 獄 覗 き 'と い う場 所 が あ る。

道 の西 側 に あ り、 二 畳 分 位 の広 さが あ る。 標 畿 も立 っ て い る。 覗 く と谷 が 見 え る か とい う

とブ ッシ ュ に 隠 れ て 全 然 見 え な い。

2168を 過 ぎ る と滑 り易 い道 とな り、 下 りに は木 の 階段 が 設 け て あ る。 途 中 で気 付 い

た が 、 一 般 的 に南 斜 面 は 日が 当 た る の で 乾 い た 道 で 、 北 側 斜 面 に付 い た 道 は湿 つ ぼ く滑 り

易 い道 で あ る。 以 後 もず つ とそ の よ うに な つ て い た。

11:00(鶯 平 )

2168と 2114の 鞍 部 は鴬 平 で あ る。 標 餞 が あ る。 周 辺 は笹 の原 つ ば で 周 囲 に 潅 木    _
が み られ る。

11:06(2114)
2114ピ ー ク 付 近 は 平 坦 で は っ き り し な い が 、 ピー ク と思 わ れ た 地 点 は 広 場 に な つ て    '

い る 。 別 に 何 も な い 。

2114か ら は な お さ ら滑 り易 く 、 本 の 階 段 が 多 い 道 とな る。 間 名 古 の 頭 に 向 け て の 急

な 下 りは ジ グ が き っ た 道 で あ る 。 較 部 に 下 つ て 少 し登 る と間 名 古 の 頭 を 北 西 に トラ バ ー ス

す るよ うになつてい る。

11122(間 名 古 の頭 の トラバー スに入 る地点 )

トラバ ース にはい る直前 で ピッチ を とつた。 (GW期 の山行 では、 トラバー ス道 が見つ

か らな くて、間名古 の頭 を直登 した。急 だ つたが比較 的簡 単 に車登 で きた)曇 、積 、昼食

8 P  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  (35■ in)   ―――――――――‐―

「

――――~‐ ~~~― ―――――――――――――――――――

11136 (発 )

す ぐ間 名 古 の頭 の トラバ ー ス に入 る。 トラバ ー ス は 全 体 的 に登 り気 味 につ い て あ る。 ア

オ モ リ ト ドマ ツ 、 ダ ケ カ ンパ の樹 林 帯 の 中 の 道 が 三 俣 峠 ま で続 く。 小 石 が ゴ ロ ゴ ロ して い

るが 、 よ く しま つ て い て 、 トラバ ‐ ス道 に して は歩 き易 い。 但 し、 夏 期 に は 下 草 が 繁 つ て

い て 歩 き に くい 。 途 中 一 箇 所 土 砂 崩 れ で道 が 塞 が れ て い る と こ ろ が あ っ た が大 した 規 模 で

は な く危 険 もな くす ぐに越 え られ る .

11:50
トラバ ー ス を ぬ け尾 根 に 出 る。 この 直 前 に 同名 古 の頭 の標 識 が あ る が ピー クヘ の 道 が あ

るわ け で は な い。 尾 根 に 出 た 地 点 は前 方 に視 界 が 広 が る の で気 持 ち よい。

11:54(三 俣 峠 の標 議 、 地 図 とは地 点 が 異 な る )

地 図 上 の 三 俣 峠 の位 置 と異 な る地 点 に標 議 が 立 っ て い る。 県 境 か ら殆 ど離 れ て い な い 所

の樹 林 の 中 に立 っ て い て 、 峠 ら しい 地 形 も見 受 け られ な い の で お か しい こ とが す ぐわ か る。

間 もな く樹 林 か ら抜 け て低 い笹 の 中 の気 持 ち の よい 尾 根 道 とな る。 軽 くジ グ を き つ て 下

れ ば 地 図 上 の 三 俣 峠 で あ る。 開 け た 峠 で 、右 手 に シ ン ノ沢 が 曲 が りな が ら高 度 を 下 げ て い    :
るの が よ くわ か る。 (GW期 は この沢 の 中 を 下 つ て行 つ た。 上 部 で は気 持 ち よ く下れ るが 、

下部 は ス ノー プ リ ッジ に注 意 しな けれ ば な らな い。 )

背 の低 い笹 帯 の 中 の道 が続 く。

12:11(2077の トラバ ー ス道 の 途 中 )

2077の トラバ ー ス は 50cm程 度 の 土 道 で 、 トラバ ー ス だ け は 背 の 高 い 笹 ブ ッシ ュ

とな つ て い る。 2077の 南 東 方 向 の道 上 で 休 憩 .丁 度 、 フ キ が 生 え て い た の で 草飼 が食

用 と して採 取 した。 み ん な どれ だ け食 う気 が あ つ た か 知 らな い が 、結 局 、 後 で 全 部 食 つ た。

曇 、積

I P (24rin)
11 :24  (発 )

ゴ マ 平 へ 下 り始 め る 地 点 は 左 に 曲 が る の で よ く わ か る 。 下 り に 入 る と北 斜 面 で あ る こ と

か ら急 に 笹 が な く な り、 苔 む した 石 ゴ ロ の 道 と な り滑 り易 い 。 下 りは ジ グ を 切 つ た 道 で 、

途 中 、 三 方 岩 や 国 見 山 方 面 、 岩 間 元 湯 へ の 道 が 見 え た 。 ダ ケ カ ン パ 、 ア オ モ リ ト ドマ ツ な

どの 潅 木 帯 の 中 の 道 で あ る の で 日は 差 し込 ま な い 。

12:47(中 宮 道 との 分 岐 )

12:48(ゴ マ 平 小 屋 着 ) -32-



小 屋 は 分 岐 か ら中宮 温 泉 の方 向 に行 つ て左 手 す ぐで あ る。 曇 、積

水 場 は 小 屋 の東 側 を通 つ て少 し下 る とあ る。 小 さな 沢 で 、水 量 は 多 くな い の で 、 ひ どい

干 天 時 に は枯 れ て しま い そ う。 今 の 時 期 は 充 分 に あ る し、今 年 の 盆 に来 た とき よ りも多 か

つ た。 小 屋 の周 囲 は樹 林 で 覆 わ れ て い る。 ま た 、 小 屋 の 前 は小 さな広 場 とな つ て い る。

小 屋 の 中 に は い るに は 二 重 扉 とな つ て い る。 小 屋 の 中 は 土 間 と二段 に な っ た板 の 間 が あ

り、 三 階 へ は 階 段 で 登 る。 最 大 で 20人 程 度 泊 まれ る と思 う。 便 所 も用 意 して あ り、 比 較

的 きれ い に使 つ て あ つ た。 道 整 備 用 の シ ャベ ル な ど、 毛布 2、 3枚 、 自然 保 護 セ ン ター が

用 意 した ノー トな どが あ る。 小 屋 の 中 は 暗 い。

中 宮 の 方 向 か ら登 山者 が 1名 来 て 、 野 田 と 30分 ほ ど話 した後 、
・
室 堂 へ .と 登 つ て 行 っ た。

14100も 過 ぎ て い て少 し無 謀 と思 つ た が 特 に止 め な か っ た。

15:20頃 か ら、 取 つ て きたふ き を調 理 し始 め た。 皮 をむ い て 、 二 回 ほ ど沸 勝 き世 た 湯

で煮 込 ん で ア ク を ぬ き、 ラー ドで 炒 め て壇 で 味付 け して食 つ た。 ラー ド臭 か っ た が 結 構 イ

ケ た。

16:00 天 気 図

天 気 図 を取 り終 わ る頃 か ら雨 が 降 り出 した。

16:48 食 事 開 始  雨 は ま だ や ま な い 。 さ つ き の 人 は 大 文 夫 か 心 配 に な つ て く る。

30 小 屋 の 中 の 気 温 計 8.5℃ で あ る 。 非 常 に 寒 い 。

40ま で 、 歌 集 を 歌 つ て い た 。 腹 は 減 る し 、 寒 い の で ろ く な こ とは な い 。

45 就 寝  ガ ス 、 小 雨

さっ きの 人 は 果 して 無 事 に着 い た だ ろ うか。 一 歩 間違 え ば 雨 の 中遭 難 で あ る。

● 10月 10日 (体 育 の 日)

4:30 起 床

寒 くて 2時 間 ほ ど しか寝 れ な か つ た。 起 床 時 の小 屋 の気 温 は 4℃ で あ つ た。 外 に 出 て み る

と、笹 の葉 に 薄 く付 い て い た の は な ん と雪 で あ つ た。 (こ の 時 期 、 山 で の 雪 は 珍 し くない

とは い え 、 今 年 金 沢 で初 雪 が 降 っ た の は 12/24で あ つ た の で 2ヶ 月 以 上 も早 く初 雪 を体 験 し

て しま つ た。 )、 晴

5:09 食 事 開 始●
●　
Ｐ

18
20
20

1

6

(40min)

:00(ゴ マ 平 小 屋 発 )

ゴ マ 平 を 出 て 少 し昨 日の 道 を 引 き 返 し、 左 手 に 折 れ 、 三 方 岩 岳 方 面 へ 向 か う。 少 しず つ

登 りな が ら東 に 進 む と行 つ た と こ ろ 。 現 在 地 は は つ き り分 か ら な か っ た 。 人 も入 ら な い の

で 相 当 の 悪 路 で あ り踏 み 跡 も か な り薄 い と こ ろ も あ る が 、 危 険 箇 所 は 無 い 。 台 風 の 後 で あ

る た め か 石 が 濡 れ て お り滑 り易 い し、 沢 が 何 回 か 道 を 横 切 る。 背 丈 以 上 の 笹 ブ ッ シ ュ が 道

の 両 わ き に ず つ と続 く。 笹 が 道 の ま ん 中 か ら生 え た り して 、 登 山 者 が い か に 少 な い か よ く

分 か る 。

ゴマ 平 小 屋 付 近 の 地 図 (上 が 北 方 向 )
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ゴ マ 平 小 屋 小 屋 内 部 の 様 子 (上 が 北 方 向 )

6:34(1850m付 近 )

1900m付 近 は 兎 平 と呼 ば れ 確 か に 平 坦 な 感 じは す る が 、 ひ た す ら笹 ブ ッ シ ュ で 何 も
見 え な い 。 1850mか ら は 土 道 か 石 ゴ ロ の 滑 り易 い 下 りで あ る。 一 部 急 な と こ ろ は 本 の
階 段 が 用 意 して あ っ た 。 笹 ブ ッ シ ュ は 相 変 わ らず で 、 視 界 は 全 然 効 か な か っ た 。
6:40(シ ン ノ 沢 手 前 の 小 さ な 沢 )

下 りが 終 わ っ て 平 ら な 所 へ 出 る が 、 出 る 直 前 に 2m幅 の 水 量 豊 富 な 沢 が 横 切 つ て い る。
渡 渉 して 休 憩 す る。 こ の 付 近 ア オ モ リ ト ドマ ツ の 林 で 、 地 面 は ぬ か る ん で い る 。 北 縦 走 路
の 案 内 板 と野 鳥 の 説 明 板 が 5枚 ほ ど あ る が 、 どれ も傾 い て い る 。 ぬ か る ん で さ え い な け れ
ば 水 場 も近 い しテ ン 設 適 地 に な る。 雪 (少 し)、 曇

2P (42min)
6:56 (発 )

ぬ か る ん だ 平 坦 な 道 を 進 む 。 周 囲 は 笹 ブ ッ シ ュ で あ る が さ っ き の よ うに 頑 固 で は な い 。
だ ん だ ん シ ン ノ 沢 に 近 づ い て く る の が 沢 音 か らわ か っ た 。

7:05(シ ン ノ 沢 )

シ ン ノ 沢 は 15m程 度 は あ ろ うか 、 コ シ ア ゲ 沢 よ り少 し広 く水 量 も 豊 富 。 沢 は 橋 で 渡 る 。
沢 の ま ん 中 に 橋 脚 が あ り、 鉄 製 の 梯 子 を 縦 に 2本 寝 か した 立 派 な も の で あ る。 沢 か ら の 高
さ も 2m程 度 あ る。

しば ら く沢 沿 い に 進 み 、 や が て 1786.5と 1772の 鞍 部 に 出 る。 こ の 付 近 、 瀬 領
松 と呼 ば れ る ら しい が 、 立 ち枯 れ た ア オ モ リ ト ドマ ツ が 数 本 あ る だ け で あ と は 笹 ブ ッ シ ュ

で あ る 。 ブ ッ シ ュ の 高 さ は 50cm程 度 だ が 、 道 幅 は 細 く よ く濡 れ る。

鞍 部 か ら登 りに か か る 付 近 で 木 の 階 段 が あ っ た 。 登 りの 中 腹 ま で は 見 越 山 に 似 た 登 りで 、
本 の 根 が 張 り出 した 土 道 、 笹 ブ ッ シ ュ。 上 部 に 近 づ く に つ れ て 笹 の 背 が 低 く な り濡 れ な く
な る 。 ま た 、 砂 利 道 に な っ て く る。

7:21(念 仏 尾 根 の 標 識 )

大 体 登 り き つ た 辺 りで 、 念 仏 尾 根 の 標 議 が あ っ た 。 こ こ か ら 、 快 適 な 尾 根 上 の 道 と な る。
笹 の 背 も低 く 、 当 分 見 な か っ た ハ イ マ ツ も復 活 す る。 本 来 眺 め が 良 い は ず で あ る が 、 ガ ス

つ て い て 何 も 見 え な い の が 残 念 。 1772周 辺 か ら背 の 低 い 笹 帯 と な る。 こ の 付 近 南 東 側
が 数 力 所 ガ レて い る が 、 ガ ス っ て い て 下 方 が 見 え な か っ た 。 そ れ ほ ど危 険 と は 思 わ れ な い 。
7:38(1772の 次 の 小 ピー ク )

1772の 次 の 小 ピー ク で ピ ッチ を と っ た 。 こ の 付 近 、 快 適 な 上 道 。 ガ ス 、 曇 、 積 雲
3P (52min)
7150 (発 )

1772の 次 の 小 ピー ク か ら少 し下 り、 ま た 登 つ た と こ ろ (1760m)に 3m程 度 の

岩 が あ る 。 こ の 辺 か らハ イ マ ツ の 根 が 張 り出 した 砂 利 道 と な る 。 念 仏 尾 根 は 全 般 的 に 尾 根
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の 中 心 よ り南 東 側 に 道 が 付 い て い る の で 、 南 東 側 の 視 界 が よ い 。 ま た 、 南 東 側 は 結 構 切 れ

落 ち て い る 。 1762ま で 気 持 ち よ い 尾 根 道 が 続 く。

8:10
1762を 過 ぎ て 進 行 方 向 を 北 に 変 え る 。 10m程 下 つ て 広 い 平 坦 地 に な る 。 こ の 平 坦

地 は ぬ か る ん で お り、 背 丈 以 上 の 笹 ブ ッ シ ュ 。 少 し行 け ば 笹 か ら抜 け 出 て 、 地 図 で も 明 ら

か な よ うに 尾 根 の 直 下 の 東 側 トラ バ ー ス と な る 。 非 常 に 気 持 ち よ い 砂 利 道 で 右 手 に 荻 町 の

集 落 と鳩 ヶ 谷 ダ ム 湖 が ガ ス の 晴 れ 間 か ら見 られ た 。

トラ バ ー ス が 過 ぎ る と 1710mの 平 坦 地 に 入 る。 こ の 平 坦 地 は ア オ モ リ ト ドマ ツ 、 潅

木と笹の中の湿つた 50cm程 度の上道。 1710mか らの下りぼ笹の中′の滑 り易い土道。

7128(1710mと 妙 法 山 と の 鞍 部 )

こ の 鞍 部 付 近 は ア オ モ リ ト ドマ ツ な ど の 潅 木 帯 。

す ぐ に 妙 法 へ の 登 りで あ る。 登 り始 め は 人 工 的 に 石 を 積 ん だ よ うに な っ て い る 。 しば ら

くす る と ガ レ の 多 い 道 と な る。 登 りの 南 東 側 が 崩 れ て い て 岩 肌 が 出 て い る が 特 に 危 険 は な

い 。 登 りは 潅 木 の 背 が 低 い の で 視 界 が よ く 、 ス ー パ ー 林 道 も 見 え る。 登 つ て い る 途 中 、 陽

が さ して き た 。

8:42(妙 法 山 ピー ク )

ピー ク は 約 10m× 5mと 縦 長 で 広 い 。 石 が ゴ ロ ゴ ロ して お り、 標 議 と三 角 点 が あ る。

行 動 水 、 曇 、 積

4P (50min)

9:00 (発 )

ピー ク を 出 て か ら急 な 下 りで あ る。 か な り古 い が ま だ しっ か り した木 の 階 段 が この 下 り

全 体 に わ た っ て つ い て い る。 眺 め が よい 。

9:10(妙 法 と 1756の 鞍 部 )

東 側 に笹 ブ ッシ ュが あ る。 東 側 の 一 段 低 くな った と こ ろ に池 塘 が 見 られ た。 1756ヘ
は東 側 を行 くが 、所 々木 の 階段 が つ い て い る。 潅 木 帯 中 の 土道 で あ り、 笹 も刈 り込 ん で あ

っ た 。 1756は 通 らず 、 ピー ク直 下 を トラバ ー スす る。 トラバ ー ス を過 ぎて 17・ 56と
1780の 鞍 部 付 近 は うっそ う と した ア オ モ リ ト ドマ ツ の林 の 中 の ぬ か るみ 道 とな っ て い

る。 1780手 前 の 1700m付 近 か ら林 を抜 け て 登 りとな る。 この 登 りは道 幅 50cm
程 度 の砂 利 道 で ず つ と階 段 が 用 意 して あ る。 右 側 は ガ レて い るが 特 に危 険 は な い。 背 の低

い 潅 木 帯 で 景 色 が 良 く、荻 町 ま で 良 く見 え た。

9:50(モ ウセ ン平 の池 塘 )

1780を 過 ぎて少 し行 く と地 図 上 で 池 塘 の 印 が あ る とこ ろが モ ウセ ン平 で あ る。 この

付 近 だ け丸 太 を 打 ち込 ん だ踏 み 木 が 用 意 して あ るの で 、 この 上 を伝 っ て行 くこ とが 出 来 る。

ナ ナ カ マ ドも良 く紅 葉 して お りきれ い だ つ た し、 池 塘 も全 然 荒 され て い な い。 モ ウセ ン平

に は壊 れ たベ ンチ と標 議 が あ る。 池 塘 は 2つ 見 受 け られ た が 高 層 化 して お り水 は あ ま りな

か っ た。 テ ン場 に刈 り込 ん だ 後 もあ つ た。

5P (33■ in)

10:05 (発 )

モ ウセ ン 平 を 出 て か ら も丸 太 を 打 ち 込 ん で あ る 。 出 て か らす ぐ に 、 丸 太 の 根 元 に ナ メ コ

を 発 見 、 今 晩 の お か ず に す る こ と に 決 定 。 す ぐ に 尾 根 上 の 道 と な る。 地 図 上 の ガ レマ ー ク

の 地 点 は 実 際 も相 当 ガ レて い る。 全 般 的 に 左 手 は ア オ モ リ ト ドマ ツ な ど の 背 の 高 い 潅 木 帯

で あ り、 東 側 の 眺 め が よ い 。 上 り下 りの 地 点 に は 必 ず と言 つ て い い ほ ど 階 段 が 用 意 して あ

る の で 、 快 適 に 進 む こ とが 出 来 る。

10:38(野 谷 荘 司 山 ピー ク )

ピー ク は ダ ン ロ ップ の テ ン トを 縦 に 2つ 並 べ た 程 度 の 広 さ。 ピ ー ク に は 三 角 点 、 標 識 有

り。 ピー ク か ら の 眺 め は 良 く 、 自 山 (正 し雲 で 見 え な か っ た )～ 鳩 ヶ 谷 ～ 三 方 岩 ・ 犀 奥 方

面 ま で 良 く見 え る 。 ス ー パ ー 林 道 か らの 観 光 客 が 数 人 い た 。 こ こ か ら結 構 人 に 出 会 う こ と

とな つ た 。 今 日は 体 育 の 日で あ る 。 昼 食 、 曇 、 層 積

6P (50min)
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11:10(鶴 平 新 道 と の 分 岐 )

鶴 平 新 道 の 分 岐 は 1797と 1704の 中 間 の 小 ピー ク に あ る 。

大 体 は 樹 林 帯 中 の 中 の 上 道 で あ る が 、 と き ど き 右 手 に 視 界 が 良 く広 が る 所 に 出 る 。 視 界

が 広 が る 所 は 、 地 図 上 に も た く さ ん 見 られ る ガ レ場 と な っ て い る 。 急 な ガ レ場 ば か りだ が 、

落 ち る 危 険 性 は 無 い 。 しか し、 念 仏 尾 根 以 来 の 北 縦 走 路 は 本 当 に 快 適 な 道 が 続 く。

11:53(1736手 前 の 鞍 部 )

こ の 地 点 で ピ ッチ を 取 つ た 。 人 に 良 く 出 会 っ た 。

ま た 、 1736の トラ バ ー ス 道 は 良 く分 か ら な か っ た 。 多 分 、 廃 道 と な つ て い る 。

7P (17min)

12106 (発 )

1736へ の 登 りは 階 段 と な っ て い る 。

12:15(1736)
1736は 飛 騨 岩 と 呼 ば れ る。 ピー ク 付 近 は 道 が 走 っ て い る だ け で あ り、 あ と顕 著 な こ

と と言 え ば 、 杉 の 本 が 多 く根 が 道 上 に 張 り出 して い る。

1736か ら の 下 り も 木 の 階 段 と な つ て い る 。

12:23(三 方 岩 岳 加 賀 岩 )

加 賀 岩 の 少 し手 前 に 三 方 岩 小 屋 跡 へ の 分 岐 が あ る。

加 賀 岩 の ピー ク は 人 が 多 く 、 い つ も そ うで あ る よ うに 、 観 光 客 か ら注 目 を 浴 び る の で あ

つ た 。 飛 騨 岩 と違 つ て 加 賀 岩 の ピー ク は 広 く 、 標 議 、 ベ ン チ 有 り。 ピー ク か ら 明 日の コ ー

ス を 見 て み る と 、 1754ま で は 踏 み 跡 が 付 い て い る の が よ く分 か つ た 。 紅 葉 が き れ い で

あ っ た。

8P (18nin)

13:02 (発 )

来 た 道 を 少 し引 き 返 して 、 小 屋 跡 の 方 へ 向 か つ て 下 り る 。 飛 騨 岩 の 直 下 ま で 来 る と 、 稜

線 上 を 東 側 に ど ん どん 下 りて 行 く。 や が て 、 道 が 左 側 に そ れ て 行 く と 同 時 に 背 の 高 い 笹 が

出 始 め て 間 も な く三 方 岩 岳 小 屋 跡 に 到 着 す る 。

13:20(三 方 岩 岳 小 屋 跡 )

小 屋 跡 周 辺 は ち ょ つ と した 広 場 み た い に 広 く 、 周 囲 は ア オ モ リ ト ドマ ツ と ダ ケ カ ン バ の

林 で あ る。 眺 め は 無 い 。 小 屋 跡 は 平 で 広 い が 、 石 が ゴ ロ ゴ ロ して ぃ て テ ン 設 は や り に くい 。

水 場 へ は 2～ 3分 程 度 で 行 く こ とが 出 来 る。 水 量 も 豊 富 で 干 天 時 に も 大 丈 夫 だ と思 う。

15:15 食 当 開 始

モ ウセ ン 平 で 採 れ た ナ メ コ を 、 マ ル タ イ の ス ー プ で 煮 て 食 べ た 。 うま か っ た 。

16:00 天 気 図

20150ま で 歌 を 歌 つ た 。 寝 る 前 、 外 に 出 して お い た 靴 が 凍 つ て い た 。 快 晴 。

三 方 岩 岳 小 屋 跡 付 近 の様 子
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● 10月 11日
5:30 起 床

タ ベ も寒 か つ た の で ほ とん ど寝 られ な か つ た 。 自分 は 日 は さ め て い た が 、 シ ュ ラ フ か ら

出 る 気 が しな い の で じっ と して い た 。 す る と 、 4:30起 床 の と こ ろ が 、 一 時 間 も 過 ぎ て

しま つ て い た 。 今 日か ら 、 い よ い よ ブ ッ シ ュ 突 入 と言 うの に 、 い き な リ フ ェ イ ン トが か か

っ て しま つ た 。

5:58 朝 食 開 始

6:15 撤 収 、 パ ッ キ ン グ 開 始 。 一 人 41る の 水 歩 荷 。

lP ―――――――――一―一――――一一――――一―――――――――― (27nin)

6:40(三 方 岩 岳 小 屋 跡 、 発 )

小 屋 を 出 て す ぐ は 、 背 丈 以 上 の 笹 の 中 の 上 道 で あ る。 全 般 的 に 溝 状 と な つ て お りま 滑 り

易 い 。 1610m当 りか ら尾 根 上 の 道 と な る が 、 潅 木 ブ ッ シ ュ で あ る 。 潅 本 は 歩 き 易 い よ

うに 刈 り入 れ て あ つ た 。 しか し、 道 の 状 態 か ら推 察 す る と利 用 者 は 少 な い と思 わ れ た 。 尾

根 上 か ら 、 後 ろ を 振 り返 る と、 北 ア ル プ ス の 山 並 が 良 く見 え た 。 や が て 、 飛 騨 岩 直 下 に 出

る 。 飛 騨 岩 は 巨 大 な 岩 で あ る。 2万 5千 分 の 1の 地 図 に は 、 飛 騨 岩 直 下 の 巻 道 が 記 載 され

て い る が 、 現 場 に は 見 あ た らな か つ た 。

7:05(北 縦 走 路 と の 分 岐 )

分 岐 に は 標 議 が あ る。

加 賀 岩 ま で は す ぐで あ る が 、 北 側 が 岩 場 と な っ て お り、 危 険 箇 所 は ロ ー プ が 張 つ て あ る 。

7:07(三 方 岩 岳 )

ピー ク に は 標 議 、 ベ ン チ 有 り。 非 常 に 見 晴 ら しの い い ピー ク で あ る。 自 山 か ら 、 北 ア ル

プ ス 、 医 王 山 、 能 登 半 島 ま で 見 え た 。 晴 、 絹 雲

2P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (36■ in)

7 : 26  (発 )

三 方 岩 か ら の 下 りは 道 幅 lm以 上 あ る 土 道 で 快 適 で あ る 。 ぬ か る み が 多 くて 、 滑 り易 そ

うな 道 で あ る が 、 凍 つ て い て 気 に な ら な か つ た 。 全 般 的 に 木 の 階 段 が 設 け て あ る 。

7:37(県 境 と夏 道 と の 分 岐 点 )

い よ い よ 薮 へ 突 入 で あ る。 分 岐 点 は 注 意 して い れ ば す ぐ わ か る 。 三 方 岩 か ら も 良 く見 え

る の で 、 観 察 して お く と 良 い 。 ま た 、 ピー ク か ら 見 た と こ ろ 、 県 境 上 に うつ す ら と 、 旧 道

が 残 つ て い る の が わ か っ た 。

実 際 に 歩 い て み る と 、 確 か に 踏 み 跡 が あ る 。 余 りは っ き り しな い 踏 み 跡 だ が 、 薮 の 薄 い

と こ ろ を 突 い て 行 け ば 普 通 の 夏 道 と余 り変 わ らぬ 速 さ で 歩 く こ とが 出 来 る。 1574の 次

の 鞍 部 で 少 し迷 つ た が 、 踏 み 跡 は 忠 実 に 尾 根 上 に 付 い て い る。

ブ ッ シ ュ は 背 丈 以 上 の 笹 か 潅 木 で あ る。 木 を ま た い で 乗 り越 え る と か 、 ザ ッ ク に ひ か か

る と か い う こ と は な い 。 紅 葉 は 汚 か つ た 。

1574次 の 小 ピー ク (1570m)は 瓢 箪 展 望 台 とな っ て い る。

8:02(瓢 箪 展 望 台 )

瓢 箪 展 望 台 は 最 近 出 来 た も の で 、 ベ ン チ と 、 木 製 の 展 望 台 が あ る。 展 望 台 へ の 道 は 、 西

側 に 付 い て い る 。 切 株 が ご ろ ご ろ して お り、 植 生 な ど を 説 明 した 看 板 が あ つ た 。 展 望 台 と

言 つ て も 三 方 岩 岳 の 方 が よ つ ぽ ど眺 め が い い 。

3P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (55min)

8:13 (発 )

展 望 台 か ら わ か りや す い 道 が 付 い て い る が 、 1分 も行 く と途 切 れ て 、 わ か ら な く な る。

しか し注 意 す る と 、 や は り 旧 道 の 踏 み 跡 が 付 い て い る の で そ こ を た ど る。 非 常 に 分 か りに

く い が 、 少 し薮 が 薄 く な っ て い る 。 展 望 台 過 ぎ の 鞍 部 を 過 ぎ 、 瓢 箪 山 の 尾 根 へ 取 り付 く付

近 で は 、 旧 道 は 県 境 上 を 行 か ず 、 少 し西 ヘ トラ バ ー ス し一 気 に 尾 根 ま で 登 る感 じで あ る。

そ して 、 1600mの ピー ク の 少 し西 側 に 出 る。

展 望 台 過 ぎ の 鞍 部 付 近 は 所 々 ブ ナ や 、 松 が あ る 林 と な っ て い る 。 全 般 に 、 背 丈 以 上 の 笹

と潅 木 ブ ッ シ ュ で あ る 。 と こ ろ ど こ ろ 、 古 い 切 株 が あ る。

8:26 -37-



1600mの ピー クの 少 し西 側 の 稜 線 上 に 出 る。

出 た 付 近 、 東 西 に延 び た溝 状 の 地 形 とな つ て い る。 そ の溝 の 中 を西 に 向 か つ て 進 む 。 溝

幅 は約 5～ 7m深 さは約 3mと い つ た感 じか。 溝 の 中 は笹 ブ ッシ ュ で あ り、 缶 ビー ル の 空

き缶 や 、瓶 ゴ ミが い た る と ころ に捨 て られ て あ つ た。

溝 状 地 形 とな っ て い る の は瓢 箪 手 前 1630m小 ピー ク と 1600m小 ピー ク の鞍 部 付

近 だ け で 、 どん どん進 む と、や が て溝 が 途 切 れ る。 途 切 れ た と ころ で 北 側 の斜 面 を少 し登

る と一 本 尾 根 に な っ て い て 、 そ の 上 に 明 らか に道 が付 い て い る。 比 較 的 進 み 易 い 潅 木 ブ ッ

シ ュ 中 の道 で あ る。

瓢 箪 手 前 1630m小 ピー ク は南 側 を通 る。 ピー ク付 近 にお い て 、 道 の 北 側 に南 北 に延   :
び た溝 状 の 地 形 (深 さ約 3m)が あ り、 い ま ま で き た道 とT字 形 に交 わ つ て い る。 気 にせ

ず ま っす ぐす す め ば よい。

しば ら く して ま た 、溝 状 の道 とな るが 、 す ぐに 、 南 側 の斜 面 を少 し登 る。 す る と踏 み 跡   :
が付 い て い る。 この辺 か らだ ん だ ん ブ ッシ ュ が ひ ど くな つ て く る。 そ の踏 み 跡 ど う りに行

く と諷 箪 山 の ピー ク に着 く。

9:08(瓢 箪 山 ピー ク )

ピー ク に は何 も な い。 背 の 高 い潅 木 ブ ッシ ュに埋 もれ て い て何 も見 え な い。 テ ン設 適 地

な し。 今 回 の ピ ッチ は 全 般 的 に 旧道 の踏 み 跡 が あ り、 楽 に進 め た。 行 動 水 。

4 P  
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ～ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

 (58■ in)

9:22 (発 )

瓢 箪 山 か ら少 し行 く と も う道 は な い 。 所 々 、 踏 み 跡 ら し き も の が あ る が 当 て に せ ず 、 尾

根 上 を 行 く。 背 丈 以 上 の 潅 木 、 笹 ブ ッ シ ュ で 、 乾 燥 して い て ほ こ りが ひ ど い し 眺 め も 悪 い 。

1650m付 近 だ け 、 杉 の 、 木 や 根 が 大 き く張 り出 して い て 進 み に くい 。 しか し、 そ の

上 に 立 っ て 現 在 地 を 確 認 で き る 。 尾 根 は は つ き り して い る c

10120(1650mを 過 ぎ 、 少 し行 つ た 平 坦 部 )晴 、 絹 雲

5P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (56菫 in)

10:33 (発 )

進 み 初 め て す ぐ 、 1650m過 ぎ の 平 坦 部 の 途 中 に 、 自 く立 ち 枯 れ た 木 (直 径 約 lm)
が あ り、 そ の 周 りだ け 円 周 状 に 笹 が 低 く膝 下 程 度 に な っ て い る 箇 所 が あ つ た 。 多 分 、 落 雷

に よ り焼 け た も の で あ ろ う。 笹 を 刈 り込 め ば テ ン 設 可 能 。 眺 め も 良 く 、 剣 が 見 え た 。

11:03(1686)
こ こ ま で の 道 、 主 に 潅 木 混 じ りの 笹 ブ ッ シ ュ で 、 背 が 高 い の で 日が さ し こ ま な い 。 や は

り、 旧 道 跡 が 所 々 見 受 け られ る。 注 意 して い れ ば 切 株 も 見 つ か る。

1686付 近 、 地 形 が 平 坦 で 進 行 方 向 が よ くわ か ら な い 。 コ ン パ ス な ど で 確 認 す る 必 要

が あ る 。 少 し行 く と ブ ッ シ ュ の 隙 間 か ら 国 見 、 笈 方 面 が 見 え た の で 進 行 方 向 を 確 認 す る こ

とが 出 来 た 。

1686か らや は り 旧 道 が あ つ た 。 道 と い つ て も わ ず か に 薮 が 薄 い 程 度 の も の で あ る。

溝 状 とな つ て お り、 笹 ブ ッ シ ュで 何 も 見 え な い 。

11:29(国 見 手 前 1680m小 ピー ク と 1686と の 中 間 点 )

こ の 付 近 地 形 が 平 坦 で 現 在 地 が よ くわ か ら な い 。 ブ ッ シ ュ は 背 丈 以 上 で 眺 め 悪 く 、 日が

さ し こ ま な い 。 しか し、 日陰 を 行 け る の で 、 割 合 楽 で あ る 。

近 く の ダ ケ カ ン バ に 登 り、 現 在 地 と進 行 方 向 を 確 認 した 。 ダ ケ カ ン バ の 上 か ら み る と 、

旧 道 跡 が よ く わ か つ た 。 実 際 に 歩 い て み る と殆 ど わ か ら な い が 、 上 空 か ら 見 る と よ く わ か

る 。 昼 食 、 晴

6P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (64min)

12103 (発 )

国 見 山 手 前 1680m小 ピ ー ク 上 を 通 つ て 行 つ た 。 旧 道 跡 か ど う か よ く わ か ら な い 。 小

ピ ー ク を 過 ぎ る と 一 面 深 い 笹 ブ ッ シ ュ と な っ て い る 。 だ だ 広 い 地 形 で 、 く ね く ね 曲 が り な

が ら進 む 。 と こ ろ ど こ ろア オ モ リ ト ドマ ツ が 立 っ て い る。 人 は入 つ て い る よ うで 、 テ ー プ

が 見 受 け られ た。

国 見 山 直 前 の 1680m当 りに南 北 に 走 る溝 状 の 地 形 (深 さ約 2m)が あ る。
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溝 の 中 に 降 り て 、 国 見 山 に 登 る が 猛 烈 な 笹 ブ ッ シ ュ で あ る 。 し か し 、 す ぐ に 終 わ り 、 平 坦

部 に 出 る 。

13:00(1690付 近 通 過 )

ピ ー ク 付 近 は 潅 木 と 笹 ブ ッ シ ュ 。 見 た と こ ろ で は テ ン 設 適 地 な し。

13:07
1690か ら真 北 に 行 つ た 1680付 近 で 休 む 。 笈 方 面 が 見 え る 。 よ く 見 え な い が 、 北

側 は 比 較 的 急 に 落 ち て い る 感 じ。 行 動 水 、 快 晴

7P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (69■ in)

13:22 (発 )

仙人窟方面の稜線への入 り日は厳密 にわか らない。左手 に谷 (ト ー クズ レ谷)を 見なが
ら (見 えないが)ト ラバースぎみ に降 りて行 く。潅木 と笹ブ ッシュがひ どぃ下 りである。
踏み跡 も全然無い。ブ ッシュの間か ら、正面に仙人窟だけが大 きく見える。地図で も明 ら
か な よ うに 、 尾 根 の右 側 は広 い。 (GW期 は 国 見 山 を通 らず に この広 い斜 面 を通 り、 大 き

くシ ョー トカ ッ トす る こ とが 出来 る。 )地 図 上 の 矢 印 地 点 (1560m)に テ ン場 (1張
り)が あ る。 この テ ン塀 は 平坦 で快 適 そ うだ が西 側 は す ご く谷 が切 れ 落 ち て い るの で危 険
で あ る。

13:48(テ ン場 )

テ ン場 か ら、笹 が急 に 姿 を消 し、 潅 木 だ け の ブ ッシ ュ に な るの と、 所 々踏 み 跡 が 出 て く
る。 地 図 上 で は比 較 的 細 尾 根 で あ るが 、東 側 の視 界 が余 りきか な い の で よ くわ か らな い。
西 側 は 、 もの す ごい谷 で あ る。 テ ン場 か ら少 し行 っ た とこ ろ (地 図 の ガ レ場 マ ー クか ?)
で 非 常 に危 険 な 箇 所 が あ るの で慎 重 に行 く必 要 が あ る。 こ の場 所 を過 ぎれ ば あ とは 問題 無
い。

14:31(菊 倉 山 手 前 1540mの 平 坦 部 付 近 )

この付 近 、 潅 木 の枝 を払 えば い い テ ン場 に な りそ うな とこ ろが あ る。 行 動 水 、 晴

8P ―――――――――――――́――――――――――――――――――――――――――― (68■ in)

14:45 (発 )

菊 倉 山 付 近 、 全 体 で テ ン設 適 地 が 4、 5ヶ 所 あ る。 但 し、 菊 倉 山 を 過 ぎ る と 1646ま
で テ ン 設 適 地 無 し。 菊 倉 山 付 近 の 尾 根 は 広 く 、 西 側 に ブ ナ が ぼ つ ば つ 立 っ て い る 。 菊 倉 山

を 過 ぎ る と あ と は ず つ と稜 線 上 の 潅 木 ブ ッ シ ュ の 中 を 行 く。  15:35頃 (1646と
菊 倉 山 鞍 部 )

1646へ は 急 登 で 、 踏 み 跡 ら し き も の が あ る 。 (無 い よ りは ま し程 度 の も の )木 を 手

づ か み で 登 ら な け れ ば な ら な い 箇 所 や 、 本 を ま た い で 行 か な け れ ば な ら な い 箇 所 が あ る の

で 大 変 で あ る 。 途 中 で 野 田 が 左 目 を ひ ど く突 い て しま っ た (視 力 が な お る の に 1カ 月 以 上

か か つ た )。 み ん な 結 構 疲 れ て い る よ うに 思 え た 。

15153(1646登 り途 中 の 1580m)
国 見 山 だ け が よ く見 え る。 行 動 水

9P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (46■ in)

16106 (発 )

16:42(1646ピ ー ク )

ピ ー ク 付 近 は 潅 木 ブ ッ シ ュ。 踏 み 跡 無 し、 テ ン設 適 地 無 し。 仕 方 な く、 も う少 し進 む 。

16:52(1646と 次 の 1640m小 ピー ク の 中 間 地 点 )

ピー ク か ら も踏 み 跡 無 し。

な ん と か 、 1張 り張 れ る テ ン 場 を 見 つ け た の で す ぐテ ン 設 す る。 潅 木 を 木 鎌 で 少 し払 つ

た 程 度 で 張 れ た 。 薮 の 中 で 全 然 眺 め は な し。

17:31 ブ ス 点

あ と記 録 無 し、 早 々 に 寝 た と思 う。

● 10月 12日
4:30 起 床

5:05 朝 食 開 始  水 の 無 い マ ル タ イ  _39-



5:45 撤 収 開 始

lP ――――――――――――――――――――――――――――――――――……――――― (65min)

6:14 (発 )

尾 根 上 を 行 く。 踏 み 跡 も な い 、 ひ た す ら潅 木 ブ ッ シ ュ の 見 通 しの 効 か な い 尾 根 で あ る。

と こ ろ が 、 登 りに な る と 、 立 派 な 踏 み 跡 が 付 い て い る (1650m付 近 と 1660m～ 1

700m)。 刈 り込 め ば 立 派 な 夏 道 に な る ほ どで あ る 。 昨 日の 1646の 登 り と違 っ て ぐ

ん ぐん 進 む こ と が 出 来 る。 平 坦 部 に は 踏 み 跡 は 無 い 。 これ は 、 GW期 に 南 斜 面 の 雪 が と け

る た め 、 GW期 の 登 山 者 が 尾 根 道 を 利 用 す る か ら だ と思 わ れ る。 )

7:02(1700m)
こ こ か ら は 、 も う踏 み 跡 無 し。 ひ た す ら潅 木 ブ ッ シ ュ 。 西 側 に ブ ナ 林 。

7:19(1747手 前 の 1720m)
尾 根 を そ れ る こ と な く来 る 。 テ ン 設 適 地 は 昨 日 の テ ン場 以 来 見 あ た ら な い 。 曇 、 高 層 、

高 積

2P ―――――――――――――一―――――一――一――――一――――――――― (48min)

7:32 (発 )

ひ た す ら潅 木 ブ ッ シ ュ の 中 を 行 く。 眺 め 悪 く、 踏 み 跡 無 し。

7155(1717)
1747付 近 か ら 、 西 の 方 向 に 尾 根 が 広 が る。 1747を 過 ぎ て ま っ す ぐ に 行 く と 、 東

の 尾 根 に そ の ま ま 入 つ て しま うの で 、 適 当 な 地 点 で 進 行 方 向 を 西 側 に 向 け て や る 必 要 が あ

る。 我 々 も 、 適 当 に 西 側 に そ れ て 、 広 い 尾 根 の 方 向 に 入 つ て 行 つ た 。 ア オ モ リ ト ドマ ツ が

所 々 立 っ て い る 、 深 い 笹 ブ ッ シ ュ 。 潅 木 も混 じつ て い る。 と き ど き 、 笈 が 見 え る の で 、 地

図 で 進 行 方 向 を 確 認 しな が ら行 つ た 。

こ の 付 近 平 坦 地 で あ る が 、 笹 が 深 く、 よ ほ ど刈 り込 ま な け れ ば テ ン 設 出 来 な い 。

笹 ブ ッ シ ュ を 下 り、 仙 人 窟 の 1峰 と 2峰 の 鞍 部 に 着 く と 、 そ こ に は 湿 原 が あ る。

8:20(仙 人 窟 岳 湿 原 )

湿 原 は 、 す ぐ に 見 つ か る。 図 に 示 す よ うに 南 北 に 上 中 下 の 三 段 に な っ て い て 、 一 番 下 の

湿 原 に しか 池 塘 が 無 い 。 しか も 、 水 が く め る 池 塘 は 、 直 径 lm、 深 さ 50cm程 度 の 小 さ

な も の が 一 つ あ る だ け で あ る。 他 の も の は 水 深 が 10cm程 度 しか な く 、 千 天 時 に は 千 上

が っ て しま うか も しれ な い 。

下 の湿 原 だ け に水 が集 ま るた め か 、 下 の 湿 原 は だ い ぶ ぬ か るん だ 草 地 とな っ て い て 、 上

中 の湿 原 は 乾 い た 草 地 とな つて い る。 (従 つ て 、湿 原 と呼 ぶ の は 変 な の で 以 後 は 草 地 と呼

ぶ )上 中 の 草 地 は 、 最 高 の テ ン場 に な る。 特 に 上 の 草 地 は視 界 が広 く北 に開 け て 、 眼 前 に

笈 、 大 笠 をみ る こ とが で き る、 一 級 のテ ン場 で あ る。 中 の 草 地 と下 の湿 原 は くば ん だ 地 形

の 中 に あ り、 眺 め は な い 。 テ ン設 は 中 の 草 地 に 2張 り、 上 の 草 地 に 5張 りは で き る。

下 の湿 原 の周 りに は 、獣 道 と思 わ れ る踏 み 跡 が付 い て い た 。 踏 み 跡 は か な り踏 まれ て い

る の で 、 毎 日の よ うに こ の池 塘 に通 つ て い る よ うだ。 池 塘 で 一 人 41`ポ リタ ン に水 を満 た

し歩 荷 。 水 は 、 池 塘 特 有 に薄 茶 色 を して い るが 比 較 的 澄 ん で い る。 行 動 水 、 晴 、 絹 雲

3P ――――――――――――――――――――――――――‐―――――――――‐―――― (65min)

8:43 (発 )

2峰 ピー ク は 直 接 通 らず 、 東 側 を 少 し巻 い て 行 く。 再 び 、 猛 烈 な 笹 ブ ッ シ ュ で あ る 。 視

界 が 無 い ま ま 、 と に か く 3峰 (1700小 ピー ク )へ と りつ い て よ じ登 る。 ほ ぼ 県 境 沿 い

に 来 て い る も の と思 わ れ た 。

2峰 と 3峰 と の 鞍 部 は ブ ジ シ ュ の み で 何 も な さ そ うだ つ た 。 沢 の 源 頭 部 の 溝 状 の 地 形 が

東 側 に 見 られ た 。

9:22(3峰 付 近 )

3峰 手 前 に 、 思 い も よ らず し つ か り した 踏 み 跡 が あ る。 しか し、 数 10m行 く と無 く な

る。 あ と は 、 細 尾 根 上 を 行 く。 潅 木 ブ ッ シ ュ が す ご く 、 枝 や 、 根 が 張 り出 して い て 、 な か

な か 進 ま な い 。 しか し、 背 が 低 く眺 め は よ い 。

9:48(岩 底 キ レ ッ ト手 前 の 細 尾 根 上 、 図 中 に 表 示 )晴 、 絹 、 絹 積
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1720m小 ピ ー ク

(2峰 )

こ の 壼 亀 は ぬ か る ん で い る

● 原 は 1747と 1720の 較

“

に あ る

コ 京 の 月 日 は 殆 ん ど 笹 と 織 木 ブ ッ シ ュ

告 人 富 岳 1747ビ ー タ よ り

テ ン ト 5張 り

草 亀 、 ぬ か る み 舞 し

仙 人 窟 岳 の 池 塘 付 近 の様 子 (上 が 北 方 向 )

4P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (541ni n)

10:02 (発 )

同 様 な 状 態 が 続 く。

10:19(岩 底 キ レ ッ ト手 前 の 1690m小 ピ ー ク )

笈 を 左 前 方 に 見 る よ うな 感 じで 進 行 方 向 を 間 違 え な い よ うに 下 る 。 下 り も潅 木 ブ ッ シ ュ

で あ る 。 途 中 、 潅 木 ブ ッ シ ュ か ら抜 け る と こ ろ が あ る。 (1610m付 近 )眺 め が・す ご く

良 い が 、 草 付 き の 急 な 下 りで あ り西 側 が 急 で あ る の で 慎 重 に 下 る。 東 斜 面 は 草 付 き と な っ

て い る 。 す ぐ に 、 ブ ッ シ ュ に 戻 る 。

10:40(キ レ ッ ト鞍 部 )

薮 で 、 テ ン 設 適 地 無 し。 か す か に 踏 み 跡 あ り。

熊 の ダ イ ビ ン グ は 次 の よ うな 状 況 で あ る 。 鞍 部 か ら少 し進 む と、 尾 根 上 に 上 か ら杉 の 根

が 大 き く張 り出 した 3m大 の 岩 が あ る。 こ の 岩 は 、 東 側 の 少 し下 を 巻 く。 ど うつ て い う こ

と は な い 。 次 は 、 本 当 の 岩 場 で あ る 。 4、 5mの 高 さ が あ り、 直 下 か ら直 登 出 来 そ うに も

見 え る が 、 ザ ッ ク を 担 い で い る と危 な い 。 そ こ で 、 西 側 に トラ バ ー ス 道 が 付 い て い る の で

そ こ を 行 く。 15m程 の 距 離 を 登 り気 味 に 行 く と ス ラ ブ 状 の 地 形 と な つ て い て (高 さ 3、

4m)そ こ を 登 れ る。 ホ ー ル ドも 多 くす ぐ に 登 れ る 。 但 し、 落 ち た ら危 険 で あ る 。 (GW
の 時 も こ の ス ラ プ を 利 用 した 。 雪 も付 い て い な か っ た 。 ま た 、 薮 が 雪 で 隠 れ て い た の で 、

下 か ら熊 の ダ イ ビ ン グ の 全 体 を 見 渡 す こ と が 出 来 た 。 岩 場 は 、 帯 状 に 東 側 に 連 な つ て い る

の が 分 か つ た 。 )

ス ラ プ を 登 り、 少 し東 側 に 返 す と地 面 が 露 出 した テ ラ ス に な つ て い て 少 し広 が りが あ る 。

10:56(テ ラ ス )

テ ラ ス は 狭 い が 、 良 い 休 憩 所 に な る。 こ こ か ら 、 岩 底 キ レ ッ トや 、 岩 底 谷 が 一 望 で き る。

岩 底 キ レ ッ トは 名 前 通 り、 急 な ア ップ ダ ウ ン で あ る 。 晴 、 高 層 、 昼 食

5P 
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

―
― ― ―

一 一
― ― ―

―
― ― ― ¨

一 一
―

―  (60min) 一 ― ―
― ―

― 一 ― 一 一 ― 一
―

一 一 一 ― 一 一 一 ― ―

11:34 (発 )

テ ラ ス 付 近 は 草 地 で あ る。 しか しす ぐ に 尾 根 上 の 潅 木 ブ ッ シ ュ の 中 を 行 く。 1690か
ら岩 が 連 続 して 尾 根 上 に 出 て く る 。 初 め は 、 3m大 の 岩 の 中 を くね くね 行 く感 じで あ る。

高 二 郎 旧 道 の ザ ッ ク 置 き 場 み た い な と こ ろ が 連 続 して あ る と思 え ば 良 い 。 最 後 の だ け は で

か い 。 "ジ ャ ン ダ ル ム "と 言 わ れ て い る ら しい が 、 高 さ が 10m以 上 あ る だ ろ う。 岩 の 東

側 直 下 の 草 付 き を 巻 くが 、 特 に 危 険 な し。 あ と は 、 尾 根 上 の 潅 木 ブ ッ シ ュ の 中 を ひ た す ら
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行 く の み で あ る 。

12:34(冬 瓜 山 と の 分 岐 手 前 1730m付 近 )

行 動 水 、 曇 、 高 層

6P ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (48min)

12:48 (発 )

13:00(冬 瓜 山 と の 分 岐 小 ピー ク )

い ま ま で 潅 木 ブ ッ シ ュ だ っ た の が 、 こ こ か ら潅 木 混 じ りの 猛 烈 な 笹 ブ ッ シ ュ に な る 。 潅

木 を ま た い だ り して い か な くて は な ら な い し眺 め も な い 。

13:36(小 笈 手 前 の テ ン 場 )

1750mに 来 る と 、 急 に 薮 か ら抜 け 、 日 の 前 に 草 原 の 斜 面 が 広 が る。 こ の 斜 面 の 下 に

立 派 な 2張 り程 度 の テ ン 場 が あ る (1750m付 近 )。 今 日は こ こ で 泊 ま りか と い う雰 囲

気 に な っ た 。

行 動 水 を 残 り全 部 飲 む 。 喉 が か ら か ら だ つ た 。 小 笈 を 見 に 、 草 原 の 斜 面 を 登 つ て み る。

尾 根 上 は 潅 木 、 笹 ブ ッ シ ュ で 覆 わ れ て い る が 、 尾 根 か ら少 し外 れ た 東 側 は 草 原 と な っ て お

り、 そ の 途 中 で 、 1張 り程 度 の テ ン 場 が 見 つ か つ た (1770m)。 数 10m下 の 方 に 池

塘 も 見 え た 。 実 は 、 これ ら の テ ン 場 が 、 一 般 に "小 笈 の テ ン 場 "と 言 わ れ て い る も の ら し

い こ とが 後 か ら わ か っ た の だ が 、 小 笈 の ピー ク に も テ ン 場 が あ る と言 う こ と を 聞 い て き て

い た た め 、 そ の 幻 の テ ン 場 を 求 め て さ ら に 前 進 す る こ と に な っ た 。

1750mま で 戻 つ て 、 再 び 出 発 。

7P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (33min)

14:18 (発 )

尾 根 上 の 薮 の 中 を 進 ま ず 、 草 原 を 行 く。

1780mか ら小 笈 の 登 りで あ る 。 登 り直 前 は 沢 の 源 頭 部 の 溝 状 の 地 形 と な っ て い る。

尾 根 上 を 登 る が 、 笹 と潅 木 の ひ ど い ブ ッ シ ュ で あ る 。

14:51(小 笈 ピー ク )

ピー ク は 薮 で 覆 わ れ て い る が 背 が 低 く眺 め よ し。 テ ン 場 な ど ど こ に も な い 。 テ ン 設 不 可 。

8P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (34min) ―――一―――――――――――――――――――――――――――――――――

14:59
小 笈 か らひ た す ら潅 木 と笹 ブ ッ シ ュ が 続 く。 潅 木 の 株 を 乗 り越 え て 行 か な け れ ば な ら な

い 登 りで あ る の で 、 き つ い 。 小 笈 か ら笈 ま で 楽 に 行 け る と ど こ か で 聞 い た こ と が あ っ た が 、

とん で も な い 話 で あ る。 しか し、 な ん と な く踏 み 跡 が 見 え る 。

15:33(笈 ヶ 岳 ピー ク )

笹 を 刈 リテ ン 場 を 広 げ て 、 テ ン 設 。 1張 りが せ い ぜ い で 、 小 笈 の テ ン 場 の 方 が 快 適 に は

違 い な い 。 しか し、 笈 の ピー ク に テ ン 設 出 来 た し、 距 離 も大 き く稼 げ た の で 満 足 した 。 計

画 書 の 九 一 日分 を カ ッ トす る ス ピー ドで 来 て い る 。 食 料 を 削 っ て ま で 軽 量 化 した 効 果 が 現

れ た か も しれ な い 。

笈 ピー ク に は 、 標 識 、 地 蔵 さ ん 、 雑 記 帳 が あ る c眺 め よ し。 GWに 来 た と き の メ モ が 残

つ て い る か と楽 しみ に して い た ら 、 持 ち 去 られ て い て な く 、 残 念 だ つ た 。 今 年 の 夏 に 、 東

京 都 立 大 学 が 来 た ら し く 、 計 画 書 が 置 か れ て あ つ た 。 そ こ で 我 々 も 、 本 PWの 計 画 書 を 残

して 行 く こ と に した 。

16:00 天 気 図  こ の こ ろ か ら 、 雨 が ポ ツ ポ ツ 降 り出 して き た 。

沈 澱 を す る 可 能 性 が あ っ た の で 、 フ ラ イ シ ー トを 利 用 して 天 水 を とれ る よ うに した 。

20:30 就 寝  小 松 方 面 の 町 の 灯 が よ く見 え た 。

● 10月 13日
4:30 起 床  雨

5:13 朝 食

明 る く な る ま で 待 機 す る 。

8:20 撤 収 開 始

高 層 雲 が 厚 い が 、 一 時 的 に 雨 が や み 視 界 も 良 好 だ つ た の で 、 前 進 す る こ と に した 。
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lP ―――――――――――――――――一 一――一――――一―――一―――
(6 7 111i n)

8159 (笈 ヶ 岳 発 )

ピー ク か ら 20～ 30m程 踏 み 跡 が あ つ た が 、 す ぐ に 消 え て 無 くな る。 尾 根 上 を 行 くが 、

笹 と潅 木 ブ ッ シ ュ で あ る。 笹 は 細 く て 頑 固 で な い 。 雨 の 後 で 、 笹 が 滑 り易 く な つ て い る。

右 側 は 草 付 き の 開 け た 急 斜 面 で あ る。 錫 丈 と の 鞍 部 近 く に 来 る と 、 岩 が 出 て 来 る 。 通 行 の

障 害 に な る わ け で は な く、 西 側 を 行 け ば よ い 。 岩 の 東 側 は 急 に 切 れ 落 ち て い る よ うだ つ た 。

錫 丈 へ の 登 りは 急 で あ る 。 尾 根 上 を た ど つ た が 、 す ぐ西 側 に 溝 状 の 地 形 が 見 え て お り、 そ

こ を 行 つ て も 良 さそ うだ つ た 。

8:36～ 8:40(錫 丈 岳 ピー ク 付 近 )

錫 丈 岳 ピー ク は 比 較 的 広 い が 、 潅 木 ブ ッ シ ユ で テ ン 設 適 地 無 し。 余 り顕 著 で は な い が 一

番 東 側 に 少 し高 く な つ た 所 (つ ま り尾 根 )が あ りそ こ を 行 っ た 。 全 く踏 み 跡 は な い ょ しば

ら く行 く と 、 宝 剣 と の 鞍 部 へ の 降 り 口 に 顕 著 な 踏 み 跡 が 出 て い る 。 こ の 降 り 日 だ け は 、 が

低 く眺 め が よ い 。 (GW期 に も こ の 降 り 日 か ら宝 剣 と の 鞍 部 に か け て 雪 が な く薮 漕 ぎ に な

る 。 )降 り 日 か ら 、 鞍 部 に か け て 踏 み 跡 が 付 い て い る 。 我 々 は 、 踏 み 跡 を 外 して 少 し下 つ

て し ま っ た が 、 ま も な く、 踏 み 跡 に 戻 つ た 。 踏 み 跡 は 、 降 り 日 か ら ど ち ら か と言 え ば 左 前

方 に 向 か つ て 付 い て お り、 笹 ブ ッ シ ュ の 中 の 急 な 下 り と な つ て い る。 鞍 部 に 近 づ く と東 側

の 斜 面 が 草 付 き と な つ て お り、 一 カ 所 東 側 へ 尾 根 を 巻 く と こ ろ が あ る。

10106(錫 丈 岳 と宝 剣 岳 の 鞍 部 )

鞍 部 付 近 、 潅 木 帯 で テ ン 設 不 可 。 鞍 部 か ら も所 々 踏 み 跡 が あ り、 鞍 部 付 近 だ け は 非 常 に

は っ き り した踏 み 跡 で あ る。 ピ ッチ の途 中 か ら雨

2P ―――――――̈ ――――――――――――――――――――――――――――――――― (70コ in)

10116 (発 )

宝 剣 ピー ク ま で 所 々 踏 み 跡 が あ る 。 や は り、 登 りに な る と春 期 に 雪 が と け る の で 、 踏 み

跡 が は っ き り して い る。 宝 剣 ピー ク 辺 り潅 木 ブ ッ シ ュ で あ り、 か す か に 踏 み 跡 が あ る。 ピ

ー ク 辺 リー 本 尾 根 で 、 南 北 に は な だ ら か で あ る が 、 東 側 は 切 れ 落 ち て い る感 じ。 (ブ ッ シ

ュ で 見 え な い )忠 実 に 尾 根 上 を 行 け ば 問 題 無 し。

10:45(宝 剣 岳 ピー ク )

宝 剣 か ら の 下 り も 1650m付 近 ま で は 、 踏 み 跡 ら し き も の が あ る。 笹 ブ ッ シ ュ に 潅 木

混 じ りの 中 を 行 つ た 。 や が て そ の 踏 み 跡 ら し き も の も消 え 、 笹 ブ ッ シ ュ が メ イ ン と な る。

笹 の 中 の 潅 木 が う る さ い 。 1600m付 近 に な る と尾 根 が 広 く な り、 進 行 方 向 が 狂 い や す

い 。 しか し、 こ の 付 近 か らブ す 林 が 尾 根 よ り左 に 広 が る の で 、 ブ ナ 林 と の 境 界 を 行 け ば よ

い 。 ブ ナ 林 の 中 に 入 つ て しま え ば 、 薮 が 余 り頑 固 で な い の で 進 み 易 い 。

11:26(鞍 部 少 し手 前 の 1570m)
1時 間 以 上 歩 き 続 け て い る の で 休 ん だ 。

3P ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

体 じ ゅ うび し ょ濡 れ で あ つ た 。

(25min)

11134 (発 )

鞍 部 付 近 、 沢 の源 頭 部 の溝 状 の 地 形 が錯 綜 して い る。 鞍 部 は か な り広 く、 ブ ナ 林 とな つ

て お り、薮 も薄 く、す ぐにテ ン設 で き るか と思 つ た が意 外 に傾 斜 地 で テ ン設 適 地 が な か な

か 見 つ か らな い。 (も う少 し千 丈 平 の方 へ 行 け ば あ るか も しれ な い )

11:59
余 りい い と は 言 え な い が 、 と り あ え ず 、 ブ ナ の 本 の 下 に テ ン場 を 見 つ け て す ぐ に テ ン設

した 。 雨

ブ ナ 林 の 中 な の で 直 接 雨 が 降 り込 ま な い の で よ い 。 そ れ で も 、 フ ラ イ を た る ま せ て 張 つ

て お い た ら 、 しば ら くす る と結 構 水 が とれ た 。 (2じ 程 度 )フ ラ イ に 付 い て い る 泥 が 溶 け

た 泥 水 だ つ た が 、 お か げ で 米 の 飯 が 食 え た 。 (こ の こ ろ に な る と先 が 見 え て き た の で 予 備

米 を 使 い 始 め て い る )

16:00 天 気 図

16:25 食 事

21:00過 ぎまで歌 を歌 つた。最後 は大声 の四高寮歌で しめた。

43-



● 10月 14日
4:30 起 床

5:02 食 事 開 始

雨 は 降 っ て い な い が 、 風 が 強 そ うだ っ た 。 しか し、 ブ ナ 林 の 中 は 全 然 吹 か ず で 安 心 して

い られ た 。 も し、 笈 ピー ク で 沈 澱 して い た ら な か な か 大 変 だ っ た だ ろ う。 び し ょ濡 れ に は

な つ た が 、 昨 日の 移 動 は 結 果 的 に 正 解 だ つ た 。 悪 天 が 予 想 され る と き は 、 吹 き さ ら しの 所

は 避 け る べ き で あ ろ う。

と り あ え ず 待 機 。

7110頃 か ら 土 砂 降 り

寝 る。

9110 天 気 図  寒 冷 前 線 が 近 い

こ の こ ろ 雷 。 下 山 後 聞 い た 話 に よ る と 、 金 沢 は も の す ご い 雷 雨 だ つ た そ うだ 。

13100に な っ て も 、 風 雨 や ま な い 。 大 笠 は 無 理 と言 う こ と で 沈 澱 決 定 。 テ ン トの 中 は

水 浸 し と な り、 食 器 で 水 を 何 回 も くみ 出 した 。

16100 天 気 図

徐 々 に 、 雨 が 弱 ま っ て き た 。

17:00 夕 食

本 日は 、 ジ フ ィー ズ が 初 登 場 。 うま い が 、 食 器 に 半 分 も な く全 然 量 が 足 りな い 。 そ こ で 、
マ ル タ イ を 食 っ て よ うや く腹 六 分 日 と な っ た 。 ま た 歌 を 歌 つ て か ら寝 た 。 沈 澱 して 疲 れ が

だ い ぶ ん とれ た 。

● 10月 15日
4:30 起 床

l P ―――――――――――――――――――――――――――̈――――――――――――― (57min)

5:59 (発 )

初 め 広 い 尾 根 で 進 行 方 向 が よ く わ か ら な い が 、 ブ ナ 林 に 沿 う感 じで ク ネ ク ネ と ブ ッ シ ュ

の 中 を い く。 ガ ス っ て い て よ け い に わ か ら な い 。 ブ ナ 林 を 出 る と猛 烈 な ブ ッ シ ュ と な る。

1580mの 小 ピー ク を 過 ぎ て 少 し行 つ た 鞍 部 付 近 に 笹 を 刈 っ て テ ン 設 を した 跡 が あ っ た 。

こ の 鞍 部 付 近 笹 ブ ッ シ ュ と な つ て い る。

鞍 部 を 出 て か ら細 尾 根 に は い る が 、 当 初 は ブ ナ 林 中 を 行 く の で 笹 も 細 く比 較 的 進 み や す

い 。 だ ん だ ん ガ ス も 晴 れ て き て 、 登 りの 途 中 笈 が き れ い に 見 え て 感 動 した 。

6:56(1650m)
こ の 付 近 は 、 背 丈 か 背 丈 以 上 の 潅 木 ブ ッ シ ュ で あ る 。 尾 根 よ り西 に ブ ナ 林 が 広 が る 。 踏

み 跡 は 昨 日の 宝 剣 以 来 全 くな い 。 曇 、 積 、 層

2P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (67min)

7:06  (発 )

1700mの 進 行 方 向 が 少 し西 に 向 か う付 近 で 、 テ ン 設 適 地 が 2カ 所 ほ ど あ つ た 。 一 本

尾 根 で あ り、 尾 根 上 は 潅 木 ブ ッ シ ュ が ひ ど く 、 根 を 踏 み 越 え て 枝 を ま た い で 行 く。

8:13(1740m)
白 山 ま で よ く見 え る 。 曇 、 高 積 、 層

3P ―――――――――――――――～――――――――――――――――――――――――― (36腱 in)

8 1 21  (発 )

尾 根 上 を ど ん どん 進 む 。 ピー ク 直 下 に な る と笹 の み の ブ ッ シ ュ と な る。 笹 は 西 側 に 広 が

つ て お り、 東 側 は 草 付 き の 急 斜 面 で あ る。 笹 は 背 丈 か 背 丈 以 下 で 、 細 い の で ど ん どん 進 む 。

8:57(大 笠 山 )

よ うや く大 笠 山 に 着 い た 。

一 等 三 角 点 、 標 議 、 ベ ン チ 2つ 、 テ ン トは 4張 り程 度 張 れ る 。 昨 日、 昨 昨 日練 習 した 四

高 寮 歌 を 歌 つ た 。 デ ポ を 回 収 した 。 こ の と き 、 デ ポ して お ぃ た 水 10じ は 、 本 日 中 に ワ ン

グ ル 平 に 着 く と の 見 通 しか ら捨 て た 。

自 山 か ら犀 奥 方 面 、 金 沢 ま で よ く見 え た 。 曇 、 積 、 行 動 水 。
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4P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (33min)

9:35(大 笠 山 発 )

大 笠 か ら道 が あ る。 ピー ク を 出 て か らす ぐ は 、 背 丈 以 上 の 笹 が 道 の 両 側 か ら道 を 覆 つ て

い る 。 道 は 土 道 で あ る 。

9:39(桂 方 面 と の 分 岐 )

標 議 が あ る 。 桂 へ の 道 は 、 境 川 ダ ム エ 事 の た め 通 行 止 め に な っ て い る は ず 。

分 岐 を 少 し行 く と尾 根 上 を 下 り始 め る 。 背 の 低 い 笹 が 両 側 に 生 え た 、 踏 み 跡 が 3 0cm程

度 の 土 道 と な る。 下 り始 め だ け 木 の 階 段 が あ る。 1720mの 平 坦 部 付 近 は 溝 状 の 地 形 の

中 の ぬ か るみ 道 で あ る。 (雨 が 降 つ た跡 だ か らか も しれ な い )1650m・ 付 近 の尾 根 の東

側 に ガ レ場 マ ー クが あ るが 、危 な い。 こ の ガ レ場 を過 ぎ る と、植 生 が 潅 木 に な り、 本 の根

が 張 り出 した 土 道 で 歩 きや す い。                      ■

10108(1668小 ピー ク の北 東 側 の 沢 の源 頭 部 )

ピ ッチ を とっ た付 近 は溝 状 の 道 とな っ て い る。 この ビ ッチ を とっ た 地 点 は 、東 側 が湿 原

の 草 原 (25mプ ー ル 程 度 の広 さ)と な っ て お り、 そ の 中 に小 さな池 塘 が あ る。 千 天 時 に

水 が あ る か は わ か ら な い 。 曇 、 積

5P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (56nin)

10120 (発 )

次 の 1660m小 ピー ク は ピー ク 直 下 の 東 側 を トラ バ ー ス 。 や が て 、 比 較 的 細 い 尾 根 に

出 る。 こ の 尾 根 の 両 側 潅 木 帯 で 、 根 が 張 り 出 した 土 道 で あ る。 1591mは 東 側 に 高 さ 2

～ 3mの 岩 が 出 て お り、 そ の 下 の 草 付 き の 斜 面 を トラ バ ー ス して い く。 滑 りや す か つ た が 、

そ れ ほ ど危 険 で は な い 。 1591mを 過 ぎ て 、 しば ら く行 く と、 西 側 へ 階 段 が つ い て い て

急 に 下 る 。 (尾 根 か ら外 れ る )下 りは 滑 りや す い 。 下 つ て か ら は 、 じ め じ め した 深 さ約 5

m程 度 の 溝 状 の 地 形 の 中 の 道 と な る 。

尾 根 に 戻 つ て か らす ぐ に 、 奈 良 手 前 の 二 重 稜 線 の 中 に は い る。 (地 図 で は 二 重 稜 線 の 東

側 の 稜 線 上 を 通 る よ うに な っ て い る が 、 実 際 の 道 は 二 重 稜 線 の 中 を 通 つ て い る )こ の 二 重

稜 線 へ の 入 り 日付 近 の 東 側 に 大 き な 池 糖 が あ る。 笹 の 中 に あ り、 気 が 付 き に くい が・、 道 か

ら 見 た 感 じで は 干 天 時 で も枯 れ な い だ ろ う と思 わ れ た 。 二 重 稜 線 の 中 は 湿 地 帯 で 、 雨 の 後

な の で 水 溜 りが 多 い 。 木 の 丸 太 を 寄 せ 集 め て 道 を 作 つ て あ る 。 ま た 、 溝 を 横 切 る と こ ろ は

木 の 橋 と な つ て い る が 、 こ と ご と く ま ん 中 で 折 れ て い る。 ほ ぼ 中 間 地 点 に 2張 り程 度 の テ

ン 場 が あ る 。 草 の 上 で 快 適 そ うだ っ た 。

奈 良 へ の 登 りは 急 な 溝 状 の 道 で あ る。 本 の 階 段 が あ り、 背 丈 以 上 の 笹 に 覆 わ れ た 道 で あ

る 。 ピー ク 直 下 に も 1張 りの 快 適 そ うな テ ン 場 が あ る。

11:16(奈 良 岳 )

ピ ー ク に は 三 角 点 、 標 識 (倒 れ て い た )有 り。 テ ン設 は 1張 りな ら 出 来 る。 周 囲 笹 ブ ッ

シ ュ で 眺 め 悪 い 。 曇 、 積 、 昼 食

6P ――――――――――――――――――"― ――――――――――――――――――――― (28min) ―̈―――――――――――――――――――――――――――――――――――̈―――

11:44 (発 )

奈 良 か ら、笹 と潅 木 の混 じつ た ブ ッシ ュ で覆 わ れ た道 で 、視 界 悪 い。 鞍 部 に標 識 が あ る。

(ブ ッシ ュ に埋 もれ て 分 か りに くい )見 越 へ の 登 りは所 々 、 本 の階 段 が あ る。 ま た 、 本 の

根 が よ く張 り出 した 道 で あ る。 大 き く杉 の根 が 張 り出 し、 赤 い ガ レが 多 くな る とす ぐ ピー

ク で あ る。

12:12(見 越 山 ピー ク )

標 識 有 り。 眺 め よ し。 北 側 以 外 は周 囲 が 急 斜 面 の 尖 っ た ピー クで あ る。

7P ――一―――――――――――――――――一一一――――――一一―― (81min)

12:29 (発 )

見 越 か ら 1621と の鞍 部 ま で踏 み 跡 が 付 い て い るだ けで 、 あ とは道 が よ くわ か らな い。

と言 うか 、踏 み 跡 も何 もな い の で大 笠 ま で と余 り変 わ らな い。 所 々古 い 切 株 が 出 て きた り

して 道 が あ っ た とわ か る程 度 とな っ て しま つ て い る。

深 い ブ ッシ ュ の 中 で 現 在 地 点 が よ くわ か らな か っ た が 、 結 構 溝 状 の 地 形 が 多 か っ た。 見

越 第 3峰 (1621が 第 2峰 、 そ の 南 側 を第 1峰 、 北 側 を第 3峰 と定 義 した )付 近 に少 し
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だ け踏 み 跡 が あ っ た。 この 3峰 か らは 急 な笹 ブ ッシ ュ の 中 の 下 りで あ る。 この 下 りは踏 み

跡 あ り。

1521付 近 も よ くわ か らな い。 東 側 の 尾 根 に入 つ て しま わ な い よ うに 注 意 して い た ら、

逆 に西 側 に行 き過 ぎて い た。 こん な所 で 、 ル ー トフ ァイ ンデ ィ ン グ が必 要 で あ る。 (昨 年 、

磯 道 の PWで は 高 二 郎 方 面 か ら来 た そ うだ が 、今 回 は 逆 方 向 で あ る の で 、全 然 状 況 が 違 つ

て い る。 )

13:50(1521m地 点 か ら少 しは ず れ た 西 側 )

ピ ッチ を とっ た とき現 在 地 点 は ま だ未 確 認 だ つ た。 南 側 に谷 を は さん で 急 斜 面 が 見 えた

の で 、 西 に そ れ す ぎ た とい うこ とが 推 測 され た。

個 人 的 で は あ る が 、 こん な に 時 間 が か か る とは 思 わ な か っ た。 昔 、 立 派 な道 が 付 い て い

た とは とて も思 え な い 。 (こ の付 近 で の 小 屋 作 業 は 10年 近 く され て い な い )

8P ―――――――――――――――――――――――――‐――――――――――――――― (26min)

14:03 (発 )

東 側 に 戻 る とや は り薄 く踏 み 跡 が 付 い て い た 。 下 りで も あ り どん ど ん 進 む 。 こ の 付 近 は

プ ナ 林 で あ り、 元 々 、 薮 も深 く な い が 、 や は り道 は 有 難 い 。 しか し眺 め は な い 。 迷 う こ と

な く ワ ン グ ル 平 に 着 い た 。

14:29(ワ ン グ ル 平 )

ワ ン グ ル 平 は 2張 り程 度 の テ ン 場 。 水 は 5分 ほ ど東 側 に 沢 を 下 つ て 行 け ば とれ る 。 水 量

は 千 天 時 で も とれ る く ら い あ る。 (地 図 上 で 沢 が 合 流 す る 1350m付 近 、 従 つ て 、 30
m程 下 る )

16:00 天 気 図

16:32 夕 食 開 始

今 夜 は 、 大 笠 の デ ポ 食 料 で 食 事 が 豊 富 で あ つ た 。 フ ル ー ツ 缶 や 、 フ イ ン ま で あ っ た 。

20:30 就 寝

● 10月 16日
4:30 起 床 、 快 晴

5115 朝 食

lP ―――――――――――――――――――――――――――――――…――――――――― (411■ in)

6:24(フ ン グ ル 平 発 )

1366は 右 手 が 少 しガ レて い る。 1366ま で は踏 み 跡 は しっ か り付 い て あ る。 しか

し潅 木 が 育 っ て き て お り (特 に西 側 か ら道 に か ぶ さ る よ うに )歩 き に くい。 1366を 過

ぎて少 し登 り、 広 い 尾 根 に な る と踏 み 跡 は 無 くな る。

7:05(1461手 前 の広 い尾 根 に地 図 上 で 2つ の 1390m小 ピー ク が 見 られ る が 、   =
そ の 2つ の 小 ピー クの 中 間 地 点 )

この付 近 、 道 跡 は不 明 瞭 で 、周 囲 潅 木 と笹 ブ ッシ ュ で あ る。 全 般 的 に尾 根 上 の道 で は あ

る が 、 プ ッ シ ュ の た め 眺 め は 悪 い 。

2P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (5 3 nli n)

7:17 (発 )

天 の 又 の 頭 (1461)へ も背 丈 以 上 の 潅 木 ブ ッ シ ュ で 登 りに くい が 、 踏 み 跡 は あ る。

3年 前 に 来 た と き (犀 滝 ～ 高 二 郎 PW)よ り、 明 ら か に ひ ど く な っ て き て い た 。

8:05 天 の 又 の 頭

ピー ク に は 何 も な く 、 踏 み 跡 が 付 い て い る だ け 。 背 丈 程 度 の 潅 木 ブ ッ シ ュ で あ る 。

天 の 又 か ら の 下 りは 段 差 の あ る 急 な 下 りで あ る 。 笹 が 多 い 。 前 方 だ け 眺 め が よ く 、 能 登

半 島 方 面 ま で よ く 見 え た 。 海 に 浮 か ぶ 島 の よ うに 見 え た 。

8:10(下 りの 途 中 1430m)
晴 、 高 積 、 行 動 水

3P ――――――――――――――――――――――――-1-― ―_____― ―――――― (51min)

8:20 (発 )

道 は き っ ち りつ い て い る が 、 相 変 わ らず 潅 木 ブ ッ シ ュ が ひ ど ぃ 。
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9111(ホ イ ク ラ )

ホ イ ク ラ か ら は 、 眺 め が よ い 。 自 山 も よ く 見 え る し、 二 又 川 支 流 の タ キ 谷 が 正 面 に よ く

見 え た 。 双 眼 鏡 で み る と名 前 通 り滝 が 多 く高 度 な 沢 み た い だ つ た が 、 詰 め て み る の も お も

し ろ い か も 知 れ な い 。

ワ ン ゲ ル の 標 識 も健 在 で あ っ た 。 紅 葉 も 、 自 山 よ り こ ち ら の 方 が ず い ぶ ん き れ い だ つ た 。

晴 、 高 積

4P ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― (36min)

9:26 (発 )

ホ イ ク ラ を 発 して す ぐ に 一 面 笹 ブ ッ シ ュ の 下 り と な る 。 背 丈 よ り
°
少 し低 い́ 程 度 で 、 下 が

見 え な い 。 下 は 土 道 で あ る が 、 見 え な い の で 思 わ ず 滑 つ て 転 ん だ り して しま う。 笹 ブ ッ シ

ュ を 抜 け て 、 高 二 郎 本 峰 と の 鞍 部 は 北 東 側 が ガ レて 道 が 崩 れ て い る。 別 に 危 険 で は な い が 、

道 は 尾 根 上 に 続 い て い る の で 下 つ て し ま わ な い よ うに 。 ガ レ地 点 か ら 高 二 郎 ま で 潅 木 ブ ッ

シ ュ の 道 で あ る 。 一 度 、 道 を 外 して しま つ た が 、 大 体 は 踏 み 跡 が は つ き り して い る 。

9:46(高 二 郎 ピー ク )

三 角 点 、 標 識 有 り。 眺 め 悪 い 。

高 二 郎 ピー ク か ら は 略 記 す る 。 必 要 が あ れ ば 、 数 多 い 他 の 記 録 を 参 照 の こ と。

高 二 郎 か ら は 道 が しっ か り して お り、 道 の 有 難 さ を 思 い 知 ら され た 。 途 中 、 犀 川 ダ ム が

遠 く に 見 え る 。

9:55(ガ レ場 )

10:02(新 旧 道 の 分 岐 )

分 岐 に は 相 変 わ らず 壊 れ た 標 議 が あ る 。

ブ ッ シ ュ で 眺 め は 効 か な い が 、 上 を 見 る と抜 け る よ うな 青 空 で あ る 。 快 晴 、 昼 食

5 P (57uin)

10:43 (発 )

分 岐 を 出 て す ぐ に 、 ガ レ場 。

あ とは ワ ン グル の作 業 の効 果 が あ つ て 、快 適 な道 で あ る。

11:40(旧 道 ザ ック置 き場 )

6 P (37nin)

11151(発 )

12:28(コ シ ア ゲ 谷 出 合 、 旧 道 登 リ ロ )

コ シ ア ゲ 谷 出 合 に 来 て 驚 い た の は 、 沢 筋 が 前 と全 然 異 な っ て い た こ と。 変 わ っ て か ら殆

ど 日数 が 経 っ て い な い とみ え 、 濁 流 の 跡 が み られ た 。 以 前 、 テ ン トが 張 れ た 中 州 は 今 は も

う無 い 。

こ の 辺 は ま だ 紅 葉 して い な い 。 晴 、 積

7P ――――――――――――一―一――一――――――――――――一 ―――― (30min)

13100?(発 )

カ ナ ヤ マ 谷 の 様 子 も 変 わ つ て い た 。 BHま で の 道 か ら川 を 見 て も 何 か 以 前 と 違 つ て い た 。

沢 筋 が 広 が つ た 感 じ。

13130?(BH)
旗揚 げを しに BHに よった。 カ メム シが繁殖 していた。

8P ――――――――――――――――――一――――――――――――――――――――― (160min)― ―――一―――――一―一―――――――――――――――一―一―

14:15?(発 )

道 沿 い の 至 る と こ ろ で 土 砂 の 流 出 が 見 ら れ た 。 よ ほ ど の 豪 雨 だ つ た み た い だ 。 第 2の ガ

レ場 は 道 が し ま つ て 、 草 も 着 い て き て お り年 々 良 く な っ て い る 。

15:35(犀 川 ダ ム )

こ の 時 期 に は め ず ら し く 、 ダ ム は 満 水 状 態 で あ つ た 。

16:55(駒 帰 )

ダ ム か ら舗 装 道 路 が す つ と の び て い る 。 休 み 無 し に BHか ら駒 帰 ま で 行 っ た の は 疲 れ た 。

な ん と か 最 終 バ ス 5分 前 に 駒 帰 に 着 い た 。
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【笈ケ岳山頂にて】

草飼 磯道 野田

【岩底キレッ トと笈ケ岳

通称「クマのダイビング」

といわれる岩壁が見える】

【大笠山への登 りで、千丈平

を望む

ブナの森の鞍部で幕営し、

暴風雨をや り過ごした翌朝】

(以上 奥出氏提供 )
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夏
合
宿
　
白
山

・
ω
国
　
句
ミ
ご

３７

期
　
山

・本

英

男

宿
始
ｒ
ｋ
”
は

こ′
章

腱
響
い
販
い
協

つ の
一
嘲
鉾
¨
卸

‐こ月
ば
い
ち
に

つ 夏
“

山
行
中
の
す
べ
て
を
覚
え
て
い
る
と
い
う
状
態
で
は
な
い
が
、
そ
れ

で
も
や
は
り
、
今
ま
で
の
山
行
の
中
で

一
番
印
象
に
残

っ
て
い
る
も

の
は
、
と
聞
か
れ
た
ら
間
違
い
な
く
こ
の
夏
合
宿
が
最
初
に
挙
げ
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
自
山
Ｉ
Ｂ
Ｈ
の
夏
合
宿
を
越
え
る
山
行
が
し
た
い
と
、

こ
の

一
年
間
思
い
つ
づ
け
て
い
た
が
、
今
は
、
そ
れ
だ
け
の
山
行
を

や
り
と
げ
る
体
力
も
時
間
も
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
し
か
し
、
自

分
自
身
が
納
得
の
い
く
よ
う
な
、
そ
ん
な
山
行
を
し
た
い
と
い
う
気

持
だ
け
は
衰
え
ず
生
き
続
け
て
い
る
。

八
月
四
日

（木
）
雲
時
々
晴
　
オ

ロ
ロ
の
洗
礼
を
う
け
る

北
ア
ル
プ

ス
白
馬
岳
で
の
さ
わ
や
か
な
第
二
回
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
山

行
を
終
え
て
か
ら
、
い
よ
い
よ
夏
合
宿
の
本
番
の
日
と
な

っ
た
。
七

月
中
に
三
方
岩
岳
小
屋
跡
に
デ
ポ
を
置
き
、
事
前
の
準
備
に
ぬ
か
り

は
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
バ
ス
の
予
定
の
時
刻
に
な

っ
て
も
三
浦
が
現
わ
れ
ず
、

初
日
か
ら
、

こ
の
山
行
の
波
乱
を
予
感
さ
せ
る
よ
う
な
事
態
と
な
り
、

み
ん
な
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
お
ち
い
っ
た
。
こ
の
パ
ス
を
逃
が
す
と
次

は
十

一
時
頃
で
二
時
間
以
上
時
間
が
あ
い
て
し
ま
い
、
打
ち
切
り
時

間
に
間
に
合
わ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
兼
六
園
下
の
バ
ス

停
の
向
か
い
の
道
路
に
自
転
車
を
必
死
に
こ
い
で
い
る
三
浦
を
発
見

し
、
事
な
き
を
得
た
。

バ
ス
の
行
き
先
は
い
つ
も
の
通
り
の
駒
帰
で
あ
る
。
こ
の
と
き
は

「
な
ん
だ
か
夏
合
宿
に
来
た
よ
う
な
感
じ
が
し
な
い
な
。」
な
ど
と
佐

川
が
言

っ
て
い
て
、
ま
だ
第
二
回
ト
レ
の
さ
わ
や
か
さ
が
ぬ
け
き
れ

て
な
い
よ
う
だ
っ
た
が
、
待
ち
う
け
て
い
る
あ。
る。
も．
の
に
よ
っ
て
、

夏
合
宿
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ

れ
は
オ
ロ
ロ
と
よ
ば
れ
る
吸
血
ア
プ
の

一
種
の
虫
で
あ
る
。
ダ
ム
に

近
づ
く
に
つ
れ
ブ
ー
ン
、
プ
ー
ン
と
い
う
羽
音
が
増
し
、
特
に
あ
る

人
の
ま
わ
り
を
と
び
か
っ
て
い
る
¨
あ
る
人
と
は
誰
の
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。
そ
れ
は
、
昨
年

（９４
年
）
の
小
屋
作
業
で
み
ん
な
に

「
み
ち
」

と
呼
ば
れ
つ
づ
け
た
、
そ
う
、
あ
の

「
み
ち
宇
根
」
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の

「
み
ち
」
と
い
う
あ
だ
名
に
つ
い
て
は
物
議
を
い
ろ
い
ろ
か
も

す
と
こ
ろ
だ
と
思
う
が
、
こ
こ
で
は
、
本
人
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
尊

重
す
る
た
め
、
あ
え
て
ふ
せ
て
お
こ
う
。

す
ぐ
に
出
発
す
る
。
こ
こ
か
ら
オ

ロ
ロ
は
ま
す
ま
す
そ
の
勢
い
を

増
し
、
Ｂ
Ｈ
前
の
テ
ン
場
で
は
ピ
ー
ク
と
な
っ
た
。
小
屋
の
中
に
貼

る
た
め
の
赤
布
を
持

っ
て
き
て
い
た
が
、
あ
ま
り
の
オ
ロ
ロ
の
す
ご

さ
に
、
と

っ
と
と
今
日
の
テ
ン
場
で
あ
る
新
道
入
口

へ
と
向
か

っ
た
。

十
五
時
十
分
、
テ
ン
場
に
着
い
た
が
、
こ
こ
に
も
恐
し
い
く
ら
い
オ

ロ
ロ
が
い
て
、
設
営
し
終

っ
た
テ
ン
ト
の
中
は
オ

ロ
ロ
で
真

っ
黒
と

な
る
。
あ
ま
り
の
す
ご
さ
で
、
テ
ン
ト
の
入
口
が
開
け
ら
れ
ず
中
に

い
る
人
間
が
蚊
取
り
線
香
を
た
い
て
下
に
お
ち
て
く
る
オ
ロ
ロ
を
ビ

ニ
ー
ル
袋
の
中
に
入
れ
て
プ
チ
プ
チ
殺
す
。
こ
の
状
況
が
わ
か
ら
な

い
み
な
さ
ん
は
、　
ハ
チ
ミ
ツ
と
り
の
お
じ
さ
ん
が
ミ
ツ
バ
チ
が
入

っ

て
い
る
箱
か
ら
ミ
ツ
を
と
り
だ
し
て
い
る
風
景
を
思
い
浮
か
べ
て
ほ

し
い
。
全
く
そ
れ
と
同
じ
な
の
だ
。

オ

ロ
ロ
の
た
め
、
水
は
し
か
た
な
く
金
山
谷
か
ら
と
る
こ
と
に
し

た
。
こ
の
谷
の
水
は
、
昔
、
上
流
が
鉱
山
だ

っ
た
た
め
本
当
は
飲
ん

で
は
い
け
な
い
も
の
だ
が
、
オ

ロ
ロ
に
は
勝
て
な
か

っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
オ
ロ
ロ
、　
一
糸
乱
れ
ず
攻
撃
し
て
く
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
非
常
に
ま
じ
め
な
の
で
あ
る
。
夜
六
時
と
も
な
る
と
、
オ
ロ

ロ
は
み
ん
な
自
分
の
寝
床

へ
帰

っ
て
ゆ
き
、
夜
の
倉
谷
を
プ
ラ
つ
く

よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
し
な
い
の
だ
。
だ
か
ら
、
夜
は
快
適
に
寝
る

こ
と
が
で
き
た
。

八
月
五
日

（金
）
晴
　
ワ
ン
ゲ

ル
平
は
遠
か

っ
た

予
定
よ
り
三
十
分
早
く
起
き
て
オ

ロ
ロ
に
備
え
る
。
旧
道
か
ら
高

二
郎
山

へ
向
か
う
の
だ
が
尾
根
の
取
り
つ
き
は
い
つ
も
と
同
様
、
急

で
き
つ
い
。
三
十
分
早
く
出
発
し
た
が
オ

ロ
ロ
は
朝
か
ら
元
気
だ
。

八
百

π
ぐ
ら
い
ま
で
オ
ロ
ロ
も
登

っ
て
き
た
が
、
そ
の
後
は
数
も
少

な
く
な

っ
て
き
た
。
前
高
二
郎

（
一
〇
八
九

π
）
よ
り
先
は
五
月
の

新
ト
レ
の
時
期
と
比
べ
て
ブ

ッ
シ
ュ
が
す
ご
く
、
足
も
と
の
道
は
草

木
を
か
き
わ
け
な
い
と
、
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か

ら
な
い
状
態
で
あ
る
。
ま
た
、
道
の
上
に
ク
マ
の
フ
ン
が
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
あ
る
。
に
お
い
も
き

つ
い
。
十
時
十
分
、
よ
う
や
く
高
二
郎

の
ピ
ー
ク
に
着
く
。
壊
れ
た
標
識
を
笹
ブ

ッ
シ
ュ
の
中
に
発
見
す
る
。

背
丈
以
上
の
笹
の
た
め
視
界
は
全
く
な
く
、
た
だ
た
だ
む
し
む
し
し

て
い
て
不
快
で
た
ま
ら
な
い
。
ピ
ー
ク
登
頂
を
記
念
し
て
ナ
タ
デ
コ

コ
を
食

べ
る
。
こ
の
ペ
ー
ス
で
行
け
ば
十
五
時
ぐ
ら
い
に
ワ
ン
ゲ
ル

平
に
着
け
る
と
思

っ
た
が
、
今
日
も
と
ん
で
も
な
い
日
と
な

っ
て
し

ま
う
の
で
あ

っ
た
。
ホ
イ
ク
ラ
ま
で
は
比
較
的
は

っ
き
り
し
た
踏
み

跡
が
あ
り
、
頂
上
か
ら
の
眺
め
も
そ
こ
そ
こ
良
く
、
笹
の
背
も
低
い
。

こ
こ
か
ら
ワ
ン
ゲ

ル
平
ま
で
は
地
図
上
の
ピ
ー
ク
の
あ
た
り
だ
け
踏

み
跡
が
あ
る
以
外
、
あ
と
は
ほ
と
ん
ど
ブ

ッ
シ

ュ
で
、
進
む
ス
ピ
ー

ド
が
異
様
に
遅
く
な
り
、
疲
れ
が

一
気
に
出
て
き
た
。
天
ノ
又
の
頭

を
少
し
下

っ
た
所
で
二
時
三
十
分
頃
休
憩
し
た
の
だ
が
、
疲
れ
の
た

め
座

っ
て
い
る
だ
け
で
眠

っ
て
し
ま

っ
た
。
佐
川
の

「
山
本
さ
ん
ノ
」

と
い
う

一
声
が
な
か

っ
た
ら
二
時
間
ぐ
ら
い
は
寝
て
し
ま

っ
て
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一局
二
郎
を
越
え
た
こ
ろ
か
ら
ガ
ス
が
出
て

き
て
暑
さ
は
幾
分
や
わ
ら
い
だ
が
、
持

っ
て
い
る
水
も
少
な
く
、
絶

対
ワ
ン
ゲ
ル
平
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
追
い
詰
め
ら
れ
た
状

況
で
あ

っ
た
ｏ
も
う
す
で
に
僕
は
放
心
状
態
と
な
り
、
頭
の
中
で
は

「
ワ
ン
ゲ

ル
平

へ
絶
対
行
く
ピ
と
い
う
言
葉
が
ぐ
る
ぐ
る
回
り
、
ゾ

ン
ピ
の
よ
う
に
歩
い
て
い
た
。

稜
線
を
歩
い
て
い
る
と
左
に
少
し
下

っ
た
所
に
灌
木
の
な
い
笹
の

み
の
明
る
い
開
け
た
場
所
に
出
た
。
時
計
を
見
る
と
も
う
五
時
を
ま

¨
力ゝ を っ
つ ど て

一
¨

，
は
は
¨
一
一
崚
］
［
一
』
¨

続 安 っ
¨
“
」
¨

の だ ヵゝ
』
¨
¨

・５３．

っ
た
と
き
、
と
り
あ
え
ず
今
日
は
な
ん
と
か
な

っ
た
と
安
堵
感
に
ひ

た
る
こ
と
が
で
き
た
。
四
年
前
の
記
録
と
比
べ
て
高
二
郎
か
ら
の
道

は
か
な
り
ひ
ど
く
、
無
雪
期
だ
け
で
な
く
残
雪
期
を
の
ぞ
く
全
て
の

季
節
に
お
い
て
人
が
ほ
と
ん
ど
入

っ
て
い
な
い
こ
と
が
よ
く
わ
か

っ

た
。
テ
ン
場
は
ヤ
ブ
用
語
集
に
も
載

っ
て
い
る

「
夢
テ
ン
」
と
い
う

や
っ
て
、
草
原
状
と
な

っ
て
い
て
美
し
い
場
所
で
あ

っ
た
。

（
こ
れ

は
本
当
。）
と
こ
ろ
が
、
水
場
は
今
年
の
猛
暑
の
た
め
か
、
夏
だ
か
ら

な
の
か
、
極
端
に
少
な
く
、
水
を
汲
む
の
に
結
構
、
時
間
が
か
か

っ

た
。八

月
六
日

（土
）
晴
　
ヤ
ブ
明
け
パ
ー
ト
ー

気
持
ち
の
よ
い
朝
を
む
か
え
た
の
だ
が
、
皆
、
三
日
目
に
し
て
早

く
も
元
気
が
な
い
。
し
か
し
、
昨

日
の
ヤ
プ
の
ス
ピ
ー
ド
を
考
え
て

議一呻〔一一一］枷嚇螂蹴一れ『権るプし、軸状歩（行莉」嚇らャずでブでも用ぁ



思
わ
ず

ニ
ヤ
け
て
し
ま
う
。

ワ
ン
ゲ

ル
平
か
ら
は
踏
み
跡
が
か
な
り
は

っ
き
り
し
て
い
て
楽
に

進
む
こ
と
が
で
き
た
。
出
発
か
ら
ニ
ピ
ッ
チ
ロ
に
地
図
を
見
な
が
ら

休
ん
で
い
る
と
、
聞
き
覚
え
の
あ
る
羽
音
が
、
し
か
も
た
く
さ
ん
近

づ
い
て
き
た
。
こ
の
稜
線
上
で
ま
た
オ

ロ
ロ
か
と
思

っ
た
が
、
プ
ー

ン
と
い
う
音
が
小
さ
く
、
ど
こ
と
な
く
音
に
根
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

ふ
と
、
自
分
の
体
を
み
る
と
無
数
の

ハ
エ
が
た
か

っ
て
い
る
で
は
な

い
か
。
し
か
し
、　
ハ
エ
は

ハ
エ
で
あ
る
。
彼
ら
は
オ

ロ
ロ
と
異
な
り
、

真
面
目
で
も
な
い
し
、
攻
撃
も
し
て
こ
な
い
。

ス
ー
パ
ー
エ
キ
ス
パ

ー
ト

・
ヤ
ブ
ク
ラ
イ

マ
ー
佐
川
は
、

「
オ

ロ
ロ
と
比
べ
る
と
、
か
わ

い
い
も
ん
だ
な
。」
な
ど
と
、
言

っ
て
自
分
の
体
を
全
て
ハ
エ
に
ま
か

せ
て
い
た
。
宇
根
は
と
い
う
と
…
、
や
は
リ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

た
め
、
あ
え
て
ふ
せ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

ハ
エ
と
た
わ
む
れ
た
ピ

ッ
チ
の
後
、
恐
し
い
ほ
ど
の
急
登
が
待
ち

か
ま
え
て
い
た
。
こ
の
時
、
我
々
は
初
め
て
ヤ
プ
の
急
登
を
の
ぼ
っ

た
の
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
木
登
り
状
態
で
ひ
た
す
ら
す
べ
る
笹
を
つ
か

み
な
が
ら
、
腕
力
だ
け
で
登
り
続
け
た
。
た
か
だ
か
五
～
六
Ｏ

π
の

登
り
な
の
だ
が
、
バ
カ
み
た
い
に
体
力
を
消
耗
す
る
の
だ
。
こ
の
急

登
は
残
雪
期
の
場
合
で
も
ア
イ
ゼ
ン
と
ピ
ツ
ケ
ル
が
必
要
と
な
る
唯

一
の
場
所
で
、
や
は
り
か
な
り
の
も
の
ら
し
い
。

急
登
か
ら
二
時
間
三
十
分
ほ
ど
歩
い
て
、

つ
い
に
見
越
山
南
峰
に

着
い
た
。
山
行
始
ま

っ
て
の
初
め
て
の
ヤ
ブ
明
け
で
あ

っ
た
。
三
浦

読

講

辞

窃

つ な

い
箋

拒

誠

詠

し
か
し
、
こ
の
ヤ
ブ
明
け
は
本
物
で
は
な
か

っ
た
。
昼
食
を
す
ま
せ

て
出
発
す
る
と
、
五
分
も
た
た
な
い
う
ち
に
頭
が
ポ
ー

ッ
と
し
て
き

て
、
こ
こ
は
山
で
な
く
下
界
な
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
ほ
ど
ク
ソ

暑
く
、
む
ん
む
ん
し
た
空
気
に
つ
つ
ま
れ
た
。
三
千

π
級
の
山
を
歩

い
て
い
て
出
て
く
る
い
か
に
も
心
地
よ
い
汗
と
は
異
な
り
、
汗
が
ボ

タ
ボ
タ
お
ち
る
と
い
う
よ
う
な
言
葉
で
も
表
現
し
き
れ
な
い
く
ら
い
、

と
て
つ
も
な
く
汗
が
流
れ
た
。
見
越
山
南
峰
か
ら
奈
良
岳
の
少
し
先

ま
で
の
稜
線
は
、
お
そ
ら
く
、
夏
合
宿
全
日
程
中
、
最
も
暑
さ
が
厳

し
い
と
こ
ろ
で
は
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
奥
三
方

へ
の
ワ
ン
デ
リ

ン
グ
は
早
々
に
カ

ッ
ト
し
て
、
先

へ
進
む
こ
と
に
す
る
。
今
日
の
予

定
の
テ
ン
場
は
大
笠
山
山
頂
で
あ
る
が
、
地
図
を
見
る
限
り
、
山
頂

周
辺
に
水
場
ら
し
い
場
所
は
な
く
、
ま
た
、
暑
さ
し
の
ぎ
と
い
う
意

味
を
合
め
て
瀬
波
川
源
頭
の
最
も
稜
線
に
近
い
と
こ
ろ

へ
、
水
を
求

め
て
汲
み
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
当
所
、
水
を
汲
む
の
に
必
要
と
思

わ
れ
る
二
人
だ
け
に
瀬
波
川
へ
行

っ
て
も
ら
お
う
と
思

っ
た
が
、
み

ん
な
沢
の
水
を
飲
み
た
が

っ
て
お
り
、
全
員
で
沢

へ
下
降
し
た
。
こ

の
沢
は
、
他
の
沢
と
比
べ
て
さ
ほ
ど
危
険
で
は
な
く
、
水
も
ち
ゃ
ん

と
流
れ
て
お
り
、
な
か
な
か
使
え
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
し

て
も
、
沢
と
い
う
も
の
は
砂
漠
の
中
の
オ
ア
シ
ス
と
い

っ
た
感
じ
で
、

流
水
の
お
か
げ
で
涼
し
く
、
い
く
ら
で
も
水
が
の
め
る
の
で
、

つ
い

つ
い
長
居
を
し
て
し
ま
い
、
今
日
も
五
時
近
く
ま
で
行
動
す
る
こ
と

に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
さ
ら
に
、
あ
ら
か
じ
め
調
べ
て
お
い
た
草
地

の
予
備
テ
ン
場
の
場
所
を
感
違
い
し
て
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、

結
局
、
道
の
上
に
テ
ン
ト
を
張

っ
た
。
二
日
連
続
の
打
ち
切
リ
ブ

ッ

チ
の
五
時
ま
で
行
動
と
な
り
、
晩
飯
を
作

っ
て
い
る
と
き
、
全
員
が

ウ
ト
ウ
ト
し
て
い
た
。

そ
の
夜
の
こ
１
テ
ィ
ン
グ
で
僕
は
こ
れ
ま
で
の
行
程
を
ふ
り
返
え

る
と
大
笠
山
よ
り
先

へ
前
進
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
考
え
、

フ
カ
バ

ラ
の
尾
根

（
エ
ス
ケ
ー
プ

ル
ー
ト
）
よ
り
下
山
し
て
鳩
谷
ま
で
国
道

を
歩
き
三
方
岩
岳
に
登
り
か
え
し
、
自
山
を
め
ざ
す
こ
と
を
皆
に
つ

げ
た
。
そ
の
こ
と
に
対
し
、
二
年
生
の
四
人
は
何
も
言
わ
ず
、
反
応

が
な
い
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
も
、

こ
こ
で

「
笈
ケ
岳

へ
行
き
ま
し
ょ

う
ピ
と
で
も
言
わ
れ
た
ら
、
多
少
勇
気
づ
け
ら
れ
る
の
だ
が
、
二
年

生
の
立
場
上
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
言
い
ず
ら
い
だ
ろ
う
し
、
何
と
も

し

っ
く
り
い
か
な
い
夜
を
過
ご
し
た
。

八
月
七
日

（
日
）
晴
　
つ
い
に
ヤ
プ
に
突
入

毎
日
毎
日
そ
う
だ
が
、
今
日
も
快
晴
で
あ
る
。
大
笠
山

へ
の
途
中

で
サ
ル
の
大
群
を
道
の
右
側
に
発
見
し
た
。
か
な
り
の
数
で
あ
る
。

一
年
の
と
き
の
夏
合
宿
で
も
、
北
ア
ル
プ

ス
の
表
銀
座
で
サ
ル
と
出

会

っ
た
が
、
今
回
の
サ
ル
の
数
は
、
こ
の
時
の
比
で
は
な
い
。
じ
っ

と
、
こ
ち
ら
を
見
て
い
て
微
動
だ
に
し
な
い
。
北
ア
ル
プ
ス
よ
り
自

山
山
系
の
方
が
、
や
は
り
、
自
然
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

テ
ン
場
か
ら

一
汗
か
く
と
大
笠
山
の
山
頂
に
来
た
。
頂
上
か
ら
の

眺
め
は
、
雄
大
で
さ
え
ぎ
る
も
の
は
な
く
、
笈
ケ
岳
も
手
に
と
る
ほ

ど
の
近
さ
に
見
え
る
。
笈
ケ
岳
と
と
も
に
自
山
山
系
北
方
稜
線
の
盟

主
だ
け
あ

っ
て
、
大
笠
山
は
美
し
く
立
派
な
山
で
あ
る
。

大
笠
山
と
笈
ケ
岳
―
―
。
こ
の
二
つ
の
こ
と
を
意
識
し
始
め
た
の

は
、
Ｏ
Ｇ
で
あ
る
舟
田
さ
ん
か
ら

「白
山
国
立
公
園
と
そ
の
周
辺
の

山
々
」
と
い
う
本
を
い
た
だ
い
て
、
何
気
無
し
に
読
ん
で
い
た
と
き

だ
っ
た
。
そ
の
時
は
、
特
別
強
い
印
象
を
持

っ
た
と
い
う
こ
と
は
な

く
、
い
つ
か
い
っ
て
み
た
い
程
度
の
軽
い
気
持
ち
し
か
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
残
雪
期
に
こ
れ
ら
の
山

へ
行

く
Ｐ
Ｗ
が
出
さ
れ
、
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
山
行
の
中
で
、

僕
は
こ
の
山
域
に
対
し
て

一
種
の
カ
ル
チ
し

―
シ
ヨ
ッ
ク
の
よ
う
な

も
の
を
受
け
た
。
た
か
だ
か
千
八
百

π
の
山
々
は
そ
の
高
さ
を
感
じ

さ
せ
な
い
ほ
ど
の
あ
り
あ
ま
る
魅
力
を
も

っ
て
い
た
。

そ
ん
な

一
年
前
の
出
来
事
を
回
想
し
な
が
ら
笈
ケ
岳
を
眺
め
て
い

る
と
、
昨
日
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
自
分
が
言

っ
た
こ
と
を
撤
回
し
て

先

へ
進
む
決
意
を
し
た
。
そ
れ
で
も
や
は
り
、
頭
の
中
の
中
に
は
、

「も
し
遭
難
し
た
ら
…
ピ
と
い
う
強
迫
観
念
が
居
座
り

つ
づ
け
た
ま

ま
だ

っ
た
が
、
み
ん
な
に

「
ザ

ッ
ク
持

っ
て
、
出
発
す
る
か
ら
ピ
と

告
げ
て
、
自
分
自
身
を
も
う
引
き
か
え
す
こ
と
の
で
き
な
い
状
態
に

無
理
矢
理
追
い
こ
む
よ
り
他
に
方
法
は
な
か

っ
た
。

大
笠
山
か
ら
の
下
り
は
背
丈
以
下
の
笹
の
斜
面
や
、
心
地
よ
い
風

の
通
る
ブ
ナ
林
で
ど
ん
ど
ん
進
む
こ
と
が
で
き
る
。
稜
線
の
右
手
に

は
、
千
丈
平
の
広
大
な
笹
原
が
横
た
わ

っ
て
お
り
、
こ
の
山
の
奥
深

さ
を
よ
く
物
語

っ
て
い
る
。
大
笠
山
と
宝
剣
岳

（笈
ケ
岳
の
前
衛
）

¨
機

つ ユ 底
中
「
一
』
”
¨
一
」
¨
］
け
』
一

る ュ と
一
一
「
「
『
］
【
『
¨
　

・
５２．

も
の
な
ら
、
視
界
が
よ
く
き
い
て
快
適
な
の
だ
が
、
背
丈
よ
り
は
る

か
に
高
い
も
の
だ
と
、
自
分
の
現
在
地
が
わ
か
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、

ま
わ
り
す
べ
て
が
笹
て
下
界
や

一
般
的
の
登
山
で
は
出
会
う
こ
と
の

な
い
不
思
議
で

一
種
独
特
な
空
間
に
つ
つ
み
こ
ま
れ
る
。
ヤ
ブ
に
対

し
て
の
好
み
は
人
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
だ
ろ
う
が
、
僕
が

一
番
嫌
い
な

の
は
垣
根
と
呼
ば
れ
る
ブ

ッ
シ

ュ
だ
。
こ
れ
は
尾
根
上
の
中
心
か
ら

放
射
状
に
枝
を
の
ば
し
、
か
つ
、
笹
な
ど
他
の
植
物
と
比
較
し
て
も
、

弾
力
が
あ
り
、
人
を
よ
せ
つ
け
な
い
。
日
の
前
に
こ
い
つ
が
あ
る
と

わ
か

っ
た
と
き
、　
一
気
に
疲
れ
が
で
て
ヤ
ル
気
さ
え
う
せ
て
く
る
。

僕
は
垣
根
で
も
ほ
と
ん
ど
直
登
し
て
ゆ
く
が
、
宇
根
は
よ
く
右
か
左

か
ら
巻
い
て
垣
根
を
処
理
し
て
い
た
。
ヤ
ブ
こ
ぎ
は
そ
の
人
の
個
性

や
性
格
が
歩
き
方
に
表
れ
や
す
い
と
こ
ろ
が
な
か
な
か
お
も
し
ろ
い
。

自
分
で
道

（
歩
く
と
こ
ろ
）
を
決
め
て
ゆ
く
要
素
が
最
も
大
き
い
の

は
ヤ
ブ
こ
ぎ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
雪
山
で
も
、
自
由
に
歩
く
こ
と

が
で
き
る
が
、
雪
庇
や
雪
崩
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
ヤ
ブ
こ
ぎ
ほ
ど

そ
の
自
由
度
は
大
き
く
な
い
だ
ろ
う
。

最
底
鞍
部
か
ら
境
川
源
頭
に
水
を
求
め
て
下
降
し
て
ゆ
く
。
今
日

も
水
を
す
ぐ
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ラ
ッ
キ
ー
だ
。
し
か
し
、
こ
こ

の
下
降
が

一
番
恐
か

っ
た
。
宝
剣
岳

へ
の
登
り
は
残
雪
期
に
よ
く
人



が
入

っ
て
い
る
た
め
か
、
は
た
ま
た
、
昨
年
の
秋
の
成
城
大
の
ワ
ン

ゲ
ル
の
お
か
げ
か
、
踏
み
跡
が
か
な
り
あ
り
、
歩
き
や
す
か

っ
た
。

結
局
今
日
も
予
定
の
テ
ン
場
で
あ
る
笈
ケ
岳
ま
で
行
く
の
は
あ
き
ら

め
て
宝
剣
岳
の
山
頂
で
テ
ン
ト
を
張

っ
た
。
こ
こ
は
夢
テ
ン
と
い
う

ほ
ど
で
は
な
い
が
、
下
に
笹
が
あ

っ
て
、
仲
々
良
い
と
こ
ろ
で
あ

っ

た
。
日
の
前
に
見
え
る
笈
ケ
岳
は
大
笠
山
か
ら
見
る
そ
れ
よ
り
、
は

る
か
に
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
独
特
の
雰
囲
気
を
か
も
し
だ
し
て
い
た
ｏ

八
月
八
日

（月
）
晴
　
笈
ケ
岳
に
立

つ

ほ
と
ん
ど
毎
日
、
起
き
て
か
ら
出
発
す
る
ま
で
二
時
間
は
か
か

っ

て
し
ま
ぅ
。
メ
ン
バ
ー
が
五
人
し
か
い
な
く
、
二

・
三
年
生
だ
け
な

の
に
。
理
由
は
簡
単
だ
。
夜
シ

ュ
ラ
フ
に
も
ぐ

っ
て
横
に
な

っ
て
い

る
と
き
が
唯

一
の
現
実
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
き
で
あ
り
、
や
す
ら
ぎ

の
時
間
だ
が
、
朝
、
起
き
た
そ
の
瞬
間
か
ら
、
現
実
を
い
や
が
お
う

に
も
直
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
皆
、
ャ
ブ
こ
ぎ
を
開
始
す
る
時

間
を

一
分
で
も
遅
く
し
た
い
の
だ
。
僕
に
も
、
そ
ん
な
気
持
ち
が
あ

る
の
で
ど
う
し
て
も
撤
収
を
速
く
し
ろ
と
か
、
き

つ
い
こ
と
を
言
え

な
い
。
し
か
し
、
出
発
す
る
時
間
が
遅
く
な
る
と
、
昼
の
最
も
暑
い

時
間
に
長
時
間
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
ひ
い
て
は
、
予

定
の
テ
ン
場
ま
で
行
け
ず
、
ヤ
プ
の
中
で
の
日
数
が
増
え
る
と
い
う

悪
循
環
に
お
ち
い
っ
て
し
ま
う
。
ま
さ
に
、

「
ど
は
ま
り
」
で
あ
る
。

（
み
ん
な
、
山
口
君
が

「
ど
は
ま
り
」
と
い
う
姿
を
思
い
浮
べ
な
が

ら
一言
っ
て
み
よ
う
。）

テ
ン
場
か
ら
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
踏
み
跡
の
あ
る
尾
根
を
た
ど
る
こ
と

二
時
間
半
、

つ
い
に
念
願
の
、
こ
の
山
行
の
メ
イ
ン
で
あ
る
笈
ケ
岳

に
登
頂
し
た
。
登
頂
し
た
時
刻
は
八
時
十
四
分
で
、
山
頂
に
は
大
き

な
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
木
が

一
本
あ
る
他
、
さ
え
ぎ
る
も
の
が
な
に
も
な

く
、

「
炎
暑
」
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
駒
帰
で
バ
ス
を
お
り
て
か

ら
五
日
目
、
毎
日
毎
日
、
ほ
と
ん
ど
打
ち
切
リ
ブ

ッ
チ
の
行
動
で
ア

ッ
と
い
う
間
だ

っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

笈
ケ
岳
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
は
垣
根
の
ヤ
ブ
に
は
ば
ま
れ
た
が
そ

の
先
の
東
側
斜
面
は
草
原
と
な

っ
て
お
り
、　
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
も
咲

い
て
い
る
。
東
側
の
沢
に
水
を
取
り
に
行
こ
う
と
し
た
が
、
十

π
ぐ

ら
い
の
涸
れ
滝
に
は
ば
ま
れ
敗
退
。
テ
ン
場
を
さ
ら
に
先
の
夢
テ
ン

に
移
し
、
そ
の
後
水
た
ま
り
の
水
を
汲
ん
で
今
日
の
行
動
を
打
ち
切

る
。
入
山
以
来
、
ひ
さ
し
ぶ
り
に
早
く
テ
ン
場
に
着
き
、
午
後
は
ゆ

っ
く
り
過
ご
す
。
こ
こ
の
テ
ン
場
は
、
ヤ
ブ
に
突
入
し
た
中
で
は
最

も
状
態
の
良
い
と
こ
ろ
で
、
ち
ょ
う
ど

一
張
程
度
地
面
が
で
て
い
て
、

傾
斜
が
ほ
と
ん
ど
な
く
快
適
そ
の
も
の
だ

っ
た
。

そ
う
い
え
ば
、
パ
ー
テ
ィ
ー
の
構
成
が
三
年
生

一
人
に
二
年
生
四

人
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
読
ん
で
も
ら

っ
て
わ
か

っ
て
い
た
だ
け

た
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
の
か
、
不
思
議
に
思

っ
た

人
も
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
人
々
の
た
め
に
、

「
パ

ー
テ
ィ
ー
が
で
き
る
ま
で
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て

み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（
３７
期
の
み
な
さ
ん
、
ま
あ
、
当
時
の
３
Ｍ

は
時
効
と
い
う
こ
と
で
先
を
ど
ん
ど
ん
読
み
ま
し
よ
う
Ｊ

夏
合
宿
の
行
き
先
き
を
決
め
る
３
Ｍ
で
僕
は
、
い
き
な
り
み
ん
な

に
部
活
を
や
め
る
と
い

っ
た
。
こ
れ
は
い
つ
も
の
計
算
し
つ
く
さ
れ

た
策
略
で
は
な
く
、
ず

っ
と
前
か
ら
考
え
て
い
た
こ
と
で
あ

っ
た
。

そ
れ
は
、
襲
年
の
夏
が
９３
年
と
同
様
、
部
全
体
と
し
て
の
行
事
の
た

め
、
日
程
が
限
ら
れ
て
し
ま
い
、
僕
が
当
時
や
り
た
い
と
思

っ
て
い

た
南
ア
ル
プ

ス
全
山
従
走
が
行
え
そ
う
に
な
く
、
満
足
の
い
く
よ
う

に
夏
休
み
を
送
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
部
活
動
の
メ
イ
ン
で
あ

る
夏
合
宿
に
い
か
な
く
な

っ
て
し
ま
う
以
上
部
活
を
続
け
る
意
味
が

な
い
と
思

っ
て
そ
ん
な
発
言
を
し
た
の
だ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

意
志
は
弱
い
と
い
う
の
か
、
そ
の
頃
、
後
輩
の
佐
川
や
小
林
か
ら
も

ち
か
け
ら
れ
て
い
た
夏
の
ヤ
ブ
山
従
走
と
い
う
の
に
も
魅
か
れ
て
い

て
、
み
ん
な
に
お
き
ま
り
の
説
得
を
う
け
て
、
そ
れ
な
ら
、
ヤ
ブ
に

行
こ
う
と
考
え
、
夏
の
白
山
Ｉ
Ｂ
Ｈ
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の

だ
。
こ
の
山
域
に
し
た
理
由
は
部
内
に
記
録
の
あ
る
唯

一
の
ヤ
ブ
山

で
あ
り
、
故

・
長
崎
氏
の

「
わ
が
自
山
連
峰
」
で
挙
げ
ら
れ
て
い
た
、

高
尾
山
か
ら
岐
阜
の
大
日
ケ
岳
ま
で
の
積
雪
期
の
従
走
の
こ
と
が
目

に
と
ま

っ
て
、
同
じ
コ
ー
ス
を
歩
い
て
み
た
い
と
い
う
単
純
で
自
分

勝
手
な
も
の
だ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、　
一
年
生
に
書
い
て
も
ら

っ
た
事
前
の
夏
合
宿
の
希
望

調
査
で
は
、
な
ん
と
全
員
、
第
五
希
望
だ

っ
た
。
誰
か

一
人
で
も
第

四
希
望
を
書
い
て
く
れ
れ
ば
そ
の
人
を
連
れ
て
い
く

つ
も
り
だ

っ
た

が
、
こ
れ
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
ク
ジ
で
決
め
よ
う
か
と
も
考

え
た
が
、
行
き
た
く
な
い
人
を
連
れ
て
ゆ
く
わ
け
に
も
い
か
な
い
。

結
局
、
３
Ｍ
で
は
何
も
決
ま
ら
な
か

っ
た
。

八
月
九
日

（火
）
晴
　
仙
人
窟
岳
の
池
塘

へ

昨
日
、
早
い
時
間
に
テ
ン
場
に
つ
い
た
お
か
げ
で
体
の
疲
れ
は
幾

分
と
れ
た
。
岩
底
パ
ッ
ト
レ
ス
ま
で
は
ジ
ャ
ン
ダ

ル
ム
の
よ
う
な
も

の
が
ブ

ッ
シ

ュ
の
稜
線
に
い
く

つ
か
あ

っ
て
今
ま
で
に
は
な
い
開
放

的
な
ヤ
ブ

こ
ぎ
を
楽
し
む
。
岩
峰
群
の

一
つ
に
登

っ
て
さ
わ
や
か
な

朝
の
風
景
に
し
ば
し
見
と
れ
る
。
三
六
〇
度
さ
え
ぎ
る
も
の
は
な
く
、

尾
根
の
西
側
に
は
境
川
ダ
ム
や
人
形
山
、
南
側
に
は
仙
人
窟
岳
や
白

山
が
の
ぞ
め
、
自
分
達
の
い
る
場
所
の
奥
深
さ
を
改
め
て
認
識
さ
せ

ら
れ
る
。

バ
ッ
ト
レ
ス
の
下
降
点
に
は
細
引
が
つ
い
て
お
り
、
踏
み
跡
も
し

っ
か
り
し
て
い
る
。
尾
根
の
東
側
は
絶
壁
で
西
側
よ
り
下

っ
て
ゆ
く
。

下
部
は

一
枚
岩
で
さ
ら
に
そ
の
下
は
草
付
の
急
斜
面
と
な

っ
て
い
る
。

十

一
時
頃
か
ら
ガ
ス
っ
て
く
る
が
、
今
日
も
早
め
に
テ
ン
場
に
若

く

（発
見
す
る
？
）
こ
と
が
で
き
た
。
午
後

一
時
に
仙
人
窟
岳
の
池

塘
に
と
び
だ
す
と
、
池
塘
を
中
心
に
放
射
状
に
け
も
の
道
が
つ
い
て

い
る
。
池
塘
の
水
の
中
に
は
小
さ
な
虫
が
飛
び
は
ね
て
い
て
、
茶
渇

色
を
し
て
い
る
。
少
々
ぬ
る
い
が
水
は
こ
れ
し
か
な
い
の
で
ガ

マ
ン

し
て
ガ
ブ
ガ
ブ
飲
む
。
池
塘
の
最
上
段
か
ら
は
大
笠

・
笈
が
せ
ま

っ

て
こ
の
上
な
い
最
良
の
テ
ン
場
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
山
行
が
行
わ
れ
た

一
九
九
四
年
の
前
後
に
、
部

に
在
籍
し
て
い
た
方
々
は
こ
の
メ
ン
パ
ー
五
人
を
御
存
知
だ
と
思
う

が
、
そ
う
で
な
い
人
々
の
た
め
に
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。

ま
ず
、
宇
根
悟
史
。
言
う
ま
で
も
な
く
宇
根
は
ワ
ン
ゲ

ル
一
、
弱

い
人
間
で
あ
る
。
体
力
が
な
い
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ

か
弱
い
の
だ
。

（も
ち
ろ
ん
ワ
ン
ゲ

ル
内
だ
け
で
な
く
学
校
で
も
弱

い
。）
そ
し
て
、

「
ぅ

っ
ご
と
い
う
の
が
口
ぐ
せ
で
あ
る
。
し
か
し
、

北
ア
ル
プ
ス
や
南
ア
ル
プ

ス
な
ど
メ
ジ
ャ
ー
な
山
々
は
ほ
と
ん
ど
登

っ
て
い
る
。　
一
時
期
、
彼
女
を
求
め
て
女
子
大

（今
の
金
沢
学
院
大
）

で
手
あ
た
り
し
だ
い
に
女
の
子
に
声
を
か
け
て
い
た
と
い
う
、
ぅ
ゎ

さ
が
あ

っ
た
が
…
。

次
に
ノ‐、．林
俊
夫
。
ミ
ス
タ
ー
ド
ー
ナ
ツ
で
さ
わ
や
か
な
夜
の
バ
イ

ト
を
し
て
い
る
工
学
部
生
で
あ
る
。
最
近
は
ピ
ン
ク
の
ト
レ
ノ
を
乗

り
ま
わ
し
て
あ
ち
こ
ち
行

っ
て
い
る
ら
し
い
。

「
ゲ
シ

ュ
タ
ポ
」
と

い
う
あ
だ
名
が
あ
る
ほ
ど
ヮ
ン
ゲ

ル
内
随

一
の
情
報
通
で
私
も
そ
の

部
下
の

一
人
で
あ
る
。

そ
し
て
、
ヤ
ブ
大
王

こ
と
佐
川
貴
久
。

マ
イ
ナ
ー
な
会
津
や
東
北

方
面
の
山
々
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い
る
ロ
ン
ゲ
の
あ
や
し
い
文
学
部

生
。
現
在
の
部
の
主
将
を
務
め
て
い
る
が
小
屋
作
業
で
足
を
痛
め
て

か
ら
パ
ワ
ー
が
弱

っ
た
。
な
ん
で
も
食
べ
る
人
間
で
、
以
前
は
タ
イ

米
を
推
め
て
い
た
が
、
今
は
麦
飯
に
凝

っ
て
い
る
。

二
年
生
最
後
は
三
浦
永
士
。
三
浦
が
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
入

っ
た

の
は
夏
合
宿
の
結
団
式
の
時
だ

っ
た
。
夏
合
宿
の
メ
ン
バ
ー
が
決
ま

ら
ず
、
三
浦
が
ヤ
ブ

ヘ
行

っ
て
も
い
い
と
言

っ
て
い
た
と
い
う
情
報

を

「
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
」
か
ら
聞
い
て
い
た
私
が
、
犀
川
の
河
原
で
突
然

「
三
浦
、
ヤ
プ
に
来
て
く
れ
な
い
か
？
」
と
聞
い
た
ら
、

「
あ
あ
、

い
い
で
す
よ
。」
と
言

っ
て
く
れ
て
、
そ
の

一
言
で
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
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は
で
き
た
の
だ
。
も
し
、
あ
の
時
、
三
浦
が
い
や
だ
と
言

っ
て
い
た

ら
、
あ
の
場
で

一
年
生
に
ジ

ャ
ン
ケ
ン
を
さ
せ
て
決
め
た
か
も
し
れ

な
い
…
。
ち
な
み
に
、
第
二
回
ト
レ
山
で
女
子
大
に
声
を
か
け
た
の

も
三
浦
だ
。

そ
し
て
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
山
本
英
男
。
ワ
ン

ゲ
ル
一
の
ス
ー
パ
ー
エ
キ
ス
パ
ー
ト
ク
ラ
イ

マ
ー
で
数
多
く
の
後
輩

か
ら
親
わ
れ
て
い
る
良
い
人
間
で
あ
る
。
決
し
て
悪
人
と
か
言
わ
れ

ず
、
部
内
に
敵
は
持
た
な
い
穏
健
派
で
、
以
上
の
五
人
か
ら
こ
の
パ

ー
テ
ィ
ー
は
成

っ
て
い
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
五
人
と

い
う
人
数
は

夏
合
宿
だ
け
考
え
て
み
て
も
極
端

・―こ少
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
、

濃
く
な
っ
て
い
っ
た
と
思
う
。

八
月
十
日

（水
）
晴
　
つ
い
に
遭
難
か
…
。

今
日
の
目
標
は
仙
人
窟
岳
Ｉ
峰
か
ら
見
え
た
国
見
山
で
あ
る
。
運

が
良
け
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
先
の
瓢
箪
山
や
ス
ー
パ
ー
林
道
ま
で
行
こ

う
と
、
み
ん
な
で
話
し
あ
う
。
仙
人
窟
岳
か
ら
の
下
り
で
小
林
が
蜂

に
お
そ
わ
れ
た
こ
と
以
外
は
い
つ
も
通
り
順
調
に
進
み
、
十
二
時
頃

に
は
最
底
鞍
部
付
近
に
来
る
。
そ
こ
か
ら
西
側
に
国
見
山
の
ス
ラ
ブ

す
な
わ
ち
、
ト
ー
ク
ズ
レ
を
見
る
。
谷
底
に
少
し
雪
が
残

っ
て
お
り
、

下
は
絶
壁
と
な

っ
て
い
て
恐
し
い
風
景
で
あ
る
。
ス
ラ
ブ
が
見
事
だ
。

そ
の
次
の
笹
の
急
登
で
僕
は
い
や
け
を
さ
し
、
ま
た
、
予
定
よ
り

進
む
ペ
ー
ス
が
早
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
不
必
要
と
思
わ
れ
る
水
を
国

見
山
の
登
り
の
途
中
で
捨
て
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
今
日
中
に
三

方
岩
の
駐
車
場
ま
で
行
く
こ
と
に
決
め
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
と

ん
で
も
な
い
誤

っ
た
判
断
で
、
こ
の
後
の
行
動
に
大
き
く
影
響
を
及

ぼ
し
た
。

次
の
ピ

ッ
チ
で
国
見
山
の
頂
上
付
近
に
来
た
の
だ
が
、
非
常
に
広

く
、
沢
す
じ
が
い
く
っ
も
入
り
こ
ん
で
迷
い
や
す
い
。
そ
し
て
、
実

際
、
視
界
が
あ

っ
た

（晴
れ
て
い
た
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
リ
ン
グ

ワ
ン
デ
リ
ン
グ
を
し
て
し
ま
い
大
き
な
タ
イ
ム
ロ
ス
を
し
て
し
ま
う
。

国
見
山
は

一
面
、
背
丈
を
越
え
る
笹
原
で
あ
る
が
、
今
ま
で
に
も
同

じ
よ
う
な
所
を
歩
い
て
お
り
、
迷

っ
て
し
ま
う
よ
ぅ
な
こ
と
は
な
か

っ
た
。
陽
が
か
た
む
き
は
じ
め
、
み
ん
な
あ
せ
っ
て
い
た
た
め
か
、

と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
時
、
僕
の
頭
の
中
に
は
遭
難

の
二
文
字
が
、
そ
し
て
、
今
日
中
に
ス
ー
パ
ー
林
道

へ
下
り
る
こ
と

が
不
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
焦
り
や
不
安
が
錯
綜
し
て
い
た
。

自
分
自
身
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が
分
秘
さ
れ
る
の
が
よ
く
わ
か

っ
た
。

思
わ
ず
自
ら
ト
ッ
プ
を
し
て
、
先

へ
進
も
う
と
す
る
が
、
水
の
入
っ

て
い
な
い
軽
い
ザ

ッ
ク
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヤ
プ
を
こ
ぐ
ス
ピ
ー
ド

に
大
差
は
な
く
、
思
う
よ
う
に
距
離
を
か
せ
げ
な
い
。
国
見
山
付
近

は
平
坦
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
テ
ン
設
可
能
な
所
は
何

ケ
所
か
あ

っ
た
の
だ
が
、
水
が
な
い
た
め
先
を
急
ぐ
よ
り
道
は
な
か

っ
た
。

結
局
、
瓢
箪
山
に
た
ど
り

つ
い
た
の
は
辺
り
も
暗
く
な
り
は
じ
め

た
六
時
過
ぎ
で
、
七
時
過
ぎ
に
つ
い
に
行
動
す
る
の
は
不
可
能
と
判

断
し
、
溝
状
の
傾
斜
地
に
テ
ン
ト
を
張
る
。
み
ん
な
精
神
的
に
も
、

肉
体
的
に
も
疲
労
し
き

っ
て
、
テ
ン
設

に
も
や
た
ら
時
間
が
か
か

っ

た
。
こ
の
と
き
、
水
は
六
２
ぐ
ら
い
し
か
な
く
、
そ
の
日
の
夕
食
は

ゼ
リ
ー
と
水
だ
け
で
あ

っ
た
。
行
動
時
間
は
な
ん
と
十
四
時
間
三
十

分
で
二
日
目
の
十
二
時
間
四
十
分
よ
り
も
長
い
も
の
と
な

っ
た
。

し
か
し
、
誰

一
人
と
し
て
、
愚
痴
を
言

っ
た
リ
キ
レ
た
り
す
る
者

が
な
い
の
が
う
れ
し
く
、
パ
ー
テ
ィ
ー
の
結
団
力
の
強
さ
を
あ
ら
た

め
て
知

っ
た
。
疲
れ
の
た
め
、
す
ぐ
に
寝
入

っ
た
が
、
溝
の
た
め
地

面
が
す
り
鉢
状
と
な

っ
て
、
体
育
座
り
を
し
た
よ
う
な
格
好
で
寝
て

い
た
た
め
、
夜
中
に
何
回
か
起
き
た
。

八
月
十

一
日

（木
）
晴
　
本
当
の
ヤ
ブ
明
け
だ

朝
食
に
水
を
用
い
な
い
で
食

べ
ら
れ
る
カ
ロ
リ
ー
メ
イ
ト
を
□
に

入
れ
、
す
ぐ
に
出
発
す
る
。
道
が
絶
対
あ
る
瓢
箪
山
の
展
望
台
ま
で

は
日
と
鼻
の
先
で

一
Ｐ
で
立
て
た
。
空
は
ま

っ
青
で
特
に
自
山
が
美

し
い
。
本
来
な
ら
ば
、
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
稜
線
上
を
歩
き
三
方
岩
岳

ま
で
行
く
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

こ
こ
か
ら
は
地
図

上
に
道
が
あ
り
、
ま
た
、
僕
ら
に
は
三
方
岩
岳
ま
で
行
く
水
も
な
い
。

し
た
が

っ
て
次
回
の
自
山
Ｉ
Ｂ
Ｈ
よ
り
劣
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
、
今
こ
の
展
望
台
に
生
き
て
こ
れ
た

と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
ど
う
で
も
い
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い

し
、
実
際
、
皆
の
顔
に
は
今
ま
で
み
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
満
た
さ

れ
た
表
情
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。
昨
日
の
行
動
が
か
な
り
ひ
ど
か

っ
た

せ
い
も
あ
る
が
、

こ
の
時
の
気
持
ち
は
、
ヤ
プ
を
こ
い
だ
こ
と
に
よ

っ
て
の
み
得
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
他
の
山
行

に
は
な
い
、
何
か
独
特
な
冒
険
的
な
要
素
の
強
い
も
の
だ
か
ら
だ
ろ

う
。
で
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
も

っ
と
深
い
何
か
が
あ
る
よ
う
な
気

が
す
る
。

し
ば
ら
ぐ
展
望
台
で
そ
れ
ぞ
れ
思
い
に
ふ
け

っ
た
後
、
一一一方
岩
駐

車
場

へ
向
か
い
、
そ
こ
で
昨
夜
食

べ
な
か

っ
た
ジ
フ
ィ
ー
ズ
を

つ
く

り
、
今
日

一
日
の
時
間
を
何
も
気
に
せ
ず
自
由
に
使
う
。
時
間
と
い

う
も
の
に
対
し
て
も
、
ヤ
プ
の
中
で
は
焦
燥
し
た
感
が
あ

っ
た
が
、

こ
こ
で
は
無
用
で
あ
る
。
道
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
れ

か
ら
先
の
計
画
が
た
て
ら
れ
、
そ
れ
に
沿

っ
て
行
動
す
れ
ば
よ
い
の

だ
か
ら
。

午
後
は
ア
オ
モ
リ
ト
ド
マ
ツ
の
あ
る
三
方
岩
小
屋
跡
で
昼
寝
を
す

る
。
食
缶
の
中
か
ら
食
料
を
と
り
だ
し
て
、
夕
食
は
ひ
さ
し
ぶ
り
に

豪
華
な
も
の
と
な
り
、
み
ん
な
の
会
話
も
は
ず
ん
だ
。

八
月
十
二
日

（金
）
晴
　
快
適
な
山
歩
き
を
す
る

三
方
岩
岳
の
頂
上
で
モ
ル
ゲ

ン
ロ
ー
ト
の
北
ア
ル
プ
ス
を
眺
め
た

後
、
北
従
走
路
を
南
下
す
る
。
こ
の
コ
ー
ス
は
千
七
百

π
前
後
の
山

々
の
稜
線
上
を
辿

っ
て
い
る
の
だ
が
、
樹
木
に
視
界
を
と
ら
れ
る
こ

と
の
な
い
開
放
的
な
と
こ
ろ
で
池
塘
な
ど
も
道
の
わ
き
に
あ

っ
て
静

か
な
山
歩
き
の
で
き
る
ル
ー
ト
だ
。
ひ
さ
し
ぶ
り
に
ま
と
も
な
道
を

歩
き
、
あ
ら
た
め
て
道
の
あ
り
が
た
さ
が
わ
か

っ
た
。
登
り
下
り
が

少
な
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
歩
く

ス
ピ
ー
ド
が
今
ま
で
と
格
段
に
変
わ

る
。
東
側
に
は
堂
々
と
し
た
奥
三
方
岳
や
三
方
崩
山
が
響
え
て
お
り
、

庄
川
を
は
さ
ん
で
猿
ケ
馬
場
山
な
ど
の
山
々
も
み
え
る
。

オ
モ
谷
で
ゆ

っ
く
り
休
ん
だ
後
、
急
登
を
登

っ
て
昼
一前
に
ゴ

マ
平

ヒ
ュ
ッ
テ
に
着
い
た
。
こ
の
コ
ー
ス
中
、
人
に
会

っ
た
の
は
ゴ

マ
平

ヒ
ュ
ッ
テ
と
そ
の
付
近
だ
け
で
、　
マ
イ
ナ
ー
な

コ
ー
ス
だ
と
い
う
こ

と
を
実
感
す
る
。
ゴ

マ
平
ヒ
ュ
ッ
テ
に
い
た
人
達
も
中
宮
道
で
下
山

す
る
ら
し
い
。

小
屋
の
ノ
ー
ト
に
は
前
回
の
自
山
―
ベ
ル
ク

ハ
イ
ム
の
記
録
が
残

っ
て
い
た
。
午
後
に
単
独
の
人
が
き
て
、
小
屋
は
僕
ら
と
そ
の
人
だ

け
で
と
て
も
静
か
だ

っ
た
。

八
月
十
二
日

（土
）
晴
↓
ガ
ス
　
白
山
本
峰
に
立
つ

暗
い
う
ち
に
出
発
す
る
。
聞
名
古
の
頭
の
手
前
で
燃
え
る
よ
う
な

朝
日
を
う
け
な
が
ら
笹
原
の
中
を
歩
く
。
と
て
も
印
象
に
残
る
風
景

だ

っ
た
。
こ
の
頃
は
昨
日
、
見
え
な
か

っ
た
自
山
が
晴
れ
て
い
た
の

だ
が
登
る
に
つ
れ
ガ
ス
が
ど
ん
ど
ん
下
り
て
き
て
、
ヤ
プ
の
中
と
は

う
っ
て
か
わ
り
寒
い
く
ら
い
だ

っ
た
。
お
花
松
原
や
ヒ
ル
バ
オ
雪
渓

の
あ
た
り
で
は
完
全
に
ガ
ス
っ
て
、
風
景
を
楽
し
む
と
い
っ
た
余
裕

は
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
。

猛
烈
な
風
の
中
、
と
り
あ
え
ず
大
汝
峰
に
立

つ
。
そ
し
て
、
今
回

の
山
行
の
最
高
地
点
で
あ
る
御
前
峰
に
向
か
う
。
頂
上
か
ら
は
大
汝

峰
と
同
様
、
ガ
ス
の
た
め
な
に
も
み
え
な
い
。
僕
は
何
回
か
白
山
に
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来
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
晴
れ
た
こ
と
は
な
い
。
早
々
に
室
堂
に
行

く
と
、
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
で
ご

っ
た
が
え
し
て
お
り
、
今
ま
で

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
閉
口
す
る
。
昼
食
に

マ
ル
タ
イ
を
た
べ
、
ト
ン
ビ

岩

コ
ー
ス
で
南
龍
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
南
龍
は
室
堂
と
異
な
り
、

静
か
で
箱
庭
の
よ
う
な
美
し
さ
で
僕
ら
を
む
か
え
て
く
れ
る
。
今
日

も
早
い
時
間
に
テ
ン
場
に
着
き
、
ゆ

っ
く
り
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
。八

月
十
五
日

（
日
）
風
雨
↓
晴
　
南
龍
ケ
馬
場
で
休
養
す
る

朝
、
起
き
た
と
き
雨
だ

っ
た
の
で
沈
殿
す
る
。
適
当
に

一
日
を
過

ご
す

つ
も
り
だ

っ
た
が
、
こ
の
五
人
て
あ
る
。
誰
か
が
何
か
し
よ
う

と
言
う
こ
と
も
な
く
、
退
屈
で
仕
方
な
か

っ
た
。

夕
方
五
時
か
ら
は
松
任
谷
由
実
の
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
み
ん
な
で
も

り
あ
が
る
。
第
二
回
ト
レ
山
の
と
き
か
ら
こ
の
番
組
を
聞
い
て
お
り
、

三
週
連
続
聞
い
て
い
た
。
う
ち
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は

一
種
の
プ
ー
ム

と
な

っ
て
い
て
、
特
に
恋
愛
相
談
の
コ
ー
ナ
ー
の
あ
や
し
い
話
に

ハ

マ
リ
ま
く

っ
て
い
た
。

八
月
十
五
日

（
月
）
晴
　
遂
に
こ
の
山
行
も
終
わ
る

昨
夜
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
大
日
ケ
岳
方
面
に
向
か
う
と
、
合
ワ
ン

に
ま
に
あ
わ
な
い
こ
と
に
な
り
そ
う
だ

っ
た
の
で
、
石
徹
白
に
下
り

る
こ
と
に
し
た
。
夏
合
宿
が
貫
徹
さ
れ
ず
に
正
直
い
っ
て
未
練
が
あ

っ
た
が
止
む
を
得
な
か

っ
た
。
ま
た
、
と
ば
し
い
食
料
で
再
び
ヤ
ブ

に
入
る
こ
と
に
対
し
て
不
安
も
あ

っ
た
。

石
徹
白

へ
下
る
コ
ー
ス
で
も
人
は
少
な
く
、
笹
が
主
体
の
美
し
い

コ
ー
ス
だ

っ
た
。
神
鳩
ノ
宮
避
難
小
屋
で
関
東
方
面
の
大
学
の
記
録

を
目
に
す
る
。
結
構
、
ヤ
ブ
こ
ぎ
を
し
に
こ
の
辺
り
に
来
て
い
る
よ

う
だ
。
そ
れ
に
よ
る
と
大
日
ケ
岳
―
丸
山
の
間
は
刈
り
後
が
あ
る
そ

う
で
、
本
当
の
ヤ
プ
で
は
な
い
と
書
か
れ
て
い
た
。

小
屋
か
ら
先
も
下
山
パ
ワ
ー
で
ぐ
ん
ぐ
ん
下
り
石
徹
自
の
ス
ギ
で

休
憩
す
る
。
そ
こ
に
家
族
連
れ
の
観
光
客
が
来

て
お
り
、

「
ど
こ
か

ら
来
た
の
か
」
と
た
ず
ね
ら
れ
た
の
で

「
金
沢
市
か
ら
で
す
」
と
答

え
た
ら
み
ん
な
目
を
ま
る
く
し
て
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
た
。

だ
ら
だ
ら
と
長
い
林
道
を
炎
天
下
の
中
ひ
た
す
ら
歩
く
。
こ
の
辺

り
は
名
古
屋
か
ら
近
い
た
め
か
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
の
人
が
た
く
さ
ん

い
た
。

石
徹
白
は
四
方
を
完
全
に
山
に
囲
ま
れ
た
ま
さ
に
陸
の
孤
島
と
い

っ
た
感
じ
の
と
こ
ろ
だ
が
、
町
全
体
ど
こ
と
な
く
な

つ
か
し
い
趣
き

を
か
も
し
だ
し
て
お
り
、
僕
は

一
気
に
気
に
い

っ
て
し
ま

っ
た
。
町

の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
小
川
が
流
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
町
の
美
し
さ

を

一
層
ひ
き
た
て
て
い
る
。
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
山
に
登

っ
て
き
た

が
、
大
抵
ど
こ
の
登
山
口
も
観
光
地
化
さ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は

何
も
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
石
徹
白
は
、
ま

さ
に
山
と
と
も
に
生
活
が
密
着
し
て
い
る
、
白
山
信
仰
と
の
か
か
わ

り
が
深
い
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
場
所
で
あ

っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
日
程

を
考
え
て
休
ん
で
い
た
僕
ら
に
、
地
元
の
お
じ
さ
ん
が
ジ

ュ
ー
ス
を

く
れ
た
り
と
、
素
朴
さ
を
感
じ
る

一
幕
も
あ

っ
た
。

結
局
、
今
日
中
に
は
帰
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
小
学
校
に
テ
ン

ト
を
張

っ
た
。

八
月
十
六
日

（火
）
晴

　

一
路
金
沢

へ

個
人
山
行
と
い
う
名
日
で
大
日
ケ
岳
を
登
ろ
う
と
も
く
ろ
ん
で
い

た
が
、
バ
ス
の
時
間
が
あ
わ
な
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
素
直
に
金
沢

へ

帰
る
こ
と
に
す
る
。
石
徹
白
か
ら
町
営
の
パ
ス
で
美
濃
自
鳥

へ
向
か

う
。
こ
こ
も
、
の
ど
か
な
と
こ
ろ
で
も
う

一
度
お
と
ず
れ
て
み
た
い

と
こ
ろ
だ
。
ど
こ
と
な
く
鶴
来
に
似
た
雰
囲
気
の
土
地
で
岐
阜
県
の

ふ
と
こ
ろ
の
深
さ
が
よ
く
わ
か
る
。
美
濃
白
鳥
で
バ
ス
を
乗
り
つ
ぎ

九
頭
竜
湖
か
ら
Ｊ
Ｒ
で
金
沢

へ
帰

っ
た
。
こ
れ
だ
け
長
く
充
実
し
た

山
行
だ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
帰
り
の
乗
り
物
の
中
で
は
満
足
感

に
ひ
た
る
こ
と
が
で
き
ず
、
し

っ
く
り
い
か
な
い
状
態
だ

っ
た
。
そ

の
時
、
ず

っ
と
考
え
て
い
た
こ
と
は

「
も
し
、
最
後
ま
で
い
っ
て
い

た
ら
…
ご
と
い
う
後
悔
の
念
と

「
こ
れ
で
精

一
杯
だ

っ
た
。」
と
い
う

自
分
自
身
を
納
得
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ぐ
さ
め
に
よ
る
葛
藤
か
ら
生

し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

山
行
中
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
失
敗
ば
か
り
し
て
い
た
僕
に
対
し
て
、

最
後
ま
で
つ
き
あ

っ
て
く
れ
た
二
年
生
四
人
に
は
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
夏
合
宿
と
し
て
ヤ
プ
を
出
す
と
い
う
前
例
の
な
い

こ
と
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
誰

一
人
と
し
て
反
対
せ
ず
協
力
し

て
く
れ
た
三
年
生
の
み
ん
な
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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辛 花 0星・人 in南竜 楽

2000年 8月 5日 (土 )～ 6日 (日 )

※参加者

0期  田村

11期 青柳

13期 吉田

15期 間所

15期 松林

17期 宇野

18期 大西

18期 岡都

夫

二

積

一

一

子

明

一

昭

健

穂

新

知

和

正

伸

二

子

紀

子

潔

弘

実

博

欣

聖

良

節

　

利

真

伸

肝
社
林
細
将
割
頬
腱

決算報告

【収入】         【支出】

会費         宿泊費 49、 100

4、 000〉く31   124、 000

0B会補助  46、 150

食費  92、 450

170、 105

連絡費  8、 530

写真代 20、 025

170、 105

「
オ芭  ‐ 重已  ‐ A i n肩 コ 預重 」

に よ せ て

15期 奥名 正啓

ワンゲルに入つて最初の高山帯へ足を踏み入

れたところが自山だつた人は多いことでしょう

。多分私もその一人です (言己憶が暖昧)。 それ
から四季を通じ幾度となく訪れて、それぞれに

思い入れがあるに違いありません。

8月 5日 。下界は連日うだるような暑さが続
き、自山では朝方から昼前までは晴れているも
のの午後は決まつて大雨に見舞われていました

。この日も例外ではなく昼近くになつて甚の助
ヒュッテあたりからはガスカく吹き上げてくるよ

うになり、雷鳴も轟きはじめました。しかしな
がら皆さんの切なる願いを天は聞き届けてくれ
たのでしょう。ガスとわずかな小雨程度で午後
は持ちこたえてくれました。夕食の6時頃には

お日様さえさしはじめてきました。この時期の

日没はフ時頃。大地は間に沈みはじめ、雲はタ
日をうけて縁を自く輝かせ、空は深い青に染ま
つていく。山際は水色から次第に貴味、赤味を

帯びて朱色から暗赤色へのグラデーシヨン。食
後の一時を過ごしながら刻々と色を変えていく

山、雲、空はボーと眺めているにかぎる。

6日 朝。御来光鑑賞組は出かける準備、空を
仰ぐといくつかの星。天の川は見えない。しば

らくして暗さに目が慣れてきても星座はよく分
からない。時折一直線に移動する人工衛星の光

4期  高田 昌嗣

‖期 森川  功

15期 上馬 康生

15期 高村千佳子

15期 松林由佳里

15期 宇野 春菜

18期 大西 菊路

18期 岡部美沙貴

(テ ント代 3、 700× 5

(清掃料   300× 22

(ケ ビン  12、 000× 2

(山荘食事代 2、 800× 31

(こ こで支払い得

(ビ ール

(スイカ、つまみ

7期 村田 泰恵  8期
11期 斎藤  薫  11期
15期 奥名 正啓  15期
15期 佐野 哲雄  15期
15期 松林知恵里  15期
17期  山田 郷美  18期
18期 大西 沙紀  18期
18期  岡部沙矢佳  23期

18、 500)

6、 600)

24、 000)

86、 800)

10、 000)

鉄750)岬躙
愧

が見える。朝日が油坂のてっぺんあたりを照ら
し出す。見る見るうちに明るい部分は下がつて
くる。エコーラインののっぺりした面にも朝日
が当たる。油坂の飛騨側にははやくも真つ白な
ガスがはい上がってひんやりしたした朝の冷気
を感じる。夏の朝だ !

七倉山と四塚山にはさまれた北竜。日の出前
、夜の間はすでに少しずつ自みはじめて濃い暗
紫色の空気が谷筋に沈んでいる。朝の仕事も忘
れてしばしぼんやり停んでいると、みるみる明
るさを増して薄紫から水色へと移り変わつてい
く空。それまでに見たこともない色合い。かす
かに感じる風・・・。

しまっておいた記憶が甦るとともに、また一
つ新たな想いが刻まれた。

皆さんの胸の中にも何かしら一つでも素敵な
想いを残してもらえたでしょうか。

今回は白山へのきっかけを作る、あるいは場
をセッティングすることだけにとどめることで
この企画を進めてきました。それでも運営に当
たり骨を少し折られた方、あちこちにお誘いを
かけて下さつた方、天候を心配してお祈りをし

て下さつた方、現地への車を提供して下さつた
方、差し入れを下さつた方、そして何よりも集
まっていただいた方々に感翻します。

「花・星・人J=自 然と仲間。これがワンゲ
ルの原点です。
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宇野 山田

松林 舟田 高村 高田 森川 伊予 宇野 佐野 吉田 鳥越 鈴木 間所

青柳 上馬

井上 斎藤  奥名

【南竜ケビン前

田村 岡部 椿川 松林 宇野

村田 大西

大西 大西 岡部 岡部 大西 松林

参加者全員】

栄 光 、 吾 を rば 去 り ぬ

0期  田村 昭夫

別当出合までもう少しの時、急に雨が降りだ

した。 村田、田村、高田の三「田」組は、雨

具を付けて、下山を続けた。中を歩く田村の足

が急に弱 り出したのは、この時からである。

先を行く村田は杖の威力を見せてスイスイと

下つて行く。後から来る高田のしつかりした足

音が迫ってくる。数々の山歴を重ねた田村の黄

金の両足はもはや鉛とイヒし、それを動かしてい

るのは、ただ、過去の栄光とのポテンシヤルだ

けである。

やがてそのポテンシヤルも使い果た し、哀れ

田村は力尽きて、ぬかるみの山道に転倒 したの

であった。三度、三度苦しみ、もがいた末、や

っとのことで立ち上がつたが、そこにはもはや

往年の元気溌刺たる山男の姿はなかった。老醜

をさらす、一人の爺がいるだけだつた。

その間、彼の耳には若い頃よ<唄つた「北帰

行」の一節、「栄光われをば去 りぬ…」が聞こ

え続けていたのだつた。老鳥の目に光る涙を見

たものは誰もいなかった。雨が、それを流して

くれたから。

K∪ W∨
同 巣 会 員 へ 告 <゛

0期  田村 昭夫

わが金沢大学ワンダーフォーゲル部の卒業生

には、毎年事務局が企画している行事に、少な

くとも一回は参加する義務があると思う。

春、秋の「山小屋酒場」、夏の自山、冬の野

沢がそれである。

これ等の行事に一度も参加 しない卒業生は、

もはや同巣会員ではない。それ等は泣きなが ら

巣を去つていただきたい。勤めが忙 しいなどと

は単なる言い訳に過ぎない。同巣会長や事務局

長その他の方々のご苦労を考えれば、知らぬ顔

の半兵衛では済まされない筈である。

同巣会員諸氏の猛省をうながす次第である。

そして、体の自己管理は絶対に行なって欲しい

。煙草などもっての外である。
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【馬鹿でかスイカをさっと、我がザックに

収めてしまわれた田村先輩.教祖の心意気

ここにあり。このザックは奥名会長と交互

に背負われていった。ワンゲル教祖とOB
会会長は名誉職ではない !会長は実は、半

分に…も想定して、包丁、サランラップも

用意していたが、KUWVの 意地が妥協を

打破。また、小スイカの方は17期宇野さん

の妹さつちゃんが忍ばせて (?)く れた物。

それらの残飯は、翌日椿川さんが担ぎ下ろ

してくれた。多くの心遣いに支えられた、

「花 。星 。人 in南竜 ミレニアム白山」】

FROM:"高 田昌嗣 "

SUB:花 。星・人 in南竜から帰つて

今回は38年振 り、11回 目の自山山行で した。

出会つたOB諸氏は、夫々自分なりの登山を生活

の中に組み込んで活動 している様で、大変換ま

しく思った一方、古いOB連の数が少なかったこ

とは残念で した。

何事も一旦中断してしまうと、その再始動に

は実に大きなエネルギーが必要なことは、日頃

いろんな局面で経験するところです。多忙な毎

日の生活に追われている間に30数年の月日が流

れ、体力的にも今一つ自信が持てずに、参加の

決心がつかなかった人も多かつたのではないで

しょうか。

確か女流登山家の田部井さんが、

“最近はやりの熟年登山で最も危険なのは、音

かなりやっていてその後長い間中断し、最近急

に再開した人達 "

と言つていましたが、まさに自分にびった り当

てはまっていて、再始動には慎重にならざるを

得ませんで した。

磐梯山登山の トレーニングを積んで万全を期

した、悪天候で流れの35周年白山登山とは異な

り、再挑戦の今回は、準備不足のぶっつけ本番

で した。他の皆さんの足手まといとならない様、

正直に言えば醜態を晒さない様、皆さんより先

に登って トレーニングをすることにしました。

南竜集合日8/5の 2日 前の 8/3の 13時 30

分、別当出合いの駐車場から小型テン ト、食料

他を担いで体調を見ながらゆっくりと登 り始め

て16時 20分甚之助避難小屋着。夕方になって人

の往来が途絶えて無人となった小屋が気に入っ

てそのまま宿泊。

翌 8/4は 早立ちして南竜にテ ン ト設営完了

したのが 6時 55分。 7時 30分よリエコーライン

を登って、御前峰、池めぐリコース、室堂、展

望歩道経由で13時40分テン トに戻る。

8/5は 5時45分にテン トを出発して 8時に

別山山頂着。ここでキツネに出会う。早朝で他

に登山者が居なかったせいか、逃げもしないで

300メ ー トル位後をついてきた。

帰 りに油坂を下りきったところの谷の水場で

サンショウウオを見つけて30分 ほど観察。上流

より下つてきて岸辺の流れのないところで一体

み し、それが下つていくとまた次のが流れてく

るといった具合で何時まで見ていても飽きない。

‖時35分テン ト着。テン トの中で昼寝をして

いると、 “高田さ～ん"と 遠慮がちに呼ぶ女性

の声。外に出てみると舟田さんで、ケビンの本

隊と無事に合流。

8/6は 南竜山荘での朝食の後に解散 し、田

村さん 。村田さんと 3人でエコーラインを登 り、

観光新道経由で別当出合いへ下る。馬のたてが

み付近の見事なお花畑と、最後の30分位豪雨の

中の下山が忘れ られません。

滑つて転んで、水が流れる中で起き上がれず

にもがいていた人 (特 に名を秘す)も いました

が、過去の栄光とプライ ドの後押 しを受けて最

後まで独力にて別当出会いに降 り立ちました。

この頑張 りには敬意を表する次第です。市ノ瀬

の永井旅館で飲んだ ビールと温泉は最高で した。

今回の収穫はOB諸 氏に再会できたこと、白山

の良さを再認識できたこと、キツネとサンショ

ウウオに出会ったこと、自分の体力の現状につ

き見極めがついたことです。また機会があれば

参加するつもりです。

その時にはもっと多くの古手のOB諸氏にも会

えることを楽 しみにしています。今回の私の様

に少しゆつくりしたスケジュールと、ある程度
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11斎藤 11井上

18椿川    0田 村  8伊予

17宇 野  15高村 ‖青柳  15佐野

17山 田 13吉 田

【南竜山荘前 朝食後のひととき。】

の日頃の陸 トレをやっておけば、再始動もそれ

程難 しくないと思います。4期  高田昌嗣

8期 伊予 欣二

約10年ぶりの自山で した。

室堂センター建替えの為のヘリコプターの騒

音を除けば、天候にも恵まれ、例年より多い残

雪の御蔭でお花畑も楽 しめ、懐かしい先輩の方

々のお顔に、青柳・森川両君の元気な顔、頼も

しい15期、18期の方々にもお会いできました。

それにお母さんの若き日にそっくりの井上さん

姉妹にお会い出来たことも !!

また時間を作って山へ行こうという気にな り

ました。

一人でのんびり山を歩いていて、山の大気に

生命 (いのち)を 吹き込んでもらった、元気を

もらった気分で した。

あの時、裏銀から黒部五郎を歩いてきた奥さ

んは、先日 (8/19、 20)自 山へ行つて、クロ

ユ リ、ハクサンコザクラ、ハクサンポウフウ、

ニッコウキスゲ…etcまだまだきれいでよかっ

たと、10数年ぶりの自山を振返っていました。

30年ぶ りに歌を歌って、歌詞がスラスラ出て

くるのが不思議なくらいで した。

お世話になるだけで したが、これからもよろ

しくお願いします。ありがとうございました。

(追 写真、CDあ りがとうございました。 )

15上馬 4高田

15舟 田

【スイカ割 りから、テン ト設営か

ら、食堂の場所取 りから、サッ

と体が動いてしまう伊予先輩。

森川さんがビビッてらした点か

らも、現役時代が労髯。野性味

あ応ヽれた時代のワンゲルの貴重

なお話を窺いました。】

…
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FROM:fkks― ino

SUB:白 山最高 !!

11期 井上 聖子

花 。星 。人のみなさんヘ

8月 5・ 6日 はありがとうございましたcあ

まりに楽 しかつたので、未だ白山の話題で盛 り

上がつている井上家です。今、BG.Mに父の「

白山の尾根」が流れています。

私達の 6日 の行動は以下の通 りです。

7:30 南竜発  トンピ岩コースにて室堂をめざ

す。舟田さんに教えてもらつた花の名前をお

さらい。

8:30 トンピ岩到着。青柳さんの「ヤッホー」

が自山にこだまする。

9:10 室堂到着。上馬さんの地図通り1:40で 到

着。

9:30 室堂より御前峰周遊。森川さんの助言通

り室堂に荷物放置。ちちよ有情にて30年前の

父と加藤さんの写真と同じボーズで青柳さん

に写真をお願いする。

10:40室 堂再着。頂上で大西さんご家族、途中

で松林さん親子に出会う.

10:50室 堂出発.下山。今回多大なるお世話を

おかけした青柳さんと涙の別れ。

1:00 別当出合到着。バスに間に合うよう砂防

新道を駈け下りるが、最後の30分間は雨の中

下界をめざす。

18:00青 柳さんより無事帰れたか確認の電話。

19:30舟 田さんより無事帰れたか確認の電話。

翌朝7:00 祖母より無事帰れたか確認の電話。

薫は家に帰り、父に夕食を作 り。登山の報告

。聖子は父を待たずに居間で熟睡。寝言で「テ

ントのライ トが、ライ トが…」と盛んに繰り返

す。父、姉に「まだ白山にいるらしいJと笑わ

れる.ホンニンは「クーラーの風があたつて寒

い」と言ったつもり。

本当に自山は素晴らしかったです。いつにな

く、全員の気持ちがひとつになった井上家は、

9月 または10月 に家族で自山登山を計画中。聖

子は 8月 中に、友人と日帰りの自山登山を計画

中。

ただ、今回残念なことに、やはり「写るんで

す」はちつとも写真が美しくなかったです。現

像をして予想以上にがっかり.今度はカメラを

忘れないぞ。

これだけ書いてもまだ興奮覚めやらず、とい

つたところですが本日はここまで。本当にあり

がとうございました。これからも是非お誘い下

さい。

SUB:白 山はいいなあ。

井上家ミレニアム登山2000無事帰つてきまし

た。 8月 とはまた違う花が咲き乱れ、違う一面

をみてきました。一番の不安だつた天候も少々

の霧雨テイ ドで。10日 には晴れ間ものでいて、

少しばかり日焼けをした 4人です。前回の白山

を思い出しながらの登山となりました。

9月 9日

9:00 別当出合出発。 (砂防新道)今回はしつ

かり恐竜の足跡で記念撮影。

11:00別 当覗到着。確かここから30～ 40分で甚

の助到着と思つたが30分たっても到着しない

ので休憩。その後 3分後に甚の助到着。爆笑

。 8月 の教酬を生かし、冷凍果物とビールで

回復。この辺から霧雨になり南竜へ急ぐ。南

竜分岐から南竜へ (通称ランラランコース・

母命名=平坦で楽だから)

14:00南 竜馬場ヨl着

20:00あ すの晴天を期待し就寝。

【別当覗にて やはり若い !

溌刺井上姉妹と、松林家次女。

昔の自山記念山行では、こんな

元気一杯の現役お姉さんが、O
Bの子供達の手を引いて登つて

くれたもので した。受け継がれ

てほしい光景で した。】
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9月 10日

10m先まで しか見れない霧のためご来光はあ

きらめる。

6:30 南竜出発。エコーラインより頂上を目指

す。だんだん霧雨がひどくなる。

8115 室堂到着。ひどいガスのため、頂上はあ

きらめる。

10:30観 光新道にて下山。このあた りから晴れ

間が見える。馬のたてがみまでは今回一番の

花畑。夕カネマツムシソウなど観光新道なら

ではの花が咲き乱れる。 (by白 山花ガイ ド)

殿ケ池までは青空のもと絶景を楽 しむ。砂防

・別山・殿ケ池・釈迦岳全てを覗める地点で

1時間の休憩。 しかい sこ こからは悪夢の斜

面が…。観光新道は絶対登 りには仕様すべき

ではないと確信。

14:30別 当出合到着。最後の 5分はスコールに

見舞われる。

今回は トリカフ ト・ リン ドウ・夕カネマツム

シソウ等々紫色の花が美 しかつたです。チング

ルマは風車にな り、ナナカマ ドには赤い実がつ

いていました。天候がいまいちだったので風景

があまり楽 しめなかったが、 2日 目の観光新道

は前半だけ感激の嵐 ||

そのころ金沢は大雨・洪水・雷注意報が一。

母は心配のあまり、南竜山荘・予約センターに

電話をしていました。おまけに、「警察から一

人行方不明という連絡が入る」という夢を見て

いました。山の方が天気がいいなんて珍 しい。

それではまたの報告を。

FROM:KENAOYAG10aol.com

SUB:白 山最高 !!

11期 青柳 健二

1週間ぶ りに自宅に戻 り、ほつとして、どつ

と疲れがでています。10日 の連続休暇も、後 1

日。ちょつと淋しい気分にもなっています。

皆と別れて、自山を倍楽 しみました。 7日 に

は大汝を巻いて、お池巡 りをし、大汝に登つた

。朝霧に濡れた花々をタップリ時間をかけて写

真に撮つた。ただ、今回の自山の特徴の昼のタ

立にもまれ、10時過ぎには雨が降 り出し、黒ボ

コを越えてのところで土砂降 りにな り、高飯場

では、 1時間近く沈殿。川となつた道をヒイヒ

イ下つたので した。

井上薫・聖子さん

やや強引な誘いに乗つてもらって、自山に大満

足してもらって、こちらもハッピーな気分です

。いや、予想以上の健脚に参 りました。 2日 目

は室堂泊 りで助かつた私です。 トンピ岩を登 リ

、御前峰を登ったところで、足と膝に来手てい

ました。お二人のベースの下山には、正直つい

て行けなかったで しょう。

秋には、家族で自山を計画とのこと。結構な

事です.ただ、日帰 りでは勿体無い。ヤッパ リ

色んな白山をタップリ楽しむためには、 1泊以

上 しないと不足です。そして、二人のペースに

は、両親ともついていけないで しようから。

かく言う私も、スキーだけではな <、 山を復

活させようと思っています。 ヒイヒイ登つても

山頂に立った時の爽快感と達成感は格別です。

秋には、自山から見てヤッパ リ登 りたいと思つ

た御岳に、森川さんと登ってみようかな。

理

奥名 松林 松林 高村

舟田 田村

【別当出合発 9時の "

斎藤   大西 椿川

青柳  大西大西大西

。嬉 しい登山日和】

井上

村田

本隊 "

大西 椿川
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奥名会長と舟田事務局長様

ヤッパ リ白山はイイ !15期 の拡大企画、大成

功で した。まさか伊予さんに会えるとは、思わ

なかつた。スイカを担ぎ上げた、田村御大の馬

力には脱帽。何より、高村さんを加えた15期の

団結力は羨ましい。

今回の自山、ハクサンコザクラと、クロユ リ

の乱れ咲きに圧倒されました。また新 しい白山

を見付けた気がします。思えば、合宿と重なる

この時期の白山へは、初めて登つたのだ。その

分、ハクサンフウロとハクサンイチゲの群落が

少なかつたようだ。また機会を作つて下さい。

まだ知 らない白山を見ることができるように。

せっちゃん

早速写真を送つて頂き有難う。皆イイ表情を

していて、良い写真です。

当方、一脚なるものを始めて本格的に使つた

が、出来栄えはもう一つ。いや、自山の写真は

難 しい。槍・穂高はスンナ リ、絵になるが、白

山はなかなか掴みづらい。早々とガスが巻 <い

た御蔭で、山の写真があまり撮れなかつた。そ

の分、花の写真に力を入れたが、光と花の表情

を撮るのが難 しい。この自山で、お金を取れる

写真を撮つている、上馬・栂の両君は尊敬に値

します。という訳で、会報向け写真は残念なが

ら、修業を積んだ次の機会に持ち越 し。三脚を

シッカリ帯同した。村田先輩の作品に期待 しま

しょう。

原稿の方は、井上家の聖子ちやんを推薦 しま

す。白山初登山でも、コースタイムを記録する

余裕うを持ち、親譲 りの好奇心で自山の素晴ら

しさをタップリ吸収 しました。親譲 りの文才に

も期待できます。強く重ねてブッシユしてみて

下さい。

さて、待遠 しかつた夏休みもあと一日。人様

がお盆休みを取る頃には仕事ですが、次の夢の

日を求めて、また色々思いを巡らそう。スキー

・ 山・カメラ・パソコンなんでも手を出す、そ

んな軽率さが我が取り柄か。まあ色々手を出し

ながら、それな りに進歩 していくつもりですの

で、その道のプロのテクニ ック、今後もご教授

下さい。

さて次のイベン トは何ですか ?ま たタノシイ

企画を期待 しています。宜しく。

FROM:MORIKAWA

SUB:RE:白 山最高 I!

11期 森川 功

無事下山おめてとう !それも二人だけで !(
でも、次回からは経験者と行動して下さい。昔

よ<言われたことに、山は登 りに体力の 1/3
下 りに 1/3、 そして下山してからのかわいい

?彼女のために 1/3-つ まり余裕を残 して )

でも、室堂から2時間とはすごいですね。私

は南龍から別当出合まで 3時間かか りました。

それも、上馬君という一流のガイ ド付きで、彼

の杖を借 りて。安全にゆっくり下山したつもり

で したが、やはり足が痛い。自峰の総湯でゆつ

くり温泉に入り、足を採んだのに。

その後、自峰の林西寺で昔、御前峰や別山に

安置されていたが、明治の神仏分離令で廃棄さ

れそうだった仏像を見てきました。昭和55年 ?

に本堂の横に自山本地堂を設け、一般開放 して

いるとのこと。ただ、私も上馬君も、開放前に

本堂の裏に安置されているのを見た記憶がある

。案内の優 しい女性の説明によると、開放前は

何かコネがないと観れないとの事。その女性の

説明だと、音は白山山系には 6～ 7000体の仏像

があったとの事。秋には是非参観 して、優 しい

女性の説明を聞いて下さい。その女性の声を聞

いているだけで、仏像の優 しさが胸にきます。

上馬君とせつちやんと青柳さんにゴマをすれ

ば、希望の写真が手に入るで しよう。二人の参

【展望コースの展望台にて。

ミレニアムの御来光】

青柳 田村

鈴木 上馬    佐野

井上 斎藤

(by森川 )

量
■411
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加で南龍は楽 しかったです。老井上夫妻にもよ

ろしく !次回野沢温泉で会いましょう。もちろ

ん。薫、聖子令嬢も一緒に。

SUB:凄い !

15期の森川です。凄いですね。さすが我が15

期は凄いですね 。もう少し鍛練 して15期 に入れ

てもらいたいと思っている人もいるで しょう。

(ア オヤギさんは秋には濁河温泉へ行くよ。 )

こういう記念品がもらえるなら、来年の15期

会も是非参加させてもらいたい。 (で も、少 し

小さな希望を言わせて貰えば、カメラは会長に

は重いで しょうから、幹事長にもってもらった

ら?)

ありがとう。21世紀の野沢は、奥名会長と加

藤父さんの 2大競演が楽 しみです。

13期 吉田 穂積

8/5 別当出合―エコーライン=御前峰

―南竜

8/6 南竜―別山一千振尾根一市ノ瀬

8月 4日 夜11時頃、金沢の家を出た。夏山交

通規制中ではあるが、別当出合まで入れるかも

と期待 したが、 0時半に着いた市ノ瀬には、お

っちゃん二人が しつかり見張番。「 5時 になっ

たらバスが動きますので、それまで車に居て下

さい。」との事。

星空がきれいだ。天の川を見るのも随分久し

振りの気がする。車で仮眠するが、時折到着す

る車の応、かすエンジンの音、 ドアを開める音が

うるさく、ウ トウ トしても目が覚めて しまう。

結局、起きたのは 6時近く。バ ン食を済ませ

、別当出合行きのバスに乗る。足の筋を伸ばし

さあ出発と、数歩歩きだ したところ、何やら見

覚えのある顔。ン、間所だ。佐野もいる。宇野

も。あと一人誰だか学lら ない (途中で聞いて、

鈴木と判る ゴメン)。

佐野が トップで出発。さすが山に登つている

だけにビッチが速い。他の二人は山に登つてい

ないし、これといつた運動もしていないらしい

が、よくついていつている。私は、そろそろ限

界かなと思いながら、別当覗までついて行けた

。途中「速すぎる」と文句を言つていた宇野が

トップを交代 し、ペースを落として くれたので

、楽になった。甚ノ助小屋で休憩 していると、

別当で後発の宇野の奥さん、娘さん、義理の妹

さん―行が到着。彼女達は、花を愛で、話をし

ながら余裕で登つてきたらしい。 しかし、たつ

た15分 しか違わないではないか。

エコーラインの登り口で、南竜に直行する彼

女達と別れ、我々は室堂へ向かう。弥陀ケ原の

松林   山田          鳥越

高村  井上 宇野 鈴木 吉田  松林 宇野

斎藤      森川 上馬  宇野 松林

間所   青柳 伊予 田村 村田 佐野 奥名

【今、18期連呼んでくつからね !あ 、高田さんも探さなくちゃ !】
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道はきれいな木道となり、五葉坂は工事中で通

行止め。水屋尻雪渓脇に道がつけられている。

玄関の石組だけはそのままの、工事中の鉄骨

組みの室堂前で昼食.間所達がビールを買つて

きてくれたが、酒の弱い私は、飲んで歩<自信

はないので、遠慮する.宇野、佐野はここで引

き返すというが、ビールを飲んだ鈴木、間所は

頂上へ向かうという.私も同行する。奥宮まで

きれいな石畳に整備されている.ガスで展望の

良くない頂上で記念撮影をして、水平道に戻る

と、 9時別当集合の一団に出会う。村田さんや

奥名の顔が見える。南竜山荘では一足先に着い

ていた舟田さんの実顔が迎えてくれた。

今晩の宿であるケビン、テント場に着く.懐

かしい顔、初めての顔.あちこちで話の花が咲

き、夕食までのひとときを、写真を撮る人、花

を探しに行く人、酒を飲む人、思い思いに楽し

む。

南竜山荘での夕食後は、ケビン前でスイカを

食べながらの自己紹介。山上でのスイカは夏合

宿以来だ。楽しみではあつたが、一番厄介な荷

物だった記憶がある。

ケビンでは夕食前の部に引き続き、酒宴が始

まる。伊予さんの隣に座つておられた森川さん

は、私をその間に座らせた.ど うも、コワイ先

輩は何年経つてもコワイものらしい.田村さん

の入力車の話は何度かお聞きしたが、今回は、

村田さんによる裏話も聞くことができた。能登

の某所に移り住んだ夫婦の、夫の死後、奥さん

がエライロにあいかけた風習の話が村田さんか

ら出た所、実は倉谷にも似たような風習があつ

たんだという上馬の話。隔絶していた地には、

思いもよらぬ因習がわずか昔まで残っていたの

だ。土間では、佐野、松林、舟田さん達が、ウ

ィンナーや丸干イカを焼いて、次々と出してく

れる。特大スイカをボッカしても元気の余つて

いる田村さんや、前日は室堂泊まりという優雅

な森川さんは、まだ余力が残っていそうだが、

他の人は、腹一杯、疲れ一杯で、早めのお開き

となる.

テントの朝はやたらと明るい.快晴である.

南竜山荘で朝食、記念撮影の後、それぞれのル

ートで帰路につく.私は前日御前峰に登ってし

まっていたので、一人千振尾根を下ることにす

る。聞いてもすぐ忘れてしまう花の名前を、今

回は少し覚えて帰ろうと思う.

南竜の湿原で、今朝山荘で買つたばかりの「

白山・花ガイ ド」を開いて、一つ一つ照合しな

がら歩く.花の色別で探し出せるのでわかり易

い.こ うして花を見ながら行くと、油坂も苦に

ならず、天池に着いた.

池端に寒天状の塊がある。中にオタマジャク

シが見える.ク ロサンショウウオらしい。親が

何匹も底に遺いつくばっている。ボウフラが垂

直にクネクネしてうる。これは上馬が、昨晩ス

イカを食べている時解説してくれたハクサンヤ

ブカであろうか。 2、 3箇所刺されて、余り保

護したい気にはならぬが。 4、 5日位の黒い水

生昆虫が時折、息継ぎに浮上してすぐ潜つてし

まう.また、妙なものが、あちこちで動いては

止まる.長さ 3 an、 太さ3m位の小校のような

ものが、数unス ーと動いては止まる。しばし観

察していたが、正体不明である。水面に小さな

バッタのような虫が落ち、もがいているので、

何か水生生物が食べにくるか眺めていたが、バ

タツいて次第に岸に近付き、ついに革にたどリ

つき逃げていった.こんなにのんびりした山歩

きをしたのは初めてである.

8時すぎからわき上がり始めた書は次第に山

々を隠し、‖時すぎにないた別山では、飛騨側

は殆ど真つ白になってしまった^何種類かのお

かずが、一種類になってしまった弁当を食べ、

千振尾根を下ることにする。千振尾根避難小屋

を過ぎ、お花畑を過ぎた辺りから、ボツボツ雨

が降りだした。下界は降ってないだろうし、多

少濡れるのもいいかとそのまま歩いたが、雷が

鳴り始め、次第に雨も強くなってきて、バンツ

まで濡れてきた。これ以上濡れると、ズボンの

滴で靴の中がグチョグチ ョになつてしまうので

、ちょつと遅きに失したが、雨具をつけた。落

雷の恐れはないが、それでも間近で鳴ると恐い

.泥流の山道をひたすら下つた.

FROM:takamura chikako

SUB:宿題

15期 高村 千佳子

白山は3回 目の登山です。

1回 日は、1979年の夏、結婚した年.ど うして

も自山を見せたいと運れていかれました。主人

と二人で登りました。朝一番の金沢駅発のバス

に乗つて行き、ただひたすら登りました.

2回 目30周年記念登山に娘と参加しました.

現役の学生さんが食事の用意をしてくれたり、

娘と遊んでくれたりしました.お父さんの好き

だった自山に、娘と登れてよかったです.

35周年も参加するつもウで、節ちゃん宅 に

前日から泊めてもらっていたのですが、台風で

中止。

そして今回、 3回 目の自山。今度は一人で参

加.前日は宇野さんのご家族に車に乗せてもら

って、節ちゃん宅へ娘と二人で泊めて頂きまし

た。練習もしないままの参加だつたので不安で

したが、私達のベースに合わせてゆつくり、ゆ
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っくり登つて <れました。途中で食べた、節ち

ゃんが重たいのに一杯持ってきてくれた冷凍の

果物の数々が、疲れを吹き飛ばしてくれました

。また、お花畑が最盛期てとても綺麗で した。

帰りは楽だろうと思つていましたが、下 りの方

が結構急で、とてもしんどかったです。でも、

山で しか味わえない、山に登らないと分からな

い満足感を感 じました。

お世話になった同期の人、参加 した皆さんあ

りがとうこざいました。

FROM:matouzuOp2222.nsk nё .Jp

SUB:写真のお礼&原稿

15期 松林 知―

早々と写真をお送 り頂き、まことにありがと

うございました。何もしない幹事で、会長、事

務局長の足を引っ張つてしまい、申し訳なく思

っています。ましてや、写真係をおおせつか り

ながら、肝心のカメラを車の中に忘れてしまう

とは一。カメラを忘れるようになっては、新聞

記者は失格ですね。だから、廃業したのですけ

れど…。

それではとりあえず、以下原稿です。メイン

の感想文は夏休みの宿題が終わり次第、娘達に

書かせますので、私の分はその前書きというこ

とでお許し下さい。

8/5別 当出合一南竜

8/6南 竜一エコーラインー室堂一頂上―砂防

新道―別当出合

何年ぶりかの自山でした。変わらぬ姿で迎え

て<れたと、言いたいところですが、中飯場に

は立派な トイレができ、南龍にはケビンやビジ

ターセンターができ、エコーラインや弥陀ケ原

の登山道には木道い整備され、室堂センターは

【南竜分岐は満開の

お花畑。我がOB
会の華達。

ところで、今回参加

の二代 日、総勢 9名

は全員女性。金大ワ

ンゲルに入ろう !の

誓いもあったとか ?】

松林 高村 村田 斎藤 井上

改築工事の真っ最中。

でも、何より変わったのは自分の体で しょう

か。かつては、確かに登れてたはずの登山道が

あんなにもきつく、あんなにも長かつたとは。

登 りは甚之助 ヒュッテのかなり前から足がつっ

てしまい、下 りでは黒ボコ岩の直下からヒザが

いうことをきかなくな り、すさまじい雷雨の中

を登りより遅いペースで、まさに泣き泣き足を

ひきずつて別当出合にたどりつきました。 (頂

上へ寄り道をしていたため下山が遅れ、ひどい

目に合いました。はくさんは12時過ぎからもの

すごい雨となりました。 )

運動不足はよく承知 しており、不様なことに

ならないようにと、事前に自分な りにウォーキ

ングに励み トレーヒングをしていたのですが、

平地と山道、 しかも空身と荷物を背負つてでは

、状況はまったく違っていました。 トレーニン

グもさることながら、自分の体をもっと軽くす

る必要があることも、改めて痛感 しました。

でも、登ってしまえば、ビールはうまいしス

イカもうまい (自 分で運んだわけではないので

、胸は張れませんが一)。 年に一度はこうして

、懐かしい顔と山で出会えるというのはなんと

嬉しいことで しよう。願わくば、生きている限

りは体が動き、自山に登 りたいとの心を失わな

いていたいものだと念 していますが、意志薄弱

の身にはちょつと荷が重いようです。

今回連れていった娘のうち、上の方は宇野さ

んちの春菜ちゃんと自山の上で

「いっしょに金大へ行って、ワンゲルに入ろう

」と約束 したようです。アゴを出したオヤジを

尻目に、「今度は観光新道を通 りたいJな どと

申しております。

だれが連れていってやるものか。お前連で勝

手に行きなさい。その前に、金大へ行けるもの

なら行つてみろ。勉強 しない人は金大には行 iナ
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ないんだからね.… と、オヤジは負け惜しみを

つぶやいています.

山でも様子や感想は娘達の原稿に菫ります.

次女 松林 由佳里

ふう、やっぱり登山は最高 !「伊吹山、立山

を登つているのに、しかも石川県民なのに、未

だ白山に登つていないのは何たること !!」 と

思い、今回の参加を決意しました.(と いうか

、登山なら絶対するつもりだつたけど…)

他の山も楽しかつたけれど、やつばり白山は格

別でした!ク ロユリ(卜くさん見れたし.春菜
ちゃんにも会えたし。 (15期宇野ジュニア)

今回意外だつたのは、やはり父ですね.来年

50な うえ、普段運動してないから….ん ?でも

おと―さんより年上の方もたくさんいるのに、

バリバリ登つてなかつた?ふつ、やはり運動不

足ですね.娘 2の私が先頭だつたとゆ―のに、

父がビリでど―する…

「ほっほっほ、立場が逆転しましたわね、おと

一さま ?」

二日目に、我が一家はみなさんと別行動をと

り、山頂まで登つてまいりました◆山頂もいい

けど、黒ボコとか、別のコースも歩いてみたか

つたナ…。ま、それは次の機会でい一か。 (で

も父があれじゃ)

来年は、私中 2、 妹は中 1になるわけですが

、ヒマがある限り参加させていただきたいと思

います。15期は毎年やってますし。う一ん、う
一ん.考えてみれば、登ってみたい山が、日本

全国いくつもいくつもあるわけです。う一ん、

中学、高校と忙しくなり、登山なんかしてるヒ

マなくなるなぁ.やはりここは、金大に入って

ワンゲルに入る?そ ―なると私、みなさんの後

輩になりますね、ま、先のことはわからないし

…居間、言えることは、やっばり「山は最高、

ワングル最高 !」 ――こんなものかナ?

三女 松林 知恵里

今まで山はたくさん登ってきたけど、やっぱ

リー番きつかったなぁ.井上姉妹や春菜ちゃん

と仲良くなれて良かつた。お父さんはかなりの

年だから山はきついらしいけれど、これからも

連れていってほしいです.私はまだ山に登りた

いです.

体の目子も

いろいろ事

FROM:上馬 康生くDZZ050400nifty.ne.jp〉

SUB:南竜、私の 2日 間

久しぶりの自山山行は、ほんとうに『花・星・ 人Jに出会うことができ、

だいぶ良くなつたことが分かり、収穫の多いものであつた。計画された方、

務的なことをされた方、そして参加されたみんなに感謝の気持ちです。

8月 5日

金沢を4時前に出て、市ノ瀬を 5時に一人で出発.涼しい川風の中、数匹のオロロの

出迎えを受け、猿壁堰堤の左岸から登山道に入つていつた。ブナや トチノキなどの木々

から降りそそぐ、ひんやりと心地よい空気に歩く力の元をもらい、早朝の森の中、鳥や

カモシカなどと同じ自然の一員となる.

見おぼえのある木々が、懐かしい昔のひとこまを思い出させ、倒木や新 しい道標が、

時の流れを気づかせてくれる.昔と変わらぬチプリ小屋に着いたのは9時過ぎ.一人で

泊まったという60代の男性が市ノ瀬向けて降りていつた.この時間になると、前夜、南

竜に泊まった人が次々と降りてくる.中 には30人くらいのグループも.チプリ尾根も結

構利用されるようになつたものである.

ルリピタキやメポソムシクイの声の他に、キツネ、テン、オコジョの足跡や糞を道に

見つけながら、御舎利山にはチプリ小屋から1時間45分で着く.登山道のまわりは、ま

だ雪が解けて日にちがたつておらず、コザクラやイチゲがいつばい咲いていた.別山神

社の石の日みの中で休んでいると、次から次へと人が来て、正午には20人以上になる.

ゆっくりしたかつたが、入道雲が次々と上がりだしたので、南竜向けて出発.ほとん

ど休まずに歩いていると、油坂の頭で雷が鳴り出した.障りきつた赤谷て、顔を洗い、

最後の坂を上りきると池塘のある広々としたところに出る.そこから見失いそうな道を

キャンプ場めざしていくと、ケビンに到着.すぐ前のサイトで、早く着いた仲間がテン

ー64-



卜を2つ張つているところであつた。別山から1時間45分で着いたことになる.

その夜は、飲むペースがはやく、いつもになく酔つてしまい、部屋の隅で一足早く横

になる.3時ころだつたか、外に出ると星を見上げている何人かがいた.夏の星座では

なく、何がなんだかわからなかつたが、ベガサスを佐野氏が教えてくれた.

8月 6日

4時05分キャンプ場出発◆ライ トを照らし、10人あまりで御来光を見に展望歩道を行

く.途中の沢には、まだ大きな雪渓が残つており、水は流れていなかつた。45分で展望

台到着。空の雲が焼け、北アルプスや乗鞍、御岳がはつきりと稜線を連ねており、なか

なかの眺め.5時過ぎに水昌岳の少し南から太陽が出る。その後、展望台付近のお花畑

を見て南竜へ戻る。

朝食のあと、観光新道組や頂上組を見送り、最後に森川さんと2人で出発し、砂防新

道を下る。ゆつくり、のんびりと歩き、 3時間かけて別当出合到着.そこには伊豫さん

が、すでに着いてから1時間になるといいながら服を干しておられた.このあと、森川

さんと2人、白峰の温泉に入り、林西寺の下山仏を拝観して トチ餅を買い、鳥越で薔麦

を食べて金沢へ向かつた。

2日 間の自山で、山歩きの体力が少しは戻つてきた気がする.夕方になると、まだま

だ正常ではなくなる体であるが、これから月に2度くらいは山歩きをしようと思う。 9

月の小屋作業にも、できるだけ参加したい。

今 年 の 夏

15期 鈴木 良紀

8/5 別当出合―エコーラインー御前峰―

南竜

8/6 南竜―黒ボコー観光新道―別当出合

昨日、お盆休みに「我が家の短足犬を、浜名

湖で泳がせる」というイベントをすませ、帰つ

てきました. ドライブ疲れで、本日は左肩痛と

右足疲労に悩まされています。

その前の、本夏のメインイベント、自山より

帰つた翌日も、両足痛のため階段の登り下りに

苦労しました。

寄る年波というより、日頃の不摂生のためと

考えています。暑くなってから、昼夜ともエア

コンの効いた室内.殆ど唯―の外気浴が、犬の

トイレのお供で、夜、近所を歩く時でした.

本年の15期会参加は、体力的にも、日程でも

無理と、もともと諦めていました.上記の宿泊

イベント宿泊予約の方は、昨年 8月 のうちにい

れてあり、小生の代理医師に、その間の留守番

をまず依頼していました。

ところが、春のお花見金沢行きを雨で流して

しまい、自山行き案が急浮上。ダメもとと、彼

に留守番の日程を打診したところ、簡単にOK
され、小生が留守の間の診療も、父が引き受け

― :t・     ―           |(ン

てくれることになりました.

最後に南竜へ行つたのは23年前です。体力的

な自信は全くありませんが、状況の方は整つて

しまいました.この機会を逃すともう登れない

かと思い、参加を決めました。

返事をした後は、かつて小生があきて放り出

し。こどもが受験日の体力難持に利用していた

エアロバイクを漕ぐようにしました。当時に比

べ体重が10キ ロ程増えていますから、荷物も減

らすよう工夫しましたc

実際の山行きは、宇野君の配慮により、前夜

は自峰の快適な民宿泊り、早朝涼しい内に登山

を開始するなど、好条件で行なわれ、人・ 白山

との連瀬を心ゆくまで満喫しました.

奥名・松林 。上馬・ 舟田さん、金沢の面々あ

りがとうさんでした。

成り行きで、来年の15期会の幹事を引き受け

ることになりました。皆さん心配している事と

思います.他の近畿のメンバーと相談しながら

企画を立てたいと考えています。

余談ですが、我が家の短足犬。慣れぬ ドライ

ブと強制された犬かきに苦しみ、神経性の下痢

を起こしています.
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やヅデイ11稔銹

15期  佐野  哲雄

8/5  別当出会→エコーライン→室堂→南竜

8/6  南竜→黒ボコ→観光新道→別当出会

事務局長の魅力をも金沢駅で振り切り、悪天の

中を無理矢理登った幻の 35周年以来の自山

でした.あの時は強風と雨とガスの中、南竜の

食堂で、自然観察員の解説付きのスライ ドを見

たのですが、今回は贅沢なことに、帰路ずっと解

説付きで自山を楽しむことが出来ました.

白山で私の好きなアングルはエコーラインの登

り日付近から南竜方向をみたところ。山々に田

まれた緑の楽国の様にみえるところが何ともい

えずホッとします。

さて、室堂では、平成 14年の夏オープンに向け

て工事の真最中でした。

商売柄、建築中の現場があると排水処理施設

がどうなっているか気になってしまいます。

公共下水道の無い地域で、建物をたてる場合、

建築用途、排水量に合った、排水処理施設を

設置しなければいけません。 (例外もある)

もちろん室堂は公共下水道に撃がっていないの

で排水処理施設が必要になります.

現場を覗いてみると、合併処理装置工事とあリ

ましたので、 トイレ・ 洗面・厨房・風呂等の排水を

全て処理する装置が設置されるようです.

ところで山岳地帯での排水処理では次の様な

項目が問題となります.

1.設置スペース

2.動力 (電気)の確保

電気は必須条件、自家発電・ 自然エネルギー

(太陽、風力)が必要となる。

3.流入水の季節変動・週変動

【黒ボコ岩前の15期連。

現役時代には意外と

ここは通っていない。

それに縦割りPの為

同期が揃ってのこん

なシーンもなかった。】

舟田

奥名

4.汚泥の処理

場外搬出の方法 (ヘ リコプター)

5.放流先の問題

処理水といえども、そのまま放流すると生態
系に大きな影響を与える。窒素、燐は除去
されにくいので、高山植物には悪影響大。
もちろん飲料にも不可。

高度処理には費用がかかり過ぎる。
6.維持管理

有資格者の定期的な保守点検が義務付け
られている。

7.諸々費用 (全てがコス ト高になる)。

快適さと、お金と、自然保護、いつも悩まされる
問題です。

設計図を見ないと何ともいえませんが、自山
に優しい、排水処理施設・ システムであること
を願うばかりです。

奥名 会長 殿

CD― R 有り難うございました。

とても良い出来です.家族も一度白山に登って
みたいと言うだけは言つております。

一 ほ <ほ <線 ―
で 白 山 ヘ ー

15期        間所 新―

8/4東京駅―金沢―白峰 .(山 和荘)、 8/5白 峰
―別当出合―砂防新道―エコーラインー室堂
二御前峰―南竜、8/6南竜―黒ボコ岩―観光

新道―吉野谷村 (温泉)一金沢―東京

佐野君と東京駅て待ち合わせ、ほくほく線経
由で一路金沢へ。金沢到着は17:30。 宇野君フ

ァミリーが車で待っていてくれ、ほっと一安心。

野佐

野

木

宇

鈴

村

野

高

宇

所

野

間

宇
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大阪からの鈴木君も合流し、駅のコンピニでア

ルコールの買い出しをし、20:00頃 白峰山和荘

到着.

鮎、かた豆腐、 トチもちなどの地元料理に大

満足.この民宿は宇野君が、インターネットで

見つけたものだが、聞けば上馬君もよく職場の

歓送迎会等で利用しており、自峰の中でもお働

めの民宿とか。

翌朝6:00白 峰出発.別当出会で13期の吉田

穂積さんにお会いし、一緒に登る.明け方の涼

しい中を順調に登り9:00頃 甚の助到着.

エコーラインの上り口にザックを置き、室堂

へ.途中の弥陀が原はすべて木道となってい

て、その必要性は理解しつつも、何か味気なさ

を感 じてしまう。室堂で昼食.そ して、お楽しみ

の冷たいビール.

室堂改修の資材を運ぶヘリが、間断なく飛ん

でいる。白山もどんどん変っていくのは仕方が

ないのか? 一年の合宿 トレで四塚のお花畑の

中でテントを張つたのがなつかしい。

昼食後穂積さん、鈴木君、同所の三名は御前

峰へ、宇野君父子、佐野君は先に南竜へ.御前

峰はあいにくのガスで、アルプスの山々は望め

なかったが、何年ぶりかに頂上まで来れたことに

満足する。

帰りのエコーラインを下り始める頃から、雷鴫

が鳴り始め、雲行きもあやしくなってきた。ザック

を置いて全くの軽装で登り始めたことを、多少

後悔する.何とか雨に会わずに無事エコーライ

ンの上り口にたどり着き、奥名会長、松林ファ

ミリー等の本隊に出会う。

南竜到着.15期意外にも見慣れたOBの方々

が既にたくさん到着されていた。田村教祖の運

び上げられた超特大スイカを冷やすために炊事

場に運ぶ時、周りの登山客からウオーという羨

望の声が上がる。教祖の元気に感服.

夕食後バンガローでの恒例の宴会。宇野君お

勧めのすだち酎の南竜の冷たい天然水割で気

分よくなる.前夜の自峰の夜更かしもあり途中

からは半睡眠状態となり、途中でテントに移リ

就寝 .

4時頃、人の話し声で目が党め外に出ると、

満天の星.星座の名前を忘れたことを除けば、

きらめく星座は、最初に自山に登って感動した

時と少しも変らずそこに有つた。

今回の花、星、人 in南竜では、南竜での活動は

もちろん、行き帰りの足にいたるまで奥名会長

はじめ舟田事務局長他の多くのOBのお世話に

なりました。

おかげて、なつかしい白山に久しぶりに登り、

思い出を懐かしむことができました.あ りがとう

ございました。

次 〔ま
「

ロ ベ レ ス ト 」 か :

15期 宇野 潔

白峰の「山和荘」 (やまわそう)はお勧めて

す.料理が非常に良くて一泊 2食 7500円 で

す.道に迷つて遅くなり、じっくり味わえなか

つたのが残念でした。 15期遠方組 (間所、佐

野、鈴木と私)は、自峰の民宿で一泊し宴会も

そこそこに、明日に備えました。

熟睡した佐野君を トップになんと3ビ ッチで

甚の助へ行つてしまったのです.学生時代でも

出来なかった快挙かも知れません。同行した 1

3期穂積さんもとんだ迷惑で、早い早いと言つ

ていました.しかしその後疲れが出て、私と佐

野君は御前峰を目の前にして、娘が疲れた事を

理由に頂上に登らず集合場所の南竜に戻りまし

た◆

その後、同期や先輩、後輩との、気の置けな

いワンゲルの懐かしい空気とともに、自山の自

然の中で過ぎて行つた 2日 間は、久しぶりに充

実した時間でした.帰りに寄った「手取温泉J

もよかった.

・・ 。というわけで楽しい3日 間でしたが、好

天に意まれながら頂上を踏まない山行きとなっ

てしまった事が少し悔やまれています.帰って

来て、何気なく読んだ夢枕漠の「神々の山積」

が追い打ちをかけました.「鍛えればまだやれ

そうだ」との思いがくすぶりかけています.

上記本を読んで、節子ちゃんの紀行文を読ん

で、思いは、次は「エベレス ト」です !.

あ !、 その前に御前峰に借りを返さねばなリ

ません。休日ジョギングの再開です。

25年 ら くり の 白 山

17期  宇野 和子

"今年の夏は自山に登るぞ"と いう夫の言葉

によく考えもせずOKしたものの、最後に自山

に登つたのは..:25年 前の様な気がする.

その後は近くの山でハイキング程度の事しかし

てない。それなのに、お気楽おばさんは何とか

なるさと準備を開始したのです。

まず、ポーターとして妹 (某大学ワングル出
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身体力、山行歴共に私より豊富)を手配しまし

た。靴も購入しました (私の山靴は、とっくの

普に処分してしまったので)。 付け焼き刃は役

に立たないとは思うけれど、マンション6階の

我が家までは階段を使う事にしました。あとは

当日のお天気次第. .
そのお天気に恵まれ、久しぶりの白山は30

年前の合宿 トレよりずっとラクでした。妹が一

生懸命説明してくれたお花の名前はなかなか党

えられなかった (最近記憶力が落ちた)けど、

いつの間にか南竜に到着していて、私もまだま

だ捨てたもんじゃないわとつぶやいたのであリ

ました。

他のメンバー (15期 4名 と 13期吉田氏、

そして我が末娘)が山頂アタックを試みる間に

留守部隊としてはテント設営にとりかかりまし

た。おばさん 2人がエッチラオッチラ、テント

と格闘している所に近づいてきた 1人のオジサ

マ、"あんた達テントの張り方知ってる?"そ
の方が大先輩の伊予氏とは露知らず、一応知っ

てますけど.. (だ って元ワンゲルだもの)

と言いながら張り方の順序を教えていただいた。

その直後、偶然出会った 11期森川氏に御挨拶

しようと近づいた時、森川氏の視線は私たちを

通り過ぎて後ろのオジサマヘ。お2人の会話で

ようやくその方が私の 10年上の大先輩である

事がわかり、ハハーッと思わず最敬礼でした。

そんな大先輩とも、一度酒宴が始まれば気軽
に話せて話題の尽きる事がない、こんなOB会
の楽しさは現役時代には想像もしないものでし

た。今年はお花もきれいだった し、先輩後輩と

の交流もできたし、学生のころより数キロ増え

た体でチャレンジした自山は正解だったと言え

ます。

末っ子にも自山体験をさせてゃれた し、唯―

達成できなかったのは私の減量ぐらいで しょぅ

か。

いずれにしてもミレニアムの一大イベントで

あつたことに間違いありません。また次の機会
に元気な顔で再会できることを願って、心のア

ルバムを開じようと思います。

空 が 近 <:こ 見 え ま し た

宇野 春菜

今回、父と母に「白山に登るゾ !」 と言われ

た時、かなりめんどくさいと思いました。疲れ

るのが嫌いだし、山って虫がいるから嫌だしと

かなり不機嫌な私でした。

だけど、いざ登るとなると私はやる気満々で

した。「私はまだピチピチで若いんだから意地

でも登る !」 といっもの負けず嫌いが出たのか

も知れません。

だけど、自山で見た空には感動しました。前

から好きだった空をこんなにたくさん見れるな

んて、すごくうれしくて疲れた事も忘れてしま

いました。山の上は高くて、私の視界をさえぎ

るものは何もなく、空がとても近くに見えまし

た.手を伸ばしたらあの要がつかめるんじゃな

伊予 宇野

宇野

吉田 奥名   高村  松林

間所 椿川 宇野 佐野 田村   松林

青柳           松林

岡部    大西

岡部 岡部 大西 大西  舟田

上馬

森川大西

井上  斎藤

【ミレニアム白山はこれにて解散。また会 う日まで !】
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いかと思うぐらいに。雲より高い所にいるなん

て信じられなかつた.あたりを見渡せば、一面

の空色と花の色と雲と緑だけ。

山の上ではすごくゆつくりゆつくりと時間が

たって行つて、時計を見ようなんて思いません

でした。騒音の中で生活している毎日とはちが

う、川や鳥や草花の音が私には新鮮で心地よか

った。あんな大自然をまんきつ出来るんなら、

自山も「けつこうイイではないか」と今では思

っています。頂上に行けなかつたのが残念で、

必ずもう一度いきたいと思います.

麗賦タト1ヨL Cπ)ヨ

"ゝ

え3ヒ士当イ≧ い

仙田1郷美

旅の醍醐味は、「意外性のある出会い」だと

思うのです。今回の山旅でも、たくさんの思い

がけない出会いがありました。

その 1.ど こに入つていたのか謎を呼んだ

「巨大スイカ」その甘さと大きさは

感涙ものでした.

その2.大 自然に触発されたのか、野生もし

くは青年に戻る人々.

その3.20年 ぶりに夢中にさせてくれた家

型テント

その4.春夏秋が一斉開花したお花畑.

後で聞いたとこうでは、今年は格別

だったようですね。

その5.撤収と朝食準備で賑わうテン場を泡

を食つて駆け抜けて行つたウサギ

『ナンヤネン、ナンヤネン、ド十ィ

ショー～」と言つてましたe

花も、雨も雷も、そして皆さんの姿も、昨日

の事のように思い出されます.

楽しい山旅に御一緒させていただいて本当に

ありがとうございました。

き わ め ノ き

…15期 舟田 節子

「フィルムが落ちてるわよ」「あら、撮影済

みだわ」おばさん達が騒いでいう・

ここは殿ケ池ヒュツテ。私が腰を下ろす前か

らその騒ぎは始まつていた。だから、全くの他

人事で静観し、そこから出発前にはとりわけ、

慎重にフィルム交換もやり、しかとサイ ドボケ

ットに撮影済みを収めたのだ…。まさかまさか

、それが、私のパックポケットからこばれ落ち

たもので、当人より先行しておばさん方の足元

にころがり至つていたとは知るよしもない。

ようやく辿り着いた別当出合。バックポケッ

トのチャックが半開きになつている…不吉な予

感.いや、ちゃんとフィルム類はサイ ドに決め

てたよ。でも、ケビン前での記念写真のあと、

花ロヘ行くという森川さん達を追つ掛けた時に

、とりあえずバックの方へ入れちゃったような

気もするなあ…。

帰宅後、祈るような気持ちで片づけをする.

撮影済みは3本….ん ?少ない.ますます厭な

予感。あれがそうだったとしても…記念写真の

分でなければ、ま、いいか.

翌日さっそ <、 同時プリントヘ。うんうんま

あまあの出来.ギャニ、やっばりない !あれが

記念写真のフィルムだったんだ.ち っきしょう

、あん時、ちょっと、「え、どれどれ ?」 と、

見てさえいえば !だ って、騒ぎの方が先だつた

んだもん.自分だなんて思わないよ !

ともあれ鶴来署へ電話.白山での落とし物な

らと、市ノ瀬案内所を紹介される.

「昨日の午前10時半頃、殿ケ池ヒュッテの前で

落としたんです。」こんなに、場所も、時間も

きちんとわかっている落とし物なんて、やった

ことがない。「それらしいのが、届いています

が、外見は ?」 「白に紫のパ トローネです.」

「それなら、これて間違いないようですね。受

け取り人払いで送りますから、現像して確かめ

て下さい.」

という経韓で、その記念撮影フィルムは、水

曜日に届いたのだ.同時プリントに出し、ケビ

ン前の31名の実顔を確認した時の安堵は忘れら

れない.「そうだよ !みんなに、ミレニアム白

山をお膳立するような善女に、悪いことおこる

はずないよ !」 と、嬉しさのあまり言つたら、

息子の筆量を買つてしまった.

ともあれ、そんな間抜けなハプニングのため

に、ミレニアム白山は、私にとってさらにきわ

めつきの自山になってしまつた。そして、聖書

にある「無くなつたと思った息子が、生きて帰

つてきた」という一節を思い起こしていた.単
に現像して、で済んでしまう筈だったことに、

天と地の思いを味わつたから.感謝の種はそこ

らじゅうにあるものなのだ。

それらの写真は、いつものごとく、木曜日に
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は、原稿請求同封で、参加者に発送されました

。多くの方のフィルムがまだ、カメラに入つた

ままであつたろう、行事 4日後のことです.

したがって、以上のようなハプニング経由で

あったことは、どなたも感知できなかつたこと

でありましょう。しかし、ここに曇露してしま

いました。なんといつたつて、これが、「きわ

めつき、ミレニアム白山」でしたから.

もう 1回記念写真を見てみて下さい。白山権

現の後光を感じるでしよう?!

FROM:Masaaki Ohnishi

SUB:お 礼

18期 大西 正明

"花 。星 。人 in南竜"お世話になりました。

事務局、幹事の方に改めてお礼申し上げます.

早速写真と原稿依頼を送って下さいまして、議

にありがとうございます。妻 (菊路)、 次女 (

沙紀)、 三女 (真実)に感想文を宿題として与

えましたので、たぶん書いてくれるでしょう.

沙紀は当バーティの記録係として、克明にノー

トをとっていたので、期待できるでしょう.

2日 目の行動をお話しします.

エコーラインより室堂に出る.この時期にも

かかわらず、お花畑はたくさんの高山植物が咲

き誇つていた。登りの辛さを忘れさせてくれた

。妻も娘もいたく感激していた。私は花の名前

を尋ねられ、いい加減な答えをしたため、以降

彼女らは私に訊かず、椿川と岡部に質問を浴び

せていた。 (ク ロユリ、ハクサンコザクラ、二

ッコーキスゲ、チングルマ…あと10個 くらいか

な。父のレパートリーは)

室堂を出発する頃から頂上はガスが出始め、

展望は期待できないなと思ったら、御前峰は案

の定。翠が池の雪渓で、岡部の持参してくれた

小豆缶とフルーツ缶でフラッペを。 (こ いつは

相変わらず気の利く奴だ。)子供達はこれにも

感激。

下山の途中雨がばらつき始め、室堂に着いた

ら本降りになった.通り雨と考え、昼食後、小

降りになるのを待つて、黒ボコ岩コースで下山

開始。直後、雷が鳴り始めた。雷嗚は近付く、

雨は激しくなる、休む所はない.子供達は大丈

夫だろうか。小学3年生が二人いるしヽ 沙紀 (

中1)は指を怪我しているし (登山前から骨折

していた.それでも連れてきてしまつた)、 ん

―まいったなと思いつつ歩き続ける。

子供達はよく頑張つた。土砂降りの中で水浸

しになりながらも、登山道が川のようになって

も、 1時間20分、甚ノ助ヒュッテまでよく歩い

た.(この日、増水で百万貫岩で孤立した人が

いたそうな。谷川岳で鉄砲水のあつた日)

甚ノ助 3時半。今度は最終バスに乗り遅れそ

う。ベースをあげて、更に下山。自分の膝もガ

クガクきてる。みさきちゃん (岡部の娘さん、

小学 3年生)、 真実 (同 じく3年生)は大丈夫

かな ?

雨が上がった.90人の団体が今頃登つてきて

る。このおっさん、おばはん連中を待たにゃな

らん.早う通り過ぎてくれ。

別当出合着、 5時20分。ぎりぎリセーフ。疲

れました.妻 (も ちろん主婦専業.体力などあ

りゃしない)も、子供達もよく付いてきてくれ

た。

さて翌朝、身の入つた足を通うように、車の

乗り込み、大阪まで運転。午後、出社。男はつ

らいよ。翌々日、翌々々日、階段を降りるのが

大変。歩いて10分の所へ行くのもタクシーに乗

る.

妻も子も、「また自山に連れてって」とさ。

以上で、私 の宿題はおしまい。また、素晴

らしい企画をお願いします。 (我が家族はどう

やら白山がすこぶる気に入ったようです.あ り

がとうございました.)

いつもお世話になりありがとうございます。

先日の自山登山では家族ともども本当にお世話

になりました.お礼申し上げます。

さて、事務局長殿のご依頼の件、夏休みの宿

題に課した作文が出来上がりましたので、お送

り申し上げます。e― メールにて送ろうかとも考

えましたが、手書きそのままの方が、感動と感

謝の意も伝わろうかと思い、原文のまま送らせ

ていただきます。

残暑厳 しき折、ご健康に留意され、ご活躍さ

れますようお祈り申し上げます.
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白山から下界へ戻られた皆様

その後いかがお過ごしでしようか。

当地金沢ttは連日真夏日、熱帯夜となりこれほど暑い夏体記憶にありません

(ポケが始まつたと表現する人もいる)

ささやかな記念品をお送りしますのでご査収下さい。

以下、記念品の説明

l CDを入れると自動で起動します。

(パ ソコンに入れて下さい)

2 次の画面が表示されます

Photograph:Okuna Masataka

COmp08er :Okuna Masataka

BGM   :キ ロロ「長い問」

Copyngh ;Okuna Masataka

Director  :Okuna Masataka

Date     :2000.08.05-06
2000 花・ 星 口人

終了

3.2000 花・星・人をクリック (左)して下さい。始まります。

4 終了したい場合には 右クリック して下さい。操作メニューが表示されます。

そのなかの「終了」をクリックすると

上記と同じ画面が表示されますので 終了をクリック (左)して下さい。

5,その他の操作は 右クリックで 表示されますのでそこで選択してクリック (左 )

して下さい。

(画面のマウスポインタを移動させても一部の操作はできます)

6 ごゆつくりお楽しみ下さい。

迅速に写真を送り付け、驚愕のうちに、原稿依頼を済ませてしまうのが事務局長の

得意とする所ですが、 (そ う、生徒に頑張リシールをあげる日は、即ち、月謝袋が快

まれている日なんです。)このプレゼントにはびつくりしました。

自分違が主役の画面が出て来る.ビデオがとつくにそうかもしれない…でも、しば

し、風に吹かれて景色を眺めていたい登山には、この静止画像のベースとBGMの方

が、何か相応しく、記憶を重ねるだけの余裕もあって、びったりの気がしました。  :

野沢スキーの時も、加藤父さまの編集ビデオが皆さんを唸らせました。

ワンゲルOBつ てすごいですね.遊び心があつて、みんなをアッと言わせて、それ

をまた、楽しむ.生きる達人なんだって思つてしまいます.

lT革命を恐れる方、何も恐がることはないんですよ !(但し、本人はちと醤つた

だけ)遊ぶ道具と思いなさい !その為には…まず、行事に参加して楽しむことです.
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立 山・ 能登 、同期 会 (第 1～ 3期)報告

3期 西尾 皓史

今夏の、北陸地方の暑さは記録的なもので、雨の降るのを心待ちにしながらも、フ、8

月は雨に恵まれず、カラッカラ天気のまま9月 を迎えることとなりました。

さて、我々、1～ 3期の同期会を、9月 9～ 11日 の3日間、“立山・能登"と 、かつて

現役時代に活動の拠点となつた、思い出の地で開催することになつておりましたので、「7、

8月 は晴れた日が続いたのだから、このまま9月 10日過ぎまで、晴天を持続して欲 し

い !」 と神にも祈る気持でおりました。しかしながら、神に我々の気持が通じなかつたの

でしょうか、その2.3日 前になつて沖縄周辺にあつた大型の台風 14号がゆつくりと北

上し始め、一方、秋雨前線が日本列島にピタリと張り付いたような形で停滞することにな

り、「これは困つたナ。」と、内心、幹事の日頃の行いの悪さを反省しながら、当日を迎え

ることとなりました。

9日朝の天気予報では、「富山県の今日、明日は曇り、ところによつてにわか雨」という

ことでしたので、天候に恵まれなかつたのは幹事の不徳のいたすところと、覚悟を決めて

家をあとにしました。

午後 1時、予定通り、」R金沢駅西口に、安藤、岩井、北、佐々木、鈴木、村田、西尾

のフ人が集合し、3台の車に分乗してケーブルカー :立 山駅に向かいました。立山駅では、

田村、高島の 2人が合流し、早速、地元の名士、高島兄の案内で、立山駅近くの立山博物

館 “まんだら遊苑"を訪れ、地界、天界、陽の道、間の道に我が身をおいて、五感 (見、

聴、香、触、空)を最大限に働かせてみる、という体験をしました。

不思議なもので、この “まんだら遊苑"で体験した後は、それまで胃が痛くなるほど心

配していた天候の事は全く気にならず、「雨が降ろうが、槍が降ろうが、大した問題ではな

い。現役時代の仲間が久し振りに集い、健康で元気である事を確認し合うことがこの同期

会の狙いなのだ。」と悟つたような気持になりました。

美女平行きのケーブルは、 16時 40分発の “最終便"に乗り、美女平からは立山高原

バスで、天狗平の立山高原ホテルに向かいました。

ガスはかかっておりましたが雨は降らず、時折ガスの切れ間から見える鍬崎山や、遠く

にのぞむ薬師岳、更に、眼前に聾えるて見える大日岳 奥大日岳連山に、久方ぶりに感動を

覚えた次第であります。また、高原バスが天狗平駅に着いて我々が下車した時、丁度、剣

岳の雄姿をガスの合間から、この日で捉える事が出来たのは大変ラッキーであつたと思い

ます。

立山高原ホテルには、一足先に第 1期の仙田先輩が到着しており、我々の来るのを首を

長くして待っていたとのことですが、ようやく参加予定の全員が集い、 1年 4ヶ 月ぶりの

再会を手に手をとつて喜び合いました。特に、岩井兄は昨年参加できなかつたので、約

40年ぶりの再会となりましたが、“岩井節"に磨きがかかり、田村兄と工業化学科で机を

並べた中というだけあつて、ご両人の議論の “絡まり合い"は大変興味深いものがありま

佐 安

々 藤

本

【立山高原ホテル前】
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したc

夕食を終えた後は、高島兄の図らいで、“スターウオツチング"を 計画 しておりましたが、

星は恥ずかしがつて顔を出さず、代わりにスライ ドによる、“星の鑑賞会"を開き、高い山

から見る星の美しさ、すばらしさを充分味わうことが出来ました。

その後、せつかく1年 4ヶ 月ぶりに顔を合わせたのだから寝るのは惜 しい、とばかりに

一つの部屋に皆が集まり、40年間の時差をものともせず、年月を行つたり戻つたりしな

がら、留まるところを知らない議論が続き、睡魔に負けて、一人減 り二人減 り、ようやく

全員が眠りについたのは、 コO日 午前 ¬時頃ではなかつたでしょうか。

立山高原ホテルの大浴場は、貪1岳が一望できる位置にありますので、翌朝 5時 30分頃、

空の明るくなり始める時間を見計らつて、剣岳の雄姿にお目にかかるべく、大浴場へ降り

ていきましたが、残念ながらガスがかかつて、剣岳の雄姿どころか数十メー トル先も見え

ず、本当にガッカリしてしまいました。そのうち、OB仲間も各々同じ気持でいたのでし

ょうか、一人二人と、朝風呂を浴びに大浴場に集まってきたが、待つても待つてもガスは

晴れず、お互いに顔と顔を見合すばかりでありましたc

朝食後、 8時 20分、天狗平発の高原バスで室堂平まで行き、そこから、いよいよ雄山

(3003M)へ の登頂に挑戦することになります。

全員から、「登る」と言う快い回答を得て、 8時 45分出発しました。一の越山荘に到着

したのは、最も早い者で 9時 30分、遅れて着いた者でも9時 45分の到着で、ここまで

は、全員落伍することなく、顔を揃える事が出来ました。

天候は曇りでガスがかかつていたが、雨には殆ど降られず、風もなく、大変歩きやすい

状況であつたので、年老いた渡り鳥でも大文夫だつたのだろうと思います。

一の越山荘からは、ホンの一時だけ、ガスが晴れて後立山連邦が一望出来たのは、我々

の山登 りの苦労に対する神様のご褒美だつたのかも知れません。

一の越山荘から、雄山頂上へ登ったのは、 10名 中 5名 で、第 1～ 3期のOBの “登頂

分岐点"は 、この辺りにある、ということになるのでしょうか。

雄山の頂上への一番のりは、教師を辞めてからは、孫のお守と畑仕事が生き甲斐という、

佐々木さんでしたが、頂上まで登つた者、途中で止めた者、いずれにせよ、全員が、久方

ぶりに味わう立山の雰囲気、薄い空気、ガス、そ して身体中から吹き出る快い汗に、充分

満足する事が出来たと思います。

昼食後、午後 1時 40分発の高原バスで室堂平を後にし、美女平へ向かいましたc

西 高 佐 安 田

尾 島 々 藤 村

本

【室堂平にて】

午後 3時 、ケープルカー立山駅で、

に参加する、安藤、北、鈴木、田村、

発 しま した。

ォプショナルツアーには、新たに、

一旦解散し、引き続き、“能登、オプシヨナルツアー"

西尾の 5人 は、今日の宿舎である、氷見に向けて出

登内、北野、の 2名 が参加することになつており、
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【見附～恋路】

二人を、」R氷見駅でピックアップして、“九殿浜温泉、ひみ"に入りました。

登内、北野の御二人とも、昨年参加しておりますので、1年 4ヶ 月ぶりの再会でしたが、

それでも大変懐かしく、ここでも、再会を心から喜び合い、途切れることなく話しに花が

咲き、「また一年若返つた I」 という実感に漫ることができたのは、私だけだつたでしょう

か。

“九殿浜温泉、ひみ"は、小高い丘の上にあり、眼下に氷見湾が広がり、その向こうに、

立山・剣岳の連峯がそびえたつて見えるという、非常に風光明媚なところに位置 していま

すが、当日は、残念ながら曇天のため、立山・剣岳の連峯をのぞむことが出来ませんでし

た。

しかし、外は晴れていなくても、氷見のキ トキ トなお魚は天候に関係なく、キ トキ トで

美味 しい。評判に違わず、久し振 りに新鮮で、深みのある味をもつた魚を十分堪能する事

が出来ましたが、立山へ豊つた後だつたから、尚更美味しかつたのかもしれません。

夕食後は、体力が衰えたとは言え、舌力は益々盛んな登内兄が加わつた事もあり、かつ

ての論客である、元祖鈴木兄、北兄、と口舌泡、とばかりに、政治、宇宙、宗教、哲学、

環境問題から、OB会のあり方にまで話 しが及び、そこに、奇想天外な発想の出来る田村

教祖が口を出すものだから、議論は大沸騰するが、結論が出ないし実 りも期待できない。

横にいる、安藤さん、北野さんが、時々、キツーイ反撃をすると、それにタジタジとな

る場面もあり、大爆笑の中、大変楽しくてアツ～イー時を過ごす事が出来ました。

聞き上手の西尾は、「現役時代もこんな議論をよくしたナ。結論も実 りも期待できない議

論の方が、罪もないし、犠牲者も出なくてよいのかな !」 と一人納得 しつつ、疲れの為か、

遂、うとうととしながら、聞いている振 りをして眠 りについた次第です。

翌日、 11日 は、朝起きて見ると残念ながら、雨棋様の天気で、部屋から眺める、氷見

湾も霞んで見える。勿論、立山・剣岳の連峯は見えないので、「見えぬあたりが、立山 '

剣、、、、。」と替え歌を回ずさんでみるが、空しい感 じがする。

鈴木兄が、「悪いナ、やはり俺が東京から雨を運んできたんだヨ、幹事のせいではない。」

と、しきりに気を使つてくれるので有り難い。

7時 30分に朝食をとつて、8時出発する事となつたが、田村兄が突然、「能量を回らず

に、会津若松へ帰らなければならなくなつた。」と言う。

従つて、 6名が、 2台の車に分乗して出発 しました.

雨は止まないし、時々、気が狂つたかと思われるほど、土砂降りになる。でも、登内兄

は、「カラリと晴れた能豊の海より、雨に霞んだ海の方が、よほど情結があつてすばらし

い。」と、これまた幹事を慰めてくれるので本当に嬉しい。

氷見を出発し、七尾から能豊島大橋を渡つて能豊島の西側を走り、ツインプリッジを渡

つて中島町へと車を進めていったが、雨はなかなか止んではくれません。

中島町～穴水町を通つて輪島市へ行き、輸島の朝市を訪れたが雨が強く、車の中から眺
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めて、匂いをかぐに留めましたが、晴れていればいろいろと買い物が出来たのに :と 残念。

それから、自米の千枚田、曽々木海岸を訪れ、昭和34年 5月 にワンダリングし、テン

トを張つて野営した海岸を眺め、過ぎ去りし年月の如何に大きいかを考えて、つい胸が熱

くなるのを覚えたのであります。

狼煙の灯台は、雨のため、次回にまわすことにしてここをパスし、九十九湾へと車を走

らせましたが、能登の道路は、40年余り前にワンダリングした時に比べると、想像も出

来ないほど立派に整備され、雨の中の ドライブとはいえ、それなりに、思い出深い快適な

ものになつたと思います。

見附島 (軍艦島)の見えるレス トランで昼食をとり、その後、助二郎と鍋乃の悲恋物語

を偲ぶ、恋路海岸へ立ち寄つたあと、穴水から “能登有料道路"を経由して、金沢への帰

途につきました。

来年は、“冬のスキー合宿"の舞台となつた、山の防 。平岩周辺で開催することにし、全

員が元気な姿で再会することを誓い合つて、解散した次第であります。

(参加者名簿)

・第 1期 :仙田厚太郎、

日第 3期 :安藤道子 (旧姓、柿谷)、 岩井 修、北野倫子 (旧姓、加藤)、 北 正昭、

佐々木美穂子 (旧姓、宇野)、 鈴木兵一、高島 誡、日村昭夫、豊内部夫、

西尾皓史、

'第 7期 :「特別参加」村田暴恵 (旧姓、木下)

な つ か し い 古 い 雇質 、 み Lノし カミj祗負t,じ よ :

昭和 43年卒 (9期) 鍋島 武

IT時代は怖いですね。東京で、KUWVの 顔合わせ会をひつそ りとやつて

いることが、インターネ ット経由で、KUWV・ OB会のお母 さまにキャッチ

されることになりました。それで、何か一筆をとの依頼を受けてしまつた次第。

ということで斜め読み用の駄文をメモ しました。

■.な が ～ い 付 合 い の フ ンダ

フ
~

昭和 43年春、KUWVを 卒業。転

勤での出入りはあるものの、常時 6,

7人が東京周辺に在住。東京に来た頃

は、一年先輩のキリンピール社勤務の

藤井信晴さんにキリンビアホールで

よくご馳走になつた。それ以来 33年

間、毎年一回くらいは 43年卒を中心

に、顔合わせ会をやつている。酒のつ

まみに、高度で難解な話は不要という

ことで気楽な会話に終始。 (小屋酒場

で飲みながら、大論文をものにする御

仁は偉いと思う。何時だつたかの数式

は私にとつて難解だつた。理解不能だ

った。)

会社では、悔しいこと、泣きたいこ

とはたくさんあろうが、この顔合わせ

会では、愚痴話は出ない。みんなの元

気な顔をみて、また明日からしつかり

やらなくちやと、自分で自分を励まし

ながら帰宅する。

それでも、一年くらいたつと、つい

会いたくなってしまう。誰かが呼びか

けの案内書を出す。そして集まる。と
いう事の繰り返しの K― 卒後 33

年の付合いだ。

2.古 い 顔 を一 言 で 紹 介 :

そんな彼 らも会社ではそれぞれ自

分としての最大限の役割を果たし、家

庭での子育てもほぼ終盤戦。K― ・

OBに、もうひとつ○○会社の OBと
いうことで、二つの OB称号を持つ年

代となつた。これからの 33年間 (K

UWV卒 業以後の年月と同じ年限を

今後生きるつもり)、 何の現役として、

どう生きるかを自問している年代だ。
この顔合わせ会の常連達の顔を独断

と偏見で表現してみましょう。 (敬称

略、おべつか略、順不同)
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◇伊藤博道 農林中金の金融マン.学
生時代と全く変わらぬ紳士。頭は真つ

白。頭の悪いKLMの 友人の面倒を

長年みたせいかも?(私、感謝してい

ます。)

◇伊藤俊成 昔流で言えば、電電公社

マン。体型は学生の頃と同じ。髪は自

が目立つ。日本 ITを世界一にするた

めの鍵をにぎる通信事業を頼みまつ

t。

◇吉田洋二郎、森本千秋 土木・橋梁

の専門家。この二人は、「あの橋は俺

の設計、このトンネルは俺の設計…」

と、自分の仕事が眼に見えるうらやま

しい方達だ。頭を使つているせいか、

おでこは少し広くなったかな。

◇清水一 化学の仕事で、60歳まで

の生活基盤は確保済み。そして、次の

人生の準備を怠りなく挑戦中。高齢化

社会では尊敬に値する人物。頑張れ !

◇保田教 現在、東京に単身赴任中の

エンジニア.華麗なスキーは昔のまん

ま。みんなの「保田、早く北アに別荘

造れ !」 の声に奮起するかも。乞うご

期待。

◇山中重夫 松下マン。数年前に東京

に転勤。元のまんまの 100%関西人.

全く変わらぬ好人物の一人。 (で も幸

之助さんとは別タイプよ)

◇青柳健二 最近よく顔を出してく

れるよき銀行マン.先輩達のことが少

し心配なのかも。金融業界の荒波を乗

りきつて頂戴。  ´

◇四十万利之 三菱重エマン。世界の

環境を守るため、改善のためのお仕事

とか。後輩の顔合わせ会にいつも参加

して、後輩の成長を喜んでくれるお兄

さん。あの面構えには変化なし。

◇鍋島武 損保マン.情報システム、

保険営業、保険業務、ニューヨーク・

ョーロッパ駐在 と担当業務はよく変

わるが、真剣度合いが足りぬもその証

拠に、体型、髪に変化なし。

◇藤井信晴 顔合わせ会のきつかけ

のためにビァルをご馳走してくれた

篤志家.転勤等で 25年位、お会いで

きず。2年前に名古屋から、“20数年

振りに上高地に行つた"と のお便りあ

り。(お会いしたい。今度はビール代払

います。)

◇この他にも、吉田圭子さん、北川邦

夫さん、上村人史さん、山口裕さん、

森川功さん、島崎隆信さん達が元気な

顔を見せてくれたことがあります。

(私にはボケの初期症状あり。忘れた

お方もありそう。ご容赦を !)

3.自 山神 社 の近 所 で仕 事 !

人間の縁 0運とは不思議ですね。今

年 7月 から私の新職場(会機 は、霊峰

白山信仰の自山神社 (西暦 948年、加

賀の国一の官白山神社を祭つたこと

に始まる。)の ご近所だ。かつカロ賀百

万石の上屋敷跡 (東大本郷)の近所で

もある。夕方には、ビルの谷間から富

士山が見えたりもする。K― 卒業

生にはびつたりの地だ !K― 一

年生、三年生、四年生の三度にわたり、

オープン山行のポッカ隊に志願し、霊

峰白山に金大の学生さんをたくさん

お世話したのを、神はみていたのだ。

神からの贈り物かも。
この会社は中堅損保三社で作つた

損保システムの共同ソフト開発会社。

ケチ精神でコス ト削減を目標に創設

した割勘会社だ。従業員、役員もほと

んど出向。私は三社持ち回りの当番社

長。2年後にはパ トンタツチで、失業

確定済。
2年後にどなたか雇つていただけま

せんか。賞罰なし。特技なし。セール

スポイントは、今年 11月 26日 (日 )、

“新宿・青梅間4 3kmかち歩き大会"

に完歩をめざす健康指向くらいかな。

これでは高齢化社会ではただのゴミ

かな。

4.KUWV顔 合わせ会は永久に不

減だ !

人のつながりとは不思議なものだ。

何の接着剤もないのに何十年もくつ

ついている。くつつくための特別の努

力をしているわけでもない。なのに一

年に一回くらいは顔をお互いに見た

くなる。そんな気持ちにさせてしまう

KUWV集 団だ。今後もそうなんだろ

うな。

名古屋の吉田幸造さんから、「12月

8日 、東京に出張する。顔合わせ会ひ

らいてよ」の要請あり。もちろんみん

な集まるよ。また、水戸の柴田勝之さ

んからも次回出席の声が届いている。

長嶋さんは、「巨人軍は永久に不滅

だ」と言つた。私たちは “KUWV顔
合わせ会は永久に不滅だ"と 思う。

(不減の巨人がどうして日本シリーズ

第一戦、第二戦落とすの。長嶋さん、

松井さん !心配させないで !)

以上

(2000.10.31記 )



1 3期  同 期 会 報 告

13期 柴田 茂樹

初めてお便りします.ワ ンゲルのホームページいつも楽しく拝見しています.奥名氏の

ご尽力には常々感謝致しております。しかし『OB通信』の 13期欄がず―と空自のまま

で寂しい想いをしていまして、そこで今回初めてお便りします.

我々 13期では、ここ7～ 8年毎年晩秋に旅行をしています.足腰の弱つた我々ではと

てもワンデリングは叶わず、もっばら温泉が主流となっております。

今年は総勢 9名が参加、吉田穂積君の幹事で軽井沢に集合、草津温泉に泊まり、自根山

を経由して志賀高原で遊び小布施で解散しました。我々 13期 には酒豪というほどの者は

なしで、わずかのお酒でバカを言つては一年一度の楽しい時間を共有している次第です。

参加者は、伊藤純治、岩田実、大島良治、島崎隆信、橋正徹、吉田穂積、吉本良治、柴

田茂樹・翻子.記念写真を添付します.10期 ～ 16期の皆さんには見覚えの有る顔もあ

るかと思います.

ではまた皆様からの『お便り』を楽しみに、 ・・・。

キン|●へ
'ロ

「

]募胡 挙 卜1晟拳 手 ?
もと36期 奥出 聡美

こんにちは。もと 36期の旧姓 。新道です。途中で退部 してしまつた (だから「もと」36

期)私に、何がどうなつたのか、舟田さんから原稿依頼を頂きました。舟田さんによると

「同期会が開かれていれば、同期会報告を。今はちょうど、披露宴や披露宴の二次会が同

期会代 りになつているのではと思い、お願いすることにしました。」とのことでした。6月

にあつた、私と 33期 の奥出さんとの結婚二次会のお話を…、とい うことのようです。

舟田さんの言葉どお り、特に同期会がなくても、36期近辺では今まさに結婚ラッシュで、

約 2ヶ 月毎、どうかすると lヶ月毎にワングル 36期近辺大集合の機会がやつてきます。こ

こ半年あまりを振 り返つてみても、6月 に信州で私と奥出さんの二次会があり、7月 に名古

屋で 36期 。清水勇一くんの結婚披露パーティーがあり、8月 に琵琶湖で 36期 。石川明弘

くん結婚おめでとうバーベキュー大会がありました。すごいですね。こう立て続けだと、

なんか焦つて結婚 して行くようだ… (実際、清水くんは披露宴の会場で「ワングルの同期

が結婚を決めていく中で焦つてしまいました」とか言つてました。すごい理由だ。)。 加え

て、立川くんも朝曰くんもパパさんになり、36期はおめでたいニュースだらけです。

舟田さんいわく、結婚ラッシュも終わって、皆で会 う機会がなくなつた時、同期会をや

りはじめた、とのことでした。でも、多分 36期 に同期会は必要ないのでは、と思われます。

結婚シーズンが終わつても、36期には一年に 2度、追悼山行 と蒲原君のお墓参 りという、

一堂に会する機会があるからです。それを仮に「同期会」とすると、幹事は蒲原君 と蒲原

君の御両親ということになるのかな。この場を借 りてありがとう。

追悼山行については、蒲原君の御両親を始め、いろいろな方の記事が「やまざと」にすで

に載つていることと思います。そこで、今回はお墓参 りについて、しかも、蒲原君を偲ぶ

おはなしではなくて (蒲原くんごめん)も つばら「蒲原家における宴会の定番」について

お話 したいと思います。

私自身は、「毎年恒例の蒲原君のお墓参 り」には、3年前から参加 しました。参カロするの

は今年で 4回 日です。でも、36期 で行くお墓参 り、は、多分、追悼山行が始まつた年から

平行 して毎年あつたのではないでしょうか。そうすると、もう8回目くらいになるのかな ?

このお墓参 りは毎年、追悼山行が終わつた後、10月 か 11月 頃あります。石川くん、新倉く

んなど、誰かがみんなの都合を取りまとめて、日取 りを決め、蒲原さん宅に一泊の予定で、

みんなで押しかけます。他の人は知らないけれど、私は結構このお墓参 りを楽しみにして

います。「お墓参 りが楽しみ」なんて変ですけれど、蒲原君のお墓は交通の便の悪いところ
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【お墓参 り】

にあつて、車を運転できない私はなかなか一人ではお墓参 りに行けないのです (一度電車

で行って、本当に大変でした)。 だからこの機会を逃すと、今度いつお墓参 りにこれるかわ

からない、という理由から「これはいかねば」と思つてしまいます。あとは、やっぱり、

なんだか楽 しいからかな。

お墓参り当日は、お昼ごろ大垣駅に集合して、車に分乗して蒲原君のお墓に向かいます。

お参 りをして、蒲原くんに久 しぶ りの挨拶をして、それから近くの芝生がきれいな公園に

行つて、敷き物に座って、蒲原おfilさ んお手製のお弁当を食べます。そして、最近の傾向

では、なぜかスポーツに興じます。一年一年、体力がなくなつて動かなくなる人 (石川 く

ん、粛のことだよ)、 なぜか激 しくスポーツしてる人、寝ちゃう人、などなどなど。

夕方近くになってから蒲原家へ。夜はお母さんのおいしい手料理 (名 古屋のごちそうと

いう感 じ)を頂いて、飲んで騒いでいろんな話をします。わいわいと夜もふけてくると、

お父さんにスイッチが入つて歌い出します。それから近くの銭湯に行つて、だれそれは腹

が出てきたなんて言いながら、蒲原家に布団をぎゅうぎゅう敷き詰めて、みんなマグロの

ように横たわって寝る…、というのが蒲原家ワングル宴会の定番です。なんだか学生みた

いで、いいでしょう。

清水くんの結婚式のように、名古屋でみんなが集まる時や、機会なんてなくても「遊び

においでよ」と蒲原さんから声がかかれば、こんないつもの楽しい蒲原家の宴会が待つて

います。蒲原お父さんお母さんに感謝感謝感謝です。もちろん蒲原くんにも。

ちょつと関係ないですが、蒲原お父さんお母さんといえば、この結婚ラッシュシーズン、

当人たちの次に忙 しいのは、まさに蒲原夫妻ではないでしょうか。二次回出席率ナンバー

ワンだし (推定)。 なにゆえ忙 しいかといえば、36期近辺のワンゲラーが結婚した時、蒲原

さんが必ずくれるプレゼン トがあるのです。蒲原家に遊びに行つた人なら誰でも知ってい

ると思いますが、蒲原新太郎さんは歌がうまい !ギターもうまい :の です。そして、結婚

した私たちのために、一曲選んで、門出のお祝として歌つてくださるのです。そして曲の

間奏中に、お父さんのギターの調べに乗せて、お母さんが 「はなむけの言葉」を朗読して

くださるという…、よいでしょう、よいでしょう。 日頃、辛口なお言葉を頂いているだけ

に (?)本当にじ―んとしてしまいます。私と奥出さんの時は、蒲原家の居間で、吉田卓

郎の 「花嫁」を歌っていただきました。 じ―んとしていると、「なんで泣かないの。 (34期

の)金田くんの奥さんは涙ぐんどつたよ。」とお叱りを受けたけど。清水くんの時は、藤井

フミヤの 「■ lle love」 を、石川くんの時はサザンの 「TUNAMI」 を歌つてくださり、

その時はなぜか (?)我々も一緒に歌いました。

蒲原さん、蒲原君、我々の永年同期会幹事として、今後ともよろしくお願いいたします。

では、11月 にお墓参 り、楽 しみにしています。

(舟田さんへ :我 々の二次会とは全然関係ないことを書いてしまいました。すみません)
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オ ブ ラ チ ナ ヤ 山   (1 8
登 頂 記

7期 村田 泰恵

20oo年 (平成 12年)10月 24日 (火曜 日)

新芽が吹出す 4月 末、R氏よリロシア沿海州

の山に登らないかと声がかかる.

20年間山登りと無縁で過ごし、 3年程前よ

り再び山に登り始めたものの、新参者はなかな

か仲間に入れて貫えず、かと言つて、今更、○

○山同好会なんぞに入ることも出来ず、一人寂

しく安全登山をしていた者が、飛び付くのに数

秒も必要としなかつた。

総勢 5名 、男 3名 、女 2名。女 1名では不都

合ということで、私にお声が掛かつたらしい。

でもそんなことは問題ではない. 1人では決し

て行くことが出来ない山に登れる。それで十分

だ.

目標にオブラチナヤ山が選ばれた理由はシホ

テアリン山脈で最も高い山、しかも、この山に

登った日本人はまだいないだろうということで

あったらしい.標高 1854m。
辞しい地日が手に入らない.こ こからが私の

出番だ。理学部地球学科に行けばあるのではと、

聞きに行くと、何と、毎年、その近く (100
Km程手前)へ研究のため調査に行つている研究

室があったではないか。
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そのポスは、最も詳しい地図で、アメリカ製
の 20万分の 1の沿海州全体の地図を持ってい
た。コピーのため、借用を申し出たが断られ、
その代わり、オブラチナヤ山近辺のコピーのみ
貫うことが出来た。ウラジオス トクからオブラ

チナヤ山までのョビーが欲しかったが、とても

それ以上頼める雰囲気ではなかった。最初は同
じ研究の競争相手ではと疑われたが、純粋な登
山であることは一応納得して貰えた ?よ うでは

あった。
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そのポスの話によれば、彼等がその地に行 <

時は、軍用 トラック並の車で、ビス トル持参の

護衛を連れて行くとのこと。我々が行きたいと

思つているところは、戦車でもないと行けない

とのこと。又、その辺りは、山賊 (強盗)、 ト

ラ、熊、マムシ、蚊、ダニが出、特にやっかい

なのが、ツツガムシ病のリケッチャーを持つた

ダニだとのこと。人間の身体に食い込んで、取

るのが大変とのこと。暗に、君たちでは無理で

しょうと言つているようであった。

この話を聞いて、女 1名 が、怖気付き、降り

てしまった。替わりに男 1名 が補充された。

この研究室が、その地方を研究対象としてい

るのなら、ひょっとして、学生が関連のホーム

ベージでも作成しているのではと、インターネ

ットを開いて、探して見ると、案の定、学生が

作成したホームベージを見つけることが出来た。

そこには、 トラの足跡やマムシ、川を渡る トラ

ックなどの写真が写し出されていた。

それらの資料を基に、 R氏がウラジオス トク

の既知の通訳と十数回にわたる電話やファック

スのやり取りを行ない、計画は着々と進行して

行つた。 R氏 とM氏によって全ての細かい段取

りがなされ、 R氏よりの計画書が出されること

数回、打ち合わせ 4回 .私の仕事は唯、当日、

皆のお荷物にならないような体力をつけておく

ことだけだった。

オブラチナヤ山登山の 1週間前のワンゲルミ

レニアム白山登山は、格好の トレーニングの場

になることは間違いない。しかし、今年はまだ

山らしい山には一度も登っていなかったため、

その自山登山でさえ、覚束ない状況であつた。

よって、その 1週間前、 トレーニングに選ん

だのは、ロープウエイで簡単に登れ、 1人でも

安全な西穂高岳であつた。 7月 29日 、西穂山

荘より、ガスの中、独標まで往復し、 30日 は

上高地へ下り、無事 トレーニング終了。お陰で、

8月 5、 6日 の自山登山も後輩に迷惑を掛ける

ことなく、楽にこなすことが出来た。

8月 10日、金沢を出発。蚊、ダニ、獣、強

盗対策も怠りなく、新潟より飛行機で 1時間半

でウラジオス トクに到着。ロシアもあまり涼し

くはなく、ウラジオは湿度が高く、日本の梅雨

時のようであった。霧の町と言われるのも頷け

る。

11日 、我々日本人 5人 (男 4名、女 1名 、

平均年齢 57才 )は、ロシア人の通訳、その助

手、山のガイ ドと、チヤーターしたライフル銃

所持の運転手付六輪駆動の軍用 トラック (タ イ

ヤの直径 lm以上、搭載ガソリン 12002、
水深 lmの水の中も平気で渡れる)でウラジオ

を後にした。走ること 5 5 0km、 橋の落ちた川
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【登頂前夜】

を渡ること20回 以上。オブラチナヤ山の麓に

着いた時は夜 9時。それから、食事の用意をし、

眠 りに就いたのは 12時過ぎだつた。

翌 12日 、朝 7時テン ト場に、護衛の運転手

を残 し、 9人で出発。ロシア人は、殆ど空身、

水と食料のみ。 日本人は着替えから雨具、カメ

ラ、食料、ツエル トと、かな りの荷物を背負つ

ていた。

上 り 1 2km、 道無き道を、殆ど休みな し。 し

かも、私の前にすく
゛
人がいなくなり、進むべき

方角をいつも探さねばならず、倒木を越える

もハイマツ漕ぎをするにも足の長さが足 りず、

体力の消耗は甚だ しく、男との体力の差を痛い

程感 じる。私の背の荷物が少 しずつ軽 くなる。

そうしなければ、男性について行けない。

かって、大昔、自然の中で暮 らしていた時代

は、男女の役割分担がはつきりしていた意味を、

今回、初めて実感する。 しか し、現代社会では、

男のみの出番が失われてしまったことも、はつ

きりと見える。山登 りをしている男性は、安心

して。奥さんや子供を連れて、山登 りをすれば、

お父さんの家庭での地位が上昇すること間違い

な しだ。

標高 1200mで ようやく森林限界に到達、

周囲の山並を見渡せることが出来た。山並はど

こまでもなだ らかで優 しく優美だ。

しかし、ここでも 5分と体ませてもらえず、

山頂を目指す。標高 1600m、 我々が熊平と

名付けた場所には、辺 リー面、月の輪熊 (ロ シ

アではヒグマより大きいそうだ。体長 2m位 )

の足跡だらけだった。ここにだけ水場があり、

体力の限界に達 していた私はここで、皆の戻る

のを待ちたかったが、熊の出現が危ぶまれ、更

に皆と前進せざるを得なかった。

ここからは空身での頂上往復で、疲労困鯨し

ていた男性も元気回復し、吾先にと、ガレ場を

1854mの 頂上目指 して歩き始めた。

14時、ガイ ドと 2人になった私は途中でも

う歩けなくな り、座り込んで しまう。英語もあ

まり話せないガイ ドが一生懸冷・fivc minutes"

と言ってくれるのだが、私にはそのまま信 じら

れず、f fty minutesの 間違いかも知れないと

思い、見えない頂上に向かい「ヤッホー、ヤッ

ホー」と数回呼んでみるも、帰つて来る声はな

し。これで、やはり、頂上まで 5分では行けな

いと判断。 2、 30分 歩 く気力はもう残つてお

らず、ガイ ドに、「ここに残る」と宣言。ガイ

ドもとうとう諦めて、私に、決 してここから動

かないようにと言つて頂上に向かつた。

待つこと40分で皆が、上から下りて来た。

その時は、まだ、下りがあるのだから、無理を

しなかったのは正解だったと、自分に言い聞か

せていた。 1ノ かし、後から、私がギブアップ Lノ

た場所から頂上まで標高差 50m、 距離にして

200mと 聞いた時には、正直、頂上に行かな

かったことが残念だった。この日、歩いた距離
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は 3 0km、 その内のたつた 200m。 あの時、

上から、 [残 り、 200mだ 」と、声を掛け、

励まして <れる仲間がいれば、きつと登れだろ

うと思うと、一。初めて一緒に登つた仲間にそ

れを求めるのは 酷だと分かつてはいる。彼等

も疲れ、他の人を省みる余裕が残つていなかつ

たのだからと。しかし、一。

15時、下 り開始。上りのコースとは別で、

尾根二つ離れてる。所々、切れてはいるものの、

一応道が付いておりほつとする。車が林道奥ま

で入れる時は、この道が登山道となるのだ。喜

べたのは 19時 、林道到着まで。ここから、更

に 1 2km、 死の強行軍が待ち受けていた。これ

らの林道は恐 らく、 3～ 40年前、伐採 した木

材を運び出す為に作 られ、現在は殆ど用がない

ものと思われた。周囲の山々の本がいづれも若

く、大木は見当たらず、ウスリュウー川の本流

に、人が渡るために使われていた材木のみは数

百年は経ていると思われる大木であつた。林道

の奥には材木の集積場があるが、 2週間程前の

台風による、大洪水で、殆どの橋は落ちており、

車が入つた跡は見当たらなかつた。

獣に襲われる危険があるので、明るい内に、

森を出なければならない。 日没は夜 9時、残 り

時間は 2時間、途中、アムール虎の足跡 (1週

間前のもの)や熊の糞 (昨 日のもの、米 1 0kg

位の量)が数力所あり、「暗くなつたのでマム

シに気を付けて」と言われたが、そんなことを

考える余裕もなく、皆、唯、黙々と必死で歩い

た。

時速 6 km、 向こうにたき火の明かりが見えた 1鎧

嘲 ま利 こ嬉しかつた「 毛[孫
「

森亀あ悪点。
は

しかし、そこから、キャンプサイ トまでは、

さらに 6 kmあ る。皆、限界に来ている。ガイ ド

が通訳の助手を連れて、キヤンプサイ トまで行

き、 トラックで迎えに来ることになり、二人は

出発して行った。

待つこと、 2時間、 3時間、 トラックの音は

しない。聞こえたのはライフル銃の音、一発の

み。満天の星空、満月が段々と高くなり、流れ

星が一つ、二つ。何かあつたに違いない。しか

し、暗やみの森に入って行くことは出来ない。

焦る一人は、進もうと言う。 しかし、通訳に、

ここで待つようにと止められる。先が長くなり

そうなので、枯れ木を集め、道端で火を炊く。

やはり、火はいい。人を落ち着かせてくれる。

真夜中、 0時半過ぎ、遠くで、微かにエンジ

ン音が聞える。ウスリュー川の本流を渡つて、

この車道に入つている車は、我々の車以外はほ

とんどいないはずだ。間違いない。皆の期待に

応えるように、 トラックの轟音が近づいて来る。

トラックが止まり、運転手が下 りて来る。お互

い、駈けより、感謝の気持ちと無事を喜び、手

を取合う。 トラックに備え付けられたコンテナ

の中のマットレスに、皆、倒れ込む。今まで寝

転んでいた砂利道に比べ、このマッ トレスの何

とソフ トで寝心地のいいことか。

迎えが遅れた理由はやはり事故だつた。疲れ

切つたガイ ドが途中転倒 して、怪我をし、まと

もに歩けな <な り、遅くなったとのこと。でも、

大した怪我にはならなかったと知 り、皆ほつと

する。キャンプサイ トは撤収 して来ており、20

分程、走つた道の脇の空き地で車を止め、キヤ

ンプをする。私は立ち上がる元気もなく、ビー

ルに一口、口をつけただけで、何も食べず、横

になったまま。流石に男性陣は元気。日本人初

登頂のお祝いと、車の外で花火をしている。花
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火のお返 しに、ライフル銃が 5発、 ドーンと、

すごい音だ。これでは、命中すれば、虎も熊も

ひとたまりもないだろう。午前 1時半、アッと

いう間に、深い眠りの中。

翌 13日 、日覚めはスッキ リ。テン トの横に

虎とシカの足跡、 2週間前のものとか。シカは

ここで虎の餌食となったのだろう。大体、尻尾

まで入れると体長は4mはあるとのこと。最近

はかな り数が増えているとのことだ。

ここで、お腹をダニに食い付かれた人が一人。

ガイ ドがダニに油を塗 り、私が持参 した木綿糸

で、ダニの身体を縛 り、ゆっくりと引つ張る。

ここで大事なのは、食い込んだダニの頭を千切

つて残さないことだ。数回、糸が外れた後に、

するりとダニの身体が人間の肉塊より、抜けて

来た。後は、仲間の医者が持参 した抗生物質を

処方 して、―件落着。マダニは家ダニと違い、

ツツガムシ病の病原菌を媒介 しているため、厄

介なのだ。この後、ウラジオのホテルに戻つて

から、更に、 2名 の犠牲者が出る。衣服やザ ッ

クに付いていたのを、部屋に持ち込んだ結果ら

しい。

夕方、 7時、無事ウラジオス トクのホテルに

戻る。

翌 14日 は通訳の案内で、市内を回つたが、

車の数が多 <、 殆ど観光らしい観光は出来なか

った。 65万人の人口に20万台の車、その 9

割l以上が日本車、それも中古どころか、廃車に

なった車が多い。車体に描かれた文字はそのま

ま、洗車などしたこともなく、サイ ドミラーが

取れようが、フロン トガラスにヒビが入ろうが、

凹もうがお構い無 し。信号は少なく、 1 0 0km

で車が走っていようとも、人はゆっくりと横断

する。車に跳ね られないこつをここで会得。日

本人は車に跳ねられまいと、走るからいけない

のだ。人が車の速度に合わせようとするのでは

なく、車を人の速度に合わせさせることだ。 し

かし、ロシアのように道が広くないと無理かも

知れない。

町の中を歩いている若い女性のファッション

は素晴 らしい。カラフルでデザインも様々、田

舎に行つてもそうだ。ノープラ、へそ出し、透

け透け。男性でなくても、目が点になる。それ

に比べ、男性のファッションはまるで垢抜けな

い。背広姿は殆ど見られない。

町には大挙 して中国人の観光客が押 し掛けて

いるため、我々が歩いていても、誰も振 り返ら

ない。幸い、危険を感 じたこともなかつた。 日

本で思つている以上に安全で、物価も安 <、 楽

しめた。

惜 じむらくは時間がなく、慌ただしい旅だつ

たことだ。「今回は、観光でなく、山登 りに来

たのだから」が、 リーダ=の 口癖であつた。

日本人初登頂の人はいいよ。そうでない私は

どうなるのと言いたいところだが、三度と出来

ない、したくない、冒険旅行であつた。

でも、誘われれば、また、懲 りずに出掛ける

ことは間違いない。

2000年 8月 23日 記

【初めて持つたライフル銃。ガイ ドと】

【トラの足跡 (2w前 )】
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私 の 山 ス キ ー の 楽 し み 方

26期  畠山 潤

26期の畠山です。住んでいるところは新潟県

上越市、水族館の隣で、窓を開けると日本海が

広が り潮の香 りがする。夏は最高だが、冬は荒

れ狂う海と強風の毎日である。転勤で 4年ほど

前に群馬から引つ越 してきた。

家族構成は妻と子供が二人。妻とは私が仕事

でつくばの電総研にいたときに知 り合つた。そ

の当時彼女は電総研の山岳会に入っており、何

度も一緒に山行を供にした。昔段から山の話が

できるパー トナーであり、植物園の研究員だつ

たので私の高山植物の先生でもある。

OBに なってから山スキーを中心にした山行

を続けている。山スキーの魅力を語つた本は山

ほどあるが、私の場合は雪山登山のラッセルに

おいて、スキーは絶大な効果を発揮することを

知ったのがきっかけである。ワカンで腰まで潜

る雪でもスキーだったらスネく
゛
らいですむ。下

りのスピー ドは更に圧倒的である。単独登山で

は、な <て はならない道具であり、スキー登山

の快適さを覚えてしまったらワカンを履いての

雪山はもうできない。

`85年のゴールデンウィークに自山からベル

クハイムまでの縦走をしたことがある。殆どが

雪の尾根の経走だつたので単調に歩くだけでよ

く、比較的スムーズに 2泊 3日 でベルクハイム

に下山できた。 しかしこの時スキーを持つてい

れば、もっと刺激的な縦走 (笈からの滑降など

考えただけでわくわくする)に なったはずであ

り、更に 1泊 2日 に短縮できたと思う。

`86年早春には岐阜県平瀬から入山し、別

山東尾根を登って、加越国境を経て大日岳、火

燈山の尾根から、山中温泉に下 りて日本海まで

歩いた。 1週間かかつたが、この時はスキー縦

走だつた。

OB2年 の卒業まで自山、医王山、加越国境、

犀奥の山々をスキーを履いて頻繁に登った。残

念だったが登れなかったのは 2月 の高三郎山の

クラコシ尾根 (新道)だ。厳冬期の自山も、美

女坂に掘つた雷胴で 1週間粘った後に退却させ

られた。このころあくまでもスキーは歩行用の

補助手段であり、ワカンの代わ りであった。

卒業 してからはしばらくゲ レンデスキーに興

じ、スキーテクニックの向上に努めた。歩 くス

キーだけでなく滑降をメインとした山行をや り

たかったからだ。

このころ住んでいた群馬県安中市は妙義山の

麓で、谷川岳、尾瀬の至仏山、浅間山には車で

1時間程度のところにあつた。

6月 中旬まで滑走可能な谷川岳芝倉沢はよく

通った。ゲ レンデスキーヤーが集まり、競技用

のポールが立てられるマチガ沢と違い、一の倉

岳の ビークから滑走可能な山スキーヤーだけの

静かなロングコースだ。 一の倉沢も―度滑っ

たが、急なだけで滑走距離が短かった。やはり

頂上から滑走するのは気持ちがいい。マチガ沢

もオキの耳ピークからの滑走が可能だと思うが、

頂上直下はかな り急でスーパーテクニックが必

要だ。谷川岳では芝倉沢がベス トだ。

11年ほど前、高崎の ICIス ポーツ店で長

さ60cmの スキーを見つけた。店員によると、

春山の下山などに使うと便利という。今やゲレ

ンデでも珍 しくないファンス

キーだが、元はといえば山の道具だつたのだ。

靴の大きさと大 した変わらないこんなちっぽ

けなスキーで滑れるかどうか分からなかったが

一つ購入してみた。

次の週、会社の山岳会の日本海から栂海新道

を経て白馬岳に至る縦走に携帯 していった。短

い分だけ軽くてたいした荷物にならない。朝 日

岳の下 りで初めて滑ったが思ったほどバランス

取 りが難しくない。かなり攻撃的な滑 りも可能

だが、スキーとスタンディンググリセー ドの両

方のテクニ ックをあわせて滑るような感 じだ。

競技スキー専門のもう一人のメンバーはグ リセ

ー ドの技術がないせいかうまく使いこなせなか

った。 6月 初旬の大雪渓は完全に雪に埋もれて

おり、雪質も良かったため標高差 1400mの
滑降を満喫できた。

以後雪渓の滑降可能な夏山には必ずショー ト

スキーを携帯 した。鳥海山、飯豊山石転び雪渓、

【谷川岳芝倉沢源頭の一の倉岳頂上からの滑降】
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針ノ木雪渓、北岳大樺沢、穂高涸沢、飢岳小窓、

三の窓、長次郎、平蔵、鋼沢等、名だたる雪渓

は殆どこれで滑つた。

家内と結婚する前、一緒にゴールデンウィー

クの白山に登ったことがある。この時私は単独

一里野スキー場から入り、室堂で彼女のパーテ

ィーを待った。季節はずれの lmを越える降雪

があり、尾添尾根の天池付近で 2日 ほどビバー

クする羽目になったが、新雪を巻き上げながら

大汝峰頂上直下の滑降は気持ちよかつた。この

頃の自山はスキーヤーのメッカで、スノーボー

ドを担いでくるものもいた。

スキーのメッカといえば尾瀬の至仏山も同様

である。休日の頂上にはた<さ んの人が集い、

尾瀬ヶ原を目指して無数のシュプールがつけら

れる。白山同様、技術的に難しいところはなく、

真っ白いムジナ沢の広い斜面に飛び込むだけで

よい。滑り終えた後は、所々雪解けたところか

らのぞく水芭蕉を眺めながらの政策を楽しむこ

ともできる。

ゲレンデスキーは専ら子供を背負つて滑つて

いるが、山スキーにまで子供を連れていくのは

まだためらいがある。もう少し大きくなってス

キーの基礎を覚えたらついてくれるかどうか。

今年の冬は戸隠小舎 (カ モシカ同人のメンバー

がよく集まる)にいってクロカンスキーから始

めてみようか。子供の成長は楽しみのひとつて

もある。

昨年から再び少しずつ山に行くようになった。

子供と遊ぶ約束があるので日帰り、それも数時

間で戻つてこられるような近郊の山が殆どであ

るが。

一番良く行くのが南葉山。上越市郊外の標高

900m程 度の、医王山の様に市民に愛されて

いる低山である。

【妻と、至仏山頂上にて、

尾瀬ケ原と燿ケ岳を望む】

登リロのキャンプ場まで車で 20分、4月 上

旬ならばここから雪がある。スキーを担いで標

高差400mの 急斜面を 1時間ほど登ると斜面

が緩くなってだだっ広い頂上に着く。天気が良

ければ北は佐渡ヶ島、南は妙高、戸隠の山々が

運なる.

頂上直下は40度の傾斜で、なかなかの斜面

である。眼下に高田城の桜を眺めながら、ジャ

ンプターンで飛ばしていく。風になったような

爽快な気分になれる時間である。これに勝るの

はパラグライダーぐらいであろう。ジョギング

気分で気軽に楽しめる自分だけのゲレンデであ

る。

今年の夏山は自馬岳と飼岳に行った。 6年振

りの夏山である。自馬は猿倉からの日帰り往復

であつた。今年は残雪が多く、自馬尻小屋から

の大雪渓は稜線コルまで途切れることなく雪が

付いていた.中間の岩小屋付近の雪渓が細く、

ここが雪渓中最大35度の傾斜である。以前 6

月に滑った時とは大違い、やたらと石が多くス

プーンカットが深い。この日は強風と降雨のた

め、特に雪面が堅く、ガスで視界が効かなくな

つたため岩小屋付近は一般道を歩いて下った。

数珠つなぎで登山者が登ってきており、滑って

いる時にいちいち注目されるのには参つた。そ

もそも夏山最盛期の大雪渓を滑りに行ったのが

間違いだった。

次は鋼岳、一泊二日で長次郎雪渓へ。クライ

マーのコールが響く静かな左股を詰めて長次郎

のコルを目指す。八峰と、源次郎 2つの尾根の

フェースに囲まれた岩と雪のダイナミックな景

観はいつ来ても感動的だ。 黒部ダム、真砂沢

から来たという単独行者と話をしながら登って

いく。コル手前の大きなクレパス脇の平らな雪

面でスキーを履いてスター トする。コルから熊

の岩までの傾斜 35度の大斜面が今日のハイラ

イ トだ。スプーンカットが浅く日が当たつて緩
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んだ斜面は比較的滑 りやすい.

熊の岩の下では学生バーティーが雪上訓練を

している。学生たちは驚いたようにこちらを見

ている。思えば学生の時には夏の雪渓をスキー

で滑 り降 りるなどという山行は考えられなかっ

た。急な雪渓は危険でな場所であり、アイゼン

またはビッケルが必需品で、滑つたら即滑落停

止が常識だつたからだ。

た しかに夏の雪渓はゲレンデとは大違い、降

雨による融雪によってできた深いスプーンカッ

トは溝のようにうね り、スキーをはねとばす。

落石、クレバス、雪面は堅いし、場所によって

は転倒が許されない。階段を滑 り降りる如く足

がぶれ、ショー トスキーではパランス取 りが難

しい。平坦な雪面ではジヤンプターンで難なく

飛ばしていける斜面でもワンランク落とした慎

重な滑りになる。「快適そうで良いですね」と

声をかけてくれる人もいるが、見た日より技術

と体力が必要である。

平蔵谷は長次郎出合いより150m程 鍛沢を

登つたところから見上げることができる。長次

郎が左に緩やかにカープしているため上までの

ルー トが見渡せないのに対して、平蔵谷や三の

窓雪渓は一直線にコルまで突き上げており、好

みのルー トだ。以前滑ったことがあるが、平蔵

谷は上部が40度近くあり、スプーンカットの

雪面では私の限界に近い。 6月 頃のザラメ雪な

らジャンプターン可能な快適斜面だろう。

雷鳥沢は鋼御前小屋直下から滑ることができ

た。長次郎に比べれば緩くて柔らかく、快適な

ウェーデルンで締めくくつた。

歩きが主だった時、スキーは寸胴形で滑 りづ

らかった。滑降をメインにし始めたとき、ジル

ブレッタの ビンディングをスラローム競技用の

ゲレンデスキーに取り付けた。

今やカービングスキー全盛の時代。切れと安

定性が増した分だけ板の長さが短くなり、ワー

ル ドカップのスラローム選手でも身長よりも短

い板を履いている。私もゲレンデスキーとショ

ー トスキーをカービングタイプに変えた。来年

は山スキーも 130cmぐ らいのカービングに

変えようと思っている。体力と技術は落ちたが、

道具の力を借りて滑りのグレー ドアップを図リ

たいのである。

山スキーで行きたい山。近くは妙高山群の焼

山。ここは山スキーヤーの間で人気が高い。頂

上直下の岩尾根の急斜面はアルベン的で、標高

差 1500mの ロングコースだ.隣町の鉾ガ岳

は 1300mの 標高の割には 1000mの 標高

差で最大50度の斜面を持つダイナミックな山

容である。

北アルプスは沢山あるが、まず飼では平蔵と

三ノ窓。 白馬槍、杓子沢と大雪渓 (但 し8月

はパス)、 針ノ木岳頂上から針ノ木雪渓。穂高

なら北穂高頂上から涸沢へ。前穂の北尾根 3,

4コ ルからの滑降もダイナミックだ。北穂高か

らの滝谷と奥穂頂上からの涸沢の記録も目にし

たことがあるが私には無理だろう。

南アルプスは北岳や仙丈ヶ岳.北岳バットレ

スを滑降したものもいるが八本歯コルからでも

十分。

富士山と利尻山ももう一度行きたい。特に、

富士山は最高のパーンを提供してくれる。富士

山観測所の裏からは壁を伝って火回の底にも滑

降可能だ。

海外の山を挙げればきりがない。ヒマラヤの

ジヤイアンツやマッキンリーは無理としても、

キリマンジャロやァコンカグアは私の技術でも

大丈夫だろう。

【剣岳、長次郎雪渓熊の岩にて】
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基本的に、雪が付いていればどんなところで

も滑り降りることができる。本などに紹介され

ているルー トにこだわる必要もない。もちろん

斜面のレベルが自分の実力の許容内であるか、

雪崩や崩壊の危険がないかの確認は必要だが、

斜面を見て自分がイメージする好みのルー トを

滑り降りることができる。雪が消えたら登降不

可能な場所でも飛ばしていくことができる。自

由で、想像力をかき立てる登山だと思う。

ゲレンデスキーヤーが登ることがなく、山屋

が滑ろうとしない、そんな狭間の対象を山スキ

―ヤーが目指 しているのだと思う。

山スキーでいろいろやりたいこともあるが、

先端の半導体材料の研究に明け暮れている現在

の仕事も充実 しているし、もちろん家族 も大

である。適当に仕事をして遊びだけの人生を送

るつもりは毛頭ないが仕事に忙殺され続けるの

も問題であり、そんな狭間でも揺れている毎日

である。

・■m≧影饉
【富士山頂上付近にて】

′・沌黎層スで`五A・
urANDERN VOGEL か ら FLIEGEN VOGEl

卒業してからすでに 38年 も過ぎ、会社も卒業してしまいしたc

夜の巷 の WANIDERN VOGELか ら、空を飛ぶ FLIEGEN VOGEL の『夢』にとりつか

れています。

空に飛んでみたいとの『夢』を追って、人力飛行機作成に昨年から嵌つています。

私が FLIEGEN VOGELの『 夢』に取 り付かれた経遍をお聞き戴けま しようか ?

一昨年(1999年 )の 春未だ浅き頃でした。

会社を定年となり、ゆつくりし畑仕事などをしながら、何をしようかを考えようと思つて

いました。 しかしながら、春先では畑仕事もあまりありませんでした。

会社勤めの最後の頃、鮮度保持包装の開発をしてお り、日本包装学会に属 し、この中に

「MバMOdlfled Atmosphere)包装研究会」(鮮度保持包装研究会)と いう会を立ち上げ、退職

後も運営委員をしておりました。

この関係で、野菜の鮮度保持について興味を持ち、これらに関する文献を多数家に持ち帰

っていました。これらを抄録したり、また日寺折文献探 しに図書館に行つたりしていました。

これは私のライフワークの一つかと思つています。

それと、今まであまり帰らなかつた田舎(信州・伊那)に時折、行つたりしていました。

そのころ、ある会社の品質管理についてお手伝いの話があり、再度勤めようかとしていた

矢先に、母親が足を骨折と言うアクシデン トがあり、田舎に行く機会が多くなりそうな状

況となつて しまいました。そうなれば迷惑をかけるのではと思い、自由がきくフ リーの暮

らし(「Inく 言えば年金暮らし)を 選択 しました。
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文献読みと両親の面倒見のため田舎への往復や雑用などで殆どの時間は潰れてしまいまし

たが、これら以外に何か夢中になれる面白そうな、楽 しいものが欲 しい状態でした。

そんな折、野田市の JC(日 本青年会議前 で人力飛行機を作るとの話が伝わつてきました。

野田来てから知 りあった人が、この年の」C野田の理事長でした。

この人から、「人力飛行機を作っているので、時間があればプラスチックのことについて手

伝っていただけないか」とのことで、飛行機の製作現場に顔を出したのがことの始めでした。

正直なところ、 37年 Frllプ ラスチック関係の会社に勤めていましたが、製造・品質管理とか

開発関係の仕事でしたので、飛行機にどんなプラスチックをどこに使 うかもわからず 自信

はあまりありませんでした。

製作現場に顔を出してみて、ほとんどの人が飛行機作 りに関して素人集団との感 じでした。

プラスチックに関して、この集団なら、PriO五 tyが とれて、気楽に参加出来、少 しはお役に

立てるのではと思えました。

(飛行機の設計に関しては、野田の近所に住んでいる東大の航空工学の佐藤 と言 う先生に

相談に載って貰つているとのことでした。)

この人力飛行機の製作メンバーは前述の様に JC野田が主体で、毎週の日曜 日に集まって製

作 しているとのことでした。

」C(日 本青年会議mと はご存知のことかと思いますが、いろいろな業種の若き経営者や、次

世代の企業・商店の経営者となるべき人だちの集団です。

JC ttillが 飛行機作りに取 り組んだのは、野田を挟んで流れている利根川や江戸川の河原に

多くの単発飛行機やグライダーの基地があ り、スカイスポーツが盛んなところであり、こ

の理事長以下、」Cのメンバー数人が単発飛行機のマニアであり、空への夢を持つていたこ

とと、人力で飛行機を飛ばしてみたいとのことで、」C野田のこの年度のテーマとして取上

げ、テレビ(読売)で放送している琵琶湖の「鳥人間コンテス ト選手権大会」に出ようと企画を

していたとのことでした。

したがつて、人力飛行機作成メンバーは 30代の」C会員を中心にし、市報などで募集 した

とのことでした。中・高生も多数参加 していました。

σC野田として青少年の健全育成もテーマの一つであったそうです。)

このような集団に首をつっ込み始めました。飛行機作 りに参加 した中では、私が最年長で

した。

私よりわずかに若い板金屋さんがいて、二人が 60代でした。

尤も、私が現役でしたら参加 していたかどうかもわか りません。

野田は夜遅く、酔つ払つて寝に帰るところで滞在時間は数時間しかなく、市報など読んだ

ことも無く、ましてやスカイスポーツが盛んのところなどは始めて開く話でした。

そ うそ う、この飛行機作 りの椰商の名前は『 素びたぃ野田 !塗でいい野田 !』 といい、作

つている飛行機は『坂東大郎』号と呼んでいました。

この『素びたい野田 !壁でいい野田 !』 のメンバーは、前述の様に JC野田が主体でしたの

で、職業は種々雑多で大工、運送屋、蕎麦屋(こ の年のパイロットは蕎麦屋の後継ぎでした)、

肉屋、電気屋、板金屋、テン ト屋、なんとかファンクラブ事務長やデザイナー等々と前述

の中。高生たちで、地域社会の結図のようでした。            .
しかしながら看護婦さんはいましたが、お医者さんと坊さんはお りませんでした。
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飯東大郎号二面図

さて飛行機の話に戻します。この『坂東太郎』は複葉機でした。

なんの知識もテクニックも持たず、しかも詳細な図面も無く、作り始めました。

毎週日曜日の昼間に集まりわいわいと楽しく始りました。           ~

機体は上翼長が 15メター、全長 6.5メターほどの双葉機でした。 傷 略設計図 I)

3月 頃から琵琶湖の「鳥人間コンテス ト選手権大会」へのエントリーの準備を始めていたと

のことでした。           .
尚、琵琶湖に出場することは、かなり難かしく、毎年エントリーする数は 5～ 6倍 とのこ

とを初めて知りました。

(エントリーすれば簡単に、誰でも出られるものだと思つていました。出場は毎年 14～

16チームですから、全国で100近いチームがあるとは驚きでした。)

当然、飛べる機体である事が必須条件ですが、民間のテレビ (読売テレビ)の主催であり視

聴率も重要であり、このため話題性のあることも必要だそうです。

私が参加し始めた 3月 頃は、琵琶湖に出場出来るかどうか分りませんでした。

最初は半分冷やかしのつもりで参加 していましたが、数回製作現場に顔を出しているうち

にだんだん面白くなつて来ました。

機体の作成がだんだんと進み、飛行機がが姿を現し始めると、更に熱が入つて来、更に面

白くなり、毎日曜日に作成現場に行くのが楽しみとなつてしまいました。

作つた飛行機を飛ばしてみたいという『夢』が大きくなり始めて来ました。

この頃から、日舎に行く頻度が増えて来ていましたが、野田に戻つている時の日曜日は朝

から弁当を持つて製作現場に行つていました。

5月 に正式に「第23回鳥人間コンテス ト選手権大会」(琵琶湖)に出られるとの朗報が入 り

ました。

今まではただ面白くテレビを見ていただけでしたが、こんどは出場する側となると、おの

ずと力が入るものです:

それからは製作に一段と熱が入り、日曜日の飛行機作り、がさらに楽しみとなつてきまし

た。
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また琵琶湖に間に合わせる為に、6月 の末頃からは、野田に帰つている時は週日の夜も製

作現場に行くようになり、急速にのめり込んでしまいました。

特に琵琶湖に送り出す 1～ 2週間は半徹夜状態で、蚊に食われながら、飛行機作成に熱中し

ました。

チームの皆は、少しでも遠くに飛ばそうとの『夢』を抱き、一生懸命でした。

やつと完成にこぎつけ、

しました。

7月 28日 に琵琶湖へと機体を送り出し、後を追って琵琶湖入 り

琵琶湖で調整をし、フライ トの日は夜明け前から最終組み

立てをし、ようようのことでプ ラットホームに運び_Lげま

した。

プッラ トホーム Lが ってみて、今までテ レビで見ていた時

とは全く違ったもので、やつと ここまで来ることが出来

たという感動が湧きあがりました。

後は空に舞いあがり、鳥の様に遠くまで飛んでくれ !と 祈

る気持ちでいつぱいでした。

しか しながら、我が愛機『坂東太郎』号がプラットホームに_Lが った時は、風は背風(陸か

ら湖水に)で強く、時折横風も混ざり、飛行機を飛ばすのには最悪の条件でした。

飛行機を飛ばすのは僅かの向い風か、無風が最適の様です。

機体が風で壊れてしまわないかと心配 しながら、どうか早く神風(向い風)が吹いてくれと祈

りましたが、祈りはついに通 じませんでしたc

背風のなか、スターターの合図で、風の弱くなつたと思わ

れた時に押しι七しました。が、風を捉まえることはできま

せんでした。

結果は無残にも2475メ ートルの 12位 (出場 15チーム中)で し

プラットホームに立ち、機体を押 し出した時の感動は、今

まで味わったことの無い、非常

にすばらしいものでした。

『これで夏は終わってしまつた !!』

無念のプラットホームから降 りる時は、また来年も琵琶湖に来るぞ !も つと飛ぶ飛行機を

また作るぞ !そ して来年もここに立つぞ !と 。

鳥人間コンテス ト選手権大会について。

第 1回は 1977年に琵琶湖で開かれ、第 10回大会から滑空機、人カプロペラ機等の部門が

出来てきたようです。

RALLYと 称 し、第 2回 から世界大会として
」APAN INTERNATIONAL BIRDMAN

認められているようです。

昨年(第 23回 )は 3部門(チ ャレンジ部門 :ユニークの発想による飛行機(今年度は中止となつ

た)、 滑空機部門と人カプロペラ部門)が ありました。

我が『素びたぃ野田 !空でいい野田 1』 チームの『 坂東太郎』号は人カプロペラ部門に出

場 しました。

この人カプロペラ部門へ出場チームは最近、学生主体のチームが殆どのようです。我がチ

ームはメンバー構成も雑多な、地域色のぶんぷん匂う異色のチームでした。
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応援も野田から、市長を先頭にバスをチャーターして駆けつけて来てくれました。

後 日テレビで見ると、我々の飛行機より、市長の方にカメラが向いていたようです。市長

が「鳥人間コンテスト選手権大会」の出場チームの応援に来たのは始めてであつたようです。

これで市長も人力飛行機に目が向いて、今年度(2∞0年度)の飛行機作成につながりました。

琵琶湖から帰り lヶ 月はお盆などで殆ど田舎で過ごし、 9月 に野田に戻つている時にメー

ルが入り今年度(2000年 )も挑戦をしようとの話が出ました。

1999年度は野田JCが主体でありましたが、今年度は市民団体として参加することになり、

当然、製作メンバーに参加することにし、再び琵琶湖を目指す『夢』を見始めました。

市民団体としてのスター トですから、資金集めから始 りました。因みに、メンバーは年会

費 2万円でした。昨年はJC野田の予算で会費無しのボランテアでしたが。

前年のチーム名を引き継ぎ、『柔びたぃ野田 :整でいい野田 !』 とし、飛行機は『坂東太郎』

2号 としました。

たまたま、今年は野田市・市制 50周年で各市民団体から記念イベン トの募集があり、これ

に応募 しました。

市からの助成金が目当てと、市制 50周年という話題でテレビ局にアピールすることを狙い

ました。

(昨年、市長が琵琶湖でテレビに出たことが助成金獲得に影響したのではと思つています。)

資金の市からの助成金を目当てにし、骨格をカーボンファイバー (C‐FR動 として最終設計

をし始めました。

昨年の秋から暮れにかけては、数回ミーテイングを開き、どのような機体にするかなどを皆

でわいわいと議論 しました。

設計担当が決まり、年が明けてから製作に取りかかることとしましたが、C‐FRPの手配等

で本格的に製作に取 りかかつたのは今年も3月 頃からで した。

(尚、昨年はジュラル ミン製のパイプで製作 しました。)

我々のチームは、設計図と趣意書を鳥人間コンテス ト選手権大会事務局(読売テレう に提出
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このへんのことは、私のように、市長の名 と顔を昨年始めて知つたようなものには思いも
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さて今年の飛行機は昨年 とは違い単翼で、翼長が 29メ ー トル、機体長 8.6メ ー トル、総

重量約 50キ ロ(実際には 60キロ近くになつたようでした)の設計でした。 (概略設計図Ⅱ)

琵琶湖への輸送を考えて、翼は 7分割、機体は 2分割で作成 しました。

多分今年の出場 した飛行機の中では翼の長さは 1, 2番でした。

29メ ー トルといえば、想像 している以上に、はるかに大きいものです。

昨年は経験が無くまったく手探 り状態でなにも分らず、作成しましたが、今年は東大(東京

大学飛行理論実践委員会 F― tec)、 日大(日 大理工学部航空研究会)チームに見学や、教えて貰

らたりし、作 り始めました。

彼等のところに行けば、WVKワ ングル)時代にタイムスリプしたようで、むしょうに懐かし

く感 じました。

他のチームはどこそこでテス トフライ トをしたとかの情報が彼等との関係でよく入つてき

ました。

テス トフライ トと言えば、昨年は、完成するのがぎりぎり間に合つた状態であり、出来ま

せんでした。

(尤 も、テレビに出ることが第一で、テス トで機体が損傷 したらの心配で、テス ト無しの一

発勝負でした。)

今年こそはテス トフライ トと思つていましたが、資金の目途のつくのが遅れ、機材(C‐FRD
の手当てがずれ込んでしまい、機体の製作が遅れ、昨年の二の舞となってしまいました。

テス トフライ トもせずに出場 したのは我がチーム位ではなかろうかと思つています。

私は、今年は田舎での時間が長くなって来ていました。

両親の介護は、良くなることは期待出来ず、衰えていくばかりで、非常に淋 しいものがあ

ります。

(良 くなることが期待出来る介護であつたらと願つてお ります。)

昔の単身赴任の再来となつて、土日に飛行機作 りに野田に帰 り、また田舎へとい う状況に

なって来ていました。

飛行機製作のメンバーも増え、最年長は 4歳年上の人が参加 してきて 60歳代が 4人 となり、

この老齢パワーのカルッテ トが機体製作のメインとなって進めました。
`

もちろんこのカルテットの皆さんは仕事(自 営、会社勤め)が あり、私は田舎からとのことで

日曜 日の飛行機の製作が主でした。

翼の リプの切出し、製作、機体の加工など、昨年に比べると格段の進歩であり、お互いの

智慧と経験を出し合つて進めました。

昨年は全くなにも知らずの状態で、盲ら蛇にお じずで作つたものだと感が強く、今年は、

まあまあ納得が出来る飛行機が出来たと思つていました。

それでも、まだまだ改善の余地があり、更に来年はより以上のものをと思つています。

やはり、製作については、伝統と技術 。経験の積み重ねが必要であると痛感 しました。

経験の積み重ねと言う伝統は大きな「財産」です。

さて、今年も琵琶湖へのタイムリミットが近づいてしまい、分割 して作成 した機体を最終

に近い状態で組込んだのは 7月 20日 でした。

かなり大きな工場を借 りて組みましたが、それでもいぱいでした。  (写真 3)

私達のチームは工場を休 日に借 りることが出来ましたが、よそのチームは広い場所がなく

苦労 しているようです。
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このような状態でしたので、今年もぶつつけ本番を余儀なくされました。(一番の反省点で

す。テス トフライ トとは機体の修理、作 り替えなどを考えれば、 2～ 3ヶ 月前に完成 させ

るべきであると思つています。)

7月 に入つてからは昨年同様徹夜状態が続きました。皆、昼間は仕事があり、現場に集ま

るのは 19時過ぎで、毎晩 1時 , 2時頃迄作つていました。

写真 3 2号 の組立

写真 4 プラットホームヘ運ぶ途中。私です。

私は田舎の方は姉妹やヘルパーさん達に任せて、我まま言つて野田で飛行機作 りに専念 し

ました。

昼間は今まで出来なかった諸々の整理や、家の雑用で過ごし、夜は飛行機作 りで、ライフ

ワークと思つていた文献調査等の図書館通いも、どこかに消し飛んでしまっていました。

7月 の 24日 にはどうやら完成の日処がつき、細かい手直 しをし、 26日 夜に トラックに

積み込み、晴舞台の琵琶湖への準備をし、翌 27日 に琵琶湖入 りをしました。

28日 には琵琶湖で操縦席の組み込みや、機体検査などで遅くまで砂浜で最後の調整をし

ました。

夜は野田から市長を始めとする応援団のバスが着き、前夜祭で盛 り上がり、二次会まで付

き合い、 12時過ぎまで飲んでいました。

29日 、待ちに待った晴舞台の日、 1年の総決算の日です。

【当日の日記から】

「400起床。昨夜の酔いが未だ覚めておらず。皆と琵琶湖のピットに急ぐ。

だんだん明るくなり、快晴に近い。風よ我々が飛ぶまで凪でいてくれと祈る。

組み込みは 8.30に終了。主翼の繋ぎ日のパネルに狂いが出てしまう。現寸合わせで作成 し

たが、後縁部の取 り付けに問題があつたと思われる。やはり事前に組み込んで見るべきで

あつた。今更後悔 しての間に合わず。なんとか押込んで、嵌める。

なお、́主翼下部のワイヤーも本 国始めて張つたので弛み加減が分らず。これも反省材料。

組みあがつた機体は非常に美しい姿である !! 約 1年の汗の結晶だ。

830か らプラットホームヘ運び込む。やさしく、傷つけぬ様にそつと運ぶ。 (写真 4)

プラットホームに機体を上げるのは、大きくて大変であつた。

プラットホームに立ったら、昨年の感動が戻つてきた。これはプラットホームに立ったも

のしか味わえないもである。

幸い風も凪いでお り、絶好の飛行機 日和である。フライ トが 13番 目で風向きを心配 して

いたが、最高のコンデションだ。
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(なお、今年は大阪府大 堺 風車の会が7,946メ ー トルで 1位で、東大飛行理論実践委員

会 F‐ tecが 1,308メ ー トルで 2位、日大チームは95メ ー トルとのことでした。

(成績表と我がチーム)

傷心の状態で機体を撤収し、帰途につき、茫然自失の夏が過ぎ、再び来年の『夢』を見始

めました。

来年こそはもつと風を掴み、もつともつと遠くへ飛ばそうと !!

飛行機は発泡スチロール(翼のリブ、プロペラ)、
スチレンペーパー、パルサ材、PETフイル

ムと C_FRP。 駆動系は自転車のペタルやチエン利用。変速機。エポキシ系接着剤をメイン

にして組み立てました。制作費は 1号機が約45万円、2号機は160万円程でしようか。

まだ会計報告は聞いておりませんが C‐FRPに 100万円以上かかつたようです。

C‐FRPが安く手に入ることが出来るルー トがあればお教えください。

どうも、くどくどした『悪夢』の話をお聞き頂き有難うございました。

9月 11日 、東海地方は記録的豪雨に浸りました。全国に散るワンゲルOBの中にも

この災禍に遭遇された方達がいます。すぐメールで知らせていただいた11期森川さ

ん、17期渡辺さん。そして、克明な原稿でお返事いただけた37期柴田さん.

公の報道では抜けてしまうような混乱模様をお読みとり下さい。また、そんな緊急

時、ワンゲルのお父さん、お母さんがいかに頼もしいものか !自 負を持たれるとと

もに、それにかこつけて着々とワンゲル装備をゲットされることをお勧めします。

尚、柴田さんには多数の現場写真を同封していただきました。見慣れた風景が浸

水していく驚愕が、見たこともない景色の方にはそのニュース性が伝わりにくいで

あろうという当方の判断により、一部の紹介とさせていただきます。お詫び申し上

げますとともに、地域の皆様を含め、一日も早い復興をお祈り致します。  /

37期 柴田 祐介

9月 11日 、仕事が終わつて地下鉄名古屋駅の改札を出るまでは、街の様子は日頃の雨の

日と変つたところはなかつた。名駅の地下街に異常に人が多いので 「名鉄 。JRが止まつ

た ?」 と感 じ、確認のため両改札口に近づこうとしたが、すでに人だかりで確認するまで

もない。周 りでは携帯で連絡をとろうとする人、公衆電話に並ぶ人、タクシーの列に並ぶ

人、階段に座 り込む人、改札の駅員の兄ちやんに復旧のめどを聞く人など。

数年に 1度 ぐらいは台風等で電車が不通になることもあるので、今回の雨も「そういう

規模の雨なんだ」と感 じたが、帰る手段に心配はなかつた。自宅は名古屋駅から約 3キ ロ、

歩いて 45分、西枇杷島町である。

2・ 3年程前に台風の影響で電車が不通になつたときは、自宅はすでに停電していたが、

今 日はまだ送電されているので、「たいしたことないのかな ?」 と思つていた。テレビでは

知多の竜巻、電車の不通、地下鉄の駅が水没など。さしあたり、現在の自分に直接影響の

ない話題がニュースになつている。22時頃、歩いて 30秒の庄内川の堤防 (比高約 3メ ー ト

ル)に上がる。堤防上は遠くのほうに消防団の車と付近の人が何人か見えるだけ、庄内川

の水位は堤防の上まであと2メ ー トルぐらいで、流れはかなり速い。ニュースでまだ雨が

降りつづけるといつているのが気掛かりだが、庄内川の水位も自分で確認 したし、明日も

平日なので 12時前にはフ トンにもぐりこむ。

9月 12日 、午前 1時頃、夢の中で 「西枇杷島町に避難勧告が出ました」とい うアナウ

ンスを開いた。 日覚めると、家族も起きてきた。外に出ると近所の人も出てきてお り、今

後どうしようか相談している。 というのも、西枇の避難場所は全て自宅のある道路面 (県
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道 126秩父西枇杷島線・1日 街道の美濃路 。通称を本通り)よ り低い土地にあるからである。

自宅にもどり、一応避難用にザックに山道具を詰め込み、お風呂に水を張つて (2∞ リット

ル確保)、 ポリタンなんかにも水を入れるが避難はせずに 2階で寝た。この時点で新川のこ

とは、話題にも上らなかつたし、そもそも全く考えていなかつた。まだ、庄内川下流の下

之一色町 (中川区)の方が気になつた。

12日 朝 6時頃、電話で母が起こされる。母方の祖父母がテレビで 「西枇がすごい事に

なつている」と心配 して懸けてきたらしい。が深夜の内に停電 したのか時計もテレビもつ

かないウナギの寝床では朝日も差さず、まだ暗いので「今、何時 ?何の用」という感 じ。

電話によると「西枇の町が水浸 した」との事だが、自宅は停電 している以外は別に変わつ

たところ無しで、状況がつかめない。

雨はほとんど止んだ状態で、ときどきパラパラと降ってくる程度cTシャツ、半ズボン、

サンダルに傘という格好で、自宅を出るが本通 りは、近所の人が何人も出ているのが普段

と異なるが、通 りそのものは普通の雨の日と変わ りなし。近所の人と挨拶がてら状況を確

認 しあうが確実な情報は誰も掴めていないようだ。 しかし、本通 りの人はほとんど避難 し

なかったみたいだ。まず、庄内川の堤防に上がると、堤防まで 1メ ー トルぐらいのところ

まで水がきている。 (写真 1)こ こら辺、いつもは公園と畑からなる河メ|1敷なのだが、その

痕跡も見えない。庄内川がこんなに広い川だとは。話によると深夜の 3時ごろは堤防から

:■ ||||1 写真 1

1‐膠彰
庄内川はこの地点より約 800メ ー トル上流の県道 67(1日国道 22)の枇杷島橋の長さが約

150メ ー トル。写真付近は両側に河川敷が広がり約 5∞ メー トルの幅がある。通常の水位

から7メ ー トル以上高く満々と水がある。写真中央の 138の標議は河口からの距離 (km)。

対岸の中央のビルは JR名 古屋駅のツインタワー。

手が洗えるぐらいの所まで来ていたとの事。これが溢れなくて良かつたと思つた。堤防か

ら本通 りに戻り、名鉄本線のニツ秋駅の方へ坂を下る (本通 りから比高約 3メ ー トル下)。

坂を下り着たところで濁流が名鉄線の方から音もなく急速に広がってくるのに出くわし、

はじめて西枇の町が冠水している事が分かつた。 (写真 2～ 4)こ の途中、「新川から水が出

たらしい」と言う話を聞き、「じやあ、新川町はもつと大変だな―」と漠然と思つていた。

この頃から、マスコミのヘ リが飛んでいることに気が回つた。濁水が坂を上がってきそ う

な雰囲気なので、いつたん自宅に戻 り今 日は仕事に行けない旨を電話 し、本通りよりニツ

秋駅側に約 1.5メ ー トル下がつた裏庭にある物置小屋の中からめぼしい物を母屋に上げた

り、母屋の 1階にあるものを 2階に上げたりした。

自宅はまだ停電、水道は問題なし、電話はNTTの 黒電話は問題なし、NECの Fぶ 付

電話は使用不可、ガスはガス圧がおかしいのか ?すごい音と勢いで出るが使えないことは

ないので、遅い朝食はそれで調理 した。この頃から、父・祖父の知人から電話が引つ切 り

無しにかかつてきて、全国に西枇の名 と惨状 ?が伝わつていることを知るが、当事者であ
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写真 2

自宅の東の名鉄ニツ扶駅への坂を下ったところ。中央の平屋の建物はニツ扶郵便局。こ
の奥に名鉄本線およびニッ秋駅がある。左手奥のビルは駅 ビル。中央奥の看板のあるビル
は三菱重工の社宅。社宅左手には三菱重エエアコン事業部の工場がある。この時点で、水
深は足首から胆ぐらい。

奮

一

，
一

一

写真 3

自宅の西方の坂。道の突き当たりは、

ニツ扶神明社もその裏に名鉄本線が

走ってぃる。

.ゞ.F
′驀1髪鑢センタ■ヽ

一鬱

デ
一卜
●
―
一―

‘
須
目
奪

勒
写真 4

写真 1の交差点を右 (東

電柱上部にあるように福祉

-100-

センタ

・
■

、■
一
震

轟

脳

■



る自分たちがどういう状況にあるか良く分からない。携帯ラジオで情報を収集しようとす

るがマスコミのヘ リが何機も低空を旋回 してお り、その騒音でよく聞こえない。本通りで

も朝 9時ごろまで電気が通っていた所があり、その町内の人から新川の左岸 (西枇側)の

堤防が切れたことを教えてもらい、「新り|1町の心配なんかしている場合でない。西枇の大半

が水没する (実際にはこの時点で既に水没 していた)」 と感 じた。「しかし、新川みたいな

人工の直線河道でなぜ片側だけ切れる ?」 。裏庭に濁水が入つてきて、物置小屋も浸水する。

その後も水位の上昇は容赦がなく、これはちょつとマズイナーと。 しかし、見ているより

他にしょうがない。午後になると本通 りまであと 1メ ー トルぐらいと言 うところで水位が

安定し、雨がこれ以上降らなければ、どうやら自宅の浸水は免れそうだと感じた。 (写真 5

～ 8)この時点で庄内川の水位はかなり引いており、朝には 1台 もなかった車 (水没 した

地域から避難 してきた)が堤防にあふれていた。本通 りでは自衛隊や行政の活動を見なか

ったが、個人ボー トで救出に向かう光景がそこか しこで見られた。 日のあるうちに晩飯を

作つた。報道でガスは使 うなとの事だつたらしいが、本通 りの人は結構使つていたらしい。

家は用心のため、この日はEPIを 使用 した。

13日 、堤防の復旧と排水作業が始まったらしいことは分かつたが、1日 で水が引くとは

思わず (水 が引かないと何も出来ないので)、 バイクで仕事に行く (名 鉄もまだ水中)。 庄

内川を渡 り名古屋市に入ると、すつか り平常通 り。仕事場で携帯を充電する。夜、市内の

ネオンとは対照的に、枇杷島橋を渡ると逆に真つ暗。 自宅前の通 りが普段ではありえない

渋滞になる。橋で車両の流入規制とかしないのか ?。 本通 りの人たちが福祉センター (避

難所の一つ)のために炊き出しを行つたらしい。 14日 、深夜に自宅周辺の電気が復旧し、

朝には名鉄も F`常運転 していたので、電車に乗つて仕事に行く。15日 からの連体は掃除 。

ゴミ出しなど。

幸いにも我が家は母屋への被害が無かったが、床上浸水した家屋では、まだ、床を張っ
ていないところもあるし、明かりの無くなった家もある。

写真 5

写真 3の数時間後。坂の上から。

写真 9

9月 19日 撮影。写真 3の坂。

これでもゴミは減った方。

町は悪臭とクレゾール (消 毒薬)
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日本地 図セ ンター刊 『地 図ニ ュース』 2000_11月 号 よ り転載

なお,自黒複製印刷となるため,現地の状況を想像していただくためにと考え,一部の写真については,カ ラー

プロッターによる出カプリントを準備し,事務局長様のお手を煩わせて挟み込んでいただきました。

(現 地及びフィルム上の豊かな色彩は,余 りうまく再現されたとはいえませんが。)

また,期限までに全員の方分のプリントが準備できるか,やや心もとなく,入つていない場合は小生の責任です。

あのまちこのまち 〈105〉

と

手

↑

掛
正

かれた。その後、加賀の守護富樫氏の所領となり、

一向一揆などを経て、寛文 8年 (1673)に は幕府

直轄の天領 白山麓拾八 ヵ村 (現在の自峰村、尾口

村、鳥越村、小松TF山 間部にまたがる)と なって、

加賀百万石の威光も及ばぬ別世界であつた。

さかのぼれば、この地は、越前の僧 泰澄による

養老元年 (717)の 開山伝承のある自山信仰の中心

地として、平安時代中期以降から江戸時代 まで、

越前・加賀・美濃の 3馬場からの山頂登拝の経由

地として知られ、賑わった。白山信仰は、現在も

人々の間に生き続ける御嶽講 (木曾御嶽山)の よ

うな形 とはならなかったものの、その面影は全国

に散在する白山神社 として今に残っている。

出作 りの村々

「出作 り」とは、無雪期に出中の家 (季節出作

り :次ベージ左下写真)に移 り住んで、農耕、養

蚕、炭焼 きなどに従事 し、冬季に本村 (母村)に

戻る生活形態をいう。一年を通 じて山中で生活す

る「永住出作 り」(上記以外の写真の地)も あった

が、冬の積雪による交通途絶を嫌つて、昭和40年

代には無雪期のみのものとなった。

この出作 りの発祥については、本村での人口増

加に伴 う耕地不足を補ったものという戦前からの

説と、もともと古 くから周辺の山間斜面には散在

する定住地があって、これが生活の利便性を求め

表紙と向じ地点、白峰村大杉谷の初冬の眺め

家は次ページ写真の長llx宅 。

白山麓 出 作 り の 村 の 記 憶 一石りII県 白嚇 寸ほか―

ながおか

長岡

はじめに一自山麓のあけばの

石川県 富山県・岐阜県・福井県にまたがる自

山山系 (両 白山地)の西側山問部一帯に、古 くか

ら「出作 り」と呼ばれる伝統的な生活文化があっ

た。出作 りは、地理・民俗・歴史学の立場から研

究の対象とされてきたが、高度経済成長期を経て

今ではほぼ消滅 し、往時の写真と文献の中に、あ

るいは一部家屋が「白山ろく民俗資料館」に移築

されて、当時の姿をとどめているに過 ぎない。

それが、ここに紹介する白峰村を中心とする地

である。

白山山麓の村々の成立はかなり古い。このあた

りの一帯は、平安時代には加賀国司の支配下に置

明治43年 の地形図から見た出作り分布 (山 口(1994)よ り、その一部 :

原図は、田中・11田 、(1933)、 地lT評 3書 )。 [1は 1次 ページ地形図の範囲。

ヽ
―
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‐

●
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二
日

・
●

鴇

算
｀
神 :
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て次第に本村に生活の本拠を移すようになったも

のの、春になれば山での仕事に戻 り、やがては本

村の人口増加によつてさらに遠隔の出中への出作

りが促進されたものという、 2つ の説がある。

歴史に見るその起源は古い。江戸時代の所領争

間部に出作 りに出ていたことが知られている。

幕末期の文久 3年 (1863)に は、牛首の家数は

480軒で、うち100軒 が村方に居住、200軒が夏期不

山中での生活は苦 しいものであった。山深い傾

斜地で薙畑を開いての耕作一斜面の樹木を伐開し

て畑を開き、これに火入れをしてヒエ・アワなど

を植える。その地で 5年ほど順次作物を変えて輪

作 し、その後の20～ 30年は自然に戻す。このよう

戦前が最盛期で昭和40年代には消滅した。

戦後もしばらくすると、山間部では、雑穀の作

付けよりは杉苗生産や炭焼きが現金収入の面で有

い (山論)ほかの文書によれば、室町時代には既   な土地をムッシと呼んだ。本ページの写真のよう

に出作 りが行われていたもののようである。また、  に、家の近くでの常畑や水田稲作が可能であつた

江戸時代には、牛首 (現在の白峰村中心地の白峰) のは僅かな平坦地においてのみであつた。ほかに

村民は広く近隣の勝山藩、郡上藩、加賀藩領の山   養蚕があつたが、これは全国での傾向と同様に、

在の季節出作 り、180軒 は奥山に永住出作 りで、形   利となり、やがては電源開発や砂防工事、林業や

式的に村方の人別。なお、季節出作 りの人々は、 製材業が盛んとなって、村の生活構造は一変 した。

積雪期には、越前 .加賀の平野部やさらに遠国に   出作り地の終焉と現在

出稼ぎなどに出かけていたという。 しかし、炭焼きや林業の盛況は長 くは続かなか

くだって、明治末期から昭和初期の調査におい   つた。その後の高度経済成長と、いわゆる燃料革

ても、ほぼ同規模の出作 りを数えている。      命 (薪炭から灯油・ガスヘ)が山間部の経済にも

白峰村河内谷の季節出作り 山麓に伝わる「神迎踊り
の奥は朝寒いとこじゃ、 、御前の風を吹きF年 ろす
ような1令 夏のイトの風景。家の川りはアワなどの畑 ,

1   白峰村大杉谷苛原にあった長坂宅 冬にll lえ

(有 )、 ほか幾陳かの建物からなる対ι性の人きイ

あった一般1く 家とかわらない。
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の一節、「,lI内

明治43年測図の5万分1地形図に見る白峰周辺。図中の山間部に散在する黒点(黒抹家屋)が出作りの家々 (「 白峰」「経ヶ嶽」の一部、×08)

1を思い起こす



「白山ろく民俗資料館」に移築された白峰本村の 同、移築された出作りの家 前ページの
家 豪雪と養蚕を反映した立派な造りの民家   長坂宅で、周辺の建物と一体的に保存

大きな影響をもたらした。炭焼きはすたれ、それ

に追いオ]‐ ちをかけるようにして、本材輸入自由化

以降には林業は凋落の一途をたどった。

一方では、公共土木工事などによつて現金1又 入

の途が広がったことに加えて、若い人々を中心に

都市部への人口流失が続いていた。そのため、自

然の生態系と調和 しつつ自給作物と商品作物を生

産するこの出作 りは、とうに成 り立たないものと

なり、出作 りはついえた。

現在、その一部家屋は「白山ろく民俗資料館」

に移築・保存されている。新旧の出作 りの家々だ

けではなく、養蚕が盛んで豪雪の地であったこと

から、 3階建ての剛健な造 りの家も見られる。ま

た、同館には、暮らしのほとんどを自給自足でま

かなっていた時代の貴重な資料を多数展示して、

雪深い山村特有の暮らしぶりを今に伝えている。

ほかに、白峰村には、著名な恐竜化石産地であ

ることから「自山恐竜パーク白峰J館、山の恵み

による素朴ながらも味わい深い食べ物の数々。ま

た、白山国立公園への玄関口としての、あるいは

冬のスキー場など、四季折々のにぎわいがある。

現地に現存するほぼ最後の出作りの家
白峰村大空の織田宅。春 5月 山桜の‖メヒめ

わが国の高度経済成長がようや くに騎 りを見せ

ようとしていた頃、昭和50年代に入って、自由麓

の山間部広 くに散在 していた出作 りの家々は一斉

に姿を消 し始めた。それは、当時の全国各地で見

られたように、開発の手が及んだがためのもので

はなく、もはや、辺部な山間部には一時的にせよ、

住む人々の居なくなったためにほかならない。そ

の後僅かの間に、今となっては個々の家がいつの

冬に潰えたのかの記憶も定かではないが、守る人

のない家々は、年ごとの豪雪に耐えかねるように、

何時とはなく自然のなかに埋 もれ、水田のあるも

のは水芭蕉の茂る湿地に、あるいは杉の植林地に

と姿を変えて行った。

自山麓の暖かな山懐の秋に往き逢うたびに、往

時の人々との語らいを、もう随分昔のことにもか

かわらず、わずか一ときが過ぎただけのように想

い、懐かしむ。          ヽ

主な文献、ご参考のために
若林喜三郎編『白峰村史、上 下巻J白峰村役場 (1962.1959)

北囲新聞白山総合学術調査団編『白山J北国新聞社 (1962)

白山総合学術書編集委編『白山一自然と文化1北國新Ffl社 (1992)

山口隆治「白山麓出作りの記録一牛首村民の行方J桂書房 (1994)

橘礼吉『白吐I麓の焼畑農耕J白 水社 (1995)

白峰村のホームページ :htt,〃― 宙1l shiramineヽ hikawalp/

畿::蹴|.■|■‐
―
二

11月 下旬には積雪を見る まだ季節出作りの続いていた頃で、手前は
稲刈り後の本田の新雪。今、この地では、何「ヽ にも二って倒|ぎ 見られ
てきた標ばかりのトド松を残すばかりの風光,家 も口|も 消え果てた。
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白峰村五十谷にて 紅葉は10月 中旬からH月 上旬にかけて全山を彩り、
たちまちに過ぎてゆくっ望兄する山‖tの 各所に、このような家々が点
在するのどかな‖兆めであった。
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と
が

で
き
る
高
山
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
山
の
オ
コ
ジ
ョ
は
、

現
在
の
分
布
の
中
心
で
あ
る
，

い　　̈讐一̈けに一一̈ヒ在遠】́

剰
　
　
り
な
ど
と
同
様
に
将
来
が
危

麟
　
　
ぶ
ま
れ
る
生
き
物
の
一
つ
な

。
　
　
の
で
す
。

申
　

き
項

避‐こ鞠
製
≫
「

裁

Ю
　
　
池
め
ぐ
リ
コ
ー
々
な
ど
で
い

っ
　
　
ひ
と
休
み
し
て
い
る
と
き
に

初
　
　
周
り
を
注
意
し
て
探
し
て
み

耕
　
　
て
く
だ
さ
い
。
小
さ
く
て
愛

維
　
　
嬌
の
あ
る
オ
コ
ジ
ョ
に
、
運

順
　
　
が
良
け
れ
ば
出
合
え
る
こ
と

帥
　
　
と
思
い
ま
す
。

チプリ尾根避難小屋 御曜訴り山

別山

甚
之
助
避
難
小
屋

別山市ノ瀬道
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白
山
の
オオ

コ
ジ
ョ
に
始
め
て
出
合
っ
た
の
は
、
も
う
三

十
年
近
く
前
の
こ
と
で
す
。
自
山
の
四
塚
山
の
山

頂
近
く
で
、
山
の
仲
間
四
人
で
い
っ
し
よ
の
時
で

し
た
。
休
憩
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
近
く
の
茂

み
か
ら
、
ひ
ょ
っ
こ
り
出
て
き
た
の
で
す
。
静
か

に
動
か
ず
に
し
て
い
る
と
、
私
た
ち
を
見
上
げ
、

引
き
返
し
て
姿
を
隠
し
、
ま
た
す
ぐ
に
姿
を
現
す

と
い
う
行
動
を
何
度
か
繰
り
返
し
ま
し
た
。　
一
度

は
、
私
の
登
山
靴
に
前
足
を
掛
け
、
不
思
議
そ
う

に
見
上
げ
て
は
、
驚
い
た
か
の
よ
う
に
姿
を
隠
し

た
り
し
て
、
と
て
も
愛
嬌
の
あ
る
仕
事
で
し
た
。

そ
の
後
、
自
山
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
何
度
が
出

合
っ
て
き
ま
し
た
。

オ
コ
ジ
ョ
の
特
徴

オ
コ
ジ
ョ
は
イ
タ
チ
の
仲
間
の
小
型
の
哺
乳
類

で
す
。
夏
毛
の
背
は
濃
い
褐
色
、
腹
は
白
色
で
、

冬
期
に
は
ほ
ぼ
全
身
自
色
に
な
り
ま
す
が
、
尾
の

先
の
三
分
の

一
は

一
年
中
黒
色
で
す
。
雄
の
方
が

雌
よ
り
少
し
大
き
く
、
頭
と
胴
体
の
長
さ
は
十
五

～
二
十
彙
ンく
ら
い
の
ほ
っ
そ
り
し
た
体
つ
き
で
、

五
彙
ンく
ら
い
の
尾
が
つ
い
て
い
ま
す
。　
一
見
か
わ

い
ら
し
い
動
物
で
す
が
、
主
に
ネ
ズ
ミ
類
を
餌
と

し
、
他
に
鳥
の
卵
や
昆
虫
も
食
べ
、
時
に
は
ノ
ウ

サ
ギ
を
襲
う
と
い
う
ど
う
猛
さ
も
持

っ
て
い
ま

す
。子

ど
も
の
成
長

オ
コ
シ
ョ
の
研
究
者
で
あ
る
野
紫
木
洋
さ
ん
の

報
告
で
は
、
子
育
て
は
雌
の
み
で
行
い
、
出
産
は

四
月
下
旬
か
ら
二
月
上
旬
頃
と
い
う
こ
と
で
す
。

白
山
で
は
ま
だ
深
い
雪
に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
ろ
で

す
。
そ
し
て
、
約
七
週
間
で
初
め
て
巣
の
外
に
出

て
、
二
か
月
半
で
母
親
に
連
れ
ら
れ
て
出
て
く
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
あ
と
秋
ま
で
子
は
母
親

と

一
緒
に
生
活
し
、
十
月
下
旬
頃
に
は
独
立
す
る

よ
う
で
す
。

自
山
で
の
分
布

夏
の
自
山
で
は
、
登
山
シ
ー
ズ
ン
の
七
月
～
八

月
に
、
標
高
二
〇
〇
〇
屑
以
上
の
亜
高
山
帯
か
ら

高
山
帯
で
観
察
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。
こ

の
時
期
は
、
前
記
の
よ
う
に
子
供
が
巣
場
所
か
ら

出
て
き
て
動
き
回
る
こ
ろ
な
の
で
、
好
奇
心
旺
盛

な
子
供
が
人
の
近
く
に
来
て
発
見
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
高
山
帯
で
は
岩
場

が
あ
っ
た
り
、
背
の
低
い
草
木
し
か
生
え
て
お
ら

ず
、
見
つ
か
り
や
す
い
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

最
近
の
調
査
で
、
高
山
帯
だ
け
で
な
く
、
よ
り

低
い
ブ
ナ
帯
か
ら
の
記
録
が
見
つ
か
り
、
し
か
も

繁
殖
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
例
え
ば

別
山
チ
プ
リ
尾
根
の
プ
ナ
林
の
標
高

一
三

一
〇
肝

オコジョ (イ ラスト/加藤友美)
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OB通 信

3期  岩井 修

長年勤務した会社を退社し、新規巻き直しで

ニッショーに入社しましたが、60歳を迎え、仕

事が一段落したこともあり、この 4月 退社 しま

した (現在失業中)。 忙しくはしておりますが

、心の中はゆっくり時間が流れております。「

やまざと」を読んでおりますと、KUWVの人々 (

03を 含む)の心の中には、いつもこのような時

間の流れがあったのですね。

この 7月 よリインターネットというヤヤコシ

イものにも入りました。ワンゲルのHPに も早

速タッチしてみました。皆様の努力を本当に有

り難いと思っております。

さて私は家庭の事情もあり、現在蓄電中です

。錆付いた英会話を磨き直し.コ ンピューター

ももう少しできるようになりたいものです。来

年はlntercultural Voraunteerと して活動を開

始する計画です (現在登録はしておりますが、

自分でやらねば何も始まりません )。

さて、天敵田村教祖に一言 :"子供の躾は父

親の役割"には賛同します。最近講演会で"子

供が親の思うように育つたら「子育て失敗」 "

と聞きました。我が家の息子は田村教祖のよう

に育つてしまいました。「大成功」です !

お誘いのあった南竜ケ馬場へは残念ながら行

けませんでした。前回のメールでは"家の事情
"と 、軽く流しましたが、実は母の介護が大変

で、愚妻より「協力しないなら里に帰らせてい

ただきます」と宣言されて、仕事を辞めて現在

失業中なのです。特にお許しを得て、 9月 9日

～10日 に立山で開催された第 3期 WVOB会 には出

席できましたが、本当に楽しいひと時でした。

来年は「山の坊スキー場周辺」で開催の予定だ

そうです。その時村田女史 (お爺さんとお婆さ

んに紛れ込んだ美人)が "オフラチナヤ山"に

登つた話をされ、ワンゲルHPに詳細あり、と

のことで、久しぶりにHPを拝見しました。

私は学校に通うのに忙しくしております。

先日英会話学校の先生から「禅とは何か ?」 と

質問され、国りました。正解は"識らずない"

(達磨禅師の答え)ですが、それでは理解して

もらえません。現在、禅の研究とその翻訳に励

んでおります。その先生は10月 末にはアメリカ

に帰りますので、それまでに何とか
″

禅"の概

念を把握してもらいたいと考えております。

また、来年のWV活動に備えて、身体の トレー

ニングのため (実は轟妻に催促されて)畑仕事

にも励んでおります.山 口では雪が降らないた

め、野菜作りはこの秋からがシーズンです。来

年には学校と失業保険を卒業し、本格的に第二

の人生に入ります。今回第 3期同期会の幹事を

して頂いた西尾氏・高島氏、HPの maintenanc

eを しておられる奥名会長、舟田さんに感謝し

て、メールを終わります。

04期森島

れ

=菫

誉
くめ、山に小屋作業にと楽 しんでおら

いや、ご苦労さまなこと感謝です。

06期大崎

07期四十万

まてしｏ見
す
拝

ま
く
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し

ざ
楽

ご
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像
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０
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思
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と
　
し
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に

事
ま
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み
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れ
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く
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行
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を

へ
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金
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で
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の
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眸
銀
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椰
“
泄
欺
討
刺
隣

名

ｏ引
す
ま
＜
え

一
い
に
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自ヽ
し
　
い
の
村
し
　
と
　
近
十
　
て

に

たヽ
　
と
谷
川
見
　
心
　
影
四
　
し

の
由
い
　
滝
親
自
拝
　
中

　

ヽ

　ヽ
り

ｏる
経
泊
　
ケ
は
ら
を
　
を
　
葉
場
　
祈

た
す
山

一　
姥
今
か
＞
　
期
　
稲
干
　

らヽ

し
省
高
に
　
は
＜
こ
寺
　
７
で

　

　ヽ
か

ま
帰
え
泉
　
今
湯
そ
泉
　
第
部

一
本
　
心

い
に
超
温
　
＜
の

瑞ヽ
　
く
楽
バ
宮
　
を

ざ
山
を
宮
　
滝
す
き
＜
　
と
倶
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　ヽ
躍

ご
富
鞍
中
　
姥
ど
行
寺
　
“
」
一
メ
谷
　
活

う
で
乗

ヽ
　

ヽ
ヽ
へ
お
　
の
り
＜
新
　
ご

難
盆
ら
り
　
し
し
＞
と
　
年
卜

ｏ

　ヽ
の

有
初
か
入
　
策
賞
ね
間
　
例
ン
た
田
　
す

り
の
本
に
　
散
鑑
す
欄

　

力ヽ
し
澤
　
ま

便
父
松
道
　
を
を
で
て

ｏは
沢
ま

　ヽ
す

親ヽ
に
林
　
谷
＞
う
に
た
に
金
り
丸
　
ま

い

日ヽ

一　

蛇
す
よ
波
し
日
で
や
田
　
の

ｏ

し
も
２
パ

・

でヽ
う
井
ま
４
組
を

　ヽ
ち
す

ら
私
１

一
た
は
う
言
り
き
１
ニ
フ
松
　
た
ま

ば
日
月
ス
し
日
よ
と
入
て
月
た
ル
小
＞
兄
り

す
先
８
山
ま
翌
う
湯
に
し
８
し
ゴ

万ヽ
貴
お

さヽ
で
い
ま

が
暑
＞
ら
居

す
の
？
く
て

ま
こ
＜
う
し

い

態ヽ
思
ご

て
で
状
と
過

れ
う
れ
か
つ

わ
よ
く
た
つ

ｏ言
る
ぶ

つ
い

す
と
な
水
な
思

ま
方
に
が
も
と

げ
い
手
体
で
ぱ

上
し
苦

ｏに
れ

し
涼
が
す
病
な

申
も
さ
ま
尿
に

い
で
暑
い
精
秋

田
　
舞
東
と
て
て
く

柴
　
見
関
る

つ
く
早

期
　
お
は
取
参
る

ｏ

８
　
中
戸
を
は
だ
す

。

Ｏ
　
暑
水
年
に

ヽ
で
す

貴
　
を
　
時
あ
苦
イ
ん
　
　
米
よ

ｏ
　
の
　
２
ろ
ご
デ
せ
　

　

本ヽ

た
　
も
　
の
い
に
オ
ま
　
　
き
日

し
　
間

ｏ中
ろ
当
デ
リ
　
　
行

ｏ

ま
　
時
た
夜
い
本
ビ
知
　
　
へ
た

き

ｏ
ｌ
し
に
も

にヽ
は
　
　
ル
し

頂
た

まヽ
緒
り
は
会
と
　
　
卜
ま

青れがＣと一哨初硼話
　　ガ囀

・のビ却」凛家ヽ内スキ一脚訓榔　　週間、雌

キ
う
て
ま
つ

ｏ
で
す
あ
　
　
１
に

ス
難

つ
り
つ
た
ま
ま
の
　
　
に
議

泉
り
思
わ
し
し
こ
い
養
　
　
旬
会

温
有
と
終
ク
ま
こ
思
素
　
　
下
の

駅
難
鰤
鴻
詢
利
和
性

・の

。

「
幹

記ヽ
と
め

一
か
す

つ
夕
た

　

械ヽ

て
な

つ
じ
レ
で
ま
だ
ク
し
　
方
機

さ
重
も
は
プ
ま
り
労
レ
で
　
当
国-107-
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に
ト
グ
て
３０
富
氷
物
丁
要
感
満
？

ら
で
合
変
１０
ド
非
ま
な
国
然
と
た

く
適
試
大
約
の

きヽ
異
米
自
さ
し

℃
快
の
の
ら
＞
た
行
々

ｏ
て
し
で

０
て
ズ
リ
か
か
似
で
少
た
め
涼
間

１
め

一
ま
ル
た
く
ま
は
じ
極

ｏ週

約
極
ナ
あ
卜

つ
よ
く
と
で

たヽ
１

り
れ
り
間
ア
だ
に
近
本
頃
が
し
た
＞

た。
*

ヽ
い
り

ｏ

も
て
あ
で

で
ん
は
か

ｏな
で
な

・
だ
い
の

。
敵
い
憶

〓
素
も
記

・　
ｏ
で
な

。
よ

ｏや

・
ん
で
ふ

を
で
せ
の
や

子
う
ま
ん
あ

つ
そ
れ
せ
に

あ
た
し
ま
い

木
け
も
り
互

鈴
頂
か
あ
お

＞
て
る
も

ヽ

姓
し
い
事
か

旧
出
て
た
ん

＜
い

つ
れ
せ

私
思
違
わ
ま

躍
も
守
ん
確
ま
う
う
方
メ

活
何
見
せ
を
い
よ
そ
の
Ｅ

の

ｏく
ま
日
て
の
り
ら
の
う

々
す
か
き
新
い
速
わ
ち
員
ど

種
ま
暖
で
更
だ
急
伝
こ
会
が

中
り
を
が
の
た
り
く

ヽ
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い
が
進
け
ジ
い
な
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も
す
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し
下
躍
助

一
て
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ｏ

忙
が
の
手
ぺ
せ
も
が

っ
う
い
か

頭ヽ
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供
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式
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沢
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岩
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08期柳川

09期清水

10期木津

200o.7.フ  木津 治男期再見

11期井上
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て
の
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ｏ

７
見
な
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ン
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き

つ
し
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し
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何

も
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思
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レ
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そ
応
が

月

つ
と
使
プ
た

ｏに
作

０
い
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初
日
し
な
卜
信

１
へ
な
が
生
ま
い
ス
自

は
山
か
姉
誕
き
た
テ
は

子
高
変
で
の
聞
リ
ン
回

聖
妙
大
山
私
ら
登

コ
今

L∞

覇 I];[慧 キL:社
細 がお櫃

獨駆温」
山のシーズンが終わ つた ら、今度はスキーだ。

久 しぶ りなので、練習 しようっと。

せいこ

曇然葎[:Ittiなたお増冒童頌T平ギE転務

加藤 さんヘ

::Fi:::::::::::li:::i

l¬ 期加藤

御嶽山登頂速報 (今後、森川より詳報ありの予
定 )

:%:∝ど将豪発 (タ クシー 近鉄、」Rバ ス
ロープウエイ)

9:30七 合目着食堂にて山菓そば食す (森川は
パスでほろ酔いにてコー ヒのみ )

18::躊島宗塵鯨力餅がうまそうだがパス。
11:30頃八合目女人堂着 小屋にてハヤシライ

スを食す
13:0鶴

言すF裂鼻8性百詈急驚雰8美葬∃′く
ック)

揺::8雛宝号じ寧守うグ保0
17:3観

織子雪恵る悪し。食えるオカズは金平
ごぼうと森川の持つてきたふりかけのみ

それでもお茶漬けにして二杯の飯のお替
りをしたが。

:γ%起電」緩鷲γ嘱纏f境。度の展望

ぜ難魏 離曇
言生百ふ禁番言号要数弯たケ

ドリップ
12:00五の池小屋下山開始

曇
叢が雪否曇暑↑

適 朴葉味嗜もあり朝

33大久保
50頃我が家無事着

10/9

８

０

　

　

　

　

　

１

1婚」言
至曇
「 盗ザ

:10頃美濃大田着 名

1;癸塔速)

::楽言快速)

:籍萌警速)

30(快 速 )
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属奮饗:マ垢体重があまリヘってぃなかった。

11期 森川

御嶽初登頂成功.補足説明.

1.K氏の食欲

10月 7日  5:45味 噌汁だけ

10月 9日  7:00め し2杯

10:30山 菜そばとバナナ 2本

10:00五 平餅 5本

12:30ハ ヤシライス

13:30釜飯

15:00柿 の葉寿司

17:30め し3杯

この馬力で山に登るのだから、同伴者は大変、

但し、15分過ぎるとやたらに写真を撮りたがる

.御蔭で、24枚撮 6本使用して、家で調べたら

残りは 1枚のみ.い <ら 、食欲の秋でも…。

2.K氏 のナンバ術

(1)その 1 10月 8日 御来光を見に行き、親

子の女性をゲット。山小屋から二の池、サイの

川原、三の池まで、約 3時間デー ト.

(2)その2 10月 9日 飛騨小坂の真智で五平

餅売りのおばさんゲット.御蔭でコーヒー御相

伴になる.

3.感想

御嶽は 360度展望もよく、山頂の池巡 りは自山

とは趣が異なり、花の時期、夏にまた是非行き

たい山である.有名な割りにゴミもなく、山道

も歩かれた様子もない.四の池のように、水が

溜まっていないのに、川として流れ (ロ ープウ

ェイ山頂駅より見える)滝として落下している

.濁河温泉は、国有地なので廻りは自然が残つ

ており、湯の質もよく静かな温泉でした.是非



一度は味わつて下さい。

相棒と天候と紅葉と温泉に恵まれ、クリマメの

本とシラタマの本の実も味わえた優雅な旅でし

た。

・4.写真参照方

す
れ
　
　
す

で
ら
　
　
　
ヽ

の
じ

ｏ　
ず

る
感
ん
　
わ

　

ｏ

か
に
せ
　
使
　
る

か
楽
ま
　
け
　
す

が
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だ

ｏに

問
て
あ
　
る
る
潔

時
く
は
　
き
す
簡

も
な
で
　
で
徹

ヽ

に

や
事
　
は
に
て

く
じ
仕
　
＞
ン
し

か
苦
る
　
ト

ヨ
と

も
が
来
　
ク
シ

つ

に
間
出

　

エ
ジ
か

と
時
も

ｏ
フ
ン
リ

のヽ
て
を

エ
ラ
き

て
そ
と
想
＜
卜

つ

つ

ｏと
感
技
な
い

れ
ね
い

小ヽ
お
思

こ
よ
な
で

・
な

・

区　れ　　は盤
　　値わ

じゃ、マックG3に Flnal Cut Proを 走らせて
、私も挑戦してみるか。

皇墨3原 t、 雰言
編集長、原稿提出時の写真はjp

では、白山をお楽しみあれ !

今、名古屋に向かうしらさぎの中。なかなか

充実した一日でした.

きのう (3日 )は、松本から金沢ヘバス。奥

飛騨の紅葉はしっとり濡れていました。金沢か

ら福井まで来朝、さらに勝山まで京福電鉄で 1

時間弱。

勝山駅には無料のレンタサイクルがあったの

で、それを借りることにします。ギアつきが無

料とは嬉しい話です。 (市役所がスポンサーの

ようです)。

駅から30分 くらいこぐと平泉寺に着きます。

夕暮まで境内を散策。平泉寺の村自体も。ゆる

く傾斜した道にそって豊富に水が流れ、屋敷も

富豪を思わせ、なかなか趣があります。

宿は平泉寺旅館といって、ちょっとした割烹

(と いっても食堂に近い)の上のフロアーです

。特に情緒はありませんが、平泉寺に近いのが

取り柄です。

翌日、つまり今朝は 6時 に起きて谷峠にむか

います。4時間かかるかと心配した道がわずか

に2時間。坂が思いのほか緩やかなので した。

途中にはずいぶん廃屋が目立ちます。

谷峠から白峰まではあっという間。資料館と

紬のデモを見て、白峰は早々に去 ります。下に

下りる北鉄′ヽスが 1日 に 3便 しかなくなってい

るのには驚きました。

復路、谷 トンネルの少し手前で右手に入る自

木峰林道を上がります。しばらく行くと開けて

自山がばっちり見えますね。そこにお目当ての

「僻村学校」の新 しい建物が二つ建っていまし

た。あとは、 トンネルをくぐって一路勝山に下

るのですが、雑木林の紅葉はなかなかのもので

した。

終日快晴。京福電車から振り返れば、自山が

ばっちり見えました。そして空は夕焼け色に。

以上、高橋治の「さまよう霧の恋歌」の現地

検証の旅でした.

11期芝田

F戦8異おL姦言だあだ驀書奪暮警雰犠学1｀

け
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11期長岡

今回, 日数が無 くて,手取川上流域には行き
ませんでしたので,こ の方面は割愛。
なお.話題としては,3年 ほど前の災害でずっ

と不通となつていた新岩間温泉へは開通など。

「景[基J晨こ奎童蒙番li屋1鼈讐ぶ墓晨ぁ

'庄川上流域

け否窮讐喜万F可
ですが,峠から河合村へは抜

し森言ll鷺嵩場騎多巻F復
旧が終わつて開通。

12期津田

いつも楽 しいお便 りうれ しく拝見 しています。
約 2年前に金沢へ戻つて以来、KUWV-OBの 皆様
にお会いしたいと思いつつ果たせないでいます

15期上馬

7月 31日

1::;:「
1曇 FttE量を::言世言譜曇fI
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て福井の平野部が見え、ササ原に出てからは、
アカモノの実がたくさん目につきました。18:0

:滋 ミ ♂軽 鳥 瑠 理 暫 戦 晃 i湧 淵 砧 ち
ちました。また山頂から避難小屋にかけては、
本のりつばな階段や木道が建設中で した。

小屋では、西宮からの男性 2人 と芦原からの

憲IJ,11圭讐:撃掌卜i:含[言 1首季;
と静かな山でした。

30日 朝も、山の上は霧雨と強風で、あきらめ
て下山しました。また、日を変えて行こうと思
つています。

人 in南竜Jまであとわずかと

15期宇野

15期坂尻

ようやく秋を実感できるようになりました。

事には、どうやらこと
加できないようです。
は地区の春祭 り、「春
幸があつて、急速不参
で名古屋。「秋の小屋
で北海道。近くにいて
も参加できずに終わ り
しいわけでもでもない

悪しからず、ご了承ください。

15期渡辺

[iき[[ili[言
I[「::[,i言li

15期 三宅 毅

いつまでも暑い日が続きますね.この四月に

東京に単身赴任して半年、やはり家族と離れて

暮らすのは寂しいものですね.

仕事も順調な時はいいのですが、会社も含め

てまだまだ景気が悪い時期ですので、苦労して

おります。

最近、身近な人間で体目を悪くする人も多く

、健康には気をつけないといけないですね。も

う若くないですものね.

涼しくなったら、東京の下町歩きをまた始め

ようと思っています.

17期渡辺

この度の水害では我が愛知県西枇杷島町の状況
が全国ニュースに流れて一躍有名になつてしま
つたようです。
自宅は物置と車庫が浸水しましたが幸いなこと
に住宅は浸水を免れました。同期をはじめ皆さ
んにご心配をおかけしました。
ありがとうございました。
二晩避難生活をしていた時にワンゲル時代の沈
澱を思い出しました。違うのは不安の大きさで
す。シュラフと非常食を持参 しましたが「しつ
かりしているわ」という嫌な視線も感じました
が、災書には備えるしかありません。
行政は非常時には全く機能しなくなります。
OBの皆さんにおかれましてもワンゲルのノウハ
ウを活かして
準備されることをお奨めします。

17期藤野

ご無沙汰 して
を迎え、そろそ
考えている今日
e、  Grand  Tetoe. Grand Teton
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康欲
ｏｎヽ

識綱田ｔｏｎ鰤網一

孵崚ｏｗｓｔ。ｎ韓摯Ｔｅｔ。ｎ，プスを詢‐したｏ

り
げ
‐ｏｗ‐凱
け
Ｔ‐ビ
郷
軋

朝付Ｙｅ‐‐‐観照
ａｎｄル鵜」

賢
Ｙｅ
Ｃ
都

ｒａｎ
″
棘
礼

辞籠回、Ｙｅ“一師け碑組

離げ錮田〕
札わ納林

錢帖
。今洲擦い琳橘

秋の小屋酒場に参加される皆様によろしく。

15期松林

]ラ署:讐翼211誉膚貴夕暑壼lJ睡

`菫

t

。 Yellowstoneは
うなもので、期窄なもので、期

は結構良かつ
い出させる山
、 Grand  Tet

思い出させる山容
ロー、 Grand  Tetonロー、 Grand
ご覧下さい。

18期井上

ご苦労様です。
OB通信で金沢や懐かしき倉谷の様子を知ること

督百お蒼苦号〉貧Eお墓島森五b風邪を引いて
-112-
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今
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いる人が多いようですので、千葉と金沢の 2重
生活で体調を壊されないように気をつけて下さ
い 。

18期大西

ここ大阪は蒸 し暑い梅雨が続いています。
暑 くとも雨のない夏が待ち望まれます。

署名欄に新連絡先を記 してあります。

さて、火・星 ,人  in 南竜は何名集まつた
でしようか。楽 しみにしています。
では、また連絡いた します。

21期 中村 元風

拝啓 残暑厳しい折、いかがお過ごしてしょ

うか.すでにご承知の方もいらっしゃることか

と思いますが、 9月 15日 ～17日 に、自萩の花が

満開の地元大聖寺実性院で行なわれる私の個展

につてご案内させていただきます。

かねてから、一生のテーマとして山を描きた

いと思ってきました.この度、ホテル百万石さ

んの御依頼もあり、自山を最初に、日本百名山

を題材に作品造りを始めました。今回はその成

果を一部を見ていただくことと、永遠のテーマ

である、古九谷をもとにした今九谷のその後の

展開も見ていただければと思います。

何かと忙しい時期かと思いますが、林社中に

よる御煎茶もご用意致しました.是非御高覧い

ただければ幸いに存じます.

24期仲村

讐R妻♀F室摯革譲書嘉あと奮暴葛槙藤書お『
鼻旨雰雲菅むお事専塾山における躍動感の記憶

:1::li[i:::::::itxチ
姦可

聟全管お男宅賢家管変百力でマ蓬喜訳:｀

たので

,:::,′

`:111:::::|:88i:RLI::l:||:ll::l::ki/
26期畠山

次は剣岳、 1泊 2日 で長次郎雪渓へ。 クラ

泉品T鴛慈忌肩なゐ寒瓢お機幕肇篠う単り多タ

iI:::::i:告
稼lil:ii〔 [ミ:

貿憂量奮農量署I:曇驚承1農[I尋ど墨:1
:』 t[票「羊:響醤[鱗奮素鷹を覆11重二
は倉庫にしまっておきます。その間、石だらけ

曼言量言71,P警こ嬌1:F爆姜喜んFツ導

41期 長谷川 夏樹

お久しぶりです。この度は、ワンゲルOBの

心のよりどころ"や まざと"を お送り頂きあり

がとうございます。現役への連絡係を清水君が

受け継いてくれているようで何よりです。

北海道に入植し、エゾジカが家のまわりを走

り回つているような生活を送つています。本来

なら、グル経験をいかして楽しみたいところで

すが、研究などに追われ余裕が持てず、フラス

トレーションが溜まる生活をしております。現

在のところゲル経験がいかせるのは、お酒の場

のみとなっています。

今後、余裕が出ましたら、道東を中心に北海

道てゲル的活動をしていきたいと思います。そ

の際は、何らかのご報告ができればと思ってい

ます。それでは、今後ともよろしくお願いしま

す。
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顧間のひとり言 前田 達男

ワンゲル顧間の前田です.7月 23日 、自山日帰りで日焼けしてきました.金沢駅発

5:30のバスに片町金劇前で乗り、観光新道から室堂、御前峰、エコーラインを経て砂

防新道です。市の瀬―別当出合間をシャ トルバスが運行されている日には、最終便

(17:30)が鶴来まで延長運転されるので、バス利用の日帰りも可能となります。

北アルプス組 2パーティの1つ が計画書を持つてきました。当初計画では鳥帽子岳

―船窪乗越一針ノ木岳までヤルというので密かに拍手していたのですが、崩壊地形の

話しが効きすぎたのか、雲の平の散策に変更となっていました。断層の割れ日から湧

き出して <る船窪テント場のおいしい水の代りに双六一三蓮山腹の湧水も捨て難いと

いっておきましたが、予定コースは山頂を通つています。

ワンゲル顧間の前田です。金沢大学は先週で講義は終わり、今週からは前期期末試験

です。集中講義もあって、、8月 上旬も大学に足留めされる学生もいますが、7月 末か

ら12日 の合宿に出かけるという頼もしい計画書も出てきました。地図を示しての説明

に、 (現役)ワ ンゲルもまだまだ捨てたものではないと思いました。

8月 25日 ～27日 は恒例の剣岳追悼山行.初 日は剣沢、 2日 目に平蔵のコル (遭難現

場)まで行き、 3日 目に下山という日程です.私は、初日の集合地・ 立山駅からバス

で称名滝手前まで行き、大日岳 (大 日小屋泊)。 奥大日岳経由で剣沢、すでに平蔵の

コルから戻つていた蒲原君のご両親ら一行に合流し、鋼岳を前に線香を手向けました

(実はこの日=8/26は 鴨原良太郎君の命日).26・ 27日 参加のメンバーを加えて皆さん

は

＼

剣沢を登り返し、新室堂乗越で室堂に下山ですが、

ぶりの裏剣歩きです。仙人池小屋泊、池の平幕営、

ましたが、今までやつたことのない仙人池小屋泊。

便の トロッコ電車で金沢に帰ってきました。

大日岳は、通難事故さえ起こつていなければ PWが歩いていたルー トです。夕陽の

鋼岳を見る絶好の位置にありますが、ガスのため朝のシルエットだけで我慢でした。

25日 (金 )、 小屋はのびのびと休めたのですが、翌日は団体と頻繁に行き違いです。昔

、称名から立山駅まで歩く覚悟で逆のコースをたどったときは (秋分の頃)、 ひつそ

り静かな道だつたという印象を持つているのですが、大きくない小屋にこれだけの人

達が泊まるとなると大変だなと思いました.

それに比べると、8/28(月 )の 水平歩道は護ともすれ違わず、下の廊下の期間以外は

こんなものなんでしょうか。そういえば、真砂沢もひっそりしたもの。仙人池小屋の

おばさんの話によると、三の窓のテントも近年はまばらにしか見えなくなったとのこ

と。そのくせ欅平では、あいかわらず団体観光客に座席整理券を占められて、順番待

ちでビール飲み。仙人池小屋は、連泊客 (高知県の酪農家)に私の 2人になりかねな

いところ、北方稜線を小窓まで歩いてきた北海道のカップルを含む 5人が加わり「盛

況」。夕食の献立も焼き魚、天婦羅、冷奴もあって豪華、21時の消灯まで話しはつき

ず、ビールの空き缶ごろごろ。朝陽の裏鋼がガスつて写真の対象にならなかったこと

を償つてくれる、ゲミュー トリッヒな (居心地のよい、くつろいだ)一晩でした。

私は剣沢を下りました。実に久し

仙人湯小屋泊と選択肢は 3つ あり

28日 阿曽原小屋経由で欅平、最終

E
E
コ

コ

“
=

“
飩

ワンゲル顧間の前田です.遡行計画の PWというのも久しぶりですが、出かけるとこ

ろも私の顧問期間ではなかつた所です。

研究室の温度が34℃ になったのでパソコン保護のためつい

にエアコン発動となりました。設定室温は29℃ です。普段は風通しをよくして汗をか

きかき勉強 (昼寝 ?)です。1泊 2日 の人間 ドックから東京でのクラス会 (1960年入学

)に出かけていた間に、夏合宿残り2バーティの計画書が届きました。8月 5日 には

1999年度卒業のゼミ生の飲み会、8月 25日 ～27日 が恒例の鋼岳追悼山行、お盆の雑踏

を避けてその間にどこに出かけるか、私の計画書も作らないといけません。そのため

に自山日掃りで足慣らししたのですから。
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「独り言」が長くなりました (実 は、独り言よりは寝言を言う方が多いのですが)

。大学は夏休み期間ですが、秋山を楽しむというPw計画が出てきました。今年は針
の木雪渓も結構雪が残っており、紅 (黄 )葉 にもまだ早 <、 何をもって「秋の山」とす

12ク
｀
1「 11と いう気持ちもしないわけではありません。しかし、新雪&紅葉の

ぜ]F:‖鮮誓:富撃I通程静蒼馨鼻属tた I讐奮ii撃 Fう

に「秋休み」がありま
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禁 断 の IEX役 部 屋

2000年ラオウ伝説 世紀末救世主伝説

説きはまさに世紀末 ! 海を越え伝説は再び…

金沢大学ワンダーフォーゲル部 夏合宿 北海道バーティー

[行先]北 海道・大雪山

[日 程]00年 8月 7日 ～8月 15日  5泊 6日  予備 2 非常 1

[目 的]・ 北海道の山々や大自然を体いっばいに満喫する。

・ 低気圧を連れて本州を離れる。

・ 海を越え北海道で修行してくる。
。 とりあえず怪我無く楽しい山行する。

[コ ース]

1日 目 金沢==福井==敦賀==東舞鶴――舞鶴港～～～～

0日 目 ～～～～海上～～～～

1日 目 ～～～～小樽港――南小樽==札幌==旭川===旭岳温泉
++++姿見――旭岳

石室△

2日 目 △旭岳石室――旭岳――間宮岳――黒岳石室△

3日 目 △黒岳石室――黒岳――黒岳石室――白雲分岐――白雲岳

――白雲分岐――

白雲岳キヤンプ指定地△

4日 目 △白雲岳C指定地――高根が原分岐――忠別沼― 忠別沼―

―一忠別岳――

忠別岳キャンプ指定地△

5日 目 △忠卿lttC指定地――ひさご沼分岐一一ひさご沼避難小屋一

―― トムラウシ岳

ひさご沼避難小屋△

6日 目 △ひさご沼小屋一一化雲岳――第一公園―一天人峡温泉=
=旭川駅

サブコース

△ 旭岳石室一―間宮岳――北海岳――白雲岳C指定地

エスケーブ

(1)△ 旭岳石室――姿見+十 ++旭岳温泉

(2)黒岳石室―-7合 目事務所++++流 星銀河の里

(3)白 雲岳C指定地――白雲分岐――銀泉台

[メ ンバー]L清 水健作 (理―物 3)

3) 医療

井澤寿予 (理―物 3)

sL奥 野岳志 (エー土建

河原―美 (教一学校 2)西 大輔 (エー人機 2)

谷村一成 (エー人機 2)

[連絡員]

環員Jドーー8 090-0444-2241

,自

`゛

  ,1   090-2833-0904

夏合宿2000 in 北アルプス

[日 程]8月 8日 ～16日 (8泊 9日 )予備 3+非常 1

[山 域]北アルプス (上高地→槍ケ岳→新穂高温泉)

E目 的]日 本最高の避暑地での快楽生活

[行程]

〈1日 目〉金沢 ===富山==高山==平湯==上高地――徳沢キヤ

ンプ場△1

〈2日 目〉△1-――蝶ケ岳ヒュッテ△2

く3日 目〉△2-――常念岳――常念小屋△3

く4日 日〉△3-――大天荘―一大天丼岳―一大天荘△4

〈5日 日〉△4-―一大天荘――燕山荘――燕岳一一燕山荘―一大天荘

△5

く6日 目〉大天荘――ヒュッテ西岳――殺生ヒュッテ△6

〈7日 目〉△6-――槍岳山荘――槍ヶ岳一―槍岳山荘―一千丈乗越一―

―双六キャンプ地△7

〈8日 目〉△7-――双六C地―一笠ヶ岳キヤンプ場――笠ヶ岳――笠

ヶ岳キャンプ場△8

く9日 目〉△8-― (笠新道)―――新穂高温泉==高岡==金沢

☆ エスケープ・ルー ト

(1)燕山荘一―合戦小屋一―中房温泉

(2)水俣乗越――横尾キャンプ場――上高地

(3)槍岳山荘――槍平小屋一―新穂高温泉

(4)双六キヤンプ場――弓折岳――新穂高温泉

[メ ンバー]

L小倉 亮 (法―法 3)sL阿 納真弓 (文一人間3)山 本資治 (エー

人機 2)

日野鋼貴 (文一人間2)吉森幸世 (文一人間2)森本達也 (エー機

械 1)

松山文枝 (医―保健 1)

[連絡員]

佐藤豪―郎 09080908429志 賀寛人 09013128649

,自

`),1 090-2833-0904

[日 程]8月 1日 (火 )～ 10日 (木)9泊 10日 予備 3日  非常1日

[行 程]

〈1日 目〉金沢 ===糸 魚川 ===穂高 ― (タ クシー)一―中房温泉

(幕営)

〈2日 目〉 中房温泉 ―― 合戦小屋 一一 燕山荘 (幕営)―――

燕岳 (往復)

〈3日 目〉 燕山荘 ―一 大天荘 ―一 大天丼岳 ―一 ヒュッ

テ西岳 (幕 営)

く4日 目〉ヒュッテ西岳 ―― 水俣乗越 ―一 殺生ヒュッテ ー

ー 槍ケ岳山荘

(幕営)―一―檜ケ岳 (往復)

く5日 目〉 槍ケ岳山荘 ―――
i

岳 ―――三俣山荘

(幕営)

く6日 日〉 三俣山荘 ―一― |

)

〈7日 目〉 雲の平キヤンプ場

を見に行 く

一　
　
　
　
か
　
　
・

双六小屋 ―――双六岳 ――一三俣蓮華

鷲羽岳 ―一 雲の平キャンプ場 (幕 営

一― 雲の平山荘 ―― 祖母岳 ―

―― ビーク

124639m(往 復 )
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〈8日 目〉 雲の平キヤンプ場

―― 野口五郎

小屋 (幕 営)

〈9日 目〉 野口五郎小屋 一―

岳 (往復)

〈10日 目〉鳥帽子小屋 一― 高瀬ダム ーー 七倉山荘

☆ エスケープ・ルー ト

(1)大天荘 ―― 燕山荘 ―― 合戦小屋 一― 中房温泉

(2)ヒ ュッテ西岳 ―― 水越乗越 ―― 槍沢ロッジ ーー 徳

沢 ―― 上高地

(3)殺生ヒュッテ ーー 槍沢ロッジ ーー 徳沢 ―― 上高地

(4)槍ケ岳山荘 ―― 檜平小屋 一― 白出小屋 一― 新穂高

温泉

(5)三 俣山荘 ―― 双六小屋 一― 鏡平小屋 一― わさび平

小屋 一― 新穂高温泉

[メ ンバー]

L加藤菜就 (エー物化 3)sL矢 田部 桂 (理―物3)谷上 望 (文一人

間 3)

久原宗仁 (文―史2)  福村岳代 (教―陣教2) 石山晶代 (教―

養別科 )

深作亮太 (エー人機 1)

[連絡員]

伊藤純司 076-263-8353 090-9900-2817

矢 |]1営―-  076-222-8908  090-1390-9887

2000年 夏合宿 南アルプス中南部Party

[目 的]南 アルプス中南の3,000m級の山々を縦走する。

[日 程]7月 31日 (月 )～ 8月 12日 (土) 11泊 12日 予備4日 フト常1日

[行 先]南 アルプス中南部

[行程]

1日 目(7/31)金沢駅 +++++平岡 =(タ クシー)== 易老渡 ――

面平 (幕営)

2日 目(8/1)面 平 ―― 易老岳 ―― 光小屋 (幕営)―― 光岳 (往

復)

3日 目(8/2)光 小屋 一― 易老岳 ―― 茶臼小屋 (幕営)

4日 日(8/3)茶 臼小屋 一― 上河内岳 ―― 聖 (幕営)

5日 目(8/4)聖小屋 ―― 聖岳 ―― 兎岳 一―中盛丸山 一― 百間

洞ノ家 (幕営)

6日 目(3/5)百 間洞ノ家 ―― 赤石岳 ―― 荒川小屋 (幕営)

7日 目(8/6)荒 川小屋 ―― 中岳 ―― 悪沢岳 (往復)―― 高山裏露

営地 (幕 営)

8日 目(8/7)露 営地 ―一 板屋岳 ―一 ′Jヽ河内岳 ―― 鳥帽子岳 ――

三伏峠小屋 (幕営)

9日 日(8/8)三伏峠小屋 一一 本谷山 一― 塩見小屋 一― 塩見岳

―― 雪投沢 (幕 営)

10日 目(8/9)雪 投沢 ―― 能ノ平小屋 (幕営)

11日 日(8/10)能 ノ平小屋 一一 三峰岳 ―― 問ノ岳 ――

北岳山荘 (幕営)

12日 目(8/11)北岳山荘 ―― Jヒ 岳 ―― Jヒ 岳肩ノ小屋 一― 白根

小池小屋 一―広河原 =(バス)=甲 府駅
☆ エスケープルー ト(1)茶 臼小屋 → 畑薙大吊橋→畑薙第一ダム

(2)聖 平 → 聖沢吊橋 → 聖岳登山口 → 湛島

(3)百 間洞 → 赤石コル → 赤石小屋 → 湛島

(4)荒 川小屋 → 赤石コル

(5)三 伏峠 → 塩川小屋

[メ ンバー]

L西 脇幹雄 (エー機械3)sL杉 村明慶 (教一人環 3)医 療 角田

幸久 (経 2)

―― 水晶小屋 一― 野口五郎岳

烏帽子小屋 (幕営)一―― 鳥帽子

石原 諭 (経 2)

1)

[連絡員]

志賀寛人 09013128649

角谷 誡 090-28330904

中川拓哉 〈理 化 1)竹 内雅幸 (法

一　
　
　
一　
画

一　
　
　
一　
計

日

一　
　
　
一　
行

２２

一　
　
　
一　
遡

月

一
　
一
給
９日”

一　　　一　相
田

一　
　
　
一　
湯

年

[行動予定]

8月 19日  (高崎集合)===土樽―一取水ローーーノ滝一@一三ノ滝

@:ビバーク地

8月 20日  @一一三ノ滝一―肩の小屋一―土合――武能沢出合@
8月 21日  @――十字峡―一大滝上一一二俣@
8月 22日  @――朝日岳――土合     ‐

サブコース (8月 22日 )土合――出合―一大滝上―
「

白毛門山一―

土合

[メ ンノ`一表]

リーダー 西脇幹雄 (エー機械 3)

宗仁 (文―史 2)

3流クライマー 金吉史哉 (OB)
B)

斬 り込み隊長 笹田竜之 (文―史 4)

賀寛人 (エー土建 4)

見習いクライマー 加藤菜就 (エー物化 3)

本資治 (エー機械 2)

E連絡員]

矢田部桂 09013947688  杉村明慶 0762613458

2000年 後立口IP・ W

[目 的地]後 立山

[目 的] 秋の山を楽しむ

[日 程] 9月 11日 ～15日

[コ ース]

1日 目 金沢 ###信濃大町==扇沢―一大沢小屋▲ (幕 営)

2日 目 大沢小屋一―針の木小屋一―蓮華岳――針の本小屋▲

3日 目 針の木小屋一―針の木岳――赤沢岳―一新越山荘―一種池山荘

▲

4日 目 種池山荘――爺ケ岳――鹿島檜ケ岳――爺ケ岳―一種池山荘▲

5日 目 種池山荘――扇沢==信濃大町 ###金沢

[サ ブコース]

3日 目 針の木小屋一―新越山荘 (泊) 4日 目 種池から爺ケ岳

ワンデリング、種

池山荘▲

[メ ンノヽ一]

サプリーダー 久原

グル 佐川貴久 (0

僕らのキャディ

みんなのソアラ

L 山本資冶 (エー人機 2)

医 谷村一成 (エー人機 2)

森田善文 (エーMl)
角田幸久 〈経-2)

sL 加藤菜摘 (エー物化 3)

林 司  (理―Ml)
矢内佑― (エー物化 4)

竹内雅幸 (法-1)

1  谷上 望 (文一人間 3)0762327867

1すヤ7_F響 :10T纂
27
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: 卒業旅行に海外が定番になり、海外研修を目玉

:に入学案内を作成している学校もあります。若者

に、外国は身近になりました。中でもアジアは、

安く、民族ルーツが同じゆえの親近感と異文化感

が交錯して、人気があります。

夏合宿後から秋休みにかけて、もちろん個人旅

行となりますが、インド1、 ベ トナム 2、 ネパー

ル 2名の現役が、バックパッカーの旅に出ていき

ました。贅沢かといえば、体力もあり我慢もでき

て、時間が何とかなる若い時代に、旅はすべきも

のでしょう。一応それぞれの事情を聞いて、ネパ

ール行きの二人に報告を書いてもらいました。

個人山行が認められるようになってから数年、

今はいい意味での「部とは ?」 の問い直しが始ま

つているようです。長年 もたれることのなかった :

:月 例会 (昔の月毎の総会)も 開催していると聞き

:ま した。若いつていいですね !

相棒の清水君が、絶賛の写真。

旅への期待と若さで弾けんばかり。

【ボーダナートにて 矢田部 】

ネパール日記

矢田部 桂

9月 17日

午前 2時に金沢駅。夜行特急で京都に着くと六時 くらい。その後 `は るか'で関西国際

空港までぅすごくいいお天気である。 日本でも外国のどこでもいいから山に登 りたくなつ

て しまう。はやく山にいきたいなあ―。 うず うず してしまうのであつた。

10:30に ロイヤルネパール航空のチケッ トを受け取 り、 12:55に 日本出発。はた

して無事かえつてこられるだろうか、などと考えながらぼろい機体に身をまかせる。食事

は■回でた。 うまいうまいとほおばっていたが連れの清水はあまり良くないといつた表情。

彼は飛行機に乗 り慣れている (ら しい ?)のでよく比較ができるのだ。私にとつては初め

ての海外なので右 も左 も分からない超初心者である。悔 しいので始終落ち着いたふ りをし

ていよう。

カ トマンズの トリブヴァン空港には 20100に 到着。タクシー及びホテルの客引きの群

が りを掻き分けて、かねてから予約 しておいた現地旅行代理店の車でタメル地区のホテル

ヘと向か う。あた りは電火rも あま りなく薄暗かつたが人は沢山いてこんな暗が りでなにか

することがあるのか、とおもつた。部屋に案内され、とにかくのどが乾いていたのでビー

ルで清水 と乾杯。ぬるくてもおいしいビールがあるんだとい うことを今 日この場ではじめ

て知つた。

近 くの レス トランで遅い夕飯。水牛のモモ (蒸餃子 )、 ダルバー ト (日 本でゆうところの

ご飯 と味噌汁のような定食のこと)をいただく。かなりおい しくて簡単に感動 して しまう

自分がかなり恥ずか しく思えて しまう。 これからこんなうまいものがたぺられるのだ、と

明 日から楽 しみである。

9月 18日

カ トマンズの朝は早い。 6:00か ら ドタバタと街全体が動きだ している。あまりに う

るさくて自然 と起きて しまつた。経 く食事を済ませた後、旅行代理店にいつて今回の トレ

ッキングに必要なチケット、パー ミットを手配する。山の地図を買い求めた際、店員がお
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つりをごまかそうとするが、あまりに下手なのでばればれである。すこしおもしろかつた。

この日はいろいろ買い物をしたが、なんちゃって商品が沢山おいてあり、これらもおもし

ろかった。

夕食はまた、モモと焼きめしをたべる。これまた日本とは違う米であり、大変おいしい。

いくらでもたべられそうである。モモはというとそう、金沢で有名な数字が名前にはいつ

ている某餃子店のやつにそつくりである、というとわかりやすいか。

9月 19日

7:00近 くのおっさんが何回も何回もセキの大合唱。昨日同様 うるさくておきてしま

う。予定では今日ルクラに飛ぶことになつていたのだが、数時間またされたあげく飛ぶこ

とはなかった。おかげでテンプー (オー ト三輸)にのってボダナー トヘゆくことにする。

そこは広く、きれいですばらしいところだつた。一人のオジさんにあつていろいろ話した、

とはいつてもネパール語は全然分からないのだが。もう一人、青年に会つて彼にいろいろ

案内してもらつた。

夕食を食べていると雨が降り出した。はあ、明日のフライ トが,い配である。これ以上飛

べなかつたらトレッキングの予定そのものが怪 しくなつてしまう。

9月 20日

怪 しい天候であつたが、なんとかイエティ航空は飛んでくれた。ルクラに。 8:30に
トリブヴァン空港を離陸して一時間ほど雲の間を潜 り抜け、山の斜面を強引にならしたよ

うなルクラ空港が見えてきた。

ルクラは滑走路がかたむいており、変わつた空港である。機体からおりて トレッキング

客だとわかるやいなやガイ ドが群がつてくる。なかには日本語を話すのもいてそれを開く

と、いかにガイ ドが必要であるか、などかなり誇張表現していたが特に意地はつて必要な

いというわけでもなく、いてもいいか、という感 じでこの人にガイ ドをお願いすることに

した。名前はニマ。 (後にこの名前が生涯忘れられないものになるとはこの時微塵にも思っ

ていなかつた)

ニマと打ち合わせをし、 10:00出 発。道は歩きやすく、清水の トレッキングシュー

ズよりも私のランニングシューズのほうが合っているようだ。さつさかと軽快に歩いて

15:00に モンジョのロッジに着く。今日はここで泊。そういえば朝からのどが痛む。

原因は不明である。 う―ん心配だ。なんにもないといいが、体調には気をつけよう。それ

と夕食時にニマにすすめられたどぶろく、かなり酸つばかつたぞ、あしたは下るかもしれ

ない、胃腸関係も心配だ。

9月 21日

6:00起 床、ニマが起こしに来るが山で朝早いのに慣れている我々はとつくに起きて

いる。外は昨日にひき続き曇。どんよりしている。

7:00出 発。気がつくと昨日ののどの痛みは引いていた。異様に酸つぱいどぶろくも

無事わが胃腸は処理してくれたようである。よかつたよかった。ん ?坂になると清水の足

どりが悪い、明らかにばてている。大丈夫かな?

9:20ナ ムチェ着。休んでいると日本人に会 う。山にはいつて初めての日本人。日本

語がなつかしい。ここで昼飯を取る、ニマの知り合いの家だ。

13:00ナ ムチェ発。これからはだんだんと標高も高くなってきて坂もきつくなつて

くる、荷物はたいして持ってないのにこんなに疲れるのはやはり標高のせいか?かなりし

んどい。体が時間が経つにつれ確実におもくなつていくのが分かる。清水はさつきから黙

りこくつている。私以上に疲れているようだ、元気づけようと話 しかけてもうわの空。大

丈夫かな?

15:50タ ンポチェ着。ロッジにつくと疲労と空腹で体を脱力感が覆つていた。少し

頭に違和感がある、頭痛とまではいかないがもしかして高山病 ?清水も同じ症状を訴えて

いる。もし初期の高山病ならこれから高度を下げなくてはいけない。しかしそうすると目
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【ヒマラヤは夏の雨期に

雪が積もることになる

。この日、雨期が明け

たよう。中央、雪煙を

あげるエベレス。右、

ヌブツェ。】

的地まではいけなくなつて しまう。 とりあえず頭の違和感は気のせいに しておいて明 日の

様 irをみてから判断 しよう。夕食は高山病に効 くといわれているにんにくスープとグルバ

ー トで栄養をつける。

9月 22H

Fllめ ての晴。ローツェは じめ360度 見渡す限 りのすばらしい景色。エヴェレス ト確認 !

ここぞとばか りに激写 しまくるわれ ら日本人約 2名。

9:00タ ンボチェ発。今 日はペ リチェまで、そこで高度順応 1日 をとることにする。

そこまでは ドリもしくは平行移動なのでそんなに疲れることはない (はず)。

10:45パ ンボチェ着。清水は確実に頭痛を感 じはじめている。気のせいではない。

しか もたい した道でもないのに妙に疲れやすいみたいである。そこで今 日はベ リチェは諦

めてここで泊。ここで休んで高度順応になればよいのだが・・・。

ここのロッジのダルバー トは大変おいしかつたが、小石が入つていて思い切 り噛んで しま

って歯がかけて しまつた。 うう。 この日、ニマの友人が高山病にかかつてヘ リを呼ぶ とい

う,かな りの重症 らしい。あらてめて高山病の恐ろしさを知る。やはり清水はこれ以 L高 度

を :1げ ることは危ない、明「1 ‐人で高度を下げることも考える。

9チ 123「1

6:00に 起きると今 日も快晴である。ちょうど日の出時間で空がなんともいえない玄J

想的な色をかもし出 している。昨 日よりも山奥にきているので山が迫っている感 じ、あら

ためて魅入つて しまう。

10:20歩 き始めて小 1時間ばか りして、清水は体力の限界なのかかな り辛そ うな表

情で、一人で高度を下げる決心をする。今 日の出発地点まで戻つてみると言つている。そ

の後、後ろ髪を引かれながらニマとともにペ リチェに向か う。清水よ、俺が戻るまで元気

でいてくれ !な どと映画の 1シーンみたい。私とニマは~応ペ リチェまで行き、明「1に パ

ンボチェまで下つて清水と合流することにする。

11:50ペ リチェ着。途中でまた日本人に会つた。彼はかなりのネパーノン通でもう数

卜回来ているそ うだ。福井からいらつしゃつていることもあり、しかも驚いたことにワン

グル部員の一人のご両親をよく知っている、とい うことでいろいろお話を聞かせてもらう。

山や、カ トマンズでのア ドバイスを沢山いただきました。

9月 24日

6:00起 床。辺 りを散策 してみる。きょう1)いい朝焼けである。思えば清水は,il度 が

11が るにつれて、体調がおかしくなつてきたが自分のほうはというと全く逆で、むしろ高

いほ うが体に合っているようだ。た しかに空気 もうまいし、めしも好みに合つている。

9:00パ ンボチェに向け ドる。パンボチェのロッジには清水が死にそ うな顔で待つて
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いた。これは確実に高山病である。もつと高度を下げなければ !!すぐに今後の打ち合わ

せをして清水ひとリナムチェまで下ることにする。私はこのパンボチェからアタックでき

るというタボチェピークに明同行くことにした。その後速攻で下つてナムチェで清水と落

ち合うのだ。

清水の下つていく後ろ姿を見ながら、あすの登 り～生涯で一番高い標高へどれだけ行け

るのか期待と不安の入り混じった気分を味わっていた。その日は夕食をお腹いつぱい食べ、

明日に備えるとする。4:00ス ター トなので早く床に就かなければならないのだが興奮

してなかなか寝付けない。

9月 25日

3:30に 起きる、準備を整える。ワンデリング装備だ。 4:00発 の予定なのにニマ

は全く起きる気配が無い。起こしにいく。おいつ !おきろ !

外はまだ間につつまれている。月はでていない。しかし満天の星空がその日の天候を教

えてくれた。そっ、それにしても寒い !懐中電灯で照らしながら細い道を歩いて行く。5:
30頃ようやくあたりが明るくなつてくきた。が、ガスが立ち込めて山々を拝むことはで

きない。もしかしてずつとこんななのか ?不安が募る。

日本のどんなスキー場よりも急で開けた草原をひたすら登つて行く。上に行けば行くほ

ど急になっているのだ。直登しようとしても足首の関節は可動領域をゆうに越えている。

斜めに登る。日本でこの位斜度があつたら土がみんな流れていってしまうだろうな。この

斜度のせいか、酸素の少ないせいか、あるいはどちらのせいかもしれないがどんなにゆつ

くり登つても鼓動が異様にはやいし、呼吸も乱れる。タンボチェまでの登りも辛かつたが

これはもう次元の違う辛さである。ツール・ ド・能登のラストぐらいしんどかった。まあ、

心配していた頭痛のほうは全然感じなかったのは幸いである。

ピークの近くに着くとそこではもう雲を突き抜けて雲海に浮かぶ山々と今、まさに昇ら

んとしているご来光を拝むことができた。感無量である。つんと身が締まるような気温の

中、この瞬間が間違い無くこの旅のピークであり、もつとも心に刻み込まれた場面である。

ただ清水と共にこの地に来られなかつたのは残念である。彼は今ごろ下山しながら高山病

と戦つているのだ、そう思うと一刻も早く彼の元に戻らなくてはならないという使命感に

刈 りたてられた。

下りはさすがにはやいもので、気が急いていたせいもあるがナムチェまであと距離にし

て半分というところまでかつとばしてやってきた。が、そこにいるはずのない清水が道端

で座 り込んでいる。どうゆうことだ ?た しかに限には光が無くうつろである。彼は動くこ

ともできないほど重度の高山病にかかつていたのだ。後はもう必死で彼を担いで下ろした

ことしか頭に無い。とにかく必死だつた。ロッジに着いてしばらくするとニマは一人でな

にを勘違いしたのか私達に向かつて激怒してきた。まつたく訳がわからず困つたと同時に

呆れてものも言えなかった。なにかお金のことで勘違いをしているらしい。病人がいるす

ぐ横で大声を張り上げているニマに、なんて非常識な男だろうと腹が立ってならなかつた。

結局お金を握らせて黙らせる。ほんと疲れる、非常に内容のつまつた一日である。

9月 26日

この日でルクラまでいかなくてはならない。なにせ明日の便でカ トマンズまで帰るのだか

ら。なんとか清水のお尻をひつばたきながら元気のまだ戻らない体に鞭を打つた。

ルクラについたのはもう辺りは暗くなってからであった。もう2人 ともへとへとに疲れ

ていた。まるで血尿が出そうなくらい。今日でガイ ドのニマともお別れである。残ったガ

イ ド料を渡す時にもひと悶着あつて、最後まで後味の悪いガイ ドであった。さっと最後の

山食をロッジで食べてから無事到着したお祝いに安いウイスキーを飲む、う、うまい。久

しぶりのアルコールはすぐに体中を駆け巡り、疲労を忘れさせてくれた。当然清水は禁酒。

調子が戻つたら浴びるように飲ませてあげるから心配しなさんなつて

9月 27日

天気は快晴、今 日は予定 どお リファース トフライ トでカ トマンズにかえることになる。
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晴れ渡る青空の向こうから、久 しぶ りに聴くエンジン音がここルクラ空港に近づいてくる。

一週間程の山生活であつたが、いまでは短 く感 じて しまう。 この旅で学んだことは沢山あ

る、この旅の経験は 一生の宝物になるであろう。 ここで起きたあらゆる出来事をかみ じめ

ながら帰 りの機体に乗 り込むのであった。

(ち なみにこれは実際に現地で書いたメモを 7割 くらいそのまま書いています。)

ネパール旅行記

1)メ 117日

AM2:00、 矢内さんに送って t)ら い金沢駅へⅢいよいよ待ちに待つたネバール旅行の

出発である。『十画から 4ヶ 月、実際に4F備 したのは夏合宿後からだつた.良 く1薔 〕に合つた

気がする.急行北国、特急はるかを乗り継 ぎ関空へ。ついたら搭乗手続きをする。空港使

用f)[が 2850円 t)し た.12:55分 日本を脱出。これ′まで矢田部はチンプンカンフンつて感

じ どうや ら、旅の出|は優位に立てそ うだ。飛行機は Iう 757ロ イヤルネパール航空、は

′)き り,1つ てばろい ,ラ ジオすらないぃ機内食はまあまあだつた.け ど、生まれては じめ

てЛξ行機に乗る矢 FI部君にはかわいそ過ぎる。上海に途中立ち寄ったが、グロい清水君の

まま 116～.国際線σ)お酒は無お|だからね…。ネパールには 10分遅れて 18:55に 着いた ,

税限]や VISAは かなりいい加減。空港から11て 、タクシーの客引きとス トリー トチル ド

レンに矢「]部はかなりくらつた様子ゥ僕 {)イ ン ドネシアで昔戸惑つたな。「しみずけんさく

様Jの カー ドを見つけガイ ドの人と合流、ホテルに送って 1)ら う。「ホラ
Lル ヒマラヤンピュ

ー」が旅のベースになりそ うだ そσ)あ とは夕食。けっこううまい.ビールがおい しくて

飲みすぎてしまった.(刺 1み過ぎた)シャワーはお湯が出るのでけつこう満足ぅ

1)∫ 11811

lJ… つて言うか甲朝にダニと 11事の音に起こされる.朝 7:()0の街ヘバンを買いに行くぅ

しか し、何処 t)開 早i前 だったυ)で ホテルに戻 リオムレツとチャイを頼む ,初 めて飲むチャ

イ 糸「茶派の僕には女喜しいくらい美味 しいっそのあと、フォーシーズンのRajiさ んに

会う,こ の人は父の友人の友人 ?ら しい。「1本にいるときからEメ ールを通 じてlll内 線の

手配などを依頼 していたぃパー ミッ トとit空券と宿代 260ドルを払 うiチ ャイをご馳走に

なる 1引 υ)よ りおいしい そのあとは、ダルバールからアサン広場 まで散歩 疲れたので

度ホテルヘ ()ど り、今度はタメル地区へ買い出 し。地図とザ ックカバーを手に人ね′る.

矢HI部はノースフェース″)フ リース。多分偽物。帰つてきてからバー ミットを取 りに再び

街′ヽ ホン ト疲れ′てのでホテルで墨寝.おきてからRaliと 話 しをする。り|ロ グ)Лに行機

が Jltば ないらしい_山域を変えることになつた。旅は トラブルがあるからmi rlい ?今 夜は

飲 (〉 う… ,夕 食はチベ ッ ト料理やへ.結局は飲まずにライスとカレー とスープ'モ モでRs

looですます。 もしか したら第七ギョウザの故郷かもしれない、ネパールって,,あ と、

|り |11の ルクフイiき は空港で待つてみる事になった。iFの TFrl上
′
「 ulζ ()R(1ビ ールの和しみ合せは

【飛行機がとばないと、

ホテル代が嵩み、食費

を削る羽目になる。山

の時間が削られていく。

浮かない顔の矢田部君】

43期 清水 健作

』
懸
鴛

欝ヽ
濃

'1嗜
″′.|

惣蒙々

鱚

`銀

泰



(1()()l)!夕 方かい雨が強 くなつた。飛行機 大文夫だろうか ?

1)'11`)||

1110:()()に空港へ.し か し、フライ トはキャンセルぃ全くこの|■lは !!る一ずというII菓

がltく にあう気tがする Its2()()を はらい「「びヒマラヤンビューヘ. Rajiさ んに明日の

7:(X)の 飛行機を取って1)ら う。Alう レス トランで昼食をとり、郊外へ観光.ボ ダナー トで

謎のネバール青年 (「 1称 17歳 )と 友達になる。勝 手にヒン ドゥー教徒以外 立ち入 り禁 11の

エ リアに入る 侵人後 2(〕 秒でガー ドマンに捕まる.追い出された後その青年と分けの分か

らんところに連ね′ていかれる.渋滞 していていつ まで掛かるか分からなかつたのでホテル

ヘ帰る.そ したらホテルまで着いてきたら 日的がよく分からなくて怖かった,バスの乗り

ノメit tく 分かった。夜はアロマ レス トランヘ.スペシャルフライ ドライスが無茶うまかつ

た テラスで食べね′たのも良かった。また来ようかな ?

9月 2()「1

今日は 5:l'0に 起きて 6:0()に 空港へ,タ クシーの運ちゃん、無茶怖いっす つていうか

滑つてるしさ～.飛行機は lHキ間半遅れた。半ば諦めていたので飛んだときは嬉 しかった

ね 3()分σ)フ ライ ト,到着 してからガイ ドを進められる リコンファームの事もあつた し

結局雇 う事に.名 前は「ニマ」というち7日 間だけど 11日 分払 う事に6理由は一般的には

11‖ 掛かるらしいコースを 7日 で以降としているからだ。馬鹿に付き合ってくれてありが

とう,10:3()に 出発.コ ースガイ ドでは 5時間を 3時間で通過。でも大の方が早かつたら

ロッジはとてもllA適。あと、シェルパの家族 と一緒に食事をした。 とて 1)楽 しかった、と

ころで、お金足 りるのか ?

9',2111

今 日はモンジョからナムチェ、そ してタンボチェまで歩く。あさ、 R s13()0も かか り、少

し不安になった。そのためナムチェで $40両 替 した。そオ1′ からタンボチェヘ向か う。 さ

すがに体が重く感 じられた。 しか し、頭痛等の高山病の症状は無い。 応明 Hペ リチェで

高度げ:応 を取ろうと思 う、あと、今朝からネパール製の濁酒がお腹を直撃 !正露丸を飲み

居間は少 し落ち着いたみたいだ。やはり、 日本人はビールだね。あと、昨日今 日と雨又曇

りで気温が低いのそつらいっロッジのストープが有りがたかつた。ちなみに4日 σ)行程を

2日 で行つた あとは、 ド山で時間を稼ごうと思 う。

9り ]22H
朝、食11を とつてるとニマが「ケイ、健 さん、C o nlc on」 と言つたび)で表へ出てみ

ると快晴 !そ して遠くにはでもはつきりとエベ レス トが見えた、感動Ⅲ写真を取 りまくる
^

昨 Hま での疲労感が飛んだ気が した。今 11の行程はペ リチ・cま で。 しか し途中のパンボチ

ェで少 し頭痛を感 じたので、そこで 7白 まることにした。カラパタまでは厳 しくなった。そ

こで、ニマから近くのタボチェ(6490M「に登らないか?と提案。あしたペリチェヘ

す して翌 日にバンボチェに戻 りさらに翌々日アタックとい うプランだ。順応 口を 3‖ 取る

わけだ しこれなら行けそ うに思 う。

【貴重な清水君と

二人で撮つた写

真。

ネ 尚、地図と照合、

標高、所要時間

から考えて5202

mPのことのよ

う。】 .

揚



9月 23日

この 日はペ リチェまで行 くつもりで した が途中でまた頭痛が始ま り矢田部と分かれて 3日

後にナムチェで落ち合 う事 となった。 とりあえず今 日はパンボチェのロッジまで戻ること

にした。昨日と同じ部屋を取つてもらい、横になった。 (後から聞いた話では高山病は寝て

しまうと悪くなるらしい。)一度起きてガー リックスープが効くと聞いていたので飲む。ま

た寝たらq寒気がして起きる事 ,「 っ熱があるらしい。 しかも結構高めぅ変な咳もで出した。

とにかく辛い。生まれてはじめて死ぬかも…つて気分になった。独 りということが余計に

その思いを強 くした気がする。 とりあえず、明日下山するので熱だけは冷まそ うとタッパ

と手ぬぐいを持ち 5分歩いて川に水を汲みに行った。頼れるのは自分だけだつた。寂 しか

った。

9月 24日

朝起きてゆで卵 2個 とお茶チャパティー と言 うパンを頼む。パンは半分残 した。そして 1

000m高 度を落 とすためにプンギ 。ティンガとい う村を目指す。下つていれば何 とも無

いが上 りが 5mあれば息が上が り休憩とい うありさまだった。途中初 日のロッジで一緒だ

ったガイ ドの親友にあう。 10ドルで荷物をやると言い出した。ネパールでの 10ドルは

良いお金だがすんな り払 うことに。今の自分にとつてはものすごく有 りがたかつた。一緒

に話をしながら下つた。覚えているのは、この前ガイ ドした相手が高山病になって自腹で

2000ド ルだ してヘ リを呼んでや ったけど死んだからお金が帰つてこなくて困つてる、

と言 う話。あとは、下痢で体力が無いときは高山病に掛か りやすいと言 う事も言われた。

とりあえず、助けも有 り無事つくことが出来た。

9月 25日

朝 8時プンギ・ティンガを出発。今 日中にナムチェに行かないと矢田部 と合流できない。

とは言つても 1本道なので心配は無いけど。ナムチェまでは 600mの 上り。昨日同様 5

分歩いては休憩みたいなペースだった。なんか途中腕時計を見ながら休憩を取つていた ら

動いていない事に気付 く。一体何時かと思い聞いてみると「2時」!!自 分の時計は 10時

を指 していた。一体 どれ くらい歩いたのか全 く分からなかった。そして、体力的に動けな

くなっていた。 しばらくして矢田部 とガイ ドに追いつかれ僕を見て何でここにおる?つ て

顔をされた。そのあと、近 くの村でニマがポーターを 2人雇つてきた。もちろん自分を運

ぶため。その日の うちにナムチェを過ぎジョッサ レ (2805m)ま で運ばれた。

自分はその時まで事の重大さに気がついていなかったが、ホン トに死にかけていたらしい。

9月 26日

飛行機が 1日 早くなったので、今 日中にルクラまで戻る事になった。歩けるとこは歩き、

上 りとかは矢田部の背中。命の恩人になって しまった。病気で苦しかつたけど、矢田部は

もつと苦 しかつただろう。ルクラの直前の急登では、 2日 前に荷物を持つてくれた人まで

僕を運んでくれ何 とか到着。感謝以外に言葉があ りませんでした。ささやかな打ち上げの

あと、爆睡しました。

9月 27日

朝 1番のフライ トでルクラを出発。 30分後には懐かしいカ トマンズに無事到着。でも少

し歩 くと息が上がる感 じ。まずはじめにRajiの 所へ行きチャイを飲みながら色々あつ

た話をし、その後矢田部が人から聞いてきた 「スロベニアゲス トハ ウス」とい うR Sl∞

の宿に泊まった。 とりあえず、まだ体が重かつた。昼過ぎまでは一人で寝て昼から美味 し

いダルバー ト屋にいき食事を取つた。少 しは食べれるようになってきた。ここで、旅の疲

れを癒すべ くカ トマンズ唯一の温泉 ?に行つて来た。お湯熱過ぎ !シャンプー泡立たな

い !だまされてる気がした。ついでにアンマをやつてもらった。夜はモモとビールで打ち

上げ。そのあとは、早めに寝た。

9月 28日

この日は土産を買 うためにバクタプル とい う脚町までバスで行つた。物価が少 し安い。

曼茶羅学校を見学したりした。あと、現地の人と選饉でチェスを打ったりした。結果は散々

だった。
-33‐
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9月 21)日

この ||は カ トマンズで t産を買つた り、あと絵葉書を出 した、この 日ははじめて矢Hl部 と

別イゴ動になったⅢ昼に矢 Fl部お気に入 りのダルバー ト屋で 一緒に食べたわかれ、僕はタメ

ルの タクシー乗 り場 j周 辺でチェスをやっているお じさん達に混ざって 5ゲームほどやった

言葉が
'重

じなくて t)同 じ趣味が有るのは良い事だなと思った.夕 飯は 「味のシルクロー ド」

とい う日本食屋へ:味 1曽 汁が 一番美味 しかつた し、衛星版読売新間があつたのでビックリ

した  IJ本選手のシ ドニーで′)活躍はこの時知つた。ゲス トハウスに帰る途中雑貨屋でウ

イスキーを買い部屋で飲みながら矢田部と今までの思い出話とかで盛 り 11が つた ?ぃ

9ナ130日

いよいよ、今晩 日本に発つ,こ の「1はネパールで言 う所のお盆みたいな 1年で 番大きな

お祭 りが始まる 11で町は凄い静かだつた。ダルバール広場で凧を 11げ ている r供たちを見

ながらゆつくり過ごした .夕 方、昨 日楽器を売 りつけてきた人の民族 青楽のコンサー トが

あることを教えて t)ら い聞きに行つたっ矢日1部は疲れてるみたいだつたけど、最終 日だか

らか結構印象にに残つた,9時 に空港に行くと、飛行機が故障 して翌朝まで飛ばない・llに

なつていた,おかげで、エベ レス トホテル (1汀l$200)に ただで停めてもらえた

よくあさ、 7時 ごろネバールを出発.本 来は夜発が 日中になったお陰で窓の向こうにヒマ

ラヤ ||1脈 を ―望する事が出来たら
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OB会
(平成 12年 7月 1

会 計
日～平成 12

生
ロ

1月 30日 )

報

『

《 収

0

預

入 の

B会

金

部 》

費 納 入

利  息

206, 000

395

計

《 支 出 の 部 》

OB会 報 (や まざ と)

「 花・ 星・ 人 in南 竜」

OB・ 現役 3年 懇親会

秋 の小屋酒場 食費

″   備 品代

通  信  費

文具・ 備 品費

そ  の  他

206, 395

No。 13印刷 費

郵送料

OB会 補 助

20

9

4

11

72

14

10

00

69

84

54

61

08

0

0

5

0

5

7

5

4

5

言十

《差 引 剰 余 金 》

前 回 (11.12.31現 在 )繰越 金

収   入   の  部

支 出 の 部

548, 751

2, 3
2

5

00,

06,

48,

141

395

751

差   引  合   計 1, 957, 785

r・…………事務局より

*41期 OBよ り、単年度納入を開始しています。

40期以前のOBの方のうち、 5年分一括でなかつた一部の方につきましては、振込

票と納入お願いが同封されています。

*現在は会費を納入された方に、会報をお届けしています。添付の住所録も、納入さ

れた方について、公開のご了解を頂いているの立場をとりました。

あとの方は、原簿には載つていますが、事務局が発送停止以後の確認をしていませ

ん。お問い合わせがあれば、停止時点での連絡先をお伝えします。

*21世紀より、会報は年度に一冊を予定しています。最新情報は本一ムページをご覧

になるか、事務局にお問い合わせ下さい。

臨時全体連絡は、はがき、封書などで行います。
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